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Claude Code完全攻略

金京鎮

『Claude Code完全攻略』は金京鎮がAI書房で公開するオンライン書籍です。Claude Codeの基本

操作からエージェントワークフロー、MCP接続、実践事例まで、AIツールを業務に活かすための完

全ガイドです。
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第1章 Claude Codeの実践活用事例

第1部

全章を見る

次の章 →

会議録の要約と担当者別フォローアップ表の作成

会議が終了すると録音ファイルは残りますが、それを読み込んで要約し、担当者別の後続措置を整

理する作業は、従来は人が手作業で行う必要がありました。Claude Codeに録音ファイル1つと一行

の指示を与えるだけで、数分後にはWord形式で整理された議事録がフォルダに保存されます。

準備は非常にシンプルです。Zoom、Google Meet、Microsoft Teams、Fireflies、Clova Note、

Granolaのいずれのツールを使用しても、会議終了後に録音テキストをテキストファイルとしてエク

スポートできます。Zoomでは「Save Transcript」機能で.vttまたは.txtファイルを保存でき、

Teamsでは会議詳細ページから.docx形式で取得可能です。

このファイルをプロジェクトフォルダ内の「transcripts」サブフォルダに配置するだけです。

ターミナルでプロジェクトフォルダに移動し、Claude Codeを実行します。

対話が開始されると、自然言語で指示を出します。「transcripts フォルダ内の 2026-04-15_役員

会議.txt ファイルを読み、10 行の要約、決定事項一覧、担当者別フォローアップ表を含む Word ファ

イルを summaries フォルダに保存してください。ファイル名は元の日付と会議名に従ってください。

」

Claude Code は python-docx ライブラリを内部で呼び出し、実際に開いて編集可能な.docx ファイ

ルを生成します。結果には三つの要素が含まれます。第一に、会議の性質を 10 行に圧縮した要約

です。90 分の会議でも 20 分の会議でも、核心となる論点は同じ密度で整理されます。第二に、決

定された事項のみを抽出した一覧です。

各議題には「何を決定したか、なぜそのように決定したか」が添えられます。第三に、担当者・作

業内容・期限の三列で構成されたフォローアップ表です。録音テキストに「水曜日までにお送りし

ます」のような発言が含まれている場合、担当者の名前と期限が自動的に抽出されます。

結果物の有用性は、プロンプトの具体性に比例します。「会議の要約をしてくれ」よりも、文脈を

共有する方が望ましいです。「この録音テキストは 2026 年 4 月 15 日の役員会議の記録であり、

出席者は代表、CTO、マーケティング担当の三人です。決定を中心に要約し、発言者ごとの傾向分

析は除外してください」と指示すれば、出力ははるかに整理されます。

Slack や Notion への直接投稿用であれば、形式をさらに指示できます。「Slack に貼り付けるので、

マークダウンなしで 300 文字以内の平文による要約をもう一つ作成してください。Notion に貼り

付ける場合は、チェックボックスと小見出しを含むマークダウン形式で。」
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反復的な業務であれば、この手順を「CLAUDE.md」に永続的な指示として保存しておくことをお勧

めします。

次回以降の会議では、ファイルを「transcripts」フォルダに置くだけで、「新しい録音テキストを

処理してください」と一言伝えるだけで済みます。セッションが変わっても「CLAUDE.md」の規則

が毎回読み込まれるため、品質は一定に保たれます。

一つ注意すべき点があります。録音テキストには会議参加者の発言がそのまま含まれるため、機密

情報です。法務相談の会議、人事に関する議論、顧客とのミーティングの内容については、組織の

データポリシーに従って外部AIへの送信が可能かどうかを事前に確認する必要があります。弁護士

業務においては、依頼者の情報が含まれる録音テキストには特に慎重であるべきです。社内規定に

より、API経路のみを使用するか、匿名化処理を施してからアップロードする手順が必要です。

Claudeが作成した議事録はあくまで草案です。数値、日付、金額、法令条文など、誤りが致命的に

なり得る項目は必ず原文の録音テキストと照合しなければなりません。特に「何パーセントの値上

げに合意した」「いつまでに納品することになった」といった具体的な約束については、録音テキ

ストの原文を再度確認する手順を省略してはいけません。

ダウンロードフォルダの自動整理

ダウンロードフォルダを放置すると、数百ものファイルが混在して積み重なります。PDF領収書、

スクリーンショット、契約書の草案、名前がぐちゃぐちゃになったCSV、古いインストーラーファ

イルなど、すべてが一つの場所に集まります。探したいファイルを見つけるのに、また数分を費や

すことになります。Claude Codeを使えば、一度の指示でファイルを種類と日付ごとに分類し、古

いものはアーカイブへ移動し、疑わしいファイルは別途取り出す作業を数分で完了できます。

始める前に必ず守るべき原則が一つあります。ファイル移動スクリプトは、最初から実際に移動さ

せるのではなく、まずドライランで実行して、何がどこへ移動するかを確認する必要があります。

重要なファイルが間違ったフォルダへ移動してしまうと、そのファイルを探す作業が整理前よりも

さらに苦痛なものになります。

ターミナルで作業用フォルダを準備します。

Claude Codeが実行されたら、以下のように指示します。「̃/Downloadsフォルダを整理する

Pythonスクリプトを作成してください。画像(.jpg .png .gif .webp)はPicturesフォルダへ、PDFは

Documents/PDFsへ、動画(.mp4 .mov .mkv)はVideosへ、コードファイル(.py .js .ts)は

Projects/Codeへ分類し、それ以外はOtherへ移動させてください。」

6ヶ月以上経過したファイルはArchiveへ移動し、同じ名前のファイルが2つ以上発見された場合は'

DuplicateCheck'フォルダへ分離してください。何も削除せず、--dry-runフラグをデフォルトで有

効にしてください。実行ログはorganize_log.txtに記録してください。」

Claude Code がスクリプトを作成した後、ターミナルでまずドライランを実行します。

出力ログを確認し、意図通りに動作しそうであれば実際に実行します。
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186 個のファイルを基準にすると、約 1 分 30 秒から 2 分以内に整理が完了します。ファイルの内

容まで読み込んで分類するよう指示すれば時間はかかりますが、精度は向上します。例えば「

image_001.jpg」という名前のファイルが実際にはスキャンされた領収書である場合、拡張子だけ

を見て Pictures に送るのではなく、内容を読み取って Documents/Receipts に送る判断が可能で

す。

この作業を一度作成しておけば、再度作成する必要はありません。完成したスクリプトはバージョ

ン管理し、毎月一度実行すればよいのです。クローンタスクに登録して毎週日曜日の深夜に自動実

行させることもできます。

さらに一歩進めれば、内容に基づく分類も可能です。領収書の PDF をフォルダに集め、「各ファイ

ルの PDF 内容を読み取って『年-月-日_企業名_金額』という形式で名前を変更してください。元の

名前と変更後の名前を記録した changelog.txt も残してください」と指示すれば、OCR とテキスト

抽出を経て一括名前変更が行われます。

OCR 認識が不確かな項目は、ファイル名に「[確認必要]」という接頭辞が付与され、人間による確

認が可能になります。

弁護士事務所でこの手法を応用すれば、その有用性はさらに高まります。事件ごとに「依頼者から

送付された資料」フォルダが作成され、そこには写真、スキャンファイル、韓国語文書、録音テキ

ストが混在して格納されます。分類ルールを事件の性質に合わせて事前に設定しておけば、依頼者

が資料を送付するたびにフォルダ構造が自動的に整理されます。

「刑事/証拠写真、刑事/証人調書、刑事/依頼者メモ、民事/契約書、民事/取引履歴」のような分類

を CLAUDE.md に保存しておけばよいのです。

守るべき大きな原則は一つだけです。ファイル操作スクリプトは常にドライランオプションをデフォ

ルトとし、実際の実行は明示的なフラグを付与した場合のみ動作するように設定します。Claude

Code にスクリプト作成を任せる際、このルールをプロンプトに含めることでミスを減らすことがで

きます。5 分かかる反復作業に 2 時間をかけて自動化すれば、その後は毎年 28 時間の節約になり

ます。これは時間の複利効果です。

メール分類と返信草案作成

受信トレイが業務を支配する状況は誰にでも馴染み深いものです。1日に200通、300通とメールが

溜まると、重要なメールが広告や自動通知の間に埋もれてしまいます。Claude CodeにGmailを接続

すれば、朝30秒以内に「返信要・要確認・ノイズ」の3段階で分類されたサマリーが表示され、重

要なメールについては、ご自身の口調で書かれた返信ドラフトも一時保存フォルダに保存されます。

核心は2点です。第一に、決して自動送信しないこと。第二に、ご自身の口調を学習させることです。

GmailをClaude Codeに接続する方法はいくつかありますが、Gmail MCP接続機能を利用する方が最

も安定しています。Google Cloud ConsoleでOAuth資格証明を作成し、Claude Codeに登録します。

初回実行時にブラウザでGoogleアカウントの認証を完了すれば、接続は完了します。アカウントが

複数ある場合（個人用、業務用、ニュースレター用など）は、それぞれ異なる名称で登録してくだ
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さい。gmail-personal、gmail-businessのように名称を区別しておけば、「業務メールのみ分類し

て」といった指示が可能になります。

まずご自身の口調プロファイルを作成しておきます。送信済みフォルダの直近20通をClaude Code

に読み込ませ、口調の特徴を抽出させます。

「私の Gmail の個人用送信済みフォルダから最近の 20 通を読み、私の話し方の特徴を分析してく

ださい。文の長さ、挨拶のパターン、頻繁に使用する接続詞、丁寧さのレベル、署名のスタイルを

まとめ、『私の_メール_トーン.md』というファイルに保存してください。」

この .md ファイルは、その後の返信下書きの基準となります。次からは以下のように指示してくだ

さい。「過去 12 時間以内に受信したメールをスキャンし、(1) 返信が必要 (2) 後で確認 (3) 不要

の 3 つの段階に分類してください。返信が必要な項目には、『私の_メール_トーン.md』のトーン

を適用した返信下書きを作成し、Gmail の一時保管フォルダに保存してください。決して送信せず、

下書きとしてのみ保存してください。」

VIP リストは、代表者、主要取引先の代表者、法人カード担当者です。VIP のメールは最優先で処理

してください。」

結果は次のようになります。未読の 918 通のうち 7 通が「返信必要」としてリストアップされ、

各メールの横に下書き番号が付与されます。「3 番の下書きのトーンをもう少し柔らかく変更して

ください」と続けて指示すると、即座に修正されます。」

このワークフローを毎日朝に自動実行するには、スケジュールフックを設定することができます。」

これで、毎朝「/morning-email」と入力するだけで、このルーチンが実行されます。人間がすべき

ことは、下読みの確認、修正、そして送信ボタンを押すことだけです。

弁護士業務においてこの手法は特に有用です。事件ごとに依頼人と交わしたメールスレッドが数百

通も蓄積され、朝にどの事件で何が進捗したかを確認するだけで30分もかかってしまいます。「事

件番号のラベルが付いたメールを事件ごとにグループ化し、各事件で直近24時間以内に発生した出

来事を1段落で要約してください」と指示すれば、事件別のブリーフィングが即座に生成されます。

依頼人が新たに提供した資料、相手方からの連絡、私が約束した後続措置を区別して整理してくだ

さい」と指示すれば、事件別のブリーフィングが即座に生成されます。

絶対に守らなければならない原則があります。AIが作成したメールの下書きをそのまま送信しない

ことです。友人への手紙、ビジネスパートナーへの提案、依頼人への返信において、言葉の一つの

ニュアンスが結果を左右します。コード作成はAIに任せても構いませんが、メールは最終的に人間

が読み、修正する必要があります。不備のあるメールは、一度送信すれば取り消すことはできませ

ん。

法律相談のメールで単語一つが誤って使われれば、依頼人はそのメールを根拠に行動します。下書

きは迅速に作成しつつ、送信ボタンは人間が押すという原則を、一度も破らないことが、弁護士の

実務においては特に重要です。
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ファイルの一括名前変更 ̶ 内容を読み取って変更する

領収書、契約書、スキャンした税抜請求書のように内容は構造化されているものの、ファイル名が

ぐちゃぐちゃになっているケースが少なくありません。IMG_2341.jpg、scan_0019.pdf、無題

-3.pdfといった名前の中で特定の取引を見つけようとすると、ファイルを一つずつ開いて確認する

必要があります。Claude Code はファイルの中身を直接読み取り、一貫した規則に従って名前を付

け直します。

作業手順は常に同じです。第一に、バックアップを作成します。第二に、ドライランで結果を事前

に確認します。第三に、実際の名前変更を実行します。第四に、変更ログを残します。

ターミナルで作業フォルダを準備します。

Claude Code に指示を出します。「このフォルダ内のすべての領収書 PDF と JPG ファイルの内容

を読み取り、会社名、取引日、金額を抽出してください。ファイル名を「2026-MM-DD_会社名_金

額.拡張子」の形式に変更してください。会社名にスペースが含まれる場合はアンダースコアに置き

換えてください。抽出が曖昧なファイルには名前の上に「[確認必要]」を付加し、

rename_log.csv にその理由を記録してください。まずは --dry-run で実行して、どのように変更さ

れるか見せてください。」

Claude が作成したスクリプトをドライランで確認します。予想される変更履歴が表形式で出力され

ます。

元のファイル名 → 新しいファイル名 IMG_2341.jpg → 2026-01-15_スターバックス_4800.jpg

scan_0019.pdf → 2026-01-22_ソウルガーデン_87000.pdf 無題-3.pdf → [確認必要]_無題

-3.pdf (店名不明)

意図通りであれば、実際に実行します。

変更ログには、元のファイル名、新しいファイル名、抽出されたデータ、信頼度スコアがすべて記

録されます。このログファイル一つがあれば、後で問題が発生した際に、どのファイルをどのよう

に変更したかを 100% 追跡できます。

法律事務所では、この方式が特に有用です。事件記録は数千の PDF が蓄積されますが、スキャンし

てアップロードされたファイルのほとんどは無意味なファイル名を持っています。

各ファイルから事件番号、文書類型（訴状/答弁書/準備書面/証拠）、作成日付を抽出し、「事件番

号_文書類型_作成日付.pdf」という形式に名前を変更し、事件番号ごとのサブフォルダに移動させ

るよう指示すれば、数日かかる分類作業が数時間で完了します。事件番号の抽出が不可能なファイ

ルは「未分類」フォルダに振り分けられます。

判別が曖昧なファイルについては、常に「[確認必要]」という接頭辞を付与するよう指示するのが

安全です。AI が「これで合っているだろう」と推定した結果をそのまま受け入れると、事件記録か

ら数件のファイルが誤った事件番号に分類される事態が発生する可能性があります。法律文書にお

いてこのようなミスは致命的です。
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応用範囲はさらに広がります。写真フォルダでは「EXIF メタデータを読み取り、『撮影日付_場所.

jpg』という形式に名前を変更してください」と指示できます。動画の録画本については「画面録画

フレームを分析して『日付_プログラム名_活動内容.mp4』に名前を変更してください」となりま

す。論文のPDFについては「ファイルから著者、年次、タイトルを抽出し、『著者_年次_タイトル.

pdf』という形式に名前を変更してください」という指示で完了します。

ファイルを開く人の習慣に合わせてルールを切り替えるだけで、同じエンジンがあらゆるフォルダ

を整理します。

最も重要な原則は一つ。名前の変更は元に戻すのが困難です。1,000件のファイルを一括変更した

結果が誤ったものだった場合、ログを確認して一つずつ元に戻すしかありません。そのため、常に

次の三つを守ります。バックアップを取る。ドライランで事前に確認する。ログを残す。この三つ

をプロンプトに事前に明記しておけば、同じ過ちを繰り返すことはありません。一見些細に見える

この三行が、週末一日丸ごと失う事故を防ぎます。

領収書と請求書のExcel化

スキャンした領収書やPDFの請求書が数十枚も積み重なると、月末の精算は苦痛を伴います。Excel

を開いて、店名、日付、金額、カテゴリを手作業で一つずつ入力するのは単純な作業ですが、退屈

でミスも起こりやすいものです。Claude Codeはこの作業を一度の指示で完了させます。数式も機

能する実際の.xlsxファイルがフォルダに生成されます。

準備は簡単です。領収書の写真とPDFを一つのフォルダに集め、Claude Codeをそのフォルダで実行

します。

指示を出します。「このフォルダにあるすべての領収書画像とPDFを読み取り、店名、日付、金額、

決済カテゴリ（食事・交通・事務用品・接待費・その他）を抽出してください。Excelファイルとし

て保存し、日付順に並べ替え、カテゴリごとの合計をSUMIF数式で記載してください。OCR認識が

不明瞭な項目は備考欄に「要確認」と表示してください。ファイル名はreceipts_2026April.xlsxと

します。」

数分後、フォルダにExcelファイルが生成されます。開くと、6つの列で構成された表が表示されま

す。日付、店名、金額、カテゴリ、決済手段、備考です。表の下にはカテゴリごとの合計が数式で

記載されています。Excel上で直接数値を変更しても、合計は自動的に更新されます。

この文書が実際に数式を機能させる Excel ファイルである点が肝心です。Claude Code は内部で 

openpyxl ライブラリを呼び出し、セル値だけでなく数式、条件付き書式、ピボットテーブルまでファ

イルに記録します。開いてみると、=SUMIF(D:D,"食費",C:C) といった数式が実際に残っています。

精算カテゴリが会社ごとに異なる場合は、CLAUDE.md にカテゴリ定義を保存しておきます。

今月以降は、ファイルをフォルダに放り込んで「今月の領収書を Excel にまとめてください」と一

言言うだけで済みます。

請求書はさらに一歩進めることができます。ホームタックスで受け取った電子請求書の XML をフォ

ルダに集め、「XML を解析して、供給者、供給先、品目、供給価額、税額、合計を Excel に整理し
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てください。売掛分と買掛分は別シートに分けてください。月ごとの消費税合計を別シートで要約

してください」と指示すれば、消費税申告の基礎資料がすぐに作成されます。

弁護士事務所では、この方式を着手金管理にも活用しています。依頼者ごとに着手契約書、入金確

認書、出張費領収書が混在して積み上がると、事件終了後の精算が複雑になります。「事件番号ご

とにフォルダ内の領収書と入金証を読み取り、着手金請求分と実費精算分を別列に分けた Excel を

作成してください」と指示すれば、整理が容易になります。

各事案ごとに総実費、総受任料、未収残額を計算してください、と指示すれば、依頼者にすぐに送

れる精算書の草案が完成します。

OCR認識率が低下する領収書は必ず存在します。ぼやけた写真、しわくちゃの紙、領収書の裏面の

広告文が混在している場合です。AIはこれらのファイルを「確認必要」と表示しますが、人間が最

後に備考欄をざっと見て直接修正する必要があります。法人精算では件ごとの金額が正確である必

要があり、税務調査では原本の領収書と帳簿記録が一致していなければなりません。

数値自動化の利便性は、数値検証の責任を軽減するものではありません。エクセル作成に30分かか

ろうと30秒かかろうと、数値が正しいと確信することは人の役割です。

複数の文書を1つの報告書に統合

1つの事案、1つのプロジェクトを完了する頃には、フォルダを開くとファイル形式がそれぞれ異な

ります。PDFの資料調査報告書、テキストメモ、マークダウンノート、CSVデータ、エクセルシー

ト、ワードの草案まで。これを1つのワード文書に統合するには、開いてコピーして貼り付け、書式

を合わせるという退屈な作業に半日かかります。Claude Codeはファイル形式が異なっても内容を

読み取り、1つの報告書として組み立てます。

仕組みはシンプルです。Claude Code は、pypdf、python-docx、openpyxl、pandas といったラ

イブラリを状況に応じて使い分け、ファイルを読み込んで異なる形式のデータをテキストに統一し

た上で、最終的な文書を組み立てます。人間が行うのは、「元ファイルの場所」と「どのような成

果物を望むか」という指示を一度与えることだけです。

作業用フォルダを準備します。

Claude Code を実行し、指示を出します。

「このフォルダ内のすべてのファイルを読み込み、一つの事件終結報告書を Word 形式で組み立て

てください。構成は、(1) 事件概要、(2) 時系列タイムライン、(3) 関係者証言の要約、(4) 証拠一

覧、(5) 財務分析、(6) 結論および後続措置の順で行ってください。日付表記は YYYY-MM-DD に統

一し、金額はすべて韓国ウォン (�) 基準に統一してください。CSV 形式の表は Word 表に変換し

て含めてください。」

各セクションの末尾には、出典となるファイル名を脚注として記載してください。ファイル名は「

Case_2026_042_Final_Report.docx」として保存してください。」
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Claude Code は内部で 3 つの段階を踏みます。第一に抽出段階です。各ファイルを形式に合わせた

ライブラリで開き、テキストに変換します。第二に精製段階です。日付表記、通貨単位、人名表記

を統一します。同じ人物が「洪吉洞」と「洪 吉洞」のように混在している場合は、一つの表記に整

理します。第三に組み立て段階です。指示されたセクション構造に合わせて内容を再配置し、CSV

の表を実際の Word 表に変換して挿入します。

ファイル数が多い場合、Claude Code は補助エージェントを並列で稼働させます。あるエージェン

トが PDF を読んでいる間に、別のエージェントが Excel を解析し、さらに別エージェントが録音テ

キストを要約します。50 個のファイルが混在するフォルダでも、数分以内に整理されます。

弁護士業務においてこの方式は特に有用です。事件が数ヶ月にわたって進行すると、クライアント

から送付された資料、相手方の答弁書、証人陳述書、判例資料、銀行取引明細書がファイルごとに

蓄積されます。裁判準備書面を作成する際、これらすべての資料を精査して事実関係を整理する作

業が最も時間を要します。「このフォルダ内のすべての資料を読み込み、時系列の事実関係整理表

を作成してください。

各事実の根拠となるファイル名とページ番号を必ず記載してください。矛盾する陳述がある場合は、

別セクションに表示してください」と指示すれば、準備書面の骨格が 1 時間以内に完成します。

一つだけ心に留めておくべき点があります。Claude が組み立てた報告書はあくまで草案です。法律

文書において事実が一つでも誤っていれば、全体の論理が崩壊します。各セクション末尾に記載さ

れた根拠となるファイル名とページ番号を基に、重要な事実は必ず原典を再度開いて確認する必要

があります。特に金額、日付、当事者の氏名、契約条項番号については、目で一度再確認する工程

を省略することはできません。

反復される報告書フォーマットがある場合は、CLAUDE.md にテンプレートを保存しておきます。

次の事件からは、「事件フォルダ内の資料で終結報告書を作成してください」と一言伝えるだけで、

同じフォーマットの報告書が生成されます。フォーマットが一定であれば、読む側は事件ごとに構

造を再確認する必要がなく、事務所内の資料管理も一貫性を保つことができます。

週次報告書の自動生成 ̶ Notion、Slack、Google Drive の統合

月曜日の朝、週次報告書を作成するために机に向かうと、過去一週間に起きた出来事を改めて集め

ることから始まります。Notion のプロジェクトボードを開いて完了した課題を数え、Slack を遡っ

て決定事項を探し、Google Drive に新しくアップロードされた文書を確認します。資料収集に1時

間、整理にさらに1時間がかかります。Claude Code はこれら3つのツールを同時に接続し、このプ

ロセスを数分に短縮します。

まず3つのコネクタを接続します。Notion、Slack、Google Drive にはそれぞれ公式の MCP 接続サー

バーが用意されています。

各コネクタの初回認証は、ブラウザで OAuth ウィンドウが開き、アカウントとアクセス範囲を選択

する単一の手順です。Notion は特定のワークスペースとページのみへの権限を付与し、Slack は必

要なチャンネルへのアクセスのみを制限できます。依頼者情報が含まれる Notion ページや法務チー
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ム専用の Slack チャンネルは、意図的に範囲を狭めて接続する方が安全です。

接続が完了したら、Claude Code セッションで指示を出します。

「毎週金曜日の午後 5 時に実行される週次レポートスキルを作成してください。」

（絵文字 � が付いたメッセージは決定事項とみなします）。

Claude Code は 3 つのツールを同時に呼び出します。Notion ではデータベースフィルターを適用

して完了項目のみを取得し、Slack ではチャンネル別メッセージを検索して � 絵文字が付いたもの

のみを抽出します。Drive では modifiedTime フィールドを用いて最近変更されたファイルのみを

フィルタリングします。これらすべての結果を 1 つのレポートに組み立て、Word ファイルとして

出力します。

さらに、この作業をスケジュールに登録することも可能です。2026年4月14日にリリースされた「

Claude Code Routines」を利用すれば、毎週金曜日の午後5時に自動的に実行されます。

「/schedule 毎週金曜日の午後5時に週次レポートルーチンを実行」

RoutinesはAnthropicのクラウド上で実行されるため、ノートパソコンを閉じていても、出張中で

あっても動作します。Proプランでは1日5回、Maxプランでは15回、TeamおよびEnterpriseプラン

では1日25回まで実行可能です。自分のMacのみで実行したい場合は、Desktopの「Scheduled

Tasks」を利用する方がシンプルです。

この場合、コンピュータが起動しており、Claude Desktopアプリが開かれている必要があるという

制約がありますが、ローカルファイルへのアクセスははるかに自由です。

注意すべき点が2つあります。第一に、機密データの接続範囲は慎重に設定する必要があります。依

頼者名、事件の詳細、契約金額などの情報は、接続されたサービスを経由してAIサーバーへ送受信

される構造であるため、依頼契約でAIツールの使用を許可した場合のみ利用するか、匿名化処理を

施した別ワークスペースを構築して運用する方が望ましいです。

第二に、報告書の草案をそのまま上司に送らない方が良いでしょう。Notionデータベースのフィル

タ設定が誤って完了項目が漏れることが時々あります。人間が最後に一度目を通し、「この項目が

抜けている」と指摘すれば、すぐに修正して再生成します。自動化は人間の判断を代替するもので

はなく、人間が判断するための時間を生み出すツールです。

競合他社のニュースモニタリングとブリーフィング

法務市場の競争環境、新たな判例、関心のある企業の開示情報などは、毎日追いかけてこそ価値が

あります。しかし、ニュースサイト十箇所を回りながら読み、重要なものを抽出するのは、一日に

数時間を要します。Claude Codeはウェブ検索をツールとして備えているため、「今日これらの企

業に関する新しいニュースを整理してほしい」と一言伝えるだけで、自動的に検索して要約し、フォ

ルダに保存してくれます。

この作業の核心は、検索範囲と要約形式を具体的に指定することです。
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「毎日朝7時に実行される競合他社モニタリングルーチンを作成してください。対象企業は法務法人

金&張、広場、世宗、ユルチョン、太平洋の五社で、確認すべき内容は(1)新たに獲得したパートナー

弁護士(2)新しいプラクティスグループの発足(3)主要な受任公告(4)メディアインタビュー・コラム

寄稿の四つです。過去24時間以内に発表された内容のみを取得し、韓国語ニュースを中心に検索し

てください。」

結果は「̃/intel/YYYY-MM-DD_law_market_brief.md」ファイルに保存し、各項目の末尾には必

ず出典 URL を記載してください。重要度は「上・中・下」に分類し、上級項目のみを最上部に集約

してください。

Claude はウェブ検索ツールを用いて、各企業名とキーワードの組み合わせで検索を行います。「キ

ム・チャン・パートナーの獲得 2026」や「広場新グループの発足」のように日付を含めたクエリ

を作成し、上位の結果から核心のみを抽出します。結果はマークダウンファイルとして保存され、

Obsidian や Notion で即座に閲覧可能です。

企業ニュースだけでなく、判例や法令のモニタリングにおいても、同じパターンが適用されます。

「毎週月曜日の朝 8 時に、新規判例のブリーフィングを作成してください。関心領域は、(1) AI・

データ関連の判例、(2) 個人情報保護法違反、(3) スタートアップ投資契約紛争の 3 つです。国内

法務サイト（law.go.kr、scourt.go.kr）および主要ロームのブログから、先週に判決・公開された

判例を探してください。」

各判例について、事件番号、争点、判示事項を整理し、なぜ実務上重要かを 2 から 3 文で解説を加

えてください。結果は「̃/intel/YYYY-MM-DD_precedent_brief.md」に保存し、「

̃/blog_ideas.md」ファイルにはブログ記事のアイデアを 3 つ提案してください。

ここから一歩進めば、収集した情報を単に保存するだけでなく、すぐに文章化することも可能です。

競合他社の動向の要約の後に「この情報の中からブログ記事のテーマに適切なものを3つ選び、各テー

マについて概要を書いてください」と追加すれば、毎朝コンテンツ企画の資料も一緒に得られます。

個人の領域でも同じパターンが適用されます。投資ポートフォリオに含まれる企業、自分が利用し

ているサービスの利用規約変更、関心のある技術分野の主要論文を毎日チェックして、一日分の要

約を受け取るような使い方です。「サムスン電子、SKハイニクス、ネイバーの過去24時間の株価関

連ニュースと開示情報を確認してください。

価格変動率が±3%以上の銘柄を最上位に表示してください。重要な開示情報は全文を要約してくだ

さい」と指示すれば、個別銘柄分析のための基礎資料が毎朝フォルダに蓄積されます。

ウェブ検索結果には一つの弱点があります。情報の信頼性がばらついている点です。AIが検索して

取得したニュースは、時としてブログの要約や数段階を経た記事であることもあれば、稀に誤った

日付が付けられた過去のニュースであることもあります。そのため、結果ファイルには必ず元の

URLを出典として残すよう指示します。重要な内容は、人間が一度元記事を開いて確認する習慣が

必要です。
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特に「誰がどこへ異動した」という人事関連のニュースは、同名の別人と混同されるケースが多々

あるため、原文の写真や経歴紹介を併せて確認する習慣が不可欠です。

市場分析レポートや経済指標を扱う際には、さらなる注意が必要です。AIは数値をそれらしく語る

ことに長けていますが、数値自体の正確性を保証するものではありません。「今週の原油価格は前

週比で4.2%上昇しました」という文がブリーフィングに含まれていても、実際には3.8%である可

能性があります。

数値が意思決定の根拠となるのであれば、必ず原典データソース（韓国銀行、統計庁、取引所の開

示情報）にもう一度遡って確認する必要があります。

競合他社のモニタリングにおいて、情報の価値は時間に対して敏感です。昨日出たニュースを一週

間後に確認しても、その価値は半減してしまいます。そのため、この作業を毎日自動的に実行する

ことが重要であり、Routinesに登録しておけば、ノートパソコンがオフの状態でもクラウド上で実

行されます。毎朝コーヒーを淹れに台所へ立ち寄る間に、今日の市場ブリーフィングが机の上のフォ

ルダに用意されている状態になります。

毎朝の自動ブリーフィング生成

一日の最初の30分をどのように過ごすかが、その日の全体の密度を決定します。受信トレイを開い

て散らかったメールに引きずられてしまうと、午前中ずっと反応に追われてしまい、本当に集中す

べき本質的なタスクに到達できません。朝のブリーフィングはこのスタート地点を逆転させます。

机に座る前に、今日の重要な事項が1ページに要約された状態を整える作業です。

構成は以下の通りです。今日のスケジュール、返信が急務のメール、前回の会議で約束したフォロー

アップ、そして集中を妨げられたくない時間帯。これら4つが一目でわかるMarkdownファイル1つ

あれば十分です。

ターミナルでブリーフィングスキルを作成します。

Claude Code Desktopのスケジュールタスクで新しいタスクを作成し、プロンプトに「/morning

スキルを実行して」と入力して、毎日午前7時に設定します。ノートパソコンが起動しておりアプリ

が開いていれば、毎日朝自動的にブリーフィングファイルが生成されます。Routinesを使用すれば

クラウド上で実行されるため、ノートパソコンの状態に関係なく動作します。

結果ファイルを開くと、このような形式になります。最上部には今日のスケジュール3件が表示され、

10時の依頼者ミーティングの横には「前回の面談で約束した意見書草案、まだ送付されていない」

というメモが付いています。14時の顧問通話の横には、前回の通話の要約2行と、相手企業の最新

のプレスリリース1行が添えられています。その下には、返信が急務のメール3通が並んでいます。

代表から送られた社内メール、主要取引先代表からの契約問い合わせ、管轄裁判所の公判日程通知

です。それぞれがなぜ緊急かを1文で説明が添えられています。その下には、前回の会議で約束した

フォローアップ4件が記載されています。「水曜日までにお送りする資料」「金曜日までにご返信す

るメール」など、元の約束日とともに一覧されています。

最下部には「本日のディープワークブロックを最低 90 分確保」という文言が表示されています。
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弁護士業務において、この手法は特に価値があります。一日に複数の事件を並行して進める場合、

各事件の現状を再確認するだけで多くの時間を要します。ブリーフィングに「本日の事件別タスク」

セクションを追加すれば、各事件の期限と次のステップが自動的に更新され、一覧表示されます。

「X 事件：明日の書面提出期限」「Y 事件：証人尋問の準備が必要」のように、事件名を見るだけ

で優先順位を判断できるようになります。

ブリーフィングがその役割を果たすためには、一つの重要な点があります。それは、長すぎないこ

とです。ブリーフィングとは、1 ページ、3 分以内で読めるものでなければなりません。20 項目が

列挙されたものはブリーフィングではなく、単なる別のタスクリストに過ぎません。プロンプトに

は「1 ページ、3 分以内で読めるように圧縮」という制約を必ず含めることをお勧めします。自動

化は、必要なものを素早く出すために使うのであり、より多く出すために使うものではありません。

散らかったメモを論理的な草案へ整理

文章を書く人のフォルダには、常にメモが散乱して積み重なっています。ふと閃いたアイデアを

iPhone に即座に書き留めた一行メモ。会議の最中に紙に書き殴り、スキャンしたスケッチ。講義を

聴きながらタイピングした Markdown ファイル。読書中に転記した引用文。KakaoTalk の「自分宛

て」チャットに投げ込んだ一文。

これらの断片の間には確かに結びつきがありますが、一つの文章にまとめるには時間と集中力が必

要です。Claude Code はこれらの断片を読み、主題ごとにまとめ、論理的な流れを整えて草案とし

て再構成します。

まずはファイルを一つのフォルダに集めることから始めましょう。形式が混在していても問題あり

ません。テキスト、マークダウン、Word、PDF、音声メモの書き起こしなど、すべてを一つのフォ

ルダに格納してください。

Claude Code を実行し、指示を出します。

「このフォルダ内のすべてのファイルを読み込んでください。同じ主題のものはまとめて、重複す

るアイデアは一つに統合してください。ただし、原文の微妙なニュアンスの違いは維持してくださ

い。その後、主題ごとに小見出しをつけ、論理的な流れに合わせて再配置してください。草案形式

の日本語原稿として組み立て、『AI法_原稿草案_v1.md』として保存してください。各段落の末尾

には、後で原文を検索できるよう、出典ファイル名を大括弧で表示してください。」

筆者の口調は敬語体（「～です」「～します」）で統一し、禁止表現のリストは

project_style.md を参照してください。」

出力されたものは、完成した原稿というわけではありません。断片が分類され、主題ごとにまとめ

られ、論理的に接続される順序で再配置された状態です。これを著者が再読し、流れを修正し、自

らの言葉で整えることが次のステップとなります。

この方式が意味を持つ理由は、記憶の作業を軽減してくれるからです。半年前に記した一行のメモ

と先月の講義ノートが同じ主題で結びついたとき、著者は「ああ、これら二つはつながるかもしれ

ない」という結びつきをようやく認識します。人はこうした結びつきを偶然に見つけたとき喜びま
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すが、ファイルが数百個も積み重なれば、偶然さえも起こりません。AIが断片を一度に読み込み分

類してくれることで、結びつきの可能性そのものが眼前に広がります。

弁護士の執筆には特別なルールが必要です。引用と出典が文章の命だからです。

このルールがあれば、フォルダにメモを放り込んで「下書きを作成して」と指示するだけで、著者

の文体が保たれた結果物が得られます。他の著者のフォルダにはその著者のルールが記されており、

AIは毎回そのルールに合わせて結果を組み立てます。

一つ警戒すべき点があります。AIは「論理的」に再配置することに長けていますが、論理的である

ことが必ずしも良い文章とは限りません。良い文章は、時として論理を破り、場面から始まり、結

論を先送りします。AIが整理した下書きをそのまま使えば、文章は滑らかになる一方で、味気なく

なってしまうことがよくあります。

私がすべきことは、AI が整理した原稿を受け取った後、「どこからシーンを始めるか」「どの部分

をあえて飛ばすか」「どの文を最後の二行目に移して余韻を生むか」を熟考することです。AI は断

片を並べ立て、私はその列を崩してリズムを作ります。この二つの作業の区別が明確になるほど、

出来栄えは良くなります。

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第2章 エージェントワークフローが変える職場

第1部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

金曜日の午後4時、マーケティングチームのリーダーである李秀珍さんは、モニターの前でため息を

つきます。競合他社5社の価格政策が変更されたというニュースがSlackに届き、CEOは月曜日の朝

の会議までに競合分析レポートの提出を求めていました。かつてであれば、各競合他社のウェブサ

イトを一つずつ開いて価格表をコピーし、Excelに転記し、PowerPointでチャートを作成するのに

週末の半分を費やす必要があったでしょう。

しかし、李秀珍さんはノートパソコンを開き、Claude Codeに一文を入力します。「当社ブランド

ガイドラインに基づき、競合他社5社の最新価格政策を分析し、PDFレポートを作成してください。」

15分後、社ロゴとカラーリングを反映した12ページのレポートが画面に表示されます。

これがエージェント型ワークフロー（Agentic Workflow）の姿です。人間が各手順を手動でつなぐ

のではなく、AIエージェントが自ら判断し、ツールを選択し、エラーを修正しながら成果物を完成

させます。

80億ドルから500億ドルへ：エージェント型AI市場の爆発的成長

まず数字から確認しましょう。エージェント型AI市場の規模は2025年時点で約80億ドル（日本円

換算で約11兆円）と推定されています。業界の予測によれば、2030年までに400億～500億ドル

（日本円換算で約55兆～69兆円）規模に成長すると見込まれています。これは小さな飛躍ではあり

ません。目の前で一つの産業が形成されつつあるのです。

これらの数字が単なる予測に過ぎないと考える方もいるかもしれません。しかし、現場での動きは

すでに始まっています。世界の企業の約25%がエージェントの試験導入プロジェクトを稼働させて

おり、2027年にはその割合が50%に達すると予測されています。主要企業2社に1社がエージェン

トの作業フローを運用する時代が到来するということです。

これに伴い、大規模な予算投入、新たなセキュリティ要件、そしてこのシステムを構築できる人材

への需要が同時に急増しています。

企業の25%がすでに導入したエージェントの試験運用

エージェントの試験運用（アジェンティック・パイロット）とは、企業が本格導入に先立ち小規模

で実験するエージェント作業フロープロジェクトを指します。全社展開前に、特定の部署や業務に

まず適用して検証するものです。例えば、マーケティングチームで競合他社のモニタリングを自動
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化したり、営業チームで潜在顧客リストの作成をエージェントに任せるようなケースです。

このパイロット段階において、企業たちが共通して発見する事実があります。エージェントのワー

クフローは、構築過程において自ら問題を解決します。従来の自動化ツールでワークフローを構築

する際は、開発者が例外ケースを一つひとつ事前に予測し、処理ロジックを組み込む必要がありま

した。

エージェントのワークフローでは、実行中にエラーが発生すると、エージェントがその原因を分析

し、アプローチを変更し、ツールを修正した上で継続して進めます。この自己修復能力が、構築段

階の生産性を劇的に向上させます。

従来の自動化の天井と、エージェントへの転換を促す原動力

n8nやZapierのような自動化ツールでワークフローを構築した経験があれば、そのプロセスをご存

じのことと思います。各ステップを設計し、ノードを接続し、例外ケースを直接処理します。順調

に動作します。予期せぬ入力が入るまでは。従来のワークフローは、予期せぬ事態に直面すると停

止してしまいます。

誰かがログを開いて、どこでどのようなエラーが発生したかを確認し、手動で修正する必要があり

ます。それがメンテナンスであり、時間であり、コストです。

企業がエージェントへの移行を急ぐ背景には、これがあります。従来の自動化が到達できる天井に

ぶつかったのです。単純な反復作業は自動化で解決しましたが、判断を要する業務、文脈によって

処理経路が変化する業務、例外が頻発する業務の前では、既存のツールは限界を露呈します。エー

ジェントのワークフローは、その限界を超えて機能します。

大規模言語モデル（LLM）が推論し、判断し、複数の段階にわたる作業を一貫して実行できるレベ

ルに到達したからです。

ここに、MCP（Model Context Protocol）のような標準化されたツール接続プロトコル、Vercelや

Modalのようなデプロイインフラ、そしてClaude Codeのような非開発者向けのエージェントツール

が登場し、エージェントワークフローを構築するために必要な技術的障壁が急速に低下しています。

列車のレールに例える：手作業による建設から建設クルーへの委任へ

エージェントワークフローの価値を理解する上で役立つ比喩があります。

従来の自動化は、手作業で列車のレールを敷くようなものです。レール、分岐点、接続部をすべて

直接設置します。一方、エージェントのワークフローは、建設クルーに「ここからあそこまでレー

ルを敷いてください」と指示を出すようなものです。建設クルーが作業中に岩盤にぶつかった場合、

自ら迂回経路を見つけます。その結果、より優れたレールが、より速く、より少ないミスで完成し

ます。

それは、構築の過程で人間が思い浮かべられなかった例外事態をエージェントが処理してくれるか

らです。
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デプロイ前には、このレールを徹底的に試験します。重量の異なる列車、長さの異なる列車、車輪

規格の異なる列車を交互に走らせます。さまざまな種類の列車が問題なく走行できるという確信が

持てて初めて、レールを実際の運行に投入します。これがエージェントワークフローにおける構築・

検証・デプロイのサイクルです。

自己修復とデプロイの境界：エージェントをデプロイするのではなく、コードをデプロイする

エージェントワークフローに関するオンライン上の議論には、誇張が含まれています。「一度作れ

ば、永遠に自ら修復しながら稼働し続ける」といった話です。この言葉は半分だけ正しいのです。

どの文脈で実行されるかによって異なるからです。

Claude Code 内で直接ワークフローを実行すると、エージェントがそばにいます。作業中にエラー

が発生すれば、エージェントが即座に検知し、アプローチを修正し、ツールコードを直して続行し

ます。自己修復がリアルタイムで行われます。

しかし、ワークフローを予約実行に切り替えたり、ウェブフックトリガーに接続して自動実行させ

たりすると状況は異なります。このときデプロイされるのは、ワークフロー（W）とツール（T）の

コードであり、エージェント（A）そのものではありません。WATフレームワークでは、W と T だ

けがクラウドへ移行し、A は残されます。エージェントなしで実行されるコードは、従来の自動化

と同様に、同じ入力には同じ結果が返る方式で動作します。

これは弱点のように思えるかもしれませんが、むしろ強みです。予測可能で、反復可能、結果が一

定な自動化こそが、運用環境において最も信頼できる形態だからです。エージェントワークフロー

の真の利点は、「デプロイ後に永遠に自己修復する」ことではなく、「構築プロセスにおいて、は

るかに迅速かつ精巧に作れる」ことにあります。

建設クルーが軌道敷設を終えた後、その軌道自体は堅牢で予測可能なレールの上を列車が走ります。

李秀珍さんの競争分析レポートは、月曜日の朝の会議テーブルに置かれました。CEO はレポートの

グラフをめくりながら、「これを一人でやったのですか？」と尋ねました。李秀珍さんは頷きなが

ら、頭の中では別の問いを巡らせていました。このレポートを作成したエージェントを、他部署で

も活用できるのではないか。そして、この技術を教える人が現れたら、そこにもビジネスチャンス

があるのではないか。

[図 2-01: エージェント型 AI 市場規模の成長推移。2025 年の約 80 億ドルから 2030 年には

400 億～500 億ドルへと成長する曲線を示すグラフ。]

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第3章 Claude Code、誰でも使える

第1部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

毎日朝、カフェでノートパソコンを広げるフリーランスのコンサルタントがいます。彼は n8n でク

ライアントのメール自動分類システムを構築し、Zapier で CRM データを Google スプレッドシート

に同期するワークフローを数十個運用してきました。自動化の味わいを十分に堪能した方です。し

かし最近、クライアントからある質問が飛び交い始めています。

"エージェント型 AI でできることはないのでしょうか？" 彼は「エージェント」という言葉を耳に

するたびに、ふと不安を感じます。コーディングを学ぶべきか、それとも Python から始めるべき

かと。ところが、実際に Claude Code を開いてみると、彼が入力したのはコードではなく、日本語

の文章でした。

n8n・Zapier の経験者が持つ隠れた強み

エージェントによる作業フローが注目される中、従来の自動化ツールの経験が無意味になるのでは

ないかという懸念が生まれるかもしれません。しかし、それは正反対です。n8n や Zapier でワーク

フローを構築した経験がある方は、エージェントシステムを扱う際に決定的な優位性を有していま

す。

ウェブフック（ウェブフック）が何かを知っています。API がどのように動作するかを感覚的に理

解し、データが一つのノードから別のノードへ流れる構造を頭の中に描くことができます。この基

礎がない人がエージェントツールに飛び込むと、エージェントが作成した結果が優れているのか劣っ

ているのかを判断できません。エージェントが誤った判断を下した際、それが誤りであるという事

実自体に気づくことができません。

自動化の基本原理を体得した人は、エージェントへの指示も正確です。「このウェブサイトからリー

ドを収集して」といった漠然とした依頼ではなく、「この URL から営業職の求人広告をウェブ情報

収集し、職種・地域・経験年数のフィールドを含めてエクセルに整理し、200 件まで取得して」と

具体的に伝えます。エージェントはこうした具体的な指示を受けた場合、はるかに優れた結果を提

示します。

基礎なく飛び込むと生じる罠：ウェブフックを知らなければミスを発見できない

エージェント作業フロー市場が熱狂するにつれ、自動化の経験なくすぐに Claude Code に飛び込む

人が増えています。「コーディング不要でアプリが作れる」というメッセージに惹かれてのことで

す。Claude Code が開発者ではない人にとっても強力なツールであることは確かですが、基礎概念
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を完全に無視すると危険です。

エージェントに「リードスクレイパーを作ってください」と指示したと仮定しましょう。エージェ

ントは懸命にコードを書き、ツールを作成し、ワークフローを構築します。結果物が生まれます。

しかし、その結果物が本当に良いのか、セキュリティ上の脆弱性はないか、データを正しく処理し

ているのか、どのように判断できるでしょうか。

ウェブフックの仕組みを知らない人は、エージェントがウェブフックの設定を誤っても気づきませ

ん。API 呼び出しの基本構造を知らない人は、エージェントが不要な API 呼び出しを繰り返してコ

ストを浪費しても気づきません。

本書は、コーディングの経験がない読者のために書かれました。プログラミング言語を学ぶよう勧

める本ではありません。ただし、自動化の基本概念 ̶ データがどこからどこへ流れ、トリガーとは

何か、API キーがなぜ必要なのか ̶ を理解することが、エージェントのワークフローを適切に扱う

ために不可欠であることを強調しています。本書の前半で、その基礎を一緒に築いていきます。

コーディングを知らずにコーディングツールを扱う時代の到来

従来、ソフトウェアを作成するにはプログラミング言語を学ぶ必要がありました。変数の宣言、ルー

プの記述、関数の定義方法を習得しなければなりませんでした。このプロセスが参入障壁となって

いました。n8n や Zapier は、その障壁を一段階下げました。ノードをドラッグアンドドロップで接

続するだけでワークフローが構築できるからです。手動でのコーディングに比べ、構築時間は劇的

に短縮されました。

Claude Code は、その障壁をさらに一段階下げます。ドラッグアンドドロップさえ不要です。自然

言語で望むものを説明するだけで、エージェントがコードを記述し、ファイルを作成し、エラーを

修正します。ユーザーは Python コードを読めなくても構いません。エージェントが作成したツー

ルファイルには .py という拡張子が付きますが、ユーザーがその中のコードを直接編集することは

ほとんどありません。

ユーザーの役割は、管理者、監督者、アーキテクトに近いものです。何を構築するかを決定し、成

果物を検証し、方向性を修正するのがユーザーの役目です。

この変化の速さを肌で感じるには、タイムラインを確認すれば十分です。手動コーディングで自動

化システムを構築する時間を基準とすると、コード不要ツールの登場により構築時間が大幅に短縮

され、さらにエージェント型ツールの登場によって再び劇的に短縮されました。この傾向は加速し

ています。

Claude Codeがもたらす、言葉による制御の力

Claude Codeでワークフローを構築するプロセスは、指示を明確に行う人が成果を明確に受け取る

過程です。「競合他社を分析して」と指示すれば、エージェントはまず何らかの成果物を生み出し

ます。しかし、「当社はAIリード生成プラットフォームであり、主なターゲットはマーケティング

エージェンシーで、月額サブスクリプション料は200ドルから500ドルの範囲です」と指示すれば、

その後の成果物の質は全く異なります。
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競合他社の価格戦略、中核機能、ターゲット市場を比較分析し、当社のロゴとブランドカラーを適

用したPDFレポートとして作成してください」と指示すれば、成果物のレベルは全く異なるものに

なります。

エージェントとの対話において核心となるのは、二つの点です。目標を具体的に記述すること、そ

して完了基準を明確にすることです。「顧客リストを作成してください」よりも、「米国と欧州の

営業職の求人広告500件をウェブ情報から収集し、職種・地域・年収の列を含むExcelファイルとし

て保存してください」と指示する方がはるかに優れています。エージェントは後者の指示から、い

つ作業を停止すべきか、どのようなデータを収集すべきかを明確に把握できます。

n8nでノードのパラメータを一つずつ設定していた作業は、Claude Codeでは自然言語の一文で置き

換えられます。APIドキュメントを読み、適切なエンドポイントを見つけ、JSONを構造化する作業

をエージェントが代行します。ユーザーに残るのは「何を求めているか」を正確に表現する能力で

あり、それはコーディングよりも普遍的で、訓練可能なスキルです。

フリーランスのコンサルタントはカフェで最初のエージェント作業フローを完成させました。n8n

では3時間かかっていたワークフローを、Claude Codeではわずか20分で構築しました。エージェ

ントが生成したPythonコードを一行も読まなかったにもかかわらず、結果は正確でした。彼はノー

トパソコンを閉じながら考えます。このツールの真の力は、コードを書くことにはありません。

自分が何を求めているかを明確に伝えられるかどうかにかかっています。そしてそれは、自動化を

数年間行ってきた自分にとってすでに慣れ親しんだ筋肉のようなものでした。

[図3-01: 自動化構築時間の変化タイムライン。手動コーディングからコード不要のツール(n8n、

Zapier)へ、そしてエージェンティックツール(Claude Code)へと移行する過程で、構築時間が段階

的に短縮される様子を示す図表。]

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第4章 初めてのエージェントワークフロー: 競合レポート自動化

第1部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

モニターの左側には空のフォルダが開いています。ファイルが一つもないクリーンなプロジェクト

です。右側には小さなゲートアイコン付きのチャットウィンドウが見えます。これが Claude Code

のエージェントインターフェースです。この空のフォルダとチャットウィンドウだけで、これから

競合他社分析レポートを自動生成するワークフローを構築します。コードを一行も直接書かずに。

VS Code のインストールと Claude Code 拡張機能の接続

Claude Code を使用するには、まず Visual Studio Code（以下、VS Code）をインストールする必

要があります。VS Code は統合開発環境（IDE）と呼ばれるツールで、開発者がコードを作成・管

理する作業空間と考えるとわかりやすいでしょう。無料でダウンロードでき、Windows と macOS

の両方で動作します。

インストールが完了したら、VS Code を起動します。画面左側の縦メニューバーから、四つの正方

形が集まったアイコンを探します。これは「拡張機能（Extensions）」メニューです。このアイコ

ンをクリックすると検索ボックスが表示されるので、そこに「Claude Code」と入力します。

Anthropic が公開した公式拡張機能が最上部に表示されます。

この拡張機能をインストールすると、VS Code 内で Claude Code エージェントと対話できる窓口

が開かれます。

インストールボタンをクリックすると、すぐに Anthropic アカウントへのログインが求められます。

Claude Code を利用するには有料サブスクリプションが必要です。Pro プランは月額 17 ドル（日

本円では約 2 万 3 千円）から開始され、Claude Code と最新の Opus モデルが含まれています。利

用量が増えれば、Max プランへのアップグレードも可能です。

Max プランは利用制限が高いため、複数のワークフローを同時に構築したり、長い対話を継続した

りする際に有利です。

[図 4-01: VS Code の左側拡張メニューで Claude Code を検索した画面。Install ボタンが強調表示

されています。]

プロジェクトフォルダのオープンとエージェントインターフェースの理解
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Claude Code 拡張をインストールすると、画面右上に小さな Anthropic ロゴボタンが表示されます。

ただし、このボタンを押す前にまずプロジェクトフォルダを開く必要があります。左側のメニュー

からエクスプローラーアイコンをクリックすると、「まだフォルダが開かれていません」というメッ

セージが表示されます。

コンピュータのデスクトップまたはドキュメントフォルダに新しいフォルダを一つ作成します。名

前は「最初のワークフロー」で十分です。VS Code でこのフォルダを開くと、左側のエクスプロー

ラーにフォルダ名が表示され、その下は空の状態になります。この空のスペースが、これからエー

ジェントが作成するファイルで埋められていきます。

次に、右上の Anthropic ロゴボタンをクリックします。歓迎画面が表示されたら、それを閉じます。

画面は二つの領域に分割されます。左側はファイルエクスプローラー、右側はエージェントとの対

話ウィンドウです。この対話ウィンドウは、KakaoTalk や ChatGPT のインターフェースに似てい

ます。メッセージを入力して送信すると、エージェントが考え、行動し、結果を表示します。左側

では、エージェントがリアルタイムに生成するファイルやフォルダを確認できます。

[図 4-02: VS Code の画面分割。左側のファイルエクスプローラーに空のプロジェクトフォルダ、

右側に Claude Code のチャットインターフェースが表示された画面。]

計画モードでエージェントと対話する：競合他社分析ワークフローの企画

チャットウィンドウの下部にはモード選択オプションがあります。4 つのモードから「計画モード

(Plan Mode)」を選択してください。計画モードでは、エージェントはコードの作成やファイルの生

成は行いません。代わりに、計画を立て、質問を投げかけ、アプローチを提案します。家を建てる

前に設計図を描くようなものです。

エージェントに次のように伝えてください。

このメッセージを送ると、エージェントは思考を開始します。チャットウィンドウには、エージェ

ントの思考プロセスがリアルタイムで表示されます。「既存のワークフローとツールを探索します」

「ブランディングと PDF 生成の方法を調査します」といったメッセージが流れます。しばらくする

と、エージェントから質問が投げかけられます。

エージェントの質問は具体的です。「競合他社をどのように特定しますか？リストを手動で入力し

ていただきますか、それとも自動で発見させますか？」「どの側面を分析しますか？価格戦略、製

品機能、マーケティングメッセージのいずれか、あるいはすべてを分析できますか？」「レポート

はどのくらいの頻度で作成しますか？月次、週次、必要に応じて？」といった質問に一つずつ答え

ると、エージェントは回答を反映して計画を洗練させていきます。

計画が完成すると、エージェントは全体の実装計画書を表示します。使用する技術（Claude

Sonnet モデル、Firecrawl API、ReportLab PDF 生成ライブラリ）、フォルダ構成、作成するツー

ルファイルなどがすべて整理されます。コスト見積もりも含まれており、初回実行には約 1.5 ドル、

その後の反復実行はキャッシュされたデータによりコストが削減されます。
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[図 4-03: エージェントが提案した競合分析ワークフローの実装計画書。技術スタック、ファイル構

造、費用見積もりを含む画面。]

ブランド資産の投入：ロゴとカラーガイドラインの反映

計画を承認する前に、一つ調整を行います。エージェントが任意の色やタイポグラフィを適用する

のではなく、実際の会社ブランドを反映させるようにするのです。

コンピュータに保存された会社ロゴファイル（PNG 形式）とブランドガイドライン画像を、左側の

ファイルエクスプローラー領域へドラッグします。ファイルがプロジェクトフォルダに追加されま

す。その後、エージェントに指示します。

エージェントは投入された画像を分析します。ロゴを認識し、ブランドガイドラインから主色、補

助色、書体の情報を抽出します。「ロゴを確認しました。ブランド色を抽出して PDF に適用します」

という応答とともに、計画書が更新されます。これで計画を承認します。

ワークフローの実行とPDFレポートの生成

計画が承認されると、エージェントはToDoリストを作成し、作業を開始します。左側のファイルエ

クスプローラーに、フォルダとファイルが一つずつ現れ始めます。brand_assetsフォルダが作成さ

れ、workflowsフォルダ内に競合分析ワークフローのファイルが生成され、toolsフォルダ内に5つ

のPythonツールファイルが作成されます。

ビジネス情報の収集、競合社の発見、競合調査、競合分析、PDFレポートの生成は、それぞれが独

立したツールです。

エージェントは会社情報について質問します。「主要なターゲット市場は何ですか？」「価格帯は

どうなっていますか？」「核となる差別化要素はありますか？」これらの質問に答えると、エージェ

ントはbusiness_profile.jsonというファイルを作成し、会社情報を保存します。次回このワークフ

ローを実行する際は、同じ質問を繰り返すことはありません。エージェントがすでに情報を把握し

ているためです。

続いて、エージェントは自動的に競合社を調査します。ウェブを検索し、競合社のリストを作成し、

各競合社の製品・価格・強みを調査します。調査結果はcompetitorsフォルダ内に、競合社ごとの

個別ファイルとして保存されます。分析が完了すると、最終的なPDFレポートが生成されます。

[図 4-04: ワークフロー実行後に左側のファイルエクスプローラーに作成されたフォルダ構造。

brand_assets、workflows、tools、competitors のフォルダと、その中のファイルが確認できま

す。]

エラー修正と反復的改善：ロゴ未表示問題の解決事例

最初の成果物が完璧である可能性は低いです。これは失敗ではなく、構築プロセスにおける自然な

一部です。
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PDFレポートを開きます。ブランドカラーとタイポグラフィが適用されており、競合他社のプロフィ

ール、脅威レベル分類、戦略的提言が整理されています。しかし、ロゴが表示されていません。価

格分析チャートも欠落しています。

エージェントに指示します。

エージェントは問題を診断します。「PDF 生成器にいくつかの問題があります」と回答し、問題の

一覧を列挙します。その後、ツールファイルのコードを修正します。ロゴの背景にカラーパッドを

追加し、チャート生成ロジックを補完します。修正されたツールでレポートを再生成しますが、こ

の際、競合他社のデータを再度収集することはありません。前回の実行でキャッシュされたデータ

を再利用します。

2 つ目のレポートを開くと、ロゴが鮮明に表示され、価格分析チャートが含まれています。このプ

ロセスが自己修復です。人間がエラーを指摘すると、エージェントが原因を特定し、コードを修正

し、ワークフローを更新して、同じエラーが繰り返されないようにします。

ここからは微調整の領域です。「競合他社のプロファイルにさらに詳しい情報を追加してください」

「推奨事項を 3 つから 5 つに増やしてください」といった要望を自然言語で伝えれば、エージェン

トが反映します。ワークフローを何度も実行し、修正のフィードバックを与えるほど、結果物の品

質は向上します。

コスト分析：初回実行 1.43 ドルの意味

このワークフローの初回実行コストは約 1.43 ドル（日本円換算で約 2,000 円）でした。競合他社

8 社を調査し、各社の製品・価格・マーケティング戦略を分析し、ブランドが適用された PDF レポー

トを生成するまでの全過程にかかった API 費用です。

この作業を人間が手動で行うとしたらどうでしょうか。競合他社のウェブサイトを一つずつ訪問し、

情報を整理して、ExcelやPowerPointでレポートを作成するには、最短で半日、長くても一日かか

ります。時給の人件費を考慮すれば、2,000円は画期的な投資対効果です。

反復実行の費用はさらに低くなります。競合他社の基本情報や会社プロフィールが既に保存されて

いるため、エージェントは変動部分のみを確認します。データキャッシュのおかげでAPI呼び出し回

数が減り、費用も自然に削減されます。

このコスト構造は、エージェント作業フローの経済的な魅力を凝縮して示しています。一度の構築

に時間とコストを投入すれば、その後は低コストで反復実行が可能です。そして、この「一度の構

築」さえも、エージェントが大半の作業を担うため、所要時間は短時間で済みます。

PDFレポートが画面に表示されています。会社ロゴが左上に鮮明に印刷され、競合他社ごとの脅威

レベルが色で区別されており、価格分析チャートがデータを視覚的に示しています。このレポート

作成に使用されたすべてのツールとワークフローは、プロジェクトフォルダに残されています。

来月、「今月の競合分析を実行して」と一言言うだけで、エージェントはワークフローを読み、ツー

ルを実行し、最新データが反映された新しいレポートを提示します。では、このワークフローを実

行するためにエージェントに与える指示書、つまりエージェントの業務マニュアルとなる文書をど
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のように作成すべきか、見ていきましょう。

[図 4-05: 完成した競合分析 PDF レポート。会社ロゴ、ブランドカラー、競合プロファイル、価格

分析チャートを含むレポートの主要ページ。

[図表 03-01: エージェント作業フローの構築・実行・改善サイクル。計画モード（計画）→ 構築（

構築）→ 検証（検証）→ 修正意見（修正）→ 反復が循環するフローチャート。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第5章 開発環境を恐れない方法

第2部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

初めて飛行機の操縦席の写真を見ると、圧倒されます。数百個のボタン、ダイヤル、スイッチ、画

面がびっしりと詰まっています。しかし、操縦士に尋ねるとこう答えます。「実際に離着陸する際

に見る計器はたった6つだけです。」VS Codeも同様です。画面の至る所にボタンやパネルがありま

すが、Claude Codeを使用するために必要なのは3つだけです。ファイルエクスプローラー、

Claude Codeのチャットウィンドウ、そして下部のモードセレクターです。

VS CodeのインストールからClaude Code拡張機能のインストールまでの段階別ガイド

第3章ではインストール過程を簡潔に扱いました。本章では、各段階で遭遇しうる状況をより詳細に

検討します。

ウェブブラウザを開き、「Visual Studio Code」を検索します。公式サイトから、ご自身のオペレー

ティングシステム（Windows、macOS、Linux）に合ったインストールファイルをダウンロードし

ます。ダウンロードが完了したら、インストールプログラムを実行します。特別なオプションを変

更する必要はなく、デフォルト設定で進めるだけで結構です。

VS Code を初めて開くと、ウェルカムタブが表示されます。新しいファイルの作成、フォルダのオー

プン、演習プロセスの案内などのリンクが見えます。この画面は閉じても問題ありません。画面左

側の縦メニューバーにある四つの四角が並んだアイコン（拡張機能メニュー）をクリックします。

検索窓に「Claude Code」と入力します。アンソロピック公式の拡張機能が検索結果の最上位に表

示されたら、「Install」ボタンをクリックします。

インストールが完了すると、画面右上にアンソロピックのロゴを模した小さなボタンが現れます。

このボタンが Claude Code のチャットウィンドウを開く入り口です。クリックするとログインが求

められます。

[図 5-01: VS Code の左側拡張機能メニューで Claude Code を検索した画面。Install ボタンが強調

表示されている。]

有料サブスクリプションの選択：Pro と Max の違い

Claude Code はアンソロピックの有料サブスクリプションに含まれる機能です。無料アカウントで

は利用できません。
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プロプランは月額17ドル（日本円では約2万3千円）です。Claude CodeとOpusモデルが含まれて

おり、始めるのに十分な機能を提供します。ただし、1日の使用量に制限があるため、複数のワーク

フローを連続して構築したり、長い対話を続けたりすると、上限に達する可能性があります。

マックスプランは使用制限が非常に高いです。複数のセッションを同時に開いておいたり、大規模

なプロジェクトを継続的に作業したりするユーザーに適しています。制限を気にせず作業に集中で

きることが最大の利点です。

最初はプロプランで始め、使用量が増えたらマックスプランへ移行することをお勧めします。APIキー

を直接使用する方法もありますが、使用量に応じて費用が変動するため、コストの予測が困難です。

固定費用のサブスクリプションプランの方が、コスト管理の観点からより安定しています。

プロジェクトフォルダの作成とエクスプローラーパネルの理解

Claude Codeは常にプロジェクトフォルダ内で動作します。フォルダを開かないと、エージェント

に作業スペースがないのと同じです。

左側の縦メニューバー最上部にある書類アイコン（エクスプローラー）をクリックします。「まだ

フォルダーが開かれていません」というメッセージが表示されます。「フォルダーを開く」ボタン

を押して、コンピュータから空のフォルダーを選択してください。フォルダーがない場合は、デス

クトップまたはドキュメントフォルダーに新しいフォルダーを一つ作成しておいてください。

フォルダーを開くと、左側のエクスプローラーパネルにフォルダー名が表示されます。まだファイ

ルはありませんので空の状態です。エージェントが作業を開始すると、この領域にファイルやサブ

フォルダーがリアルタイムで生成されます。ワークフローファイル、ツールファイル、設定ファイ

ル、一時データなど、エージェントが生成するすべてのものがここに現れます。エクスプローラー

パネルでファイルをクリックすると、右側にファイルの内容が開かれるため、エージェントが何を

作成したかを直接確認できます。

Claude Code インターフェース：左側はファイル、右側はエージェント

画面構成を頭の中でしっかりイメージしておけば、その後のすべての作業がスムーズになります。

左側の領域はファイルの世界です。エージェントが生成したワークフロー、ツール、データ、設定

ファイルがすべてここに蓄積されます。右側の領域はエージェントの世界です。メッセージを入力

し、エージェントの思考過程を観察し、質問に答え、実行結果を確認する場所です。

VS Code には、VS Code 自体の AI エージェント機能（Copilot など）が組み込まれている場合が

あります。これは Claude Code とは別物です。VS Code のチャットパネルが開いている場合は、

混乱を避けるために閉じておくことをお勧めします。右上の Anthropic ロゴボタンから開くパネル

のみを使用してください。

複数のタブを右側領域に開いておくことも可能です。エージェントのチャットタブとファイル内容

タブを同時に開き、エージェントとの対話を見ながら生成されたファイル内容を確認することもで

きます。必要に応じて、エージェントのチャットセッションを複数同時に実行することも可能です。

各セッションは独立した会話コンテキストを持ちます。
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[図 5-02: VS Code 画面レイアウトの案内。左側にファイルエクスプローラー、右側に Claude

Code チャットパネル、下部にモード選択が表示された全体画面。]

権限モード：計画、確認、自動編集、バイパス

Claude Code のチャットウィンドウ下部には、モード選択メニューがあります。これはエージェン

トに付与する自律性のレベルを調整するための装置です。

計画モードでは、エージェントは読み取りと調査のみを行い、ファイルの作成やコードの記述は行

いません。計画を立て、質問し、アプローチを提案します。新しいワークフローを企画する際、最

初に使用するべきモードです。

編集前確認モードでは、エージェントがファイルの作成や修正を行うたびに承認を求めます。変更

内容を一つずつ確認したい場合に適しています。

自動編集モードでは、エージェントはファイルの修正を自動で行いますが、システムコマンド（ター

ミナルコマンド）の実行については承認を求めます。

バイパス権限モードでは、エージェントに全権限を委譲します。ファイルの作成、修正、削除、ター

ミナルコマンドの実行をすべて承認なしで行います。このモードは、VS Code の設定で別途有効化

する必要があります。

設定で「Claude Code」を検索し、「Allow Dangerously Skip Permissions」にチェックを入れま

す。名前に「dangerously」が含まれているのは、エージェントがユーザーの確認なしにすべての

作業を進めるためです。

推奨されるワークフローは以下の通りです。計画モードで計画を立て、その計画が満足できるもの

であればバイパス権限モードに切り替えて実行します。この際、エージェントが作業する様子を画

面で監視しながら、方向が逸れれば即座に介入します。エージェントを夜通し一人で動かして席を

離すことは、まだ推奨されていません。エージェントのそばで監督しつつ、各ステップでボタンを

押す手間を減らすことが、バイパス権限モードの正しい活用法です。

操縦席の計器盤がもはや恐くないと感じる瞬間が訪れます。エクスプローラーパネルにファイルが

現れる様子を見守り、チャットウィンドウでエージェントの思考を読み、モードを切り替えて自律

性のレベルを調整することが自然になる瞬間です。その次に知っておくべきは、エージェントがワー

クフローとツールをどのような構造で整理しているかという問題です。それを説明するフレームワー

クの名前は三文字です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第6章 WATフレームワーク: ワークフロー、エージェント、ツール

第2部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

冷蔵庫を開けて材料を取り出し、レシピを見ながらケーキを焼く場面を想像してみてください。レ

シピがあり、料理人がおり、小麦粉や卵、砂糖といった材料があります。これら三つを適切に分離

しておけば、誰でも同じケーキを作ることができます。

レシピを変えれば別のケーキができ、材料を変えれば味が変わり、料理人が変わってもレシピに従

えば似たような結果を得ることができます。Claude Codeにおけるエージェントの作業フローを構

築する構造は、まさにこの原理に従っています。

ケーキの比喩：レシピ（ワークフロー）、材料（ツール）、シェフ（エージェント）

WATフレームワークは三文字の略語です。Wはワークフロー（Workflow）、Aはエージェント（

Agent）、Tはツール（Tool）を意味します。

ワークフローはレシピです。「このケーキを作るには、まず卵を2つ割り、小麦粉を1カップ加え、

180度で30分焼く」のように、作業の目標・順序・条件を自然言語で記述した文書です。ファイル

形式はマークダウン（Markdown、.md）であり、プログラミング言語ではなく日常の文で記述され

ます。

ツールは材料であり、調理器具です。卵を割る行為、オーブンを予熱する行為、生地を混ぜる行為

̶ それぞれが一つのツールです。技術的にはPythonスクリプトファイル（.py）で記述され、API呼

び出し、データ変換、ファイル生成といった実際の実行動作を担当します。

エージェントはシェフです。Claude Codeそのものです。レシピ（ワークフロー）を読み、必要な

材料（ツール）を選んで、正しい順序で使用します。実行中に問題が生じれば判断を下します。オー

ブンの温度が高すぎれば下げ、小麦粉が不足すれば代替材料を探します。

核心は、これら3つが分離されている点にあります。レシピを変更すれば別の成果物を作ることがで

き、ツールを交換すれば同じレシピでも別のサービスに接続でき、シェフ（エージェント）はあら

ゆるレシピとツールの組み合わせを扱うことができます。

ワークフローはマークダウン、ツールはPython：なぜ分離するのか

ワークフローファイルを開くと、このような構造になっています。
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日常語で記述されています。プログラミングを知らない方でも読むことができます。ワークフロー

ファイルは、エージェントに対する業務指示書であると同時に、人間が検証できる文書でもありま

す。

一方、ツールファイルは Python コードです。discover_competitors.py を開くと、API 呼び出し

のロジック、データパースのコード、エラー処理のルーチンが記されています。このコードを直接

読み直したり修正したりする必要はほとんどありません。コードはエージェントが生成し、エージェ

ントが修正します。ユーザーが気にすべきは、ワークフローファイルの内容、つまり「何をしたい

か」です。

分離の理由は役割分担にあります。ワークフローは「何を」指示し、ツールは「どのように」実行

します。これらを混在させると、作業指示を変更したい際にコードをいじらなければならなくなり、

コードを修正したい際に指示文書が混乱してしまいます。分離されているため、ワークフローのみ

を修正して分析範囲を変更したり、ツールのみを交換して別の API に接続したりすることが可能に

なります。

確率的推論と決定的実行の分離が生む信頼性

WATフレームワークがワークフローとツールを分けるのには、技術的に深い理由があります。AIエー

ジェントの推論は、毎回少しずつ異なる可能性があります。同じ質問に対しても、毎回わずかに異

なる回答を返すことがあります。一方、コードの実行は、同じ入力であれば同じ結果が得られる仕

組みです。同じ入力を与えれば、常に同じ出力を生成します。

エージェントがすべてのステップを直接処理すると、確率的な推論が累積され、精度が急激に低下

します。一つのステップの精度が90%であると仮定しましょう。二つのステップを経ると81%（

0.9 × 0.9）になります。五つのステップを経ると59%（0.9⁵）まで急落します。十のステップで

あれば、わずか35%に過ぎません。

WATフレームワークはこの問題を解決します。エージェントは「どのツールをどの順序で使用する

べきか」を判断する役割のみを担います。実際のデータ処理、API呼び出し、ファイル生成といった

実行は、決定論的なコード（ツール）が担当します。エージェントの確率的な判断は、少数の重要

な意思決定ポイントに集中し、残りの実行プロセスはコードが一貫して処理します。その結果、全

体のワークフローの信頼性が向上します。

5段階連続作業の精度の罠：90%が59%に低下する理由

この計算をもう少し具体的に掘り下げてみましょう。

AI モデルに、メールを読み、その要点を要約し、カテゴリ分類を行い、優先順位を付け、回答の草

案を作成させたとしましょう。これは5 つのステップです。各ステップでモデルが正しい判断を下

す確率が90% だと仮定すると、5 つのステップすべてを正しく通過する確率は約59% となります。

つまり、10 回中4 回はどこかで誤りが生じるということです。

この問題に対する解決策は「関心の分離（Separation of Concerns）」です。メールを読む行為、

テキストからキーワードを抽出する行為、カテゴリタグを付与する行為を、それぞれ独立したツー
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ルとして作成します。各ツールは決定的に動作します。エージェントは、「このメールに対して分

類ツールを実行し、その結果に基づいて優先順位ツールを実行せよ」という判断のみを下します。

判断の複雑さが低下することで、全体の精度が向上します。

これが WAT フレームワークを実務で使用する理由です。エージェントに「すべて任せて」と投げ

つけるよりも、各ステップを独立したツールに分割し、エージェントがそれらを組み合わせさせる

方が、はるかに安定した結果をもたらします。

自己改善ループ：エラーから学び、ワークフローを更新する構造

WATフレームワークには、自己改善ループ（Self-Improvement Loop）が組み込まれています。エー

ジェントがツールを実行中にエラーに遭遇すると、エラーメッセージを読み、その原因を分析しま

す。そしてツールのコードを修正し、修正後のツールが正常に動作するかを確認します。その後、

ワークフローファイルに「この状況ではこのように処理する」という例外処理項目を追加します。

例えば、競合他社のウェブサイトをウェブ情報収集するツールが、API呼び出しの上限を超えた場合

を考えましょう。エージェントはエラーメッセージから「Rate Limit Exceeded（レート制限超過）」

を読み取ります。そしてAPIドキュメントを検索し、バッチエンドポイントが存在するか確認します。

バッチエンドポイントが見つかったら、ツールコードを修正してバッチリクエスト方式へ切り替え

ます。修正されたツールを検証します。

正常動作を確認した後、ワークフローファイルに「API上限超過時はバッチエンドポイントを使用」

という項目を追加します。

次に同じワークフローを実行すると、エージェントは更新されたワークフローを読み取り、最初か

らバッチ方式を使用します。同じエラーを二度と経験しません。ワークフローを繰り返し実行する

ほど、例外処理が蓄積され、ツールのコードが洗練され、全体システムがより堅牢になっていきま

す。

ファイル構造の設計：workflows、tools、tempフォルダの役割

エージェントが作成するファイルが増えるほど、整理体系が必要になります。WATフレームワーク

は3つの主要なフォルダを使用します。

「workflows/」フォルダにはワークフローファイルが格納されます。競合他社分析用ワークフロー、

ニュースレター作成用ワークフロー、リード情報収集用ワークフローなど、それぞれが1つの

Markdownファイルです。

「tools/」フォルダにはツールファイルが格納されます。Web情報収集ツール、PDF生成ツール、

メール送信ツールなど、それぞれが1つのPythonファイルです。

「temp/」フォルダは一時ファイル用の領域です。作業中に生成される中間データ、デバッグ用の

ログ、一時出力物などがここに保存されます。作業完了後に整理しても問題ないファイルたちです。
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このフォルダ構造をエージェントに指示するのが「claude.md」ファイルの役割の一つです。「

claude.md」に「ワークフローはworkflows/フォルダに、ツールはtools/フォルダに、一時ファイ

ルはtemp/フォルダに保存せよ」と記載しておけば、エージェントはその規則に従います。

このファイルなしで作業すると、エージェントがすべてのファイルをプロジェクトの最上位に無秩

序に積み重ねてしまいます。ファイルが増えるほど混乱は大きくなり、エージェントもどのツール

がどこにあるかを探すのに時間を浪費してしまいます。

claude.md ファイルをプロジェクトに追加し、エージェントに「このファイルを読んでプロジェク

トを初期化してください」と伝えると、エージェントが自動的にフォルダ構造を生成します。左側

のナビゲーションに workflows、tools、temp のフォルダが表示され、各フォルダ内にガイドファ

イル（README）が配置されます。この初期化プロセスは、新しいプロジェクトを開始するたびに

一度だけ実行すれば十分です。

[図表 05-01: WAT フレームワークの構造図。エージェント（A）がワークフロー（W）を読み、ツー

ル（T）を実行する三角関係。ワークフローフォルダ、ツールフォルダ、一時フォルダの配置が示さ

れています。]

ケーキの比喩に戻りましょう。レシピを整理してしまえば、同じケーキをいつでも再現でき、材料

を変えるだけでバリエーションを試すこともできます。シェフが新人に変わっても、レシピに従え

ば似たような結果を得られます。ワークフローとツールを分離して管理することが、まさにこの効

果を生み出すのです。

しかし、シェフにレシピを渡す前に、シェフが作業を行う方法そのものを設定しておく必要があり

ます。それが claude.md の役割であり、エージェントの作業記憶がどのように機能するかを理解し

ていなければ、適切な設定を行うことはできません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第7章 モデルが数えるトークンと作業記憶: 一度に読める範囲

第3部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

Claude Code に競合他社の分析を任せて、さまざまな修正をやり取りしているうちに、対話が長引

いてしまいました。最初は正確なチャートと清潔な PDF を作成していたエージェントが、ある瞬間

から奇妙なデータを引っ張り出すようになりました。確かに、先ほどお伝えしたブランドカラーを

無視し、すでに回答済みの質問を再度尋ねてきます。

画面下部に目をやると、「コンテキストの 23% が残っています」というメッセージが表示されて

います。エージェントのメモ帳がいっぱいになったのです。この現象を理解するには、まずエージェ

ントが私たちの言葉をどのように読み取っているかを知る必要があります。

モデルが数える「トークン」とは何か

人間は単語単位で文章を読み取りますが、AI は異なります。AI はモデルが数える文字の断片である

「トークン」という単位で読み取ります。

モデルが数えるトークン1つが、必ずしも単語1つとは限りません。大まかに言えば、英字3～4文字

が1つのトークンに相当します。カンマ1つや「in」といった短い前置詞も、それぞれ1つのトーク

ンとして数えられます。空白文字さえもトークン計算に含まれます。一貫した規則があるように見

えますが、実際にはかなりばらつきがあります。

大まかな目安として、英語ではモデルが数えるトークン1つは、単語の約75%に相当します。

韓国語の場合は状況が少し異なります。韓国語の1文字が複数のトークンに分割されるケースが多い

ため、同じ意味の文であっても、英語よりも多くのトークンを消費します。

なぜこれが重要なのかというと、トークンは金銭だからです。Claude Codeを含むすべての大規模

言語モデルは、トークン単位で料金を計算します。サブスクリプションプランを利用する場合でも、

一定期間内に使用できるトークンの総量には上限があります。トークンを無駄遣いすると、その上

限をすぐに使い果たしてしまいます。

[図7-1] 英語文がトークンに分解される例。「Hello, how are you?」が ["Hello", ",", " how", " 

are", " you", "?"] に分割される視覚的図解

一度に読める範囲の大きさと限界
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Claude にはメモ帳が一つあると想像してください。会話を始めると、Claude はこのメモ帳に、ユー

ザーの発言、自身の回答、システムプロンプト、MCP ツールのリスト、プロジェクトファイルの内

容をすべてびっしりと書き込みます。このメモ帳こそが、一度に読める範囲（コンテキストウィン

ドウ）です。

このメモ帳のサイズには物理的な限界があります。現在の Claude モデルの標準的な一度に読める

範囲は、約 200,000 トークンです。数字だけ見ればかなり大きく思えますが、予想よりも速く埋

まっていきます。メモ帳に収容される項目を列挙してみましょう。

プロジェクト規模が大きくなるほど、MCP 接続サーバーを複数接続するほど、これらの項目がメモ

帳を急速に占有していきます。/context コマンドを入力すると、現在モデルがカウントしているトー

クンの使用状況を確認できます。例えば、あるセッションで Claude Opus 4.6 モデルのトークン使

用量が 22,000/200,000 である場合、すでに全体の 11% を消費したことになります。

[図 7-2] /context コマンド実行結果の例。システムプロンプト、システムツール、MCP ツール、

会話記録がそれぞれどの程度のトークンを占めているかを示す棒グラフのスクリーンショット]

文脈が漏れる現象

メモ帳が半分ほど埋まると、微妙な変化が始まります。最初は正確だったエージェントが次第にお

かしな答えを返すようになります。すでに提供した情報を再度要求したり、存在しない事実をでっ

ち上げたりします。この現象を「コンテキスト・ロット（Context Rot）」と呼びます。

その原因は、大規模言語モデルが長い文脈を処理する仕組みにあります。モデルが数えるトークン

が積み重なるにつれて、モデルの品質と精度が顕著に低下します。会話の最初と最後の情報は比較

的よく記憶されますが、中間にある情報は埋もれやすくなります。これを「真ん中で忘れられる（

Lost in the Middle）」現象と呼びます。

グラフを描いてみましょう。横軸はモデルが数えるトークンの使用量、縦軸は回答の品質です。使

用量が50%を超えると品質の曲線は緩やかに下降し始め、70%を超えると急激に転落します。この

現象はClaudeに限らず、すべての大規模言語モデルで観察されます。

[図7-3] コンテキスト使用量（横軸）と回答品質（縦軸）の関係を表す曲線グラフ。60%の地点に

垂直の点線を引いて「警告区間」を示す

実際の作業で経験する症状は次の通りです。エージェントが突然架空の情報を生成します。事前に

保存したファイルの経路を誤って記憶します。同じ質問を繰り返します。これらの兆候が検出され

たら、モデルが数えるトークンのメモ帳を整理する時が来たのです。

60%ルール

競合他社分析のワークフローを実行し、結果を検証し、修正事項をやり取りしていると、画面下部

のコンテキスト残量表示が気づけば50%を下回っています。"45% of your context remaining 

until auto-compact"という文言をご覧になったことがあるでしょう。
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実務において有用な基準が一つあります。コンテキストの60%が埋まったら整理を開始するという

ものです。これを60%ルールと呼びます。

なぜたまたま60%なのでしょうか。その時点を超えると、コンテキストの遅延が実際に体感され始

めるからです。もちろんClaude Codeには自動圧縮（Auto-compact）機能が内蔵されており、限

界に達すると会話を自動的に圧縮します。しかし、自動圧縮ではエージェントがどの情報を保持し、

どの情報を削除するかを独自に判断します。重要な判断事項が圧縮プロセスで失われる可能性があ

ります。

したがって、能動的に60%の地点で直接整理を行う方が安全です。では、整理はどのように行うの

でしょうか。そのためのツールが2つあります。

/compact: 会話を圧縮しつつ記憶は残す

/compactコマンドを入力すると、Claude Codeはこれまでの会話記録を要約版に圧縮します。長い

会話が核心を抜いた短い要約に変わることで、モデルがカウントするトークン使用量が大幅に減少

します。まるで長文の議事録を主要な決定事項のリストに整理するのと似ています。

圧縮後でも、エージェントは以前どのような作業を行ったかを概ね記憶しています。作成したファ

イル、実行したツール、到達した結論 ̶ これらの情報が要約版に残されているため、会話を継続す

ることができます。

しかし、さらに一歩踏み出すことも可能です。/compactコマンドの後に、保存したい情報を直接指

定することです。

このように入力すると、エージェントは API に関する決定事項とスキーマ情報を圧縮プロセスで優

先的に保持します。ブランド資産のパスを失いたくない場合は、/compact keep brand asset

paths と記述できます。これは、プロジェクトの核心となる文脈をユーザー自身が直接指示する行

為です。

これが選択的保持戦略です。エージェントに「すべて覚えておいて」と指示する代わりに、「これ

だけは必ず覚えておいて」と伝える方がはるかに効果的です。

/clear: 完全な初期化

時には圧縮ではなく、白紙の状態が必要です。/clear コマンドは会話履歴を丸ごと削除します。エー

ジェントは以前の会話で何を行ったかを全く記憶していません。

ただし、重要な点があります。/clear を実行してもプロジェクトのファイルはそのまま残ります。

claude.md ファイル、ワークフロー文書、ツールスクリプト、ビジネスプロファイル JSON ̶ ディ

スクに保存されたすべてのファイルは手つかずです。エージェントが新しい会話を開始すると、

claude.md を最初から読み直し、必要なファイルを再度探索します。まるで新しく出勤した秘書が

業務マニュアルを広げるようなものです。

/clear を使用するのに適したタイミングは以下の通りです。
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「/compact」と「/clear」、いつ何を使うべきか

両コマンドの違いを整理します。

[図 7-4] /compact と /clear の動作の違いを左右比較で示したダイアグラム。左側は会話履歴が要

約へと圧縮される様子、右側は会話履歴が消去され claude.md のみが残る様子

実戦パターン

実務においてこれらのツールを活用する流れは以下の通りです。

作業を開始します。エージェントと何度も対話を交わします。画面下部の残量表示が40%を下回っ

たら、ここで「/compact keep brand assets and competitor list」を実行します。モデルがカウ

ントするトークンが確保され次第、作業を続行します。作業が完了したら、次の作業は全く異なる

テーマになります。その際は「/clear」を実行して新規で開始します。

このリズムに体が慣れれば、エージェントの品質は対話の長さに関わらず一定に保たれることを実

感できるようになります。モデルがカウントするトークンと一度に読める範囲は、初めて接する際

には技術的に思えるかもしれませんが、核心は結局一つの習慣です。「メモ帳が半分か埋まったら

整理する」のです。

エージェントの記憶を管理する方法を習得したので、いよいよその記憶の最初のページに当たる文

書、つまりエージェントが毎回最も最初に読むそのファイル」をどのように作成すべきか、検討す

る時が来ました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第8章 claude.md: エージェント指示書の書き方

第3部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

新しく採用された社員が初出勤します。事務所のドアを開けて入ってきた彼に、何の案内もなく「

働いて」とだけ言われたらどうなるでしょうか。トイレの場所も、主要な取引先の連絡先も、会社

のトーン＆マナーも何も知らないままメールを書き始めるでしょう。結果として、内容が的外れに

なるのは避けられません。Claude Codeを新しいプロジェクトで初めて実行する状況は、まさにこ

れと同じです。

エージェントはフォルダを開き、まず一つ目のファイルを探します。それが「claude.md」です。

このファイルが存在しなければ、エージェントは案内なしで出勤した新入社員と何ら変わりありま

せん。

システムプロンプトの役割

n8nでAIエージェントを作成した経験があれば、ノード設定ウィンドウでシステムプロンプト

(System Prompt)を入力する欄を見たことがあるでしょう。ChatGPTでカスタムGPTを作成した経

験があれば、「Instructions」タブに役割とルールを記述した経験があるはずです。claude.mdは、

それらと同じ役割を果たします。

名前が異なるだけで、本質は同じです。エージェントがユーザーのメッセージを読む前に、必ず最

初に読む文書です。

動作順序を追ってみましょう。ユーザーが Claude Code にメッセージを送信します。エージェント

はそのメッセージを処理する前に、プロジェクトルートにある claude.md ファイルを丸ごと読み込

みます。その後に初めてユーザーのメッセージを確認し、応答を生成します。この順序は毎回同じ

です。会話を新しく始める際も、/clear を実行した後でも、エージェントはまず claude.md を読み

ます。

これは明確な意味を持っています。claude.md に記された内容は、エージェントの行動全体を貫く

基準線となります。「すべての応答は韓国語で行う」と記せば、エージェントは韓国語で応答しま

す。「Python スクリプトを作成する際は必ずエラーハンドリングを含める」と記せば、エージェン

トは try-except ブロックを省略しません。

[図 8-1] エージェントがメッセージを処理する順序を示すフローチャート。claude.md の読み込み

→ ユーザーメッセージの確認 → 必要に応じてファイル検索 → 応答生成
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記載すべき事項

claude.md に記載すべき情報は、大きく3つの層に分かれます。

何（What）：プロジェクトの正体です。このプロジェクトが何であるか、技術スタックは何か、主

要なパッケージやスキルは何かを明記します。実際の例を示すと以下のようになります。

これは1つの段落であり、エージェントの役割とユーザーの最優先目標が記されています。

なぜ（Why）：各構成要素の目的です。「tools フォルダには Python スクリプトが入っている」と

だけ記載すると、エージェントはそのフォルダの存在は知っていても、なぜそこを先に確認すべき

かは理解できません。「新しいタスクを受け取ったら、まず tools フォルダを確認し、既製のツー

ルが存在する可能性がある」と記載することで、エージェントの行動は変わります。

どのように（How）：エージェントに期待する作業方法です。「エラーが発生した場合は、スクリ

プトを修正した上で、ワークフロー文書にそのエラー対応方法を追記する」といった行動規範がこ

れに該当します。

避けるべきこと

チームメンバー全員の履歴書を含めてはいけません。プロジェクトの全会議録をコピーして貼り付

けてはいけません。すべての API エンドポイントの詳細ドキュメントを含めてはいけません。

その理由は、前章で取り上げたモデルがカウントするトークン数にあります。claude.md は、各会

話の開始時に丸ごと読み込まれます。ファイルが 500 行であれば、毎回 500 行分のトークンが一

度に読み込む範囲を占有してしまいます。一つの質問に対する回答を得るために、会話開始直後に

コンテキストの大部分がシステムプロンプトに消費されてしまうのです。

ルールは簡潔です。claude.md には、エージェントが毎回知る必要があることのみを含めます。時々

必要な情報は別ファイルに置き、claude.md ではそのファイルの場所を示すようにします。

150 から 200 行の原則

では、claude.md の適切な長さはどの程度でしょうか？

実戦で検証された基準は、150 行から 200 行の間です。この範囲内でプロジェクトのアイデンティ

ティ、核心となるルール、ファイル位置の案内をすべて盛り込むことができます。実際、エージェ

ント・ビジープロジェクトをセットアップした直後の claude.md は約 87 行でした。プロジェクト

が拡大し、スキルやツールが追加され、参照ファイルが増えると、自然と 150 行に向かって膨らん

でいきます。

200 行を超え始めたら警戒が必要です。その時点で claude.md 内の内容には、「本当に毎回読む必

要があるか」という問いに「いいえ」と答える項目が必ず存在します。その項目は別ファイルに移

す必要があります。

時間が経過し、プロジェクトに新しいスキルが追加され、参照ドキュメントが増え、ルールが細分

化されます。claude.md も自然と肥大化します。その際に必要となるのが、ルーティング戦略です。
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ルーティング戦略：claude.md から他のファイルへ案内する

エージェント・ビズネス・プロジェクトの「claude.md」を開くと、中間部分にこのような記述が

あります。

これがルーティング（Routing）です。「claude.md」自体には「ユーザーが誰か」という詳細情報

は含まれていません。代わりに「ユーザーについて知りたい場合は、このファイルを読んでくださ

い」という案内のみが記載されています。エージェントは、ユーザーの質問がユーザーの個人情報

に関連する場合に限り「context/me.md」を読み込みます。関連がなければ読みません。

これにより、毎回消費されるモデルのトークン数は、「claude.md」の短い案内文のみとなります。

ルーティングの効果を数値で見てみましょう。ユーザーのプロフィール、業務情報、チーム情報、

優先順位、プロジェクトの説明をすべて「claude.md」に含めると、500行を超える可能性があり

ます。一方、ルーティングを適用すれば、「claude.md」は100～150行程度で維持でき、エージェ

ントは必要な瞬間にのみ該当ファイルを読み込みます。これにより、一度に読み込む範囲の余裕が

大幅に広がります。

ルーティングの対象となり得るファイルの例です。

[図 8-2] claude.md をハブとし、me.md、work.md、team.md などをスポークとして接続したハ

ブ・アンド・スポーク型ダイアグラム

プロジェクトが成長する際に claude.md を更新する習慣

claude.md は一度作成して終わりとする文書ではありません。プロジェクトと共に呼吸する文書で

す。

初回作成：/init コマンド

既存プロジェクトに claude.md が存在しない場合は、/init コマンドを実行してください。エージェ

ントがプロジェクトのフォルダ構造とコードをスキャンし、自動的に claude.md の草案を作成しま

す。完璧ではありませんが、空の文書から始めるよりもはるかに迅速です。草案を確認し、不足し

ている規則を追加し、不要な部分を削除するだけで構いません。

日常的な更新

新しいスキルやワークフローを追加する際は、エージェントに直接指示を出します。「先ほど

brand-assets というフォルダを追加しました。claude.md を更新して、ロゴやブランドガイドライ

ンが必要になった際にそのフォルダを参照するよう案内してください。」と。エージェントは

claude.md ファイルを開き、該当内容を追加します。この習慣を積み重ねれば、claude.md はプロ

ジェクトの現状を正確に反映する地図となります。

定期的な圧縮

プロジェクトが数週間、あるいは数ヶ月にわたって運用されると、claude.md に蓄積された項目が

200 行を超えるようになります。その際はエージェントに以下のように依頼します。「claude.md
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が少し長くなりました。現在の状態を反映して整理してください。もはや使用しないツールやプロ

ジェクト参照は削除し、類似するルールは統合してください。」と。エージェントがファイルを分

析して整理します。結果を確認し、承認すれば完了です。

claude.md と .claude/ ディレクトリの関係

プロジェクトのルートには、claude.md の他に .claude という隠しディレクトリが作成されること

があります。このディレクトリ内には、コミュニケーションスタイルに関する詳細なルールファイ

ルなどが保存されます。claude.md が大枠の指針であるならば、.claude 内のファイルは補助的な

ルールと捉えてください。

[図 8-3] プロジェクトフォルダ構造における claude.md、.claude/ディレクトリ、および context

フォルダの関係を樹形図で視覚化したもの

要するに、claude.md はエージェントの職務記述書です。役割を定義し、主要なルールを明記し、

詳細情報が記載されたファイルの場所を示します。長さは 150 行から 200 行以内に保ち、プロジェ

クトが変化すればそれに応じて更新してください。

エージェントが誰であり、何を記憶し、どのようなルールに従うかを整理しました。しかし、エー

ジェントがどれだけ賢くても、外部世界と相互作用する手段がなければ、できることは限られます。

メールを送信したり、ウェブサイトを情報収集したり、カレンダーに予定を追加したりするには、

エージェントに「手」が必要なのです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第9章 MCP接続サーバー: エージェントを拡張する

第3部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

土曜日の朝、ケーキを作ることにしました。レシピには卵、小麦粉、フロスティングが必要です。

卵は養鶏場で、小麦粉は製粉所で、フロスティングは菓子材料専門店で購入しなければなりません。

三つの場所を回り、それぞれの注文方法と決済システムを習得する必要があります。大変です。し

かし、近所にスーパーマーケットが一つあればどうでしょうか。

一つの場所で卵も小麦粉もフロスティングも購入できます。注文方法も一つ、決済システムも一つ

です。MCP接続サーバーはまさにこのスーパーマーケットです。

MCPとは何か：スーパーマーケットの比喩

MCPは「モデル・コンテキスト・プロトコル（Model Context Protocol）」の略称です。エージェ

ントが外部サービスにアクセスする際に使用する標準化された接続方式です。

Gmail を例に挙げてみましょう。Gmail には、メールを送信する機能、受信メールを読む機能、検索

する機能、下書きを作成する機能があります。一つのサービスの中に多様なツールが備わっていま

す。Gmail の MCP 接続サーバーを Claude Code に接続すれば、エージェントはこれらのすべての

ツールを一度に利用できるようになります。

「メールを送る」ために個別のスクリプトを記述する必要はありません。「検索する」ために API

のドキュメントを調べる必要もありません。エージェントが MCP 接続サーバーに接続されていれば、

利用可能なツールを自動的に把握し、状況に応じて適切なツールを選択して使用します。

スーパーマーケットの比喩をさらに広げてみましょう。

[図 9-1] 左側は「MCP なし」でエージェントが個別の 3 つの API にそれぞれ接続している様子、

右側は「MCP 使用」でエージェントが 1 つの MCP 接続サーバーを通じて複数のツールにアクセス

している様子を示す比較図

MCP の核心は標準化にあります。どのサービスであっても MCP 規格に準拠したサーバーを用意し

ておけば、Claude Code は同じ方法で接続し、同じ方法でツールを呼び出します。Gmail であれ

Firecrawl であれ Google Calendar であれ、接続方法の骨格は共通しています。

Firecrawl MCP 接続サーバーのインストール実習
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理論だけではイメージが湧きません。実際に MCP 接続サーバーを一つインストールしてみましょう。

Firecrawl はウェブサイトのデータを収集するサービスです。ウェブ情報の収集（スクレイピング）、

クロール、検索、スクリーンショットのキャプチャなど、さまざまな機能を提供しています。この

サービスの MCP 接続サーバーを Claude Code に接続すれば、エージェントが自由にウェブデータ

を取得できるようになります。

1 ステップ：Firecrawl API キーの発行

Firecrawl のウェブサイト（firecrawl.dev）にアクセスしてアカウントを作成します。無料プランで

始めると、500 クレジットが付与されます。実習には十分な量です。ダッシュボードに入ると API

キーが表示されますので、このキーをコピーして保管しておいてください。

2 ステップ：.env ファイルへの API キー保存

プロジェクトのルートに.env ファイルが存在しない場合は作成し、既に存在する場合はそのファイ

ルを開きます。ここに API キーを以下の形式で保存します。

なぜ.env ファイルに保存するのかというと、次の節で詳しく説明しますが、核心を言えば以下の通

りです。API キーはパスワードと同様です。会話履歴に直接入力すると、そのキーが読み取り範囲

内で平文として残ってしまいます。.env ファイルに保存すれば、エージェントは必要な時にファイ

ルから読み出しますが、会話履歴自体にはキーが露出されません。

3 ステップ：MCP 接続サーバーのインストールコマンド実行

Claude Code に対してインストールを依頼します。Firecrawl の公式ドキュメントには、Claude

Code のコマンドライン方式向けのインストールコマンドが記載されています。エージェントには次

のように伝えます。

エージェントはコマンドを実行して MCP 接続サーバーをプロジェクトに登録します。インストール

が完了したら、.env ファイルに保存された API キーを参照するように設定を完了させます。

ステップ 4: インストールの確認

インストールが完了したら、/context コマンドを入力してみてください。MCP ツール項目に

Firecrawl 関連のツールが表示されるはずです。ウェブ情報収集、クロール、検索などのツールがリ

ストに表示されれば、正常に接続されています。

[図 9-2] /context コマンド実行結果のスクリーンショットで、MCP Tools セクションに Firecrawl

ツールリストが表示されている様子

この時点から、エージェントは「この URL から求人広告をウェブ情報収集してください」といった

自然言語の依頼を受けると、Firecrawl MCP 接続サーバーの適切なツールを自動的に選択して実行

します。どのエンドポイントを呼び出すべきか、どのようなパラメータを渡すべきかをユーザーが

知る必要はありません。

API キーのセキュリティ：.env ファイルに秘密を保存する理由



46

Firecrawl のインストール過程で .env ファイルについて言及しました。なぜ API キーをチャットに

直接入力してはいけないのか、もう少し深く掘り下げてみましょう。

API キー（API Key）は、外部サービスにアクセスするための認証手段です。パスワードと本質的に

同じです。このキーが漏洩すると、誰かがあなたのアカウントでサービスを利用でき、費用が請求

される可能性があります。

Claude Code のチャットに API キーを直接貼り付けると、どのようなことが起こるでしょうか？そ

のキーはチャット履歴の一部となります。一度に読み込める範囲内で平文として存在します。エー

ジェントが Bash コマンドを実行する際、キーを引数として渡すと、実行ログにもキーが残る可能

性があります。セキュリティの観点から望ましくありません。

.env ファイルを使用すれば、この問題は緩和されます。キーはあなたのコンピュータ上のファイル

内にのみ存在します。エージェントはスクリプト内で os.environ などの方法で環境変数を読み込み、

キー自体はチャット履歴に残りません。

さらに、安全装置を一つ追加しましょう。プロジェクトに .gitignore ファイルを作成し、.env をそ

のリストに追加します。こうすれば、プロジェクトを GitHub などの公開リポジトリにアップロー

ドしても、.env ファイルはアップロードされません。秘密がインターネットに漏洩する事故を防ぐ

ことができます。

この 2 行がセキュリティの基本的な防御線です。

[図 9-3] API キーの安全な管理フローを示すダイアグラム。「.env ファイル → 環境変数として読

み込み → スクリプトで参照」の経路と、「チャットウィンドウに直接入力 → コンテキスト記録に

露出」の経路を比較

演習中に誤って API キーをチャットウィンドウに入力してしまった場合は、そのキーを直ちにロー

テーション（交換）することが安全です。サービスダッシュボードで既存のキーを廃棄し、新しい

キーを発行して.env ファイルに保存すればよいのです。

MCP によって拡張されるエージェントの行動範囲

Firecrawl を 1 つ接続しただけなのに、エージェントが実行できることの範囲が大幅に広がりまし

た。求人情報サイトから数百件の募集をウェブ情報として収集し、Excel ファイルに整理できます。

イエローページから歯科医の連絡先を収集して営業用のリードリストを作成することも可能です。

競合他社のウェブサイトを定期的にモニタリングすることもできます。

1 つの MCP 接続サーバーがスーパーマーケット 1 店舗だとすれば、複数の MCP 接続サーバーを接

続することは、複数のスーパーマーケット会員権を同時に保有しているようなものです。Gmail

MCP 接続サーバーを追加すれば、メールの読み取り、送信、検索が可能になります。Google

Calendar MCP 接続サーバーを追加すれば、スケジュールの照会と作成が可能になります。

これらを組み合わせることで、エージェントは「今日受信したメールの中から会議の依頼を探し、

カレンダーにスケジュールを追加してください」といった複合的な依頼を処理できるようになりま

す。
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[図 9-4] エージェントを中央に置き、Firecrawl、Gmail、Calendar、Notion などの複数の MCP 接

続サーバーが放射状に接続されたダイアグラム。各サーバーの隣には、代表的なツールを 2～3 つ

小さなアイコンで表示します。

MCP 接続サーバーを追加するたびに、該当サービスの API キーを.env ファイルに保存し、インストー

ルコマンドを実行するパターンは同じです。一度習得した手順を繰り返すだけです。

ここで注意すべき点があります。MCP 接続サーバーを接続するほど、一度に読み込む範囲において

MCP ツール定義が占める割合が大きくなります。前章で扱った/context コマンドで確認すると、

MCP Tools 項目のモデルが消費するトークン数が増えていることがわかります。エージェントの手

は増えましたが、記憶できるスペースは減ったのです。

不要な MCP 接続サーバーを無秩序に接続すると、肝心な会話内容を収めるスペースが不足する恐れ

があります。

MCP 接続サーバーの選定は、プロジェクトの目的に合わせるべきです。競合他社分析を行うプロジェ

クトに Gmail MCP 接続サーバーが必要とは限りません。メール自動化を行うプロジェクトに

Firecrawl が必須であるわけでもありません。必要なものだけを付加することが、最も効率的です。

エージェントに、記憶（一度に読み込める範囲）、指示（claude.md）、そして手（MCP 接続サー

バー）を備えさせました。これら三つが調和すれば、エージェントは初めて実務を遂行する準備が

整います。今からはこれらのツールを組み合わせ、実際のプロジェクトを構築する過程へと進みま

す。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第10章 基本コマンドとプロジェクト設定の階層

第3部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

ターミナルに「/status」と入力した瞬間、画面には Claude Code のバージョン、現在接続されて

いるモデル名、認証済みアカウント情報が一斉に流れ出します。まるで自動車の計器類を一度見渡

すように、このエージェントがどのような状態にあるかを瞬時に把握できます。このコマンドを暗

記する必要があったのでしょうか？いいえ。

「今の Claude Code の状態を教えて」と自然な言葉で尋ねるだけでも、エージェントが自動的に「

/status」を実行します。ビルトインコマンドの世界は、このようにして始まります。

核心コマンド集

Claude Code には大きく分けて二種類の基本コマンドがあります。一つは現在の状態を確認する診

断・ステータスコマンドであり、もう一つはエージェントの行動様式を変更する設定コマンドです。

診断・ステータス関連のコマンドから見ていきましょう。

[図 10-1] /status コマンドの実行結果の例

ここで重要なのは、これらのコマンドを暗記する必要がないという点です。Claude Code は自然言

語を解釈し、適切なコマンドを自動的に実行できます。「診断を一度実行して」と言えば /doctor

が実行され、「現在どのモデルを使用していますか？」と尋ねれば /status が回答します。コマン

ドの存在を知っておくことは有益ですが、暗記はエージェントの役割です。

設定コマンド

設定コマンドは、エージェントの動作を調整するためのコントロールパネルです。

これらのコマンドも自然言語で操作できます。「自分の権限設定を表示して」と言うと、

/permissions の内容が表示されます。ただし、直接スラッシュコマンドを入力する方が速い場合も

あります。これは、エージェントが意図を解釈するステップをスキップできるためです。状況に応

じて自然言語とコマンドを併用するのが実用的です。

設定の階層構造：ユーザー、プロジェクト、ローカル

基本コマンドがエージェントとの対話手段であるなら、設定ファイルはエージェントの基本的な行

動様式を定義する設計図です。Claude Code の設定は 3 つの層から構成されており、各層が異なる
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範囲を担当します。

ユーザーレベル（グローバル）の設定はホームディレクトリ（̃/）に位置します。この設定は、コ

ンピュータ上のすべてのプロジェクトに影響を及ぼします。どのフォルダを開いても、どのプロジェ

クトで作業しても、常に適用される基本値です。

プロジェクトレベルの設定は、プロジェクトフォルダ内の .claude/settings.json に位置します。こ

のファイルは GitHub にコミットされ、チーム全体で共有できます。チームのメンバーが誰でもこ

のプロジェクトを開けば、同じ設定が適用されます。

私のコンピュータにおけるプロジェクトレベル（ローカルプロジェクトレベル）の設定は、.

claude/settings.local.json に格納されます。このファイルは私のコンピュータでのみ適用され、

GitHub にアップロードされることもなく、同じプロジェクトを共有するチームメンバーには表示さ

れません。

[図 10-2] 設定階層構造ダイアグラム：ユーザー → プロジェクト → 私のコンピュータ

3 つの階層は、上から下へと優先順位が決定されます。エージェントが何らかの動作を実行しよう

とする際、まず「私のコンピュータ」の設定を確認します。そこに該当する規則がない場合はプロ

ジェクト設定を参照し、プロジェクト設定にもない場合はグローバル設定に従います。

この優先順位が実際にどのように機能するか、具体例で説明しましょう。例えば「read」というファ

イル読み込みコマンドがあるとします。「read」を絶対に使用しないよう「私のコンピュータ」の

設定で指定されている場合、エージェントは即座に動作を停止します。プロジェクトやグローバル

設定で許可されていても、その指定には及びません。逆に、「私のコンピュータ」やプロジェクト

設定で許可されていても、グローバル設定で禁止されている場合は、グローバル段階でブロックさ

れます。

「私のコンピュータ」は最も狭い範囲であり、最初に確認される設定です。一方、グローバル設定

は最も広い範囲をカバーし、最終的な関門としての役割を果たします。

settings.json と settings.local.json の違い

両方のファイルは同じ .claude フォルダ内に並んで存在しますが、その用途は明確に異なります。

settings.json には、チーム全体で合意したルールを記載します。コーディング規約、必須ツールの

リスト、共通の MCP 接続サーバーの情報などです。新しいチームメンバーがプロジェクトをクロー

ンすると、これらの設定が自動的に適用されるため、オンボーディングプロセスで「設定を合わせ

てください」と個別に案内する必要性が減少します。

settings.local.json には、個人の好みを記載します。好みのエディタ動作、個人用 API キーのパス、

自分のコンピュータ専用のデバッグオプションなどです。チーム設定と競合する場合は、自分のコ

ンピュータが優先されるため、チームの標準に従いながらも、自分だけの作業環境を維持すること

ができます。
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一つ注意すべき点があります。settings.local.json は .gitignore に登録し、GitHub に決してアップ

ロードされないようにする必要があります。個人用 API キーや機密性の高いパス情報が含まれる可

能性があるためです。

.claude フォルダの構造と役割

プロジェクトフォルダを開いた際、目に入る .claude ディレクトリは Claude Code の心臓部です。

このフォルダ内には、エージェントがプロジェクトを理解し動作させるために必要なすべての構成

要素が格納されています。

[図 10-3] .claude フォルダの内部構造と各ファイルの役割

CLAUDE.md は、エージェントが対話を開始するたびに最初に読み込むファイルです。プロジェク

トの目的、主要なルール、他のファイルの場所を案内する地図の役割を果たします。

CLAUDE.local.md は CLAUDE.md の個人版であり、独自の追加指示を格納します。

.gitignore ファイルは、Git が追跡しないファイルのリストを指定します。.env ファイル（API キー

の保管）、settings.local.json、個人用の画像やパスワードファイルなどをここに登録します。VS

Code では、これらのファイルは灰色で表示され、視覚的に区別されます。緑色は Git がまだ追跡し

ていない新規ファイル、黄色は変更されたファイルを示します。

この色体系は、「今コミットすべきものがあるか」を一瞬で示します。

rules/ フォルダには、エージェントのコミュニケーションスタイルやコーディングルールなどの行

動指針が格納されます。skills/ フォルダには再利用可能なワークフローレシピが、agents/ フォル

ダには補助エージェントの定義ファイルが保存されます。

グローバル設定も同様の構造を持っています。ホームディレクトリの .claude フォルダの下に

settings.json、skills/、agents/、rules/ などが配置され、ここに保存された内容はどのプロジェ

クトを開いても適用されます。プロジェクトごとに繰り返したくない共通設定 ̶ 例えば「常に敬語

体を使用せよ」といったルール ̶ は、グローバルに置く方が効率的です。

各階層に何を配置するかを整理すると、以下のようになります。

この構造を初めて見ると複雑に思えるかもしれません。フォルダの中にフォルダ、ファイルの中に

ファイル。しかし、実際にプロジェクトを開いて .claude フォルダを直接探索してみると、各ファ

イルの役割は名前だけで明らかになります。設定の階層は、「チームが合意した内容」「プロジェ

クトが要求する内容」「私が望む内容」という三層のレンズのようなものです。エージェントはこ

のレンズを内側から外側へと順に確認し、自分がどのように行動すべきかを決定します。

基本コマンドがエージェントとの即座の対話手段であるのに対し、設定階層はエージェントの長期

的な性格を形成する骨格です。しかし、エージェントの記憶には根本的な限界があります。それは

一度に読み込む範囲（コンテキストウィンドウ）と呼ばれる、一度に処理できる情報量の天井です。

この天井を超える膨大なデータをエージェントが活用するためには、外部記憶装置が必要です。

← 前の章
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全章を見る

次の章 →
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第11章 検索結合生成とセマンティックストア: 長期記憶の構築

第3部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

68ページの掃除機マニュアルPDFをClaude Codeに提示し、「フィルターの掃除方法を教えてくだ

さい」と尋ねました。エージェントはしばらく検索を行った後、手順をテキストで提示しました。

その下には、マニュアル内の分解図の画像も併せて表示されました。物理的な装置を扱う際、文章

よりも図の方がはるかに明確であるという判断を、エージェント自身が下したのです。

68ページにわたる文書が、エージェントが一度に読み込む範囲にすべて収まることはできませんで

したが、どのようにして正確なページから正確な情報を見つけ出したのでしょうか。その秘密は、

検索結合生成（Retrieval-Augmented Generation、検索増強生成）にあります。

検索増強生成とは何か

AIエージェントには生来の限界があります。学習データに含まれていない情報は知り得ません。自

社の内部マニュアル、先週作成された議事録、今朝撮影された現場の写真 ̶ これらのデータはモデ

ルの訓練プロセスには存在しません。一度にすべての文書を読み込ませる方法もありますが、数十

ページを超えると、モデルが処理できるトークンの上限に達してしまいます。

検索結合生成は、この問題を回避する構造です。3 つのステップで構成されています。

検索（Retrieval）̶ ユーザーの質問に関連する情報を外部データストアから検索します。文書全体

を読むのではなく、質問に該当する断片のみを抽出します。

増強（Augmentation）̶ 検索された断片をエージェントのプロンプトに追加します。これにより、

エージェントは以前は知らなかった情報を「直ちに読んだかのように」活用できるようになります。

生成（Generation）̶ 増強されたコンテキストに基づいて回答を生成します。エージェントの推論

能力と外部データが結合されることで、単独では不可能なレベルの応答が得られます。

[図 11-1] 検索結合生成の 3 つのステップ：検索 → 増強 → 生成のフロー

例えるなら、開架試験のようなものです。学生（エージェント）がすべての教科書を暗記している

必要はありません。試験中に必要なページを開いて参照できればよいのです。ただし、どのページ

を開くべきかを素早く判断する能力、そしてそのページの情報を自身の知識と結びつけて解答を構

成する能力は、学生自身の役割です。
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検索結合生成において、「どのページを開くか」を決定する技術が、まさに埋め込み（Embedding）

です。

埋め込みの概念

埋め込みとは、テキストを数値ベクトル（Vector）に変換するプロセスです。「ベクトル」という

言葉は数学的に聞こえるかもしれませんが、核心はシンプルです。文の意味を数値のリストとして

表現するのです。

「コーヒーを一杯飲みたい」という文と「カフェラテを注文したい」という文は、使われている単

語は異なります。しかし、意味は似ています。埋め込みモデル（Embedding Model）は、この二つ

の文を似たような数値ベクトルに変換します。一方、「今日の株式市場は下落した」という文は、

全く異なるベクトルに変換されます。意味が異なるためです。

これらのベクトルを多次元空間に配置すると、意味が類似する文同士は近くに集まり、意味が異な

る文同士は遠く離れます。これが意味的類似度（Semantic Similarity）に基づく検索の原理です。

ユーザーが「フィルターの掃除方法」と質問すると、その質問をベクトルに変換し、事前に保存さ

れた文書断片のベクトルの中から最も近いものを探します。

キーワードが正確に一致していなくても、意味が通じれば検索されます。「ダストボックスの洗浄

手順」と記載されていても、「フィルターの掃除方法」への回答として引き上げることができます。

[図 11-2] 埋め込み空間における類似文のクラスタリングの可視化

検索結合生成における埋め込みの役割を改めて整理すると以下のようになります。文書を小さな断

片（チャンク、Chunk）に分割します。各断片を埋め込みモデルに通してベクトルに変換します。

変換されたベクトルをデータベースに保存します。質問が入力されると、その質問もベクトルに変

換します。保存されたベクトルの中から質問ベクトルと最も近いものを見つけ、エージェントに渡

します。

Google Gemini のマルチモーダル埋め込みの活用

ここまではテキストに関するお話でした。しかし、現実のデータはテキストだけではありません。

マニュアルには分解図があり、現場報告書には写真が添付され、教育資料には動画が含まれていま

す。

GoogleがリリースしたGemini Embedding 2は、テキスト、画像、動画、音声をすべて同じベクト

ル空間に配置できるマルチモーダル埋め込みモデルです。

このモデルがもたらす変化を、具体的な事例で見ていきましょう。

掃除機マニュアルの事例 ̶ 68ページのPDF全体を埋め込みます。テキストの断片だけでなく、ダイ

アグラムの画像もベクトルに変換されます。「フィルターの掃除方法」を質問すると、テキストの

説明とともに該当するダイアグラムの画像が返されます。テキストだけでは把握しにくい部品の位

置を画像で確認できます。
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屋根修理業者の事例 ̶ 過去の施工写真13枚を埋め込みます。各写真には、費用、所要期間、投入

人員などのメタデータが紐付けられています。新しい屋根の写真をアップロードすると、類似する

過去の施工事例5件が類似度スコアとともに返されます。見積もりの参考資料として活用できます。

[図 11-3] マルチモーダル埋め込み空間：テキスト、画像、動画が意味に基づいて配置された 2 次

元視覚化

マルチモーダル埋め込みの真価は、異なる種類のデータが同じ空間に共存する点にあります。笑顔

のポテトの写真は「食事」カテゴリに、ギターを弾く犬の動画は「エンターテインメント」カテゴ

リに、Claude Code の使用動画は「技術」カテゴリにそれぞれ配置されます。データの種類が異なっ

ても、AI が意味を把握して正しい位置に配置します。すべてのデータが屋根の写真であれば、水害

被害・老朽化・構造上の欠陥といった詳細カテゴリに自動的に分類されます。

現在の基準では、動画は 120 秒以内の MP4 または MOV ファイルをサポートしており、画像は 1

回のリクエストあたり最大 6 枚の PNG または JPEG を処理できます。オーディオもサポートされて

おり、オーディオの場合は正確な説明メタデータを併せて提供することで検索精度が向上します。

Pinecone 意味ベースデータストレージ連携の実習

埋め込まれたベクトルはどこかに保存し、検索できる必要があります。その保存先が意味ベースデー

タストレージ（ベクトルデータベース）であり、Pinecone は最も広く使われている意味ベースデー

タストレージサービスのひとつです。

実習の全体の流れは以下の通りです。

1段階目：環境の準備

VS Codeで新しいフォルダを作成し、Claude Codeを開きます。Plan Modeに切り替えた後、エージェ

ントに次のように指示します。

エージェントはプロジェクト構造を設計し、依存関係の一覧を整理して、段階的な計画を提示しま

す。

3つのAPIキーが必要です。Pineconeはベクトルストアへのアクセス用、Geminiは埋め込みモデルの

呼び出し用、OpenRouterはチャットモデル（回答生成用）として使用されます。Pineconeは無料

のスタータープランから始められ、Gemini APIキーはGoogle AI Studioで取得でき、OpenRouterは

複数のモデルを1つのAPIでアクセス可能にするサービスです。

2 段階：データ埋め込み

.env ファイルに 3 つのキーを入力して保存します。data フォルダには埋め込み対象のファイルを

配置します。テキストファイル、画像、動画を混ぜて入れても構いません。エージェントに「デー

タが準備できましたので、Pinecone に格納してください」と伝えると、エージェントが Pinecone

上にインデックスを生成し、各ファイルを埋め込んで保存します。
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この過程でエージェントが行うのは、各ファイルのタイプを自動的に認識し、適切な埋め込み手法

を適用することです。テキストはチャンクに分割して埋め込み、画像は視覚的な意味をベクトルに

変換し、動画はフレームとオーディオを分析してベクトルに変換します。

[図 11-4] 実習パイプライン：元ファイル → 埋め込みモデル → Pinecone インデックス

3 段階：チャットインターフェースの構築

エージェントに「私のコンピュータで検証可能なチャットWebアプリを作成してください」と依頼

します。エージェントはWebアプリケーションを構築し、ローカルホストで実行します。ブラウザ

で質問を入力すると、Pineconeから関連ベクトルを検索し、その結果に基づいて回答を生成します。

実際の検証で「ワークフロークライアントをどのように確保すればよいですか」と尋ねると、テキ

ストファイルから関連内容を探して回答します。「ゴールデンレトリバーの動画を見せてください」

と依頼すると、該当動画のメタデータを探し、インラインで動画を再生します。

ステップ4：反復改善

最初の結果が完璧でない場合があります。画像が返されない、動画の説明が不十分なことがありま

す。この場合、エージェントに問題を説明すると、メタデータを補強したりアプリを修正したりし

ます。「動画により良い説明を付けて再度埋め込み直してください」と依頼すると、既存ベクトル

を削除し、改善されたメタデータとともに新規保存します。

この一連のプロセスは30分以内で完了します。n8nのようなノーコードツールで同様のマルチモー

ダルベクトルストアを構築するには、数時間から数日かかる作業です。チャンキング戦略の設計、

画像のキャプチャと保存方法の設定、検索結果のフォーマット化をすべて手動で構成する必要があ

るためです。Claude Codeは、これらのすべてを自然言語の指示のみで処理します。

検索結合生成がエージェントのワークフローにもたらす変化

検索結合生成を備えていないエージェントは、自身が学習した範囲内での回答しかできません。一

度に読み込む範囲に含まれる情報しか参照せず、その外の世界は存在しないものとして扱われます。

検索結合生成を装備したエージェントは異なります。会社の68ページにわたるマニュアルを読むこ

とも、数百枚の時代写真アーカイブを検索することも可能です。先月の会議録から特定の決定の文

脈を見出すこともできます。エージェントの知識範囲は学習データの境界を超え、組織が保有する

すべてのデータへと拡張されます。

エージェントのワークフローにおいて、検索結合生成は複数のシナリオで活用されます。

カスタマーサポートの自動化 ̶ 製品マニュアルとFAQを埋め込み、顧客の質問に対して正確なペー

ジと画像を参照した回答を生成します。「以前に類似の問い合わせはありましたか？」という質問

に対し、過去のチケット記録を検索して回答することも可能です。

内部知識管理 ̶ チームのプロジェクト文書、意思決定ログ、ブランドガイドラインを埋め込みます。

新規メンバーが「当社のロゴ使用規則は何ですか？」と尋ねれば、ブランドガイドラインから該当
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セクションを検索して回答します。

研究補助 ̶ 論文、報告書、市場調査資料を埋め込みます。「この分野の最近の動向は何ですか？」

と尋ねれば、関連資料を検索して要約を生成します。元出典と信頼度スコアを併せて提供するため、

事実確認が可能です。

[図 11-5] 検索結合生成適用前後のエージェント知識範囲比較ダイアグラム

ここで重要なのは、専門性（Subject Matter Expertise）の役割です。検索結合生成パイプライン

を構築する技術的能力よりも、どのようなデータをどのように記述するかが結果の品質を左右しま

す。屋根修理の事例で見たように、写真に付与されるメタデータが貧弱であれば、検索結果も貧弱

になります。

「この写真は 10 年前のアスファルトシングル屋根の雹被害事例であり、修理費用は 450 万円、所

要期間は 3 日である」という説明を付した写真と、「屋根写真」とだけタグ付けされた写真では、

検索の有用性は次元が異なります。

技術の実装能力の価値は低下しています。n8nで数日かかっていたパイプラインを、Claude Code

は 30 分で構築する様子を目撃しました。JSON 本文の構成や HTTP リクエストの設定といった技

術的な詳細は、エージェントが処理します。一方、プロセスを明確に説明する能力、データの意義

を正確に記述する能力、隙間を発見して明示的に指摘する能力は、依然として人間の領域です。

エージェントに長期記憶を与えることは、データベースを接続する作業でした。では、エージェン

トに反復して実行できる熟練した技術を与える方法を見ていきましょう。一度教えれば、いつでも

同じ品質で実行できる、再利用可能な行動様式です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第12章 スキル: 再利用可能なワークフローレシピ

第3部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

朝7時、Claude Codeに「モーニングコーヒー・スキルを実行してください」と入力します。エージェ

ントはカレンダーを確認し、プロジェクト管理ツールから今週のタスクを取得し、四半期目標の進

捗率をチェックした上で、今日の一日のスケジュールを提案します。同時に別のウィンドウでは「

最近のYouTubeコメントを分析してください」と送信し、さらに別のウィンドウでは「チームの脈

拍チェックを実行してください」と送信しました。

3つのエージェントが並列で動作しています。それぞれが異なるスキルを実行中です。これらすべて

を入力するのにかかった時間は約1分ですが、手動で行った場合、少なくとも25分はかかっていた

作業です。

これがスキル（Skill）の世界です。

スキルとワークフローの関係

前節では、WAT フレームワークにおけるワークフローについて取り上げました。マークダウンで記

述された作業指示書であり、エージェントが読み実行する SOP（標準作業手順）です。スキルは、

このワークフローと本質的に同じものです。

名称が異なるだけです。「ワークフロー」という言葉が「一度きりの作業の流れ」というニュアン

スを与えるのに対し、「スキル」は「繰り返し使用できる熟練した技術」という響きを持ちます。

ワークフローにはツールとして Python スクリプトが付随しており、スキルにも Python スクリプ

トが付随します。ワークフローはマークダウンファイルでしたが、スキルもマークダウンファイル

です。構造は同一です。

違いがあるとすれば、スキルには YAML フロンマターが追加される点です。ファイルの先頭に「---」

で囲まれた領域があり、その中にスキルの名前（name）と説明（description）が記述されます。

このフロンマターにより、エージェントのスキル検索効率が劇的に向上します。エージェントはす

べてのスキルファイルの全文を読むわけではありません。

フロンマターの名前と説明だけをざっと確認し、現在の要求に合ったスキルを選択した後、選択さ

れたスキルの本文のみを詳細に読みます。これを「段階的コンテキストローディング」と呼びます。

スキルをワークフローの進化形と捉えることも、同じ概念に対する別の名称と捉えることもできま

す。重要なのは、どちらも「エージェントに対する自然言語による指示書」であり、人間が読み、
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人間が修正できる点です。プログラミング言語ではなく、日常言語によってエージェントの行動を

定義します。

.claude/skills ディレクトリにスキルファイルを作成する

スキルファイルの物理的な場所は、プロジェクトの .claude/skills/ ディレクトリです。各スキルは

サブフォルダで区別され、フォルダ内の skill.md ファイルが核心となります。

[図 12-1] .claude/skills ディレクトリ構造の例

スキルフォルダ内には、skill.md のほか補助ファイルも配置できます。例えば、Python スクリプト

を scripts/ フォルダに、参照文書を references/ フォルダに格納するといった方法です。このよう

にスキル内部にすべての要素を収める方式を、自己完結型（Self-Contained）構造と呼びます。

別の方法もあります。スクリプトや参照ファイルがプロジェクト内の別の場所に存在する場合です。

例えば、YouTube 分析スキルの skill.md で ../../references/youtube_channel.md を参照するよ

うパスを指定すれば、ファイルがスキルフォルダの外にあっても問題ありません。エージェントは

skill.md に記述されたパスに従って必要なファイルを読み取ります。

これを外部参照（External Reference）構造と呼びます。

どちらの場合でも、核心となる原則は一つです。skill.md 内に正しいパスが記載されていればよい

のです。

スキルを初めて作成する際、直接 Markdown ファイルを書くわけではありません。エージェントと

の対話を通じて作成します。計画モードで「リサーチスキルを作成してください。Perplexity API

を使用し、.env ファイルに API キーの場所も用意してください」と依頼すると、エージェントがフォ

ルダ構造を設計し、skill.md を作成し、必要なスクリプトを生成し、CLAUDE.md を更新して新し

いスキルの存在を登録します。

なぜこのプロセスを手動ではなくエージェントに任せるのでしょうか？それは、エージェントがフ

ロントマター形式、ファイルパスのルール、モデルが効率的に処理するテキストの構造といったベ

ストプラクティスを既に知っているからです。ただし、エージェントが常に完璧な構造を作成する

わけではありません。YAML フロントマターなしで純粋な Markdown のみでスキルを生成する場合

もあります。

そのような場合は、直接フロントマターを追加するか、Anthropic の公式ドキュメント URL をエー

ジェントに提示して「このドキュメントを参考に、ベストプラクティスに沿って作成してください」

と指示すればよいのです。

skill.md の推奨長さは 500 行以内です。詳細な参照資料は別ファイルに分離することで、モデルが

消費するトークン数を節約できます。

スキル説明書の作成方法
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スキルが正しく機能するためには、エージェントがそのスキルを検出できる必要があります。エー

ジェントがユーザーの要求を分析し、数十のスキルの中から適切なものを選ぶ際、説明書（

Description）が決定的な役割を果たします。

段階的コンテキスト読み込みの第一段階では、エージェントは各スキルの名前と説明書のみを読み

取ります。この段階で消費されるトークン数はスキルあたり約 100 個程度です。説明書が曖昧だと、

エージェントが誤ったスキルを選択したり、適切なスキルを見逃したりする可能性があります。

優れた説明書には、以下の三つの条件が必要です。

トリガーとなる状況を明示します。「ユーザーが一日の計画を立てる際や、モーニングコーヒーと

言った際にこのスキルが呼び出される」ように、このスキルが呼び出されるべき具体的な状況を記

述します。これは、エージェントがユーザーの自然言語によるリクエストと説明文を照合して、一

致するかどうかを判断するためです。

結果物を明示します。「カレンダー、タスク、目標を総合して、時間ブロックが割り当てられたス

ケジュール表を出力する」ように、スキル実行の結果物が何であるかを記述します。これは、ユー

ザーの期待と一致しているかどうかをエージェントが確認するための根拠となります。

範囲を限定します。「このスキルはスケジュール計画のみを扱い、コンテンツ作成やリサーチは含

まない」ように境界を設定します。これは、類似したスキルが複数存在する際に、エージェントが

混乱しないように支援するためです。

[図 12-2] 段階的コンテキストローディングの 3 つの段階：フロントマタースキャン → スキル本文

の読み込み → 参照ファイルの読み込み

スキルの呼び出し方法は二つあります。第一に、スラッシュコマンドです。「/morning-coffee」

と入力すると、該当するスキルが即座に実行されます。第二に、自然言語です。「今日一日の計画

を立てて」と話しかけると、エージェントが説明文を検索してモーニングコーヒーのスキルを見つ

け出します。

スラッシュコマンドは高速かつ正確です。解釈プロセスがないため、即座に実行されます。自然言

語は柔軟です。スキル名を知らなくても、意図を伝えるだけで十分です。通常は両方を有効にしま

すが、スキルが意図せず頻繁に呼び出される場合は、YAMLのフロントマターに

disable_model_invocation: true を設定して自然言語トリガーを無効化し、スラッシュコマンドで

のみ呼び出せるように制限できます。

スキルが呼び出されない問題が発生した場合、その原因の多くは説明文にあります。「有用なスキ

ル」のような抽象的な説明では、どのようなリクエストとも一致しません。「ユーザーがインフォ

グラフィックの作成を依頼したり、視覚的コンテンツが必要になったりした際に、Krea AIのNano

Bananaモデルを呼び出して、ブランドガイドラインに準拠したPNG画像を生成する」のように具体

的に記述するほど、精度は向上します。

GitHubにコミットしてチームと共有する
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スキルが .claude/skills/ フォルダに存在する限り、そのスキルは該当プロジェクト内でのみ有効で

す。プロジェクトフォルダをGitHubにプッシュすれば、チームのメンバー誰でもこのリポジトリを

クローンして、同じスキルを利用できるようになります。

これが意味するところを考えてみましょう。ある一人がリサーチスキルを作成し、数十回にわたっ

て繰り返し実行しながら洗練させてきました。プロンプトを調整し、出力形式を改善し、不要なAPI

呼び出しを減らすための最適化を施しました。その成果物をGitHubにコミットする瞬間、チーム全

員が同じ品質のリサーチを遂行できるようになります。一人の学習曲線が、チーム全体の能力へと

転換されるのです。

コミットと共有の手順は簡単です。プロジェクトで「git init」を実行して Git リポジトリを初期化

するか、エージェントに「このプロジェクトを GitHub にアップロードしてください」と依頼しま

す。エージェントがリポジトリを作成し、コミットしてプッシュします。その後、スキルを修正す

るたびにコミットを残せば、バージョン管理が自動的に実行されます。どのバージョンのスキルが

優れているかを比較でき、問題が発生した場合は以前のバージョンに戻すことも可能です。

[図 12-3] スキルの共有フロー：個人作成 → Git コミット → GitHub プッシュ → チームメンバーに

よるクローン

スキルの保存場所については、もう一つの選択肢があります。それは「プロジェクト用スキル」と

「グローバルスキル」の区別です。

プロジェクト用スキルは「.claude/skills/」ディレクトリに配置され、そのプロジェクト内でのみ機

能します。チームメンバーと共有可能です。フロントエンドのデザインスキルが特定の Web 開発プ

ロジェクトでのみ必要であれば、プロジェクト用スキルとして保存するのが適切です。

グローバルスキルはホームディレクトリの「̃/.claude/skills/」に配置され、どのプロジェクトを

開いても使用可能です。ただし、チームメンバーとは共有されません。個人専用のスキルや、すべ

てのプロジェクトで共通して使用されるスキルがこれに該当します。フロントエンドのデザインス

キルがあらゆるプロジェクトで必要であれば、グローバルに保存する方が便利です。

スキルの真の価値は、完成したスキルそのものにあるのではありません。フィードバック・ループ

にあります。スキルを実行し、エージェントの作業過程を観察し、「この部分は不要な API 呼び出

しだった」「出力形式が気に入らない」といった修正意見を伝え、エージェントが skill.md を修正

します。

この循環を十回、二十回と繰り返すうちに、最初はぎこちなかったスキルが、自らの業務スタイル

にぴったりの道具へと変貌します。エージェントに最初から完璧なスキルを期待するのは非現実的

です。完璧さは反復から生まれます。

スキルの最適化過程で見出されるパターンがあります。エージェントが毎回同じデータを検索して

時間を浪費するなら、頻繁に参照する ID やパスを skill.md にハードコードします。エージェントが

一度に読み込む範囲を過度に消費するなら、重い処理を補助エージェントに委譲するようスキルに

指示を追加します。
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エージェントが外部 API ドキュメントを毎回検索するなら、そのドキュメントをウェブ情報収集し

て参照用マークダウンファイルとして保存します。マークダウンファイルを読むことは、API ドキュ

メントをクロールするよりもはるかに高速で低コストです。

これらすべての最適化の方向性は一つです。スキルを実行した後に他の作業を行い、10 分後に戻っ

て完成した結果を確認する。その境地に達すれば、一人が四つのエージェントを同時に操り、一日

分の業務を午前中に完了させる光景が、非現実的な夢ではなく日常となります。

そして、これらのスキルが相互に連携し、補助エージェントが互いを呼び出し、外部サービスが

MCP を介してエージェントと対話し始めると、個人用アシスタントの域を超えた何かが生まれます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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活用 #開発
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第13章 ウェブサイトのクローンとカスタマイズ

第4部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

参照サイトをスクリーンショットで分析する

画面にはフランス語で書かれたあるコミュニティサイトが表示されています。配色は洗練されてお

り、レイアウトのバランスが際立っています。作りたいウェブサイトの完成像が頭の中に浮かび、

手が自然とキーボードに向かうのは当然の反応です。しかし、コードを一行でも書く前にやるべき

ことがあります。それは、参照サイトの構造を正確に把握することです。

Claude Code にウェブサイト作成を依頼する際、言葉で説明するのと視覚資料を提供するのでは、

出来栄えに明確な差が生じます。「Apple のホームページのように作って」と伝えると、AI は学習

データから Apple サイトの一般的な印象を抽出します。しかし、参照サイトのスクリーンショット

を直接渡せば話は変わります。

色コード、余白の比率、ボタンの位置、タイポグラフィのサイズ関係など、視覚情報から具体的な

要素を読み取ることができるからです。

実務における参照サイトの分析手順は以下の通りです。

まず、参照サイトの全ページスクリーンショットを確保します。ブラウザの全ページキャプチャ機

能を使えば、スクロール下に隠れている領域も一枚の画像に収めることができます。このスクリー

ンショットは、Claude Code が「目標状態」を認識するための基準点となります。

次に、ブランドアセットを準備します。ロゴファイル、主要なカラーコード（プライマリ、セカン

ダリ、背景色、アクセントカラー）、使用するフォント名を整理しておきます。参照サイトのレイ

アウトは借用しつつ、ブランドアイデンティティは自らのものへと置き換える必要があるからです。

そして、Claude Code に対してプロンプトを作成します。「このスクリーンショットのレイアウト

と構造を参考に、当社のブランドカラーとロゴを適用したウェブサイトを作成してください。テキ

ストはすべて英語で、当コミュニティの文脈に合わせて作成してください」と依頼します。こうす

ると、Claude Code はフランス語元のサイトの構造に従いつつ、色、フォント、コンテンツを完全

に新しいものに置き換えてくれます。

一つ注意すべき点があります。「参照サイト」を「複製」することと「参照」することは異なりま

す。HTML ソースコードをそのまま持ち込むのではなく、デザインパターンやレイアウトの流れを

学習資料として活用するのです。最終成果物には、自らのコンテンツ、自らのカラー、自らのメッ

セージが込められている必要があります。
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スクリーンショットループ：構築→キャプチャ→比較→修正の反復戦略

最初の構築が完了し、私のコンピュータのホスト（localhost）にウェブサイトが表示されました。

色は指定通りになり、ロゴも正しい位置にあります。しかし、ヒーローセクションの余白が参照サ

イトよりも広く、カードレイアウトの整列が微妙にずれています。この違いをどのように埋めれば

よいでしょうか？

ここで登場するのが「スクリーンショットループ」という戦略です。この戦略の核心は、AI が自身

の成果物を視覚的に確認し、参照画像と比較した上で、差異を自ら修正する反復プロセスにありま

す。

その仕組みは以下の通りです。

Claude Code がウェブサイトのコードを記述します。その後、ローカルサーバーを起動し、自らス

クリーンショットをキャプチャします。キャプチャした画像を参照スクリーンショットとセクショ

ンごとに比較し、不一致項目をリスト化してコードを修正します。再度スクリーンショットを撮影

して比較し、このプロセスを最低 2 回繰り返した後にのみ、ユーザーに結果を表示します。

このループが強力な理由は、AI がコードのみを参照するのではなく、レンダリングされた視覚的な

結果そのものを判断基準としているからです。CSS で「margin-top: 2rem」と記述しても、実際の

画面でその余白がどのような印象を与えるかは、コードだけでは判断できません。スクリーンショッ

トを通じて「この部分が参照サイトよりも約 20 ピクセル広い」という判断が可能になります。

しかし、スクリーンショットのループにも限界があります。動的な要素では問題が発生します。

背景アニメーションやスクロールベースのエフェクトのように、静止画として捉えることができな

い要素がある場合、スクリーンショットはその一部しか映さなかったり、空の画面を表示したりし

ます。このとき Claude Code は「まだ正しく実装されていない」と誤判断し、すでに正常に動作し

ているコードを過剰に修正する悪循環に陥る可能性があります。

このような状況では、スクリーンショットのループを意図的に無効にすることが正解です。プロン

プトで「これはアニメーション背景なので、スクリーンショットツールは使用せず、コードのみを

作成してください。修正が必要であれば、私が直接確認した上でご連絡します」と明示します。AI

に対して視覚的な自己検証の権限を一時的に返上する行為です。

逆に、静的なレイアウトが中心のランディングページでは、スクリーンショットのループを最大限

に活用するのが良いでしょう。ループ回数を 3 回以上に設定すると、最初の結果と 3 回目の結果の

間に目に見える品質の差が現れます。

21st.dev コンポーネントライブラリの活用

全体のレイアウトは満足できる状態ですが、ヒーローセクションのボタンが少し物足りなく感じら

れます。角丸の青いボタンが単独で置かれているだけです。このボタンを虹色の枠が流れるボタン

に変更できれば、サイト全体の印象は大きく変わるでしょう。
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21st.devは、ウェブサイトの個別コンポーネントを集めたライブラリです。ボタン、背景アニメー

ション、ナビゲーションバー、カードUI、トグルスイッチなど、多様な要素が事前にコード化され

ています。ユーザーは必要なコンポーネントを選択し、プロンプト形式でコピーしてClaude Code

に渡すだけです。

作業の流れは以下の通りです。

21st.devサイトにアクセスし、カテゴリを探索します。ボタン、背景、ヒーローセクション、シェー

ダー効果など、さまざまな分類があります。必要なコンポーネントを選択すると、そのコンポーネ

ント用のプロンプトコードが生成されます。このコードをコピーします。

Claude Codeに戻り、プロンプトを構成します。「ヒーローテキストの後ろにこの背景要素を適用

してください」と依頼し、コピーしたコードを貼り付けます。Claude Codeはコードの構造を把握

し、既存プロジェクトの文脈に合わせて統合します。

この手法の利点は、サイト全体を一つの参照元から取得するのではなく、複数のソースから個別の

要素を組み合わせて作成できる点にあります。ボタンはAサイトからインスピレーションを得て、背

景には21st.devのウェーブアニメーションを採用し、カードのレイアウトはBサイトの構造を参考

にするといった具合です。一つのサイトを丸ごと模倣するのではなく、多様な要素をキュレーショ

ンして独自の成果物を作り出すのです。

注意すべき点があります。21st.devから取得したコンポーネントの多くにはアニメーションが含ま

れています。前述のスクリーンショットループの制限で述べた通り、動的要素を追加する際はスク

リーンショット比較を無効化するのが安全です。「これはアニメーション背景なのでスクリーンショ

ットツールでの比較は避け、コードを直接記述した後に自分で確認する」という指示を併せて伝え

る必要があります。

そうしないと、Claude Codeが静止画からアニメーションの途中フレームのみを捉え、「実装が不

完全である」と判断して過度な修正を繰り返す事態が発生します。

コンポーネントを適用した後は、必ず反復的な微調整が必要です。「背景のアニメーションがあま

りに散漫だ。ヒーローテキストの背後に半透明の背景を敷いて可読性を高めろ。'Earn More'という

テキストの色をオレンジから青に変更せよ」といった修正指示を一つずつ伝えながら洗練させてい

く過程が、完成度を決定します。

バイパス権限モードと自律構築の長所と短所

Claude Code がコード作成中に停止し、「このコマンドを実行してもよろしいですか」という承認

要求が画面に表示されます。ファイル作成時、パッケージインストール時、サーバー起動時など、

毎回ユーザーの許可を求めます。安全な設計ですが、ウェブサイト構築の過程でこの中断が数十回

繰り返されると、作業フローが分断されてしまいます。

バイパス権限モードは、この中断を解消する設定です。VS Code の設定で「Claude Code」を検索

し、「Allow Dangerously Skip Permissions」オプションを有効化すると、Claude Code は個別の

承認なしにコマンドを連続して実行できます。
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このモードの利点は明白です。スクリーンショットのループ全体が自動的に進行します。コード作

成、サーバー起動、スクリーンショットのキャプチャ、比較、修正、再起動という 6 つのステップ

が、ユーザーの介入なしに連続して実行されます。タスクリストを作成して一つずつチェックし、

完了した成果物のみをユーザーに提示します。

ただし、このモードの名前に「Dangerously」が付いているのには理由があります。Claude Code

があらゆるコマンドを実行できるためです。ファイルの削除、システム設定の変更、外部ネットワー

クへのリクエストなどが、承認なしに発生する可能性があります。

実用的な観点からリスクを管理する方法は次の通りです。

バイパス権限モードで作業する際は、画面から完全に離れないことが原則です。横で別の作業をし

ながら、時々Claude Codeの進行状況を確認する程度で十分です。一晩中自律構築をさせて寝てし

まうことは推奨されません。

より洗練された方法もあります。バイパス権限モードの代わりに、権限設定において安全なコマン

ドのみを許可リストに登録し、危険なコマンドを拒否リストに含めることです。例えば、ファイル

の作成と読み取りは許可する一方、rm -rf などの削除コマンドはブロックします。

拒否リストに登録されたコマンドは許可リストよりも優先度が高いため、誤って危険な操作が実行

されるのを防ぐことができます。この方式を用いれば、バイパス権限モードとほぼ同等の速度を得

ながら、安全網を維持することが可能です。

ウェブサイトを初めて構築する段階では、機密データが含まれていないことが多いため、バイパス

権限モードを使用しても実質的なリスクは大きくありません。しかし、プロジェクトにAPIキーやデー

タベース接続情報が含まれ始めたら、選択的権限設定へと移行するのが賢明です。

完成したウェブサイトは、私のコンピュータ上で滑らかに動作しています。色やレイアウトも気に

入っており、アニメーションも自然です。しかし、この成果物を私のコンピュータ内に閉じ込めて

おくことはできません。他の人もアクセスできる場所に公開する必要があります。その過程で、コー

ドの変更履歴を安全に管理するツールが必要となります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第14章 GitとGitHub: プロジェクトのタイムマシン

第4部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

Git の核心概念：リポジトリ、コミット、ブランチ、プッシュ、プル、マージ

深夜二時、ウェブサイトのヒーローセクションを修正している最中に、何か問題が発生しました。

ボタンのグロー効果を変更しようとしたら、全体のレイアウトが崩壊してしまったのです。三時間

前の状態に戻りたいのですが、その時点のコードはどこにも残っていません。Ctrl+Z を数十回押し

ても、すでに保存されたファイルを元に戻すことはできません。

Git はこの問題を解決するために作られたバージョン管理システムです。プロジェクトで起こるすべ

ての変更を追跡し、任意の時点に巻き戻すことを可能にします。ビデオゲームのチェックポイント

保存に似ています。意味のある変更を行うたびにスナップショットを保存しておけば、いつでもそ

の時点に戻ることができます。

Git の世界を構成する核心概念を一つずつ見ていきましょう。

リポジトリは、Git が監視しているフォルダです。プロジェクトのすべてのファイルと、それらファ

イルで起こった変更の完全な履歴がここに収められています。銀行口座に例えることができます。

残高だけでなく、すべての入出金履歴が記録されているように、リポジトリには現在のコードだけ

でなく、過去のすべての変更記録が保存されています。

コミット（commit）は、プロジェクトの特定の時点のスナップショットです。各コミットには、何

が変更され、なぜ変更されたかが記録されます。ワード文書の「保存」ボタンを押すのに似ていま

すが、違いがあります。ワードの保存は以前の状態を上書きしますが、Git のコミットは以前の状態

を残したまま、新しいスナップショットを追加します。

「ヒーローボタンにグロー効果を追加」というメッセージと共にコミットすれば、後でそのコミッ

トだけを正確に元に戻すことができます。

ブランチ（branch）はプロジェクトの別コピーであり、メインバージョンに影響を与えずに実験で

きる場所です。デフォルトのブランチは通常「メイン（main）」と呼ばれます。「feature-login」

というブランチを作成すれば、ログイン機能を実験しつつ、安定版には手を加えないという宣言に

なります。

プッシュ（push）は、自分のコンピュータにある変更をリモートリポジトリに送信する行為です。

自分のコンピュータにしか存在しなかったコミットがクラウドにアップロードされます。

プル（pull）はその逆です。リモートリポジトリの最新の変更を自分のコンピュータに取得します。
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マージ（merge）とは、2 つのブランチの変更点を1つに統合する作業です。実験が成功した場合は、

実験ブランチをメインブランチにマージして、安定版に反映させます。

列車の軌道に例える：安定版を守りながら実験する方法

駅を想像してみましょう。本線のレールを列車が走っています。この列車が現在運用中の安定版、

つまりメインブランチです。乗客を乗せているため、レール上でレールを剥がして新しいレールを

敷くことはできません。

新しい路線を試したい場合はどうすればよいでしょうか。本線から分岐する試験用のレールを作り

ます。この試験用レールがまさにブランチです。試験用レール上では自由に実験できます。レール

の角度を変えてみたり、新しい停車駅を追加してみたりできます。本線の列車運行には何の影響も

ありません。

実験が終わり、結果が満足いくものであれば、試験用レールを本線に合流させます。これがマージ

です。合流地点で2つのレールが自然に繋がる必要があるため、競合（conflict）がないか確認する

手順が必要です。もし本線でも同じ区間を修正しており、試験用レールでも同じ区間を修正してい

た場合、どちらの変更を採用するかは人が決定する必要があります。

この比喩が実際のウェブサイト開発においてどのように適用されるかを見ていきましょう。

前章で作成したウェブサイトがすでに公開され、実際のユーザーが訪問していると仮定します。ヒー

ローセクションのボタンをよりダイナミックに変更したいと考えています。メインブランチのコー

ドを直接修正すると、変更中にサイトが壊れるリスクがあります。代わりに「

feature-dynamic-button」というブランチを作成し、その中でボタンコードを修正します。ローカ

ル環境で検証し、結果が良好であればメインブランチにマージします。

Claude Codeに「この変更が気に入ったのでGitHubにプッシュしてください」と指示するまで、変

更はローカルブランチ内に留まります。ライブサイトには何の影響もありません。これがブランチ

を使用する根本的な理由です。安定した状態を守りながら、新しい試みを行うことができるのです。

ワークツリーという概念は、この原理を一段階拡張するものです。通常、Gitでは1つのフォルダで1

つのブランチのみをアクティブにできます。別のブランチに切り替えるには、現在の作業を保存す

るかコミットする必要があります。ワークツリーを使用すれば、同じリポジトリから複数のブラン

チを同時に異なるフォルダにチェックアウトできます。

Claude Codeにはワークツリー用の内蔵コマンドがあり、--worktreeオプションを使用して隔離さ

れた作業スペースを迅速に作成できます。

複数の Claude コードセッションを同時に実行し、各セッションで異なる機能を開発することがで

きます。あるセッションでは決済ページを作成し、別のセッションでは会員登録フォームを作成し、

さらに別のセッションではダッシュボードを修正します。各セッションは独立したブランチとワー

クツリーで作業するため、互いのコードを上書きする心配はありません。作業が完了したら、各ブ

ランチをメインブランチにマージすればよいのです。

GitHub が提供するクラウドバックアップとコラボレーション機能
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Git は、お使いのコンピュータ上で動作するツールです。変更履歴はノートパソコンのハードディス

クに保存されます。しかし、ノートパソコンが故障すると、コミット履歴も一緒に失われてしまい

ます。一人で作業する際には、お使いのコンピュータ上の Git だけで十分ですが、他の人と共同で

プロジェクトを進めるためには、コードを共有できる場所が必要です。

GitHub は、Git リポジトリをクラウド上にホストするサービスです。Git がバージョン管理のため

の「ツール」であるのに対し、GitHub はそのツールで管理されるプロジェクトを保存・共有する「

場所」です。お使いのコンピュータ上の Word 文書を Google ドキュメントにアップロードするの

と似たようなものです。

GitHub が提供する主な機能は以下の通りです。

クラウドバックアップ：コンピュータ上のリポジトリをGitHubにプッシュすると、コードの完全な

履歴がクラウドに複製されます。ノートパソコンが故障しても、GitHubからプロジェクト全体を再

度取得（クローン）することができます。

バージョン履歴の管理：GitHubのウェブインターフェースでは、すべてのコミットを時系列で確認

できます。各コミットでどのファイルのどの行が変更されたか、誰が変更したか、なぜ変更したか

を一目で把握できます。前章で「ヒーローボタンにグロー・パルス効果を追加」というコミットを

作成した際、GitHubでそのコミットをクリックすると、どのコードが変更されたかが緑色（追加）

と赤色（削除）で表示されます。

プルリクエスト（Pull Request）：ブランチで作業した変更をメインブランチにマージする前に、

他の人にレビューを依頼できる機能です。「このコードをメインブランチにマージしてもよろしい

ですか」という公式な提案です。複数の人が同じプロジェクトで作業する際、各自の変更が衝突な

くマージできるかを確認するための関門として機能します。

公開と非公開の設定：リポジトリを公開（public）に設定すると誰でもコードを閲覧できますが、

非公開（private）に設定すると招待された人だけがアクセスできます。ウェブサイトのコードに

APIキーやパスワードが含まれていない限りは公開のままでも構いませんが、機密情報が少しでも含

まれるプロジェクトは必ず非公開に設定する必要があります。

一つ重要な注意点があります。GitHubにコードをプッシュする際、.envファイルやAPIキーを含む

ファイルが一緒にアップロードされないよう注意が必要です。.gitignoreというファイルを作成する

ことで、Gitが追跡すべきでないファイルのリストを指定できます。

Claude Codeに「GitHubにプッシュする準備をしてください」と依頼すると、通常は.gitignoreファ

イルを自動的に作成してくれます。それでもプッシュ前に一度確認する習慣が必要です。

基本ワークフロー：リポジトリ作成→クローン→ブランチ→コミット→PR→マージ

実際にGitとGitHubを使用する全体の流れを、最初から最後まで追ってみましょう。

1段階：GitHubでリポジトリを作成
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GitHubにログインし、「New Repository」ボタンをクリックします。リポジトリ名を「

my-website」と指定します。説明は任意です。公開または非公開を選択した後、「Create

Repository」をクリックすると、空のリポジトリが作成されます。

この作業は Claude Code に任せることもできます。「my-website という名前で GitHub リポジト

リを作成し、現在のプロジェクトのコードをプッシュしてください」と依頼すれば、リポジトリの

作成から初期コミット、プッシュまでを一括で処理します。ただし、GitHub の認証が必要です。コ

マンドラインを通じて一度 GitHub にログインしておけば、その後は自動的に認証状態が維持され

ます。

2 ステップ：クローン

すでに自分のコンピュータで開発中のプロジェクトであれば、クローン段階は不要です。逆に、別

のコンピュータで作業を継続する必要がある場合は、GitHub のリポジトリをクローンして自分のコ

ンピュータに複製します。クローンとは、リポジトリ内のすべてのファイルと完全な変更履歴を一

度に取得する作業です。

3 ステップ：ブランチの作成と作業

新機能の追加やデザインの変更を行う際、メインブランチで直接作業することはしません。新しい

ブランチを作成し、その中で作業を行います。Claude Code はこの慣習を理解しており、ブランチ

管理を自然言語で依頼することができます。

4段階：コミット

意味のある変更が行われるたびにコミットしてください。コミットメッセージには、変更の目的を

簡潔に記述します。「レイアウトバグを修正」よりも「ヒーローセクションのカード配置が崩れる

問題を修正」の方が、後で履歴を追跡する際に役立ちます。

5段階：プッシュとプルリクエスト

ローカルで作成したコミットをGitHubにプッシュします。GitHub上でプルリクエストを開き、メイ

ンブランチへのマージを提案します。個人で作業する場合でも、プルリクエストを活用すれば、変

更点をもう一度見直す機会となります。

6段階：マージ

プルリクエストが承認されると、メインブランチにマージされます。マージが完了した機能ブラン

チは削除しても問題ありません。その履歴はメインブランチのコミット記録に残ります。

Claude Code を使用すれば、この 6 つのステップのほとんどを自然言語で処理できます。「ヒーロー

ボタンの変更が気に入ったので、GitHub にプッシュしてください」と伝えると、Claude Code が変

更されたファイルをステージングし、適切なコミットメッセージを作成して、リモートリポジトリ

にプッシュします。ただし、内部で何が起こっているかの原理を理解していなければ、問題が発生

した際に原因を特定し解決することはできません。
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コードは GitHub に安全にアップロードされ、変更履歴もきれいに記録されています。しかし、コー

ドが GitHub にあるからといって、誰かが Web ブラウザでアクセスしてサイトを閲覧できるわけで

はありません。コードリポジトリとライブウェブサイトの間には、もう一つの橋が必要です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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活用 #開発
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第15章 Vercelデプロイ: コードを世界に送り出す

第4部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

Vercelとは何か：ワンクリックデプロイの概念

自分が作ったウェブサイトがスマホの画面に表示される瞬間の感覚は独特です。自分のパソコンの

ホスト上でのみ存在していたページが、カフェでコーヒーを飲みながら開いたモバイルブラウザに

も同じように表示されるのです。その間にはいったい何が起こっているのでしょうか？

自分のパソコンのホスト（localhost）は、自分のパソコンからのみアクセスできるアドレスです。

Claude Codeが開発サーバーを起動すると、localhost:3000やlocalhost:51006のようなアドレス

が割り当てられますが、これらのアドレスは同じパソコンのブラウザでのみ開くことができます。

他の人がこのアドレスを入力しても何も表示されません。ウェブサイトのコードが自分のパソコン

のメモリ上でのみ実行されているためです。

このコードを世界に公開するには、24時間稼働するサーバーにコードをアップロードし、そのサー

バーに固有のアドレスを接続する必要があります。従来、このプロセスにはサーバーのレンタル、

オペレーティングシステムの設定、ウェブサーバーソフトウェアのインストール、SSL証明書の発

行、ドメインの接続など、数十もの手順が必要でした。

Vercelは、この複雑なプロセスを一つのボタンクリックに圧縮したサービスです。GitHubリポジト

リを選択して「Deploy」ボタンを押すと、Vercelがコードを取得して構築し、世界中に分散された

サーバーにデプロイし、自動的にHTTPS証明書を設定し、固有のURLを付与します。

Vercelの無料プランでも、個人プロジェクトやポートフォリオサイトを運営するには十分です。デ

プロイされたサイトには、プロジェクト名.vercel.appという形式のドメインが自動的に付与されま

す。このドメインでも誰でもアクセス可能ですが、独自のドメインを接続することも可能です。

ここで理解すべき核心は、Vercelが行うことは「コードを受け取ってウェブサイトとして構築する

こと」であるという点です。GitHubにコードがあり、Vercelにデプロイ設定があれば、両者を結ぶ

パイプラインが完成します。

GitHubリポジトリとVercelの接続

Vercelにサインアップする際、GitHubアカウントでログインすると、その後のすべての手順が簡潔

になります。VercelがGitHubリポジトリの一覧に直接アクセスできるためです。

接続手順は以下の通りです。
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Vercel ダッシュボードで「Add New Project」をクリックします。画面に自分の GitHub リポジト

リ一覧が表示されますので、デプロイしたいリポジトリを見つけて「Import」ボタンをクリックし

ます。構築設定画面が表示され、Next.js や React などのフレームワークが自動的に検出されます。

「Deploy」ボタンをクリックすると、構築が開始されます。

数十秒から数分のうちに構築が完了し、固有の URL が生成されます。この URL をブラウザに入力

すると、自分のウェブサイトが表示されます。スマートフォンからでも、他の国のコンピュータか

らでも、同じページが表示されます。

ただし、最初のデプロイで問題が発生する可能性があります。前章で取り上げたウェブサイトの事

例を思い出してみましょう。Blender 製品のランディングページを Vercel にデプロイした際、スク

ロールアニメーションに使用されるフレーム画像ファイルが欠落していました。自分のコンピュー

タ上では完璧に動作していたサイトが、デプロイ後には Blender の画像が表示されず、テキストだ

けがぽつんと残ってしまいました。

その原因は .gitignore ファイルでした。画像フレームフォルダが Git の追跡対象から除外されてい

たため、GitHub へプッシュされず、Vercel もそのファイルを受け取れなかったのです。解決方法

は簡単です。Claude Code に「フレーム画像も GitHub に含めて再度プッシュしてください」と依

頼すれば、.gitignore の設定を修正し、欠落したファイルを追加コミットしてプッシュします。

この経験から得られる教訓があります。自分のコンピュータ環境とデプロイ環境は異なるのです。

自分のコンピュータには存在しても、Git の追跡対象ではないファイルは、デプロイ環境には存在し

ません。デプロイ前に「自分のリポジトリにサイト稼働に必要なすべてのファイルが含まれている

か？」を確認する習慣が必要です。

Vercel ダッシュボードの「Deployments」タブでは、すべてのデプロイ履歴を確認できます。問題

のあるデプロイを以前のバージョンにロールバックすることも、ワンクリックで可能です。

リアルタイム反映パイプライン：コード変更が自動的に反映される仕組み

Vercel と GitHub の連携が完了すれば、その後は驚くほどスムーズなワークフローが自動的に作動

します。

そのプロセスは以下の通りです。Claude Code でウェブサイトのコードを修正します。自分のコン

ピュータのホスト上で変更内容を確認し、気に入ったら「GitHub にプッシュしてください」と依頼

します。GitHub に新しいコミットが到着すると、Vercel がその変更を自動的に検知します。新し

いビルドが開始され、完了するとライブサイトが自動的に更新されます。

このパイプラインにおける重要な安全装置は「明示的なプッシュ」です。自分のコンピュータでど

れだけ多くの修正を行っても、「GitHub にプッシュしてください」と言うまでは、ライブサイトに

何の影響も及びません。これは意図的な設計です。

CLAUDE.md ファイルにこの原則を明記しておけば安全です。「変更点は GitHub に同期し、

GitHub が自動的に Vercel にプッシュします。ただし、ローカルで変更する際は、必ずローカルホ

ストで事前に検証し、明示的に GitHub にコミットするかプッシュするよう指示するまで、絶対に
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リモートに反映させないでください」という指示があれば、Claude Code が誤って作業中のコード

をプッシュする事態を防ぐことができます。

リアルタイム反映の速さも印象的です。前述の事例でヒーローボタンにグロー効果を追加し、

GitHub にプッシュすると、数分以内に Vercel のデプロイが完了し、ライブサイトをリフレッシュ

すると、グローボタンが表示されました。

GitHub のコミット履歴には「add glowing pulse effect to hero join the community button」と

いうメッセージが残され、Vercel のデプロイ履歴にも対応するデプロイ記録が作成されました。

この構造により、事実上 3 つの環境が自然に構築されます。

開発環境（ローカルホスト）：自由に修正し検証できる空間です。失敗しても何の影響もありませ

ん。

ステージング環境（GitHub）：コードの変更履歴が記録される場所です。ここにアップロードされ

たコードは、整理された状態である必要があります。

プロダクション環境（Vercel リライブサイト）：実際のユーザーがアクセスする場所です。

GitHub から自動的にデプロイされます。

ドメイン接続と環境変数の設定

Vercel が自動的に付与する「プロジェクト名.vercel.app」ドメインは機能的には完全ですが、専門

的な印象を与えるにはやや不足しています。独自のドメインを接続することで、サイトの信頼性が

向上します。

ドメイン接続の手順は、Vercel のプロジェクト設定から始まります。「Settings」タブの「

Domains」セクションへ移動します。ここでは2つの選択肢があります。Vercel 上で直接ドメイン

を購入するか、すでに保有しているドメインを追加するかです。

既存のドメインを接続するには、DNS 設定（Domain Name System configuration）を変更する必

要があります。ドメインを購入したサービス（例：Gabia、Namecheap、Google Domains など）

の管理パネルで、DNS レコードを Vercel が案内する値に変更します。Vercel の案内画面には、ど

のレコードをどの値に設定すべきかが具体的に示されているため、技術的な背景知識がなくても手

順に従うことができます。

DNS の変更が反映されるまでには、数分から最大 48 時間かかる場合があります。多くの場合は

30 分以内に適用されますが、ドメインを接続した直後にアクセスできない場合でも、慌てる必要は

ありません。

環境変数（environment variable）の設定は、プロジェクトが外部サービスと連携する際に必要で

す。API キー、データベース接続文字列、認証モデルが生成するトークンなどの機密情報は、コー

ドに直接記述せず、環境変数として分離して管理します。
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Vercel のプロジェクト設定で「Environment Variables」セクションを見つけると、キーと値のペ

アを登録できます。例えば、「NEXT_PUBLIC_API_KEY」というキーに実際の API キーの値を入力

します。この値は Vercel のサーバーにのみ保存され、GitHub リポジトリには含まれません。コー

ド内では、process.env.NEXT_PUBLIC_API_KEY を用いてこの値を参照します。

環境変数を使用する理由はセキュリティです。GitHub リポジトリが公開されていても、API キーが

漏洩することはありません。また、開発環境と本番環境で異なる値を使用することも可能です。例

えば、ローカル環境では検証用の API キーを、本番環境では実際の API キーを使用するといった具

合です。

環境変数を変更すると、Vercel が自動的に再デプロイを実行します。コードを変更していないのに

サイトが再デプロイされる場合、環境変数の変更が原因となっている可能性があります。

サイトがライブ化され、ドメインも接続され、環境変数も設定されました。ブラウザにアドレスを

入力すると、誰に対しても同じページが表示されます。しかし、デプロイはこれで終わりではあり

ません。ライブサイトは時間が経つにつれて、新たな種類の問題に直面します。開発環境では見ら

れなかった問題たちです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第16章 デプロイ後の世界: メンテナンスとアップデート

第4部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

デプロイされた自動化の限界：自己修復が機能しなくなる地点

ブレンダーのランディングページをデプロイして二日目、実際にサイトにアクセスしてみます。問

題なく動作しています。一週間後にも問題はありません。しかし一ヶ月後、スクロールアニメーショ

ンが特定のモバイルブラウザで停止し始めます。どこから手を付ければよいのかという問題が生じ

ます。クロード・コードに「直して」と言えばよいのでしょうか？

開発段階では、クロード・コードは強力な自己診断能力を発揮します。スクリーンショットを撮影

して比較し、エラーログを読み、コードを修正し、再度検証します。この反復プロセスがリアルタ

イムで起こるため、問題が発生すれば即座に検知して修正できます。

しかし、デプロイされたサイトでは、この自己修復ループは機能しません。クロード・コードは、

お客様の開発環境で実行されるツールであり、デプロイされたサーバーを常時監視するツールでは

ありません。サイトがベッセルにアップロードされた後、クロード・コードのセッションは終了し

ている可能性が高いです。問題が発生しても、自動的に検知したり修正したりする主体が存在しま

せん。

この違いを明確に認識する必要があります。開発中、AI は「能動的な守護者」としての役割を果た

します。デプロイ後、AI は「依頼に応じて出動する修理屋」としての役割へと転換します。

デプロイ後に発生しうる問題の種類は、開発中のバグとは性質が異なります。

外部依存関係の変更：サイトが利用する外部 API の応答形式が変更されたり、CDN（Content

Delivery Network）でホストされているフォントファイルの URL が変更されたりする可能性があり

ます。

ブラウザのアップデート：Chrome や Safari がアップデートされることで、特定の CSS プロパティ

や JavaScript API の動作が変化することがあります。開発当時は完璧に動作していたアニメーショ

ンが、新しいブラウザのバージョンで崩れる事例も実際に起こります。

トラフィックの変化：突然訪問者が集中すると、画像の読み込みが遅くなったり、アニメーション

のフレームが途切れたりする可能性があります。私のコンピュータホストでは私一人しか接続しな

いため、こうした問題を経験することはありません。

証明書とドメイン：SSL 証明書の有効期限切れや、ドメインの更新忘れといったインフラレベルの

問題が発生する可能性があります。Vercel はこうした部分をかなり自動的に管理してくれますが、
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カスタムドメインを利用する場合は、ドメイン登録の更新は利用者の責任となります。

これらの問題に対処する基本原則は、定期的にサイトを直接訪問して確認することです。自動化ツー

ルがない状態において、利用可能な最良の監視は人の目です。

予約実行とウェブフックトリガーの違い

サイトを定期的に確認する作業自体を自動化することはできないのでしょうか。そのためには二つ

の方式があります。

予約実行は、定められた時間間隔で特定の作業を繰り返す方式です。「毎日朝9時にサイトの主要ペー

ジにアクセスして応答時間を測定する」のような作業です。クロンジョブとも呼ばれるこの方式は

時間ベースであり、問題が発生した時点と次の点検時点の間に時間間隔が存在するため、問題を即

座に発見できない可能性があります。

Claude Codeでは、/loop コマンドを使用して簡単な予約実行を設定できます。「5分ごとにデプロ

イ状態を確認してください」と依頼すると、同じセッション内で繰り返しチェックを行います。た

だし、このループはセッションが維持されている間のみ機能し、最大3日間持続します。長期的な監

視が必要な場合は、別途監視サービスを構築する必要があります。

ウェブフックトリガーは、異なる仕組みで動作します。特定のイベントが発生した際に即座に通知

を送ったり、作業を実行したりする構造です。「GitHub に新しいコミットがプッシュされると、

Vercel が自動的に再デプロイする」というのがウェブフックの代表的な例です。時間ではなく、出

来事に対して反応します。

両方式の違いを整理すると、以下のようになります。

実務では、両方式を組み合わせて使用します。ウェブフックでデプロイの自動化と即座の通知を処

理し、予約実行で定期的なヘルスチェックを行うという具合です。

Vercel 自体が GitHub のウェブフックを活用する代表的な事例です。Vercel が GitHub リポジトリ

にウェブフックを登録しておくと、新しいコミットがプッシュされるたびに、GitHub が Vercel に

対して「新しい変更があります」と通知します。Vercel はその信号を受け取るとすぐにコードを取

得して構築し、デプロイします。ユーザーが別途設定を行わなくても、このプロセスは自動的に接

続されています。

デプロイ前のバトル検証：多様な入力による検証

デプロイボタンを押す前に、もう一つの工程を踏むことで、デプロイ後の問題を大幅に予防できま

す。それが「バトルテスト」です。

ある開発者が決済フォームを作成しました。自分のコンピュータで名前、メールアドレス、カード

番号を入力し、送信ボタンを押すと、確かに正常に動作します。そこでデプロイします。しかし、

実際のユーザーの一人がメールアドレス欄に日本語の名前を入力します。別のユーザーはカード番

号欄に空白を入れます。さらに別のユーザーは「戻る」ボタンを押してから再度送信します。これ

らのいずれかでエラーが発生し、サイトが停止してしまいます。



77

バトルテストとは、サイトを「正常に」使用するのではなく、「異常に」使用してみる過程です。

予期せぬ入力、非論理的なクリック順序、極端な画面サイズ、低速なネットワーク環境などを意図

的に試します。

Claude Codeを活用したバトルテストの方法があります。

タスクリストに検証ステップを含めることです。先ほどの章で述べたように、Claude Codeが自ら

作成するタスクリストに「ウェブサイトを構築した後、スクリーンショットを撮って確認する」と

いう項目を追加できます。同じ原理で、「さまざまなブラウザサイズでレンダリングを確認する」

「空の値でフォームを送信してみる」「画像が読み込まれない状況をシミュレーションする」といっ

た項目を追加することも可能です。

Chrome 開発者ツールを活用する方法もあります。Claude Code はブラウザを開いて直接対話でき

ます。ボタンをクリックし、フォームに入力し、コンソールのエラーを確認します。この機能を活

用して「サイトを開き、すべてのボタンをクリックし、コンソールにエラーがないか確認してくだ

さい」と依頼できます。

モバイル対応の確認も欠かせません。前述の事例で、Blender サイトをスマートフォンで開いた際、

モバイル最適化がされておらずレイアウトが不自然だったことをお忘れではないでしょうか。「モ

バイルビューポートサイズでレイアウトが正しく表示されているか確認してください」という指示

をリリース前のチェック項目に含めることで、こうした問題を事前に防ぐことができます。

ベイルド検証の原則は一つです。「自分が使うときはうまくいくのだから大丈夫だろう」という仮

定を疑うことです。自分とは異なる人物が、自分が想定していない方法でサイトを利用した際に何

が起きるかを事前に確認します。

ワークフローとツールはデプロイするが、エージェントはデプロイしないという原則

ウェブサイトのデプロイパイプラインを理解すると、自然と湧いてくる疑問があります。「AI エー

ジェント自体をデプロイして、24 時間稼働させることはできないだろうか？」

Claude Code を用いてワークフローを作成し、そのワークフローがデータを収集し、分析し、レポー

トを作成するプロセスを自動化したと仮定します。これをサーバー上に配置して、人間が介在する

ことなく継続して実行することはできないでしょうか？

答えは「可能ですが、多くの場合、そうしない方が賢明です」です。

ワークフローとエージェントの間には本質的な違いがあります。ワークフローは定められた手順を

順番に実行します。入力が入れば、定められた処理を行い、出力を生成します。その経路は予測可

能です。一方、エージェントは異なります。状況を判断し、次の行動を自ら決定します。同じ入力

を与えられても、文脈に応じて異なる行動をとる可能性があります。

ワークフローをデプロイすることは安全です。「毎日朝、この API からデータを取得し、この形式

に変換して、このデータベースに保存せよ」といったワークフローは、手順が明確であり、失敗し

た際にどこで失敗したかを診断しやすく、予期せぬ行動をとることはありません。
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一方、エージェントをデプロイすると、予測不能な事態が発生します。エージェントが外部 API に

リクエストを送る際、応答が予想と異なる場合、エージェントがどのような判断を下すかを事前に

知ることはできません。人間が傍にいれば、エージェントの判断を検証し修正できますが、無人環

境では誤った判断が連鎖的に続く可能性があります。

実用的な指針は次の通りです。

デプロイすべきはツールとワークフローです。ウェブサイトのコード、スケジュールされたデータ

収集スクリプト、APIエンドポイント、自動化されたビルドパイプラインなどがこれに該当します。

デプロイしない方がよいのは、判断を要するエージェントです。コードを分析してリファクタリン

グするエージェント、ユーザーの修正意見を解釈してデザイン変更を決定するエージェント、複数

のAPIを組み合わせて複合的な作業を遂行するエージェントなどは、人が監督する環境で実行するの

が安全です。

VPS（仮想プライベートサーバー）のようなリモートサーバーにClaude Codeをインストールして

常時稼働させる方法もあります。ノートパソコンを閉じてもセッションが維持されるため、長時間

の作業に有利です。SSH（Secure Shell）で接続したり、場合によってはスマートフォンから遠隔制

御することも可能です。しかし、この場合も「人が定期的に確認する」という前提が必要です。

エージェントが単独で判断して実行することと、エージェントが作業して人が検証することの間に

は、決定的な違いがあります。

プロジェクトの性質によっては、この境界線は異なる場合があります。リスクが低く復元が容易な

作業（例：ブログ記事のドラフト作成）であれば、エージェントにより多くの自律性を付与しても

構いません。一方、リスクが高く元に戻しにくい作業（例：データベース構造の変更、決済システ

ムの修正）については、必ず人の確認を経る必要があります。

ウェブサイトが世に公開され、アップデートのパイプラインが整備され、メンテナンスの原則が確

立されました。コードを作成しデプロイする技術的な能力はツールによって支えられていますが、

何を創造し、誰のために作り、どのような品質水準を維持するかという判断は、依然として人間の

領域に留まっています。ツールを扱う能力が高まるほど、そのツールで何を行うべきかという問い

が、より重要になっていきます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第17章 求人データWebスクレイピングワークフロー

第5部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

Firecrawl MCP と計画モードを組み合わせたタスク設計

画面の左側には、ソーシャルメディア関連の遠隔勤務求人募集がぎっしりと並んでいます。622件。

ページ数に換算すると21ページに及ぶ分量です。これらの情報を手作業で一つずつ転記するならば、

一日中かかっても終わらない作業です。まさにこの地点で、エージェントのワークフローが真価を

発揮します。

本章では、Firecrawl というツールと Claude Code の計画モードを組み合わせて、大規模な採用デー

タを自動的に収集・整理する過程を追います。実習を通じて、MCP 接続サーバーの実践的な威力を

実感していただけるでしょう。

Firecrawl とは何か

Firecrawl は、ウェブサイトを LLM（大規模言語モデル）に親和的なデータ形式に変換するツール

です。単なるウェブ情報の収集を超え、ウェブサイトのテキストを Markdown 形式で抽出し、スク

リーンショットを撮影し、サイト構造をマッピングし、データをクロールする機能まで備えていま

す。

マクドナルドのウェブサイトに URL を入力して情報収集を依頼すると、そのページの全テキストが

マークダウン形式で取得されます。しかし、これは Firecrawl ができることのほんの一部に過ぎま

せん。情報収集、検索、抽出、クロールなど、多様な機能が一つのツールに統合されているからで

す。

MCP でツールを接続する仕組み

ここで重要な概念が登場します。MCP（Model Context Protocol、モデル・コンテキスト・プロト

コル）です。この概念を理解するために Gmail を思い出してみましょう。Gmail には、メール送信、

下書き作成、メール取得など、数多くの個別の動作が存在します。

MCP はこれらのすべての動作を一つのサーバーにまとめ、エージェントがどのツールをいつ使用し、

どのようなパラメータを埋めるべきかを自ら判断できるようにします。

ケーキを作る例えで説明すると、卵が必要なら卵屋、小麦粉が必要なら粉屋、フロスティングが必

要なら菓子屋をそれぞれ訪ねるのではなく、スーパーマーケット MCP へのアクセス権限を与えるだ

けで十分です。「必要な材料があれば、スーパーマーケットで勝手に用意してください」。これが

MCP の核心です。



81

[図 17-1] MCP 接続サーバーの概念図：1 つの接続で複数のツールにアクセスする構造

Firecrawl MCP 接続サーバーのインストール

Firecrawl の公式ドキュメントには、MCP 接続サーバーのインストール方法が記載されています。

Claude Code で実行する方法も含まれているため、該当するコマンドをコピーして Claude Code に

渡すだけで済みます。

インストール手順では、API キー（API Key）の入力が求められます。API キーは一種のパスワード

です。これを Claude Code の会話履歴に直接入力することはセキュリティ上好ましくありません。

代わりに、.env ファイルに保存する方式を使用します。

Claude Code は .env ファイルに API キーのプレースホルダーを作成します。ユーザーは、

Firecrawl ダッシュボードで発行された API キーを該当箇所に直接貼り付けて保存するだけです。

Firecrawl は無料登録時に 500 クレジットを提供するため、実習には十分です。

一つ注意すべき点があります。Claude Code が Bash コマンドを実行する際、API キーが会話履歴

に露出する可能性があります。無料キーであれば大きな問題にはなりませんが、機密性の高いキー

の場合は、Claude Code にはインストール方法のみを案内してもらい、実際のコマンドは別のター

ミナルで直接実行する方が安全です。

計画モードで作業設計を行う

インストールが完了しましたので、本格的なワークフローの構築に入ります。会話履歴を整理（

/clear）した後、必ず計画モードに切り替えてください。計画モードから始める理由は明確です。

エージェントがより深く思考し、プロジェクトフォルダ全体を把握し、まだ気づいていない質問を

投げかけてくれるからです。

採用ページページの URL をコピーして Claude Code に貼り付け、自然言語で要件を説明してくだ

さい。

Claude Code はこのメッセージを受け取り、Firecrawl MCP 接続サーバーを利用できるかを確認し

ます。その後、具体的な質問が返ってきます。個別の採用詳細ページまでウェブ情報を収集するか

どうか、Excel ファイルの保存先はどこか、フィルタリング条件はあるかなどです。

これらの質問に答えることで、Claude Code は包括的な実行計画を提示します。それは「

scrape_daily_remote」というツールを作成し、「scrape_job_listings」というワークフローを構

築した上で、実際のウェブ情報収集を実行するという内容です。

[図 17-2] 計画モードにおける Claude Code が提示したウェブ情報収集計画の例

622 件の求人広告を Excel で整理する

計画を承認し、自動受容（auto accept）モードを選択すると、Claude Code はタスクリスト（

to-do list）を作成し、一つずつ実行していきます。

実行結果の確認
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処理が完了すると、結果が表示されます。209件の求人情報が収集され、複数の指標と地域情報が

整理されています。左側のファイルエクスプローラーを確認すると、tools フォルダに「

scrape_daily_remote_jobs」ツールが、workflows フォルダに「scrape_job_listings」ワークフ

ローが新たに作成されていることがわかります。

この構造がなぜ重要なのか、見ていきましょう。次回、同様のウェブ情報収集を依頼した際、

Claude Code は既に作成されたツールとワークフローを再利用します。もし誤りがあった場合は、

自動的に修正して更新します。これが WAT フレームワークにおける自己改善ループです。

Excel ファイルの構成

temp フォルダに保存された Excel ファイルを開きます。Claude Code によってフィルタ機能も自

動的に追加されています。列（カラム）の構成は以下の通りです。

[図 17-3] 生成された Excel ファイルの実際の画面キャプチャ

209件の求人情報がきれいに整理されています。手作業であれば半日かかる作業を、Claude Code

は数分で完了させました。

コンテキスト管理の重要性

ここで、実務的なヒントを共有いたします。作業を進めていると、画面下部に「コンテキストの

45%が残り」という表示が現れます。これは「コンテキストの腐敗（Context Rot）」と呼ばれる

現象です。会話記録が長くなるほど、AIモデルの性能が低下するのです。コンテキスト使用量が

60%を超す前に、コンパクト機能を用いて会話を圧縮することをお勧めします。

これにより、重要な情報は維持したまま、不要な記録を整理することができます。

フィルタリングと地域別分類：欧州営業職372件の抽出事例

今回は難易度を一段階上げます。検索フィルターがないページから、214,000件の全求人情報の中

から特定の条件に合致するものだけを抽出する作業です。

要件の伝達

今回は意図的にバイパスパーミッションモードを使用します。計画モードを経ずにエージェントに

比較的曖昧な指示を与え、どのような結果が得られるか観察するためです。

Claude Codeは、以前作成したウェブ情報収集ツールを認識します。「以前作成したウェブ情報収

集ツールを活用できるな」と自ら判断し、計画を立てます。営業職の求人情報をウェブ情報収集し、

ヨーロッパにフィルターをかけた後、エクセルでエクスポートするというものです。

現実との衝突、そして適応

しかし、予期せぬ事態が発生します。欧州地域の営業職の求人がわずか52件しかないのです。営業

職全体では409件ありますが、欧州に限定すると目標の500件にはほど遠い状況です。
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この時点でエージェントの判断能力が試されます。Claude Codeは自動的に問題を認識し、ユーザー

に選択肢を提示します。

「米国の営業職も追加してください」とお答えいただくと、エージェントは作業を続行します。こ

の過程で一時ファイルが生成されます。all_sales_jobs や sales_jobs_raw といった中間データファ

イルと、フィルタリング用のPythonスクリプト3つがtempフォルダに作成されます。プロジェクト

開始時に一時フォルダを別途用意しておいたことが、まさに光を放つ瞬間です。

最終結果

最終的に372件の営業職求人が収集されます。Excelファイルには既存の項目に加え、「Region（地

域）」列が追加されています。この列を基準にフィルタリングすることで、米国、欧州、全世界（

worldwide）の求人を即座に分類できます。欧州のみを選択すると、約49件が残ります。

[図 17-4] 地域別フィルターが適用された営業職のExcelファイル

予期せぬリクエストへの対応：米国の歯科医師潜在顧客リストの作成

エージェントのワークフローにおける真の試練は、予期せぬリクエストです。これまではいくつか

の特定のURLから求人広告を取得するという、比較的定型化された作業でした。今回は、全く異な

る種類のリクエストに挑戦します。

全く異なる種類のリクエスト

このリクエストにはURLがありません。データの出所を示す手がかりもありません。エージェント

自身がデータソースを見つける必要があります。

エージェントの課題解決プロセス

Claude Codeはまず既存のツールとワークフローを確認します。その後、Firecrawlを活用して「歯

科医師ディレクトリ」を検索します。ADA（米国歯科医師協会）のサイトを見つけましたが、

JavaScriptで動的にレンダリングされるため、静的なウェブ情報の収集は機能しませんでした。

ここで諦めず、別の方法を模索してYellow Pagesが効果的であることを自ら発見します。ニューヨー

ク市には3,000人の歯科医師情報が存在することを確認し、新しいウェブ情報収集ツールの作成を

開始します。

しかし、最初の試みでは歯科医師2名のみが抽出されました。これはパースニングパターンに問題が

あるためです。エージェントはこのエラーを即座に検知し、正規表現（Regex）パターンを修正し

ます。ツールファイル自体を更新して、同様の問題が再発しないようにします。

[図17-5] エージェントがウェブ情報収集エラーを検知し、ツールを修正するプロセス

自己修復の実際の姿

このプロセスこそが、自己修復（自らを修復すること）の実際の姿です。従来の自動化では、エラー

が発生すると開発者がログを読み、コードを修正し、再度検証する必要がありました。しかし、エー
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ジェントのワークフローでは、エージェントがこれらのプロセスをすべて自ら実行します。エラー

を発見し、原因を分析し、コードを修正し、再検証を行います。

最終成果物

修正されたツールで再実行した結果、4つの主要都市から120名の固有の歯科医師リードが収集され

ました。Excelファイルの構成は以下の通りです。

新しいワークフロー「scrape_dentist_leads」と新しいツール「scrape_dentist_leads」が自動的

に生成されました。次回同様のリクエストが入った際、このワークフローとツールは再利用されま

す。

マルチエージェント戦略

ここでは、ひとつの高度な戦略をご紹介しましょう。Claude Code では、複数のエージェントを同

時に起動できます。5 つのエージェントにそれぞれ異なるアプローチを試行させ、最も優れた結果

をもたらすワークフローのみを残し、他を削除するのです。この手法により、どのデータソースが

最も信頼性が高く、どのウェブ情報収集戦略が最も効率的かを並列で検証することが可能になりま

す。

今回の実習で確認できたことは明確です。目的とする成果物の形態を把握していれば、それを達成

するための技術スタックや詳細な実装方法はエージェントに委ねることができます。622 件の求人、

372 件の営業職、あるいは 120 名の歯科医のリードであっても、自然言語で目標を説明するだけ

で、実質的な成果物が生成されます。では、この強力なツールを使用する際に、人々が陥りやすい

落とし穴について見ていきましょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第18章 ワークフロー構築のよくある失敗と克服法

第5部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

失敗 1: 目標を十分に明確に説明しないこと

「LinkedIn 用のリードスクリパーが必要です。」

この一文を Claude Code に投げかけた場合、どのようなことが起こるのか見てみましょう。エージェ

ントはどの業界のリードを求めているのか、どの役職をターゲットにしているのかを知りません。

結局、無作為なプロフィールを収集し始めます。時間とモデルの計算リソースを無駄にし、使い物

にならない Excel ファイルが残るだけです。

前章で 622 件の求人広告をウェブスクレイピングした際を思い出してみましょう。計画モードで

URL を提供し、ページ数を伝え、必要なフィールドを説明しました。そうすると Claude Code が返

してきたのは具体的な質問でした。個別の詳細ページまでスクレイピングするのか、保存先はどこ

か、フィルタ条件はあるのか。これらの質問に答えた後で、エージェントは実行計画を策定しまし

た。

曖昧さが生む連鎖反応

目標が曖昧であれば、エージェントの各判断が不確実なものになります。「リードスクリパー」と

だけ指示した場合、エージェントは以下のような判断を独自に行わなければなりません。

これらの質問のうち一つでも誤った判断を下せば、全体の結果は誤ったものになります。エージェ

ントが質問を投げかけることも可能ですが、それは計画モードにおいて十分な文脈が提供された場

合に限った話です。バイパスパーミッションモードで曖昧な指示を出せば、エージェントは自身で

推測して進めてしまいます。

明確な目標設定の公式

優れた目標設定には一定のパターンがあります。

曖昧な依頼：

明確な指示:

違いが明確です。後者には、対象（技術企業のCEO）、数量（75件）、必要なデータ（氏名、会社

名、メールアドレス、プロフィールリンク）、出力形式（スプレッドシート）、完了条件（75件達

成）がすべて含まれています。
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[図18-1] 曖昧な指示と明確な指示の結果の比較

エージェントを専門家として扱おう

ここで重要な視点の転換が必要です。エージェントは指示を機械的に実行する道具ではありません。

専門家です。ユーザーは管理者（マネージャー）の役割を担い、技術的な詳細はエージェントに委

譲します。

実際のソフトウェア開発者にアプリ制作を依頼すると想像してみましょう。「アプリを一つ作って

ください」とだけ伝えると、開発者も困ってしまいます。どのような機能が必要で、誰が使用する

のか、締切はいつかなどの情報が必要です。エージェントも同様です。

ただし、すべての技術的詳細を知る必要はありません。「このような結果を望んでいますが、どの

ようなアプローチが適切でしょうか」と尋ねれば、エージェントは Opus 4.5 などの推論モデルの

能力を用いて五つのアプローチを比較し、最適なものを選定してくれます。

失敗 2: 「完了」の基準を定義しないこと

最初の失敗が「何を」に関するものであれば、二つ目の失敗は「いつ止めるか」に関するものです。

エージェントに明確な終了地点を与えないと、三つの問題が発生します。過度な複雑化、不必要な

反復、そして尽きることのないリサーチです。エージェントはより良い結果を生み出せると判断す

れば、試行を続けます。これは強みであると同時に弱みでもあります。

無限ループの危険

歯科医リードのウェブ情報収集事例を振り返りましょう。「アメリカの歯科医を探して連絡先をま

とめてください」という指示のみを出しました。もしエージェントが120件収集した後も「さらに

収集できる」と判断したらどうなるでしょうか。新しい都市を追加し、新しいデータソースを探り、

ウェブ情報収集ツールを改善し続けることで、止まらなくなる可能性があります。

コンテキストは枯渇し、モデルが生成するテキストの費用は膨らみ、望む結果は得られません。

完了条件の設計

完了条件は、定量的基準と定性的基準の2つの軸で構成されます。

定量的基準の例:

定性的基準の例:

欧州営業職のウェブ情報収集事例において、この原則が機能する様子を確認しました。「500件」

という目標を提示した際、エージェントが欧州で52件しか発見できなかった場合でも、完了条件が

明確であったため、自ら代替案を提示しました。これは、目標に対する現在の状態の乖離をエージェ

ントが自ら認識した結果です。

[図18-2] 完了条件ありのワークフローとなしのワークフローの実行経路比較
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プロジェクト要件文書（要件文書）をエージェントと共につくる

2 つの失敗に対する解決策は 1 つに収束します。プロジェクト要件文書（要件文書、Project

Requirements Document）をエージェントと共に作成することです。

要件文書の共同作成の実践プロセス

計画モードをオンにし、こう伝えてください。

この依頼を受けたエージェントは、3 つの段階を経て処理を行います。

第 1 段階：ブレインストーミングとリサーチ エージェントは、説明された目標に基づき、関連する

API、MCP 接続サーバー、データソースを調査します。ウェブ検索を実行することもあります。

YouTube 分析ワークフローを設計する際、エージェントが YouTube データ API と MCP 接続サー

バーを比較検討したのが、この段階に該当します。

2 段階目：質問と回答エージェントは、一度に複数の質問を投げかけます。「どのチャネルを追跡

するか」「どのくらいの頻度で報告書を受け取りたいか」「データをスプレッドシートにも記録す

るか」「報告書をどのメールアドレスに送信するか」といった質問です。これらの質問は、要件定

義書の空欄を埋める役割を果たします。

3 段階目：計画立案の質問と回答が終了すると、エージェントは包括的な実行計画を提示します。

ここでは、目標、ワークフローの構造、必要なツールのリスト、入力値、出力値、エッジケースへ

の対処方法がすべて含まれます。

ワークフロー文書の構造

完成したワークフロー文書を確認すると、その構造はそのまま要件定義書となっています。

この文書が存在するため、次回同じワークフローを実行する際にも、エージェントは一貫した結果

を生み出します。文書がなければ毎回異なるアプローチとなり、結果の品質がばらついてしまいま

す。

[図 18-3] 要件定義書に基づくワークフロー文書の実際の例

エージェントワークフローの3つの利点：自動デバッグ、制御、自己学習

ミスを避ける方法についてお話ししたので、今度はエージェントワークフローが従来の自動化手法

と比べて本質的に異なる点を3つの観点からご紹介します。

自動デバッグ：もはやログを読む必要はありません

従来のワークフロー自動化の日常とは、何かを作り、実行し、予期せぬエッジケースでシステムが

停止するものでした。その後、ログを開き、エラーメッセージを分析し、実行データを一つずつ追

跡して原因を特定する必要がありました。すると、あっという間に1時間が過ぎてしまいます。
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エージェントのワークフローでは、このプロセスが自動化されます。前章で、歯科医のリード情報

を収集するウェブツールが2件しか抽出できなかった場面を覚えておられるでしょう。エージェント

は「パースパターンに問題がある」と自ら診断し、正規表現を修正し、ツールファイルをアップデー

トして再実行しました。人の介入なしに、これらすべてが完了しました。

これは自己修復（自らを修復する）という特性です。実務上、これは大きな意味を持ちます。右側

のモニターでエージェントがワークフローを構築している間、左側のモニターで他の業務を行うこ

とができるのです。時々確認して方向性を示すだけで十分です。AIは非決定性（ノン・デターミニ

スティック）であるため、経路から外れることもありますが、ほとんどのエラーは自ら修復します。

言葉による制御：ノードを学ぶ必要はありません

n8nのようなツールでは、各ノードが何をするのか、いつ使用すべきか、パラメータや設定値が何

を意味するのかを学習する必要がありました。APIに接続するには、ドキュメントを読み、エンドポ

イントを見つけ、JSON構造を正しく設定し、認証方式を理解しなければなりませんでした。参入障

壁は高かったのです。

エージェントのワークフローでは、望むものを自然言語で説明するだけです。エージェントは利用

可能なツールを検証し、MCP接続サーバーがあるか確認し、必要であればAPIドキュメントを自ら調

査します。「ヨーロッパの営業職のウェブ情報を収集してください」という一言が、ウェブ情報収

集ツールの選択、フィルタリングロジックの実装、Excel出力形式の決定をすべて含みます。

この違いを表にまとめると以下のようになります。

[図 18-4] 従来の自動化とエージェントのワークフローを比較した図

自己学習：使うほどに改善されます

かつては自動化を更新するにはノードを直接修正して再設定する必要がありました。しかし、エー

ジェントのワークフローでは、エージェントが問題に直面するたびに学習し、ワークフローとツー

ルを更新します。

求人情報のウェブ情報収集ワークフローの進行過程を振り返れば、この特性が明確になります。最

初の実行では 209 件の情報を成功裏に収集し、2 回目の実行では以前作成したツールを再利用しま

した。3 回目の実行（歯科医のリード獲得）では完全に新しいツールを作成しましたが、過去の経

験から得たウェブ情報収集のパターンを活用しました。各ワークフローファイルとツールファイル

は、実行を繰り返すごとに洗練されていきます。

手動トリガーとスケジュールトリガーの違い

一つ明確にしておくべき区別があります。Claude Code の前に座って「この作業を行ってください」

と指示することは、手動トリガー（人間トリガー）です。この場合、エージェントはリアルタイム

で自己修復し、学習を行います。

一方、毎週月曜日の午前6時に自動実行されるようにデプロイすれば状況は異なります。デプロイさ

れるのはワークフローとツールであり、エージェント自体がデプロイされるわけではありません。
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したがって、デプロイされたワークフローが実行中にエラーに直面しても、エージェントが同席し

ていないため、自ら修正することはできません。

これは現在、エージェントによる作業フローにおける限界です。スケジュールトリガーで稼働して

いるワークフローを改善するには、Claude Code に戻ってワークフローを修正し、更新されたバー

ジョンを再度デプロイする必要があります。

ワークフローを堅牢に設計する方法と、エージェント型アプローチがもたらす利点について見てき

ました。目標を明確にし、完了条件を定義し、要件定義をエージェントと共に行うことで、ワーク

フローの品質は飛躍的に向上します。今度はこれらの原則に基づき、Google が提供する強力なツー

ルエコシステムをエージェントに接続する方法を見ていきましょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第19章 Google WorkspaceCLI方式: Googleサービスを一括管理

第5部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

GWS コマンドライン方式とは何か

YouTube の動画を基にリソースガイド文書を作成しなければならない状況を想像してみましょう。

従来の方法では、以下の手順を踏みます。API を呼び出して Google Docs を生成し、マークダウン

テキストを挿入します。しかし、結果を確認すると、書式が失われた生のマークダウンがそのまま

表示されます。ヘッダーもなく、リンクも機能せず、画像も含まれていません。

GWS コマンドライン方式（Google Workspace コマンドライン方式、Google Workspace CLI）を

使用すれば、状況は全く異なります。YouTube 動画のリンクを Claude Code に貼り付け、「リソー

スガイドを作成してください」と指示するだけです。

エージェントは動画のトランスクリプトをダウンロードし、Google Docs を生成しますが、API 呼

び出しではなく、ターミナルコマンド（bash コマンド）を通じて Google と直接対話します。完成

した文書にはヘッダー画像が挿入され、YouTube チャンネルへ戻るリンクが機能し、市場分析の内

容が体系的に整理されており、下部には CTA（Call to Action）も含まれています。

コマンドライン方式と画面ベース方式の違い

ここで「コマンドライン方式」という用語を解説しましょう。コマンドライン方式は、コマンドラ

インインターフェース（Command Line Interface）の略称です。私たちが日常的に利用しているの

は、画面ベースの方式（Graphical User Interface、グラフィカルユーザーインターフェース）です。

ボタンをクリックし、フォームに入力し、メニューを操作する方式です。一方、コマンドライン方

式はテキストによる命令でコンピュータと対話します。

AI エージェントにとってコマンドライン方式が有利な理由は明白です。エージェントはボタンをク

リックできませんが、テキスト命令は自由に記述できます。GWS コマンドライン方式はこの特性を

活用し、Google Workspace のすべてのサービスをテキスト命令で制御可能にします。

一つのツール、六つのサービス

GWS コマンドライン方式一つでアクセス可能な Google サービスは以下の通りです。

これらすべてが一つのコマンドライン方式ツールに統合されています。個別の API エンドポイント

を探す必要も、MCP 設定をサービスごとに繰り返す必要もありません。Google Workspace が新し

い API エンドポイントやメソッドを追加しても、GWS コマンドライン方式は自動的に検出します（

Auto Discovery）。メンテナンスがほぼ不要であることを意味します。
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[図 19-1] GWS コマンドライン方式で接続する Google Workspace サービスの構成図

オープンソース、および注意事項

GWS コマンドライン方式は、GitHub に公開されているオープンソースプロジェクトです。無料で

利用できます。ただし、一つ知っておくべき点があります。GitHub のページには次のような文言が

記載されています。

これは公式サポート製品ではないという意味です。安全ではないという意味ではありません。実際

の Google 製品ですが、現在はオープンソースのベータ状態です。開発者実験室に近い位置づけと

捉えてください。続く文言もあります。

活発に開発中で、1.0 バージョンに向けて進む過程で互換性が損なわれる変更がある可能性がある

という案内です。現在の状態でも十分に実用的であり、今後さらに向上するという意味でもありま

す。

インストールと認証：Google Cloud プロジェクトから OAuth まで

GWS コマンドライン方式のインストール手順は、Claude Code のサポートがあればスムーズに進み

ます。ただし、いくつかの手動ステップが必要となるため、全体の流れを順を追ってご説明いたし

ます。

ステップ 1：Claude Code へのインストール依頼

GitHub リポジトリのリンクをコピーし、Claude Code に以下のように伝えてください。

エージェントはリポジトリのドキュメントを解析し、既にインストールされている前提条件（

prerequisites）を確認した上で、コマンドライン方式そのものをインストールします。この段階ま

では自動的に処理されます。

2 段階目：Google Cloud プロジェクトの作成

[Google Cloud Console](https://console.cloud.google.com) にアクセスし、右上で正しいアカウ

ントでログインされているか確認してください。

新しいプロジェクトを作成します。名前は自由に設定できます。「Claude-Code-GWS」のような名

前にすると、後で識別しやすくなります。プロジェクト作成後、該当プロジェクトを選択して有効

化してください。

3 段階目：OAuth 同意画面の設定

上部の検索窓に「APIs and services」と入力し、OAuth 同意画面の設定画面へ移動してください。

4 段階：OAuth クライアント ID の作成

「APIs and services」>「Credentials」へ移動し、「Create Credentials」>「OAuth Client ID」

を選択してください。
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クライアント ID とクライアントシークレットが生成されます。これを JSON ファイルとしてダウン

ロードし、GWS のグローバル設定パス（例：̃/.config/gws/）に保存してください。パスが不明

な場合は、Claude Code に「フルパスを教えてください」とお尋ねください。

[図 19-2] Google Cloud Console における OAuth クライアント ID 作成画面

5 段階：API の有効化

Google Cloud プロジェクトでは、利用したい各サービスの API を個別に有効化する必要があります。

Gmail API、Google Drive API、Google Sheets API、Google Slides API、Google Calendar API な

どを一つずつ開き、「Enable」ボタンをクリックします。

6 ステップ：認証ログイン

Claude Code に「gws auth login」コマンドを実行するよう依頼してください。ブラウザのタブが

開いたら、使用する Google アカウントを選択し、要求された権限を確認した上で「Allow」をクリッ

クします。

認証が完了すると、Claude Code が自動的に接続を検証します。「2025 年 4 月に作成した

Google ドキュメントを検索してください」のような簡単な指示で、正常に動作しているか確認でき

ます。

インストール中に問題が発生しても慌てないでください。Claude Code に「動作しないのですが、

このようなエラーが表示されています」と伝えれば、ドキュメントを再参照しながら解決方法を案

内してくれます。数回のやり取りでほとんどの問題は解決します。

Gmail の優先度による自動分類

GWS のコマンドライン方式がインストールされましたので、実用的なワークフローを作成しましょ

う。最初のステップは、Gmail のメールを優先度に基づいて自動分類することです。

要件の提示

この指示で注目すべき点は、「私のビジネスと優先度に関する知識に基づいて」という部分です。

Claude Code は、claude.md ファイルや過去の会話で蓄積された文脈情報を活用して判断を行いま

す。

実行結果

エージェントは30件の未読メールを取得し、各メールにビジネス関連性に基づいて優先度スコアを

付与します。ニュースレターの購読メールは低スコア、クライアントからの問い合わせやパートナー

シップの提案は高スコアとなります。

[図19-3] 30件のメールに優先度スコアを付与した結果の画面

スコアが5点未満のメールは自動的に未読扱いとなります。朝出社してこのワークフローを一度実行

すれば、受信トレイには実際に確認が必要なメールのみが残ります。30件のメールを一つずつ開い
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て重要度を判断する時間が節約されます。

Google スライドの自動生成と視覚的検証ループ

Gmailの分類がテキストベースの作業であるのに対し、Google スライドの生成は視覚的要素が関与

するより複雑な作業です。ここではエージェントの作業フローにおける興味深い限界とその克服方

法が明らかになります。

最初の試み：プログラムによる作成

ブランドガイドラインとロゴを提供し、スライドデッキの作成を依頼します。結果は「まあまあ」

のレベルですが、間隔がずれたり、テキストが重なったりする箇所があります。

エージェントに「この部分を修正してください」と伝えると、返ってくる回答は示唆に富んでいま

す。

エージェントはGoogleスライドのAPIを通じて、座標、サイズ、色などを数値で指定してスライド

を作成します。しかし、その結果を目で確認することはできません。まるで目を閉じて絵を描くよ

うなものです。

視覚的検証ループの構築

この問題の解決策は、エージェントに「目」を与えることです。Chrome DevToolsへのアクセス権

限を付与すれば、エージェントがスライドをブラウザで開き、スクリーンショットを撮影し、その

画像を分析できるようになります。

このプロセスを「ビジュアル検証ループ」と呼びます。その仕組みは以下の通りです。

[図19-4] ビジュアル検証ループの動作フロー

検証ループ適用後の結果

ビジュアル検証ループを適用してスライドを再生成すると、結果が劇的に改善されます。ブランド

カラーが一貫して適用され、ロゴが右上に配置され、カスタム画像がブランドカラーと調和します。

最後のスライドにはCTAも含まれています。

エージェントは各スライドを順に巡回し、スクリーンショットを撮影して、間隔、配置、テキスト

の可読性を分析します。最後のスライドの下部間隔が異常であれば、これを検知して修正します。

完璧ではありません。Gamma などの専門的なプレゼンテーションツールのレベルにはまだ及びま

せんが、無料で、自動化可能であり、繰り返し使用するほどに改善されます。エージェントに「ス

ライドデッキを再点検し、今後どのように改善できるか教えてください」と依頼すると、エージェ

ントは各スライドを再度スクリーンショットとしてキャプチャし、改善策を整理します。

一つ、実用的なコツがあります。スクリーンショットを撮影する際、ブラウザウィンドウのサイズ

が小さいと解像度が低下し、分析の質が落ちます。プレゼンテーションモードでスクリーンショッ

トを撮影する方が、より正確な結果を得られます。
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同じ視覚的検証ループを、Google ドキュメントの生成にも適用できます。文書の書式、画像の位置、

リンクの動作を自動的に確認するのです。

100 以上の内蔵スキルレシピの活用

GWS コマンドライン方式の強みの一つに、スキルレシピがあります。100 種類以上の事前構築済

み多段階ワークフローパターンが内蔵されています。

レシピの種類

GitHub リポジトリの Skills セクションで一覧を確認できます。いくつか例をご紹介しましょう。

これらのレシピは、別途インストールすることなく、GWS コマンドライン方式がインストールされ

た環境ですぐにご利用いただけます。エージェントがリクエストの性質を把握し、適切なレシピを

自動的に選択します。

JSON 優先設計の利点

GWS コマンドライン方式の応答は JSON 形式で構造化されています。これがなぜ重要なのかを説明

しましょう。AI エージェントは、構造化データを非構造化テキストよりもはるかに正確に処理でき

ます。API 応答が JSON で返される場合、エージェントは必要な情報を正確に抽出し、次のステッ

プに引き渡すことができます。パースエラーが減少し、ワークフローの信頼性が向上します。

コンテキスト効率性

MCP 接続サーバーをサービスごとに個別に接続すると、それぞれがコンテキストを消費します。

Gmail MCP、Drive MCP、Calendar MCP をそれぞれ設定すると、設定情報だけでかなりのコンテキ

ストが使用されてしまいます。GWS コマンドライン方式は単一のツールであるため、コンテキスト

の消費を最小限に抑えることができます。この違いは、複雑なワークフローにおいて体感されます。

[図 19-5] GWS コマンドライン方式の GitHub ページにおけるスキルレシピ一覧のキャプチャ

現在の限界と展望

コミュニティの反応は二分されています。Twitter では「驚くほど強力」という評価と「やや不安

定」という評価が共存しています。一部のユーザーは、認証を複数回繰り返す必要がある現象を報

告しています。

実際の使用経験では、検索、表示、予約といった基本機能はほぼ完璧に動作します。スライド作成

のように視覚的な精密さが求められる作業では、まだ改善の余地があります。しかし、まだバージョ

ン1.0 に到達していない製品であることを考慮すれば、今すぐインストールして使い慣らすことが

賢明な選択です。

一つのコマンドラインツールでグーグルの主要サービスをすべて制御できることは、エージェント

の行動範囲がそれだけ広がったことを意味します。メールの分類、スライドの作成、カレンダーの

管理がすべて自然言語の一行で可能になります。このツールをYouTubeのデータ分析と組み合わせ

ると、どのようなワークフローが構築されるか見ていきましょう。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第20章 YouTube分析ワークフローとメール自動送信

第5部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

YouTube チャンネルデータのウェブ情報収集とトレンド分析

VS Code が開かれています。左側のファイルエクスプローラーには「YouTube Analysis」というプ

ロジェクトフォルダが空の状態で待機しており、右側には Claude Code の対話ウィンドウが点滅し

ています。この空のフォルダを出発点として、YouTube チャンネルデータの収集、トレンド分析、

そして専門的なレポート作成を自動で実行し、メールで送信する自動化システムを構築してまいり

ます。

本章では、これまで取り上げてきた MCP、スキル、GWS コマンドライン方式、WAT フレームワー

クを一つのワークフロー内で統合する事例をご紹介いたします。

プロジェクトの初期化

まず初めに、claude.md ファイルをプロジェクトに配置する必要があります。このファイルはエー

ジェントのシステムプロンプト（System Prompt）として機能し、WAT フレームワークの構造、

すなわちワークフロー、エージェント、ツールの 3 層構造をエージェントに伝達します。

ファイルを配置した後、Claude Code に「この claude.md ファイルを基にプロジェクトを初期化し

てください」と依頼します。エージェントは temp、tools、workflows フォルダを作成し、.env ファ

イルと .gitignore を設定します。これでプロジェクトの骨格が整いました。

計画モードでの要件伝達

計画モードに切り替えます。この段階の重要性は前章で十分に強調しましたので、早速実習に入り

ましょう。

この依頼は意図的に「ブレインダンプ」の形式です。完璧に洗練された要件ではありません。計画

モードの真価はまさにこの点にあります。

エージェントによる調査と質問

エージェントは単に考えるだけではありません。ウェブ検索を実行し、YouTube データをウェブ情

報として収集する方法や、MCP 接続サーバーの活用方法を調査します。そして、質問が投げかけら

れます。

各質問に答えます。チャンネルは自動発見、頻度は週次、シート記録は含み、メールは自身の

Gmail 宛て。これらの回答が、要件定義書の空欄を埋めていきます。
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[図 20-1] 計画モードでエージェントが質問を投げかけ、回答を収集する画面

実行計画の策定

エージェントが提示した計画の規模は相当なものです。7 つの Python ツールを作成するというも

のです。

1. fetch_youtube_data.py ̶ YouTube データ収集 2. analyze_youtube_data.py ̶ 収集データ

の分析 3. generate_charts.py ̶ チャート画像の生成 4. generate_slides.py ̶ スライドデッキの

構成 5. send_email_report.py ̶ メールレポートの送信 6.

export_sheets.py ̶ Google スプレッドシートへのエクスポート 7. discover_channels.py ̶ AI

によるチャンネルの自動発見

ワークフローは「youtube_weekly_report」という名前で生成されます。このワークフローは、7

つのツールを順次呼び出す指揮者の役割を果たします。

計画が承認されると、エージェントはタスクリストを作成し、一つずつ実行していきます。その間、

他のモニターで別の作業をしながら、時々進行状況を確認すれば十分です。

依存関係のインストールと API キーの設定

ツール作成が完了すると、エージェントが次の手順を案内します。

API キーは.env ファイルに保存します。エージェントに「依存関係をインストールしてください。

YouTube API キーは私が取得します」と伝えれば大丈夫です。API キーをClaude Codeに渡す際は、

.env ファイルにのみ記録されるよう確認してください。

OAuth認証には、Google CloudプロジェクトでYouTube Data API、Gmail API、Google Sheets

APIを有効化する必要があります。この手順は第19章のGWSコマンドライン方式インストールで説

明したものと同一です。

最初の検証実行

すべての設定が完了すると、エージェントが自動的にパイプラインを検証します。その結果は以下

の通りです。

[図 20-2] 最初の検証実行結果の要約 ̶ 収集されたデータの規模

スライドデッキの自動生成

メールで届いた報告書を開きます。「AI Automation YouTube Analytics」というタイトルの週次

報告書です。

メール本文
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30 件のチャンネル追跡、187 件の動画分析という主要な数値が上部に配置されています。今週の

上位動画リストとコンテンツ制作の推奨事項が本文に含まれています。

パワーポイントデックの構成

添付されたパワーポイントファイルを開くと、以下のスライドが表示されます。

[図 20-3] 自動生成されたパワーポイントスライドデックの画面キャプチャ

Google スプレッドシートのデータ構造

レポートとともにGoogleスプレッドシートにもデータが記録されます。シートには3つのタブがあ

ります。

チャンネル統計（Channel Stats）: チャンネル ID、チャンネル名、購読者数、総再生回数、動画数

が日付別に記録されます。毎週実行するたびに新しい行が追加されるため、時間の経過に伴うチャ

ンネルの成長を追跡できます。

上位動画（Top Videos）: 動画 ID、タイトル、チャンネル名、再生回数、いいね数、コメント数、

エンゲージメント率、投稿後の経過日数が含まれます。エンゲージメント率と経過日数を併せて確

認することで、「現在注目を集めている」動画を正確に把握できます。

週次サマリー（Weekly Summary）: 実行日、追跡対象チャンネル数、分析対象動画数、中央値再

生回数、中央値エンゲージメントスコア、上位キーワードが1行に要約されます。週次データが蓄積

されることで、業界トレンドの変化を一目で把握できます。

PDFレポートへの変換

パワーポイントではなく、ブランディングが施された PDFレポートをご希望の場合は、キャンバス

デザイン（Canvas Design）スキルを活用できます。Claude Code テンプレートウェブサイトから

このスキルを検索してインストールします。インストールコマンドを Claude Code に貼り付けるこ

とで、.claude/skills フォルダにスキルファイルとフォントが生成されます。

エージェントは既存の generate_slides.py ツールを新しい PDF 生成ツールに置き換え、ワークフ

ローファイルを更新します。メール送信ツールも、添付ファイルの形式をパワーポイントから PDF

に変更します。

最初の PDF 生成結果に問題が発生する可能性があります。表紙と最終ページのみが含まれ、本文の

グラフが抜けてしまう場合です。その際は自然言語で修正意見を提示します。

エージェントは原因を特定し、ツールを修正してワークフローを更新した後、9 ページ分の完成し

た PDF を新たに生成します。ロゴが上部に配置され、日付が表示され、すべてのグラフと推奨事項

が含まれています。

[図 20-4] ブランディングが適用された PDF レポートの完成画面

Gmail 連携：レポートの自動送信
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ワークフローの最終段階は、完成したレポートを Gmail に送信することです。

メール送信ツールの構成

send_email_report.py ツールは、以下の要素を処理します。

GWS コマンドライン方式により Gmail API を呼び出すため、SMTP 設定やアプリパスワードは不要

です。OAuth 認証が完了していれば、gws コマンドを 1 行実行するだけでメールが送信されます。

Google スプレッドシートの同時更新

メール送信と同時に、データはGoogleスシートにも記録されます。シートを直接作成する必要はあ

りません。エージェントが新しいシートを作成するか、既存のシートにタブを追加し、スキーマ（

列構成）を設定してデータを入力します。毎週実行するたびに新しい行が追加されるため、時系列

データが自然に蓄積されていきます。

検証と最適化

ワークフローが完成したからといって、すぐにデプロイすることはできません。検証と最適化の段

階が残されています。

反復改善の実際

初回実行ですべてが完璧に機能することは稀です。YouTube分析ワークフローでも、何度かの修正

が必要でした。

各問題を発見するたびにエージェントに自然言語で伝えると、エージェントが原因を調査して修正

します。修正内容はツールファイルとワークフローファイルに反映されるため、次の実行では同じ

問題が再発しません。

セキュリティレビュー

デプロイ前には必ずセキュリティレビューを実施する必要があります。

エージェントはコード全体をレビューし、以下の項目を確認します。

セキュリティレビューで注意が必要な項目が見つかったとしても、実際に脆弱な状態ではない場合

があります。エージェントが「3 つの注意項目がありますが、すべてのシークレットは安全に管理

されています」と報告すれば、デプロイを進めても問題ありません。

[図 20-5] セキュリティレビュー結果のサマリー画面

デプロイ：Modalを活用したスケジュール実行

ワークフローを週次スケジュールで運用するには、クラウド上にデプロイする必要があります。AI

インフラプラットフォームであるModalを活用します。Modalは自動化が実行された時のみ課金され

るため、コスト効率に優れています。無料クレジットも提供されています。
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デプロイの手順は以下の通りです。

エージェントは、次の作業を順次実行します。

1. スクリプトの環境変数パスの更新 2. Modal 配布ファイルの作成 3. クロン（Cron）スケジューリ

ングの設定 4. API キーと認証モデルが参照するテキスト断片を Modal シークレットに登録 5. 配布

の実行と検証

配布が完了したら、Modal ダッシュボードでアプリを確認できます。手動実行（マニュアルトリガー

）で再度検証し、正常に動作することが確認できたら、スケジュールトリガーを有効にします。

配布後のメンテナンス

前章で言及した重要な区別をもう一度確認しましょう。配布されるのはワークフローとツールです。

エージェントは配布されません。したがって、配布されたワークフローが実行中に新たなエラーに

遭遇しても、自己修復は行われません。

メンテナンスの流れは以下の通りです。

ワークフローが安定化すれば、この周期は徐々に短縮されます。初期には週に1～2回の確認が必要

ですが、エッジケースが解消されるにつれ、自動実行のみで十分となります。

全体アーキテクチャの整理

YouTube分析ワークフローの全体構造を一目で整理します。

[図20-6] YouTube分析ワークフローの全体アーキテクチャダイアグラム

MCP（Firecrawl）、API（YouTube Data）、コマンドライン方式（GWS）、スキル（Canvas

Design）、そしてWATフレームワークが、一つのワークフロー内で有機的に結合されています。こ

れらすべてを調律しているのは、自然言語による対話だけです。

空のフォルダから始め、週次のYouTubeトレンドレポートが自動的にメールボックスに届くまで、

その全過程を歩んできました。1つのプロンプトから出発し、エージェントとの対話を通じて7つの

ツールと1つのワークフローを構築し、検証し、修正し、デプロイしました。

ここで得た感覚、つまり目標を自然言語で説明し、エージェントの質問に答え、結果を確認して修

正意見を伝えるというリズムは、今後どのような自動化を構築する場合にも同じように適用されま

す。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第21章 4段階フレームワーク: 家、生命、手、成長

第6部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

画面が4つ同時に動いています。1つは今日のスケジュールを組んでくれ、もう1つはLinkedInの投

稿文を作成し、3つ目はチームのプロジェクト進行状況を確認し、4つ目はYouTube動画用の視覚資

料を作成しています。これは米国のAI自動化コンサルタントが毎朝出勤した際に目にする光景です。

4つのエージェントが並列で動作するのにかかる時間は約2分。同じ作業を手作業で行えば25分以上

かかります。

このコンサルタントのプロジェクトフォルダの左パネルには、数十ものファイルやフォルダがぎっ

しりと詰まっています。コンテキストファイル、意思決定ログ、スキルフォルダ、エージェント設

定まで。初めて見る人は圧倒されてしまうでしょう。しかし、この構造は一夜にして作られたもの

ではありません。毎日少しずつ、4つの段階を踏み積み上げてきた成果物です。

その4つの段階とは、Home（家）、Life（生命）、Hands（手）、Growth（成長）と呼ばれていま

す。

1段階「家」：プロジェクトフォルダ構造とclaude.mdの設計

建物を建てる前に土地を整えるように、AI エグゼクティブ・アシスタントを作るには、まずそのア

シスタントが活動する場を準備する必要があります。ここで言う「家」とは、プロジェクト用のフォ

ルダ一つを指します。

VS Code（Visual Studio Code）を開き、デスクトップまたは任意の場所に新しいフォルダを一つ

作成します。フォルダ名は自由に決めて構いませんが、このフォルダがアシスタントの全作業領域

となることを覚えておいてください。VS Code の左側のエクスプローラーで「フォルダを開く」を

クリックし、先ほど作成したフォルダを開くと、そこにはまだ何も書かれていない白いキャンバス

が広がります。ファイルはまだ一つも存在していません。

[図 21-1] VS Code で空のプロジェクトフォルダを開いた際の画面構成

次に、この空の空間に最初のファイルを配置しましょう。左側のパネルから「新規ファイル」をク

リックし、ファイル名を「CLAUDE.md」と入力します。このファイルがアシスタントの脳として機

能します。なぜなら、エージェントがユーザーのメッセージを読み取る前に、毎回このファイルか

ら読み込まれるからです。
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もし CLAUDE.md にすべての情報を詰め込んでしまうと、会話のたびに膨大なテキストが読み込ま

れ、モデルが消費するトークンが無駄になってしまいます。そのため、このファイルには核心的な

ルールと「どこに何があるか」を示す道案内のみを記載し、実際の詳細情報は別々のファイルに格

納します。CLAUDE.md はルーター（Router）として機能するように設計されているのです。

[図 21-2] CLAUDE.md のルーティング構造ダイアグラム

開始段階では、CLAUDE.md は 10 行から 20 行程度で十分です。このファイルはアシスタントが

成長するにつれて共に進化していくものなので、完璧に埋めようと努力する必要はありません。87

行程度が適正ラインであり、150 行、多く見積もって 200 行を超えないようにするのが良いでしょ

う。

エージェントに「このフォルダは、あなたが私のエグゼクティブ・アシスタントとして活動する空

間です。CLAUDE.md に簡単な説明を記してください」と伝えれば、エージェントが自動的に初期

内容を記述してくれます。これで家の基礎が築かれます。

フォルダ構造は、エージェントが自動的に生成することもよくあります。一般的には、以下のよう

な骨組みが整います。

[図 21-3] エグゼクティブ・アシスタント・プロジェクトの標準フォルダ構造

各フォルダの役割は、その名前から推測できるでしょう。context にはユーザーや業務に関する情

報が、decisions には重要な意思決定の記録が、projects には進行中のプロジェクトごとのサブフォ

ルダが格納されます。この構造を暗記する必要はありません。エージェントに「このフォルダは何

をするものですか？」と尋ねれば、説明してくれます。

ここで一つ、実用的なアドバイスがあります。このプロジェクトを GitHub にアップロードしてお

けば、あらゆるデバイスからリポジトリをクローンして、すぐにアシスタントを使用できます。バッ

クアップ、ロールバック、バージョン管理も自動的に付随します。もちろん、ローカルの Git コミッ

トのみから始めることも問題ありません。GitHub 連携は後からでも構いません。

2 ステップ「生命」：インタビューによるコンテキスト構築

空の家に家具を運び込み、冷蔵庫に食材を詰め込み、壁に写真を飾るプロセスが、まさに 2 ステッ

プです。これはエージェントがユーザーを理解していく時間です。

このプロセスはインタビュー形式で進行します。事前に用意されたオンボーディングプロンプトを

エージェントに渡すと、エージェントが質問を投げかけ始めます。「お名前は？」「役割は？」「

活動時間帯は？」といった基本的な質問から始まり、事業内容、チーム構成、現在の目標、コミュ

ニケーション方法まで、一つひとつ掘り下げていきます。

この時の核心原則は「正直に、十分に」です。エージェントが質問する際に誠実に答えるほど、後

で「ああ、これも教えておくべきだった」と同じ文脈を繰り返して説明する回数は減ります。答え

がわからない項目は「スキップ」とお答えいただいても構いません。後で埋められますので。

エージェントの質問は、おおむね六つの領域を扱います。
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1. 個人情報：氏名、役割、タイムゾーン、業務スタイル 2. 事業と業務：会社名、事業分野、主要

な製品またはサービス 3. チーム：共に働く核心人物、役割分担 4. 優先順位と目標：今四半期の目

標、緊急課題、年間の方針 5. 通信の好み：簡潔な回答を好むか、詳細な説明を望むか 6. 自動化希

望業務：反復作業、委任したい業務

インタビューが終了すると、エージェントは回答に基づいて四つの核心ファイルを生成します。

[図 21-4] インタビューに基づくコンテキストファイル生成フロー

これらのファイルは context フォルダ内に保存されます。また、CLAUDE.md は自動的に更新され、

「ユーザー情報が必要であれば context/me.md を参照してください」といった形でパスを案内し

ます。

これに加えて、追加のファイルも生成されます。decisions/log.md には、日付、決定内容、理由、

文脈を伴う主要な意思決定が記録されます。プロジェクトごとのフォルダには、各プロジェクトの

説明ファイルが格納されます。.claude/rules/ フォルダには、コミュニケーションスタイルに関す

るルールが保存されます。具体的には、ダッシュ（em dash）の使用を避けること、内部コミュニ

ケーションはカジュアルに行うことなどの詳細な指示です。

これらの手順が完了すると、エージェントは最初の Git コミットを実行します。これは最初のスナッ

プショットが保存される瞬間です。

一つ覚えておいてほしい点があります。これらのファイルは固定された文書ではありません。事業

の方向性が変われば work.md を、新しいチームメンバーが加われば team.md を更新すればよいの

です。エージェントに「これを覚えておいて」と伝えると、その情報は適切なファイルに反映され

ます。

3 段階「手」：最初のスキルを作成する

家を建て、命を吹き込んだので、次は手を加える時です。エージェントが単に考えるだけでなく、

実際に何かを実行できるようにする段階です。

スキル（Skill）は再利用可能な指示文です。一度作成しておけば、スラッシュコマンドや自然言語

でいつでも呼び出すことができ、毎回同じプロセスに従うため結果の一貫性が高まります。先にワー

クフローという概念を取り上げましたが、スキルはワークフローの別名と捉えてください。ワーク

フローにツール（Tool）があったように、スキルにはPythonスクリプトがあります。本質は同じで

す。

最初のスキルとして何を作るとよいでしょうか。プロジェクト管理ツールとの連携は実用的な選択

です。ClickUp、Notion、Asanaなど、ご自身が使用するツールのAPIキーを.envファイルに格納し、

エージェントがそのツールと通信できるようにスキルを構成します。

スキル作成のプロセスを、リサーチスキルを例に確認しましょう。プランモードでエージェントに

こう伝えます。「リサーチスキルを作成してください。Perplexity APIを使用します。まず.envファ

イルを作成し、スキルの役割は単なるウェブ検索ではなく、事業の文脈を反映した深掘り調査です」

と。
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エージェントはプロジェクト構造を探索し、必要に応じてサブエージェントを起動して構造を分析

した上で計画を策定し、戻ってきます。その計画には以下が含まれます。

[図 21-5] スキルの基本構造：YAML フロントマターと段階的な指示

スキルファイルの構造は明快です。上部には YAML（YAML Ain't Markup Language）のフロント

マターがあり、その下には Markdown で記述された段階的な指示が続きます。フロントマターには

スキルの名称と説明が記載され、エージェントはこの部分のみを読み、どのスキルを呼び出すかを

判断します。全体の指示は、スキルが選択された後にのみ読み込まれます。

この方式を「段階的コンテキストローディング（Progressive Context Loading）」と呼び、モデル

が不要なテキストを生成する無駄を防ぐための核心的なメカニズムです。

スキルが完成したら、検証を行ってください。「リサーチスキルを使ってポートランドのアイスク

リームイベントを調査してください」と入力すると、エージェントはスキルを読み、Perplexity

API を呼び出し、結果を整理して research フォルダにレポートとして保存します。レポートには出

典のリンクも含まれます。

サブエージェントを活用することでコストを削減できます。メインエージェントは Opus モデルを

使用しますが、リサーチをサブエージェントに委譲することで、Haiku のように軽量なモデルを指

定できます。リサーチの品質は Perplexity API が保証し、整理と要約のみを軽量モデルが担当する

ため、品質を低下させることなくコストを削減できる構造です。

補助エージェントは、.claude/agents/フォルダにマークダウンファイルとして保存され、独自のコ

ンテキストウィンドウを持って独立して動作します。

4段階「成長」：毎日使用してアシスタントを進化させる

4段階には特別な設定は必要ありません。毎日使用すること自体が4段階です。

前述のAI自動化コンサルタントのアシスタントも、最初から数十ものスキルと緻密なコンテキスト

を備えていたわけではありません。初日は空のフォルダ一つとCLAUDE.mdの一行だけでした。しか

し一ヶ月後、そのプロジェクトは全く異なる姿へと変化していました。文書が増え、意思決定のロ

グが蓄積され、スキルが追加され、エージェントの回答精度が著しく向上したのです。

成長の秘訣は修正意見の循環（フィードバック・サイクル）にあります。スキルを呼び出し、エー

ジェントが作業する過程を観察し、「この部分は良かったが、この部分は修正が必要だ」と伝える

と、エージェントがスキルファイルを修正します。最初の数回では、生成された結果にAIらしさが

目立つかもしれません。しかし十回、二十回と繰り返すうちに、利用者の嗜好や業務の文脈がスキ

ルに深く刻まれていきます。

具体的な成長戦略は以下の通りです。

既存のツールを移行する。ChatGPTのカスタムGPTやClaudeプロジェクトに保存したシステムプロ

ンプトがあれば、その指示をスクリプトとして引き継ぎます。「このプロンプトをスクリプトに変

換してください」とエージェントに依頼するだけです。
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反復作業を捉える。同じ指示を二度以上出している場合は、それがスクリプト化の候補です。毎回

「EmDashを使わないで」と言っているなら、そのルールはスクリプトやルールファイルに一度記

述しておく方が賢明です。

エージェントの作業過程を観察する。最初の数回は、エージェントがスクリプトを実行する様子を

見守る必要があります。不要なAPI呼び出しを繰り返している場合は、頻繁に使用するID値をスクリ

プトファイルにハードコードし、モデルが生成するテキスト量と時間を節約できます。この観察と

改善のループが成長を加速させます。

新しいフォルダを自由に追加する。ブランドアセット（Brand Asset）フォルダを作成し、ロゴ、

フォント、ブランドガイドラインを格納しておけば、コンテンツ生成スクリプトがブランドの一貫

性を維持できます。フォルダを追加した後、エージェントに「brand-assetsフォルダを追加しまし

た。CLAUDE.mdを更新してください」と伝えればよいのです。

[図 21-6] 時間経過に伴うアシスタントの進化曲線：1日目 vs 30日目

自動メモ機能も活用できます。「私は常に X を好むことを覚えておいて」と伝えると、エージェン

トがその内容を適切なファイルに保存し、後の会話で自動的に反映します。

既存の ChatGPT やカスタム GPT と差別化されるポイント

ChatGPT や Claude の Web インターフェースでメモを保存し、カスタムプロンプトを設定するだ

けでも生産性は向上します。しかし、そこには限界があります。「この文脈も理解してほしい」と

感じる瞬間、結局は追加の説明をタイピングすることになります。50% までは迅速に到達できます

が、90% に達するのは困難です。

違いが生じるポイントを見ていきましょう。

ファイルシステム全体へのアクセス。カスタム GPT はチャットウィンドウ内でのみ動作しますが、

コードベースのエグゼクティブ・アシスタントはプロジェクトフォルダ内のすべてのファイルを読

み書きできます。me.md、work.md、priorities.md、リサーチレポート、意思決定ログなど、エー

ジェントが必要な瞬間に必要なファイルを直接開きます。チャットウィンドウにすべてのコンテキ

ストを貼り付ける必要はありません。

ツール実行能力。カスタム GPT はテキストを生成するだけですが、エグゼクティブ・アシスタント

は Python スクリプトを実行し、API を呼び出し、ファイルを作成し、サブエージェントを起動しま

す。カレンダーを確認してスケジュールを自動的にブロックしたり、ClickUp からタスクステータ

スを取得したりするといったすべての動作が、チャットの一語で可能です。

コンテキストの永続性と構造化。対話が続くとコンテキストウィンドウの限界に達します。エグゼ

クティブ・アシスタントは重要な情報をファイルとして分離して永久保存します。対話を初期化し

てもファイルは残るため、次のセッションですぐに以前のコンテキストを継続できます。記憶を失

わない秘書のような存在です。

成長の可能性。カスタム GPT のシステムプロンプトは静的で、手動で修正する必要があります。一

方、エグゼクティブ・アシスタントは使用するほどにファイルが増え、スキルが洗練され、意思決
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定の履歴が蓄積されます。エージェントに「この経験を記録しておいて」と指示すれば、次回似た

状況が来た際に、より良い判断を下すための基盤となります。

[図 21-7] 従来の ChatGPT 方式とエグゼクティブ・アシスタント方式の比較表

まとめ

4 つの段階は順番に踏んでいただきますが、その速度は自由に調整してください。家を建てるのに

10分かかれば十分ですし、命を吹き込むためのインタビューは時間をかけて丁寧にこなすほど、そ

の後の作業が楽になります。最初のスキルは小さく始めて、毎日一つずつ修正意見をいただきなが

ら育てていきましょう。

このフレームワークの真の力は、3 つ目の段階で作った最初のスキルが毎朝実際に動き出すときに

発揮されます。カレンダーを読み、プロジェクトの状況を確認し、今日何をすべきかを整理してく

れるそのスキル ̶ 「モーニングコーヒー」と呼ばれるルーティンが一日をどう変えるのか、続く物

語で確認していただきます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第22章 モーニングコーヒースキルと日常業務の自動化

第6部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

朝8時47分。コーヒーを淹れている間にVS Codeを開き、一行を入力します。「今日は朝のように

してください。モーニングコーヒー・スキルで一日の計画を立ててください。」エージェントが動

き出します。カレンダーを読み、プロジェクト管理ツールに接続し、四半期目標ファイルを確認し

ます。コーヒーが淹れ上がる頃、画面には一日の予定が時間単位で配置されています。

これがモーニングコーヒー・スキルです。名前は軽やかですが、その中で行われる作業は非常に緻

密です。カレンダー、タスク管理、四半期目標という三つの情報源を一つに結びつけ、朝から意思

決定の疲れを取り除く自動化ルーチンです。

カレンダー、プロジェクト管理、四半期目標を統合する朝のブリーフィング

モーニングコーヒー・スキルが呼び出されると、エージェントは三つの場所を順番に確認します。

まず、カレンダーです。今日予定されている会議、通話、スケジュールを取得します。Google

Calendar と連携している場合は、MCP（Model Context Protocol）サーバーまたは API を通じてス

ケジュールデータを読み込みます。何時にどの会議が設定されているか、空いている時間帯はどこ

かを把握することが、この段階の目的です。

次に、プロジェクト管理ツールです。ClickUp や Notion にアクセスして、今週のタスク一覧とステー

タスを確認します。期限が迫っているタスク、進行中のタスク、まだ着手していないタスクを区別

します。エージェントはこれらの情報を独自に判断するのではなく、context/priorities.md に記載

された優先順位基準に基づいて重要度を付与します。

3 つ目は、四半期目標です。context/goals.md ファイルには、今四半期の主要な目標とマイルス

トーンが記録されています。エージェントは、現在のタスクがこれらの目標にどれだけ貢献してい

るかを照合します。

[図 22-1] モーニングコーヒー・スキルの 3 つの情報ソース統合ダイアグラム

これら 3 層の情報を統合した結果が、朝のブリーフィングです。ブリーフィングには以下の内容が

含まれます。

注目すべき点があります。エージェントがブリーフィングを構成する際、まず CLAUDE.md を読み、

そこに明記された経路に従って me.md、work.md、team.md、priorities.md を順に参照します。
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プロジェクトフォルダ内のすべての文脈ファイルが一つのブリーフィングに統合されるのです。こ

れが第20章で創り上げた「家」と「生命」が実際に機能する瞬間です。

ブリーフィングは単なる列挙ではありません。「今四半期の目標達成率が60%ですが、このタスク

を今日処理すれば70%まで引き上げられます」といった判断が含まれます。優先度ファイルに記載

された基準を機械的に適用した結果ですが、人間が直接計算するには、カレンダーを開き、プロジェ

クトボードを確認し、目標文書を取り出すという、三つのアプリを行き来しながら頭の中で組み立

てなければならない作業です。

優先度ベースのスケジュール自動配置

ブリーフィングから一歩進んだ機能がスケジュール自動配置です。エージェントが提案した一日の

計画を見て「よし、その通りにやって」と答えると、エージェントがカレンダーに時間ブロックを

直接確保してくれます。

この機能がなぜ強力かを理解するには、意思決定疲労という概念を思い浮かべる必要があります。

朝に「次の15分は何をすべきか？」「一時間後は？」といった質問を繰り返すこと自体がエネルギー

を消耗します。モーニングコーヒー・スキルはこの判断を一括して処理してしまいます。

自動バッチのロジックは以下の通りです。

1. 既に確定した会議や約束をカレンダーで確認します。2. 空いている時間帯を抽出します。3.

priorities.md の優先順位に基づいてタスクを時間帯に割り当てます。4. 集中作業が必要なタスクに

は余裕のあるブロックを、短い事務作業には小さなブロックを割り当てます。

[図 22-2] 優先度ベースのスケジュール自動配置の例画面

ユーザーが「了解」と答えると、エージェントは Google カレンダー API を呼び出して各ブロック

を予定として登録します。拒否したり修正を求めたりすることも可能です。「午前中に動画編集を

先に行いたい」と言えば、エージェントがブロックの配置を調整します。

この過程でエージェントが担う役割は二つあります。一つは情報の統合、もう一つは実行です。情

報を統合して計画を立てる作業と、その計画を実際のカレンダーに反映させる作業が、一つの会話

の中で完結します。「思考」と「行動」の間の隔たりがなくなるのです。

チームの脈拍チェック

モーニングコーヒーが個人の一日を整理するものであるなら、脈拍チェックはチーム全体の現状を

一瞬で把握するものです。

「チームの脈拍チェックをお願いします。今週と今四半期に、私たちが軌道に乗っているか確認し

たいのです。」この一言で、エージェントはプロジェクト管理ツールに接続し、すべてのイニシア

チブの進捗状況を収集します。各タスクの担当者、ステータス、期限を取得し、team.md のチーム

メンバー情報と priorities.md の四半期目標を照らし合わせて分析します。

[図 22-3] 脈拍チェック結果レポートの例
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結果レポートには、以下のような内容が含まれます。

忙しい日には重要な後続措置が抜け落ちがちです。動画撮影に集中している間に、チームメンバー

が待っている承認リクエストを見逃すといった具合です。パルスチェックスキルは、こうした見落

としを捉えます。

パルスチェックスキルの内部を少し覗いてみると、最適化の痕跡を見つけることができます。プロ

ジェクト管理ツールからデータを取得する際、エージェントが毎回リストIDを検索すると、モデル

が消費するトークン量が膨大になります。そのため、頻繁に参照するリストのIDをスキルファイル

に直接記録しておくのです。エージェントは探索なしですぐに該当リストにアクセスできるため、

速度とコストの両方を削減できる方法です。

検索作業そのものを補助エージェントに委ねるのも効果的です。「クリックアップサーチエージェ

ントにこのクエリを渡して検索結果を取得する」とスキルファイルに明記すれば、メインエージェ

ントのコンテキストウィンドウが検索データで溢れるのを防げます。補助エージェントが生データ

をフィルタリングし、必要な情報だけを返すためです。

4つのエージェントを同時に実行する並列処理の威力

ここからは視野を広げてみましょう。モーニングコーヒー、パルスチェック、リサーチ、視覚資料

生成の4つの作業があります。これらを一つずつ順番に実行すれば、エージェントが高速であっても

時間がかかります。しかし、これら4つを同時に実行するとどのような結果が得られるか、確認して

みましょう。

VS Code でエージェントタブを 4 つ開き、それぞれに 1 つずつ指示を出します。

4 行を入力するのにかかる時間は 30 秒もかかりません。そして約 2 分後、4 つのタブすべてで結

果が返ってきます。

[図 22-4] 4 つのエージェントが並列で作業している画面レイアウト

最初のタブでは、今日のスケジュールが整理されています。カレンダーの予定、緊急のアクション

アイテム、動画パイプラインの状態までを含む、完全な朝のブリーフィングです。「はい」と答え

ると、カレンダーに予定がブロックされます。

2 つ目のタブでは、LinkedIn の投稿がユーザーのトーンで書かれており、projects/carousels/フォ

ルダに 7 枚分のキャラセルスライドが保存されています。CTA（Call To Action）も含まれていま

す。

3 つ目のタブでは、すべてのイニシアチブの現状と、後続措置が必要な項目がリストされています。

4 つ目のタブでは、PNG 形式の画像ファイルが projects/visualizations/ フォルダに保存されてい

ます。左側には業務に埋もれた人物が、右側にはアシスタントと共に余裕を持って働く人物が描か

れた視覚資料です。
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もし同じ作業を手動で処理するとしたらどうなるでしょうか。カレンダーを開いて日程を確認し、

タスクを照合するのに 10 分。調査と文章作成に 20 分。プロジェクトボードを回って現状を整理

するのに 15 分。視覚資料の作成に 20 分。コンテキストスイッチング（Context Switching）を含

めると、1 時間を軽く超えてしまいます。

並列実行が可能なのは、各エージェントが独立したコンテキストウィンドウを持っているからです。

あるエージェントがカレンダーを読み込んでいる間、別のエージェントはウェブを検索し、さらに

別のエージェントは ClickUp API を呼び出します。互いの作業に干渉することはありません。それ

でも全員が同じプロジェクトフォルダにアクセスするため、me.md のコミュニケーションスタイル

や work.md の事業情報を共有します。これは、独立性と一貫性を同時に確保する構造です。

この経験を一度味わえば、「一つのエージェントにすべてのことを任せる」という方式に戻るのは

難しくなります。まるで一台のコンピュータで複数の作業を同時に処理しているようなものです。

品質を犠牲にすることなく作業量を倍増できる ̶ これをレバレッジ（Leverage）と呼びます。

まとめ

モーニングコーヒー・スキルは単独でも有用ですが、その真価は他のスキルと連携したときに発揮

されます。朝のブリーフィングでプロジェクトのステータスを取得するにはプロジェクト管理ツー

ルとの連携が必要であり、四半期の目標を参照するにはコンテキストフォルダのファイルが最新で

ある必要があります。アシスタントの精度は、結局のところコンテキストの品質にかかっています。

ファイルをどのような構造で配置し、情報をどのように階層的に管理し、プロジェクト管理ツール

とどのように連携させるか ̶ コンテキストを扱う技術が、アシスタントの性能の上限を決定します。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第23章 コンテキスト管理の技術: アシスタントを賢く使う

第6部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

導入

アシスタントに「先月決定された新製品発売日はいつでしたか？」と尋ねた際、エージェントが数

秒で正確な日付とその理由まで見つけてくれたとしたら ̶ それはエージェントが賢いからではあり

ません。情報が正しい場所に適切な形式で保存されているからです。

逆の状況を想像してみましょう。すべての情報が CLAUDE.md という単一のファイルに詰め込まれ

ています。ユーザー情報、チーム構成、プロジェクトの進捗、意思決定の記録、スキル使用方法ま

で、500行を超える文書をエージェントが毎回最初から最後まで読み込まなければなりません。モ

デルが処理できるトークンが急速に枯渇し、コンテキストウィンドウの限界にすぐに達してしまい

ます。エージェントの応答は遅くなり、精度も低下します。

コンテキスト管理（Context Management）は、エグゼクティブアシスタントのパフォーマンスを

左右する目に見えないインフラです。華やかなスキルよりも、このインフラをいかに設計するかこ

そが、アシスタントの性能の上限を決定します。

context、decisions、archives フォルダの役割

プロジェクトフォルダ内には、3 つの重要なフォルダがあります。名前だけ見れば平凡に思えます

が、それぞれが担当する時間軸は異なります。

context フォルダ：現在を収める場所。このフォルダには、今この瞬間に有効な情報が格納されま

す。me.md にはユーザーの名前、役割、好みが、work.md には事業体の現在の構造と主要製品が、

team.md には共に働く人々の名前と役割が、priorities.md には今週および今四半期の主要課題が

記録されます。

goals.md には、年次目標と四半期ごとのマイルストーンが記載されています。

エージェントがモーニングコーヒースキルを実行したり、コンテンツを作成したり、リサーチを行っ

たりする際、このフォルダ内のファイルが判断基準となります。「今四半期の目標は何だったか」

という問いにエージェントが答えられるのは、context/goals.md を読み取るだけで済むからです。

このフォルダ内のファイルは静的ではありません。四半期が変われば priorities.md が更新され、新

しいチームメンバーが合流すれば team.md に追加されます。エージェントに「priorities を更新し

て」と指示すれば、エージェントが直接ファイルを修正します。
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decisions フォルダ：過去の判断を保存する場所です。重要な意思決定が行われるたびに、このフォ

ルダの log.md に記録が残されます。日付、決定内容、理由、当時の文脈が一緒に保存されます。

なぜこの記録が重要なのかというと、2 ヶ月後に「なぜ西部への拡大を 4 月に延期したのか」とい

う問いが浮かんだとき、エージェントがそのログを検索して回答できるからです。記憶に頼る必要

はありません。組織が大きくなるほど、過去の決定理由を追跡することが難しくなりますが、この

フォルダがその課題を解決します。

archives フォルダ：過去のシーズンの記録を保管する場所です。四半期が終わると、その四半期の

目標と進捗記録がここに移されます。context フォルダには現在の四半期の情報のみを残し、過去

の四半期のデータはアーカイブします。これにより、context フォルダが肥大化するのを防ぎつつ、

必要に応じて過去の記録を検索できます。

[図 23-1] context、decisions、archives フォルダのタイムラインダイアグラム

3 つのフォルダの関係をまとめると、context は現在、decisions は決定の歴史、archives は過去

のスナップショットとなります。時間が経過すると、context の一部が archives へ移動し、新しい

情報が context に補充されます。decisions は継続的に蓄積されていきます。

情報の階層的配置

第20章では、CLAUDE.md がルーターの役割を果たすと説明しました。この概念をさらに深く掘り

下げてみましょう。

エージェントがユーザーのメッセージを処理する順序は以下の通りです。

1. CLAUDE.md を読み込みます（すべての対話の起点）。2. ユーザーの要求を分析します。3. 必要

な情報がどこにあるかを、CLAUDE.md の案内に従って特定します。4. 該当するファイルのみを必

要に応じて読み取ります。

この構造がなければどうなるでしょうか？CLAUDE.md にすべての情報を詰め込むか、エージェン

トがプロジェクト全体を探索することになります。前者はモデルが生成するトークンの無駄であり、

後者は時間の無駄です。

[図 23-2] 情報階層構造：CLAUDE.md → ルーティング → 個別コンテキストファイル

CLAUDE.md にはこのような形で記載されています。

この方式の利点は、モデルが生成するテキストの削減だけではありません。情報の単一の真実源（

Single Source of Truth）が維持されます。ユーザー情報は me.md の 1 箇所にのみ存在するため、

修正する際は 1 つのファイルだけを変更すればよいのです。もし CLAUDE.md と me.md の両方に

ユーザー情報が重複して記載されている場合、片方だけを修正すると不整合が生じます。

ルーティング構造を設計する際の原則は明確です。

スキルファイルにおいても同じ原則が適用されます。スキルの YAML フロンットマターには名前と

説明のみを含め、エージェントがスキルを選択した後にのみ、完全な指示文を読み込みます。参照
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ファイルやスクリプトは必要な場合にのみ追加で読み込まれます。この 3 段階の読み込みを、段階

的コンテキスト読み込みと呼びます。

[図 23-3] 段階的コンテキスト読み込みの 3 つの段階

プロジェクト管理ツールとの連携

context フォルダ内のファイルがどれだけ整理されていても、リアルタイムのデータが欠けていれ

ば、アシスタントの判断は過去のままにとどまってしまいます。チームメンバーが今朝タスクを完

了したにもかかわらず、priorities.md にはそのタスクがまだ「進行中」と記載されていれば問題で

す。

このギャップを埋めるのが、プロジェクト管理ツールとの連携です。ClickUp、Notion、Asana な

どのツールにエージェントが直接接続して最新データを取得します。連携方式は大きく分けて 2 つ

あります。

API 連携。該当ツールの API キーを.env ファイルに保存し、エージェントが API を呼び出してデー

タを読み書きできるようにスキルを構成します。エージェントに「ClickUp 連携のスキルを作成し

てください。API キーは.env に格納します」と伝えれば、エージェントは API ドキュメントを調査

し、スキルを記述します。

MCP 接続サーバーとの連携。MCP（Model Context Protocol）サーバーを介して接続する方式です。

MCP 接続サーバーは、プロジェクト管理ツールとエージェントの間の架け橋として機能します。

Claude 用の MCP 接続サーバーが用意されていれば、エージェントは自然言語で「今週の締め切り

があるタスクを表示してください」と要求できます。

[図 23-4] プロジェクト管理ツール連携アーキテクチャ図

連携が完了すると、モーニングコーヒースキルやパルスチェックスキルがリアルタイムデータに基

づいて動作します。priorities.md に記載された静的情報と、プロジェクト管理ツールから取得した

動的情報が結合されることで、エージェントの判断精度が向上します。

連携プロセスにおいて注意すべき点があります。エージェントがプロジェクト管理ツールからデー

タを検索する際、毎回リストを探索して ID を抽出するプロセスが、モデルが生成するトークン数を

大幅に消費する可能性があります。21 章で言及した通り、頻繁に使用するリスト ID をスキルファ

イルに事前に記録しておくことで、このコストを削減できます。

エージェントの作業過程を観察して、反復される探索パターンを発見した場合は、それをハードコー

ドすることが実用的な最適化となります。

毎日使用するほど精密になるアシスタントの進化の道筋

アシスタントを1ヶ月間毎日使用すると、プロジェクトフォルダの姿は大きく変わります。初日には

contextフォルダに4つのファイルとCLAUDE.mdしかなかったのが、30日後にはスキルフォルダに

複数のスキルが追加され、リサーチレポートが積み重なり、意思決定ログが長くなり、プロジェク

ト別のフォルダには成果物が充満しています。
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この蓄積こそがアシスタントの知能です。エージェント自体のモデルが変わらなくても、参照でき

るデータが豊かになることで、応答の精密さが向上します。

進化の道筋を時系列で描いてみましょう。

1週目：基礎の確立。インタビューを通じてcontextファイルを充実させ、最初のスキルを作成しま

す。まだエージェントの応答は全般的に感じられるかもしれません。「自社のことをよく知らない

新人秘書」と対話している感覚です。

2 週目：パターンの発見。毎日使用していると、繰り返されるリクエストが見えてきます。「これ

はスキルにできる」という感覚が生まれます。既存の ChatGPT プロジェクトやカスタム GPT のプ

ロンプトをスキルへ転換します。エージェントに修正意見を伝えながら、スキルの品質が向上して

いきます。

3 週目から 4 週目：定着。モーニングコーヒー・スキルを毎日実行し、リサーチ・スキルで週 2～

3 回調査を行い、コンテンツ生成・スキルでソーシャルメディアの投稿を作成します。エージェン

トが事業の文脈を深く理解するにつれ、提案の的中率が目に見えて向上します。「1 ヶ月前とは全

く異なるツールを使っているようだ」と感じる時点です。

[図 23-5] アシスタント進化のタイムライン：1 週目 → 2 週目 → 4 週目

進化を加速させるいくつかの習慣があります。

エージェントに「覚えておいて」と伝える。「私はいつも午前中に集中作業を好むことを覚えてお

いてください。」エージェントはこの情報を me.md や適切なファイルに保存します。次のモーニ

ングコーヒー・スキル実行時に、集中作業が自然と午前中に配置されます。

スキル実行を観察し、修正意見を伝えます。最初の数回、エージェントがスキルを実行する過程を

見守ります。不要なAPI呼び出しが見られたら、「その過程は省略し、このIDを直接使用してくださ

い」と指示します。エージェントがスキルファイルを修正すれば、次の実行からはより効率的に動

作します。

定期的にコンテキストファイルを点検します。エージェントはCLAUDE.mdに記載された週次、月次、

四半期ごとの周期に従ってファイル更新を提案します。週次では自動メモリの整理、月次では

priorities.mdの更新、四半期ごとに目標ファイルの更新を行います。このルーチンに従えば、コン

テキストが古くなることはありません。

.claudeフォルダ構造の深掘り

.claudeフォルダはアシスタントの内部設定を格納する場所です。プロジェクトのルートに位置し、

主に3つのサブフォルダで構成されています。

skillsフォルダ。各スキルは独立したサブフォルダを持ちます。スキルフォルダ内にはskill.mdがあ

り、必要に応じてreferences/やscripts/のサブフォルダが追加されます。参照ファイルやスクリプ

トの位置は、必ずしも.claude/skills/内にある必要はありません。skill.md内で正確な経路を指定し

ていれば、プロジェクト内のどこに配置しても構いません。
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agents フォルダ。補助エージェントの設定ファイルが保存されます。各エージェントファイルには、

役割、使用するモデル、実行するタスクが記載されています。メインエージェントがタスクを委任

する際に、このファイルを参照します。

rules フォルダ。コミュニケーションスタイル、フォーマット規則、禁止表現など、エージェントの

行動を規制するルールが格納されます。「箇条書きを使用」「簡潔なトーン」「ダッシュの使用禁

止」などの詳細な指示です。

[図 23-6] .claude フォルダの内部構造と各サブフォルダの役割

この構造における核心は、分離と参照です。すべての設定を一つのファイルにまとめるのではなく、

用途ごとに分離し、必要な場所でパスを通じて参照します。スキルが 10 個、20 個と増えても、こ

の原則を守れば管理は難しくありません。

グローバルスキル（Global Skill）という概念もあります。.claude/skills ではなく、ユーザーのホー

ムディレクトリにスキルをインストールすれば、どのプロジェクトを開いてもそのスキルを利用で

きます。フロントエンドデザインスキルのように、特定のプロジェクトに限定されない汎用的なス

キルに適しています。

まとめ

コンテキスト管理は派手ではありません。フォルダを作成し、ファイルを整理し、パスを明確にす

る ̶ 退屈に見える作業です。しかし、このインフラがなければスキルは文脈なく機能し、アシスタ

ントの応答は一般的な水準に留まり、使うほど賢くなる好循環は始まりません。

「context」フォルダが現在を収め、「decisions」が判断の歴史を記録し、「archives」が過去を

保存し、「CLAUDE.md」がこれらすべての交差点として機能する構造 ̶ これがアシスタントを単

なるチャットボットではなく、事業の脳へと変える基盤です。

この基盤の上でスキルは次第に洗練され、エージェントは利用者の判断パターンを学習し、一ヶ月

前には想像もできなかったレベルの自動化が日常となります。しかし、一つのエージェントがすべ

ての処理を担うことには限界があります。複雑な作業を複数の専門エージェントに分担して委譲す

る構造、すなわち補助エージェントの世界が次章で展開されます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.



117

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発



118

第24章 サブエージェント: 仕事を分ける技術

第7部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

メインセッションとサブエージェントの関係

ターミナルウィンドウに Claude Code を起動しました。Carousel Skill を呼び出すと、画面の片隅

に小さなエージェントの表示が現れます。「Carousel スライドの計画を行います。エージェントを

使用します。」メインセッションが直接スライドを構成するのではなく、別のサブエージェントに

作業を委譲したのです。

サブエージェントが熱心にスライドの構造を構築している間、メインセッションは他の作業を続け

ることができます。

この場面は、サブエージェントの本質を凝縮して示しています。

Claude Code で新しいセッションを開くと、私たちが対話する相手はメインセッションです。メイ

ンセッションは一度に読み込む範囲を持ち、会話履歴を蓄積しながら、プロジェクト全体を管理し

ます。しかし、このメインセッションがすべての作業を直接行わなければならないとしたらどうな

るでしょうか。

コードレビュー、リサーチ、検証の作成、デバッグ、ドキュメント化までをすべて一つのコンテキ

スト内で行うと、ウィンドウはすぐに飽和状態に陥ります。コンテキストの腐敗（Context Rot）

が始まり、先ほどお話しした会話の文脈が曖昧になります。

サブエージェントは、この問題を解決するための構造です。メインセッションがプロジェクトリー

ダーだとすれば、サブエージェントは専門家チームのメンバーです。プロジェクトリーダーは全体

像を統括し、具体的な作業は専門家に委譲します。

[図 24-1] メインセッションとサブエージェントの関係図：メインセッション（プロジェクトリー

ダー）が、コードレビュアー、ビルダー、デバッガー、検証ランナー、アーキテクト、リサーチャー

という 6 つのサブエージェントに作業を割り当てる構造です。

サブエージェントの動作方式を、もう少し具体的にみていきましょう。

サブエージェントは眠った状態から目覚めます。普段は存在しないに等しいものです。メインセッ

ションが「起きて、この作業をやって」と呼び出す瞬間、サブエージェントは全く新しいコンテキ

ストとともに目覚めます。独自のモデルを使用でき、独自のツールセットを備え、独自の目的に集

中します。
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重要な点は、独立したコンテキストを持つことです。メインセッションの会話履歴を共有せず、メ

インセッションから渡されたプロンプトのみを入力として受け取り、独立して作業を実行した後に

結果だけを返します。

他のモデルを使用できる点も重要です。メインセッションがオパス(Opus)を使用している場合でも、

サブエージェントはハイキュー(Haiku)やソネット(Sonnet)で作業を行うことができます。これに

より、コストと速度を細かく調整できる道が開かれます。

さらに、並列実行も可能です。あるデモでは、「中小企業向けと大企業向けのAI活用に関するリサー

チを同時に実施してほしい」という依頼に対し、メインセッションは2つのリサーチ用サブエージェ

ントを同時に派遣しました。各エージェントが独立して調査を完了し、結果をメインセッションへ

報告しました。中小企業向けAI活用ブリーフ、大企業向けAI活用ブリーフ、そして両者の共通部分

まで整理された形で戻ってきました。

この構造を組織に例えると、メインセッションは計画立案、業務の配分、結果の集約に集中する役

割を担います。専門的な作業の実行自体はサブエージェントの担当です。これにより、メインセッ

ションのコンテキストは常にクリーンに保たれます。

カスタムベーカリーの比喩

パーティーの準備を想像してみてください。本当に美味しいカップケーキが必要です。

二つの選択肢があります。一つは大型スーパーに行って大量生産されたカップケーキを買ってくる

方法です。これは速く、安く、便利です。しかし味は平凡です。もう一つは地元の専門ベーカリー

を訪れて注文する方法です。「バニラクリームにラベンダーの香りを加え、上に食用の花を飾って

ください」と。時間はかかりますが、出来栄えの品質は比較になりません。

[図 24-2] カスタムベーカリーの比喩：スーパーマーケットのカップケーキ（汎用処理）とカスタ

ムベーカリー（専門補助エージェント）の比較

補助エージェントとは、カスタムベーカリーのようなものです。

メインセッションがすべての作業を直接処理するのは、大型スーパーでカップケーキを買ってくる

のと似ています。汎用的な能力で複数の作業を一度に処理するため速いですが、各作業の品質には

限界があります。一度に読み込む範囲内にコードレビュー、リサーチ、検証作成、デバッグが混在

すると、どれにも深く集中することが難しくなります。

補助エージェントに委任すると状況は異なります。「コードレビュー専門家」という補助エージェ

ントは、コードレビュー専用のシステムプロンプト、コードレビューに最適化されたツールセット、

そしてコードレビューに特化したコンテキストを備えています。オーダーメイドのベーカリーがカッ

プケーキ一つに全精力を注ぐように、補助エージェントも委任された一つの作業にすべての能力を

集中させます。

この比喩において、さらに注目すべき点があります。オーダーメイドのベーカリーに注文を入れる

際、私たちは望むものを明確に伝えます。「バニラクリーム、ラベンダーの香り、食用の花。」補

助エージェントに作業を委任する際も同様です。メインセッションが補助エージェントに送るプロ
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ンプトこそが注文書です。注文書が明確であればあるほど、返ってくる成果物の品質は高まります。

そしてオーダーメイドのベーカリーでは、再注文も可能です。「前回のあのカップケーキを、今回

は20個だけ追加でお願いします。」補助エージェントも同様で、一度うまく作成しておけば、プロ

ジェクトを超えて組織全体で再利用できます。

補助エージェントを使用すべき5つの理由

補助エージェントが何者であり、どのような構造で動作するかを理解しました。では、具体的にど

のような状況で補助エージェントが真価を発揮するのか、見ていきましょう。

コンテキストを保持するためです。Claude Codeを使用する際、最も注意すべきリソースは一度に

読み込む範囲です。コンテキストの劣化は現実的な脅威です。オペレータの役割は、一度に読み込

む範囲を最大限効率的に管理することであり、サブエージェントはその中核的な手段の一つです。

大量のデータを処理し、広範なリサーチを実施し、その結果からメインセッションが実際に必要と

する核心情報だけを抽出して送信します。あるデモでは、サブエージェントが約40,000トークンに

相当する作業を処理しましたが、メインセッションは29,000トークン分の消費のみで維持されまし

た。

サブエージェントが処理した40,000トークン分の内容が、メインセッションのコンテキストを汚染

しなかったのです。

制約を適用するためです。メインセッションはさまざまなツールを呼び出す必要があります。しか

し、危険な作業̶GitHub Actionsや特定のコードベースに関する作業̶を行う場合は事情が異なり

ます。こうした作業を専門とするサブエージェントに制限されたツールセットのみを付与すること

で、意図しない被害を防ぐことができます。

メインセッションの強力な権限とサブエージェントの制限された権限を分離することで、全体のワー

クフローの安全性を高める戦略です。

設定を再利用するためです。サブエージェントは1つのMarkdownファイルで定義されます。このファ

イルを他のプロジェクトにコピーすれば、同じサブエージェントをすぐに使用できます。組織レベ

ルで考えれば、プロジェクト管理や四半期計画に優れたサブエージェントを1つ作成しておけば、組

織全体がその恩恵を受けられます。

スキルと似た原理ですが、サブエージェントには独自のコンテキストとモデル選択という次元が追

加されます。

専門化のためです。AIは目的が具体的で狭いほど、より良い結果を出します。計画を立て、構築し、

検証し、文書化し、調査し、レビューする万能エージェント1つよりも、各工程を専門とする小さな

エージェントを複数持つ方が優れています。メインセッションはそれらの結果を統合すればよいの

です。「小さなエージェントが勝つ」という原則は、実戦で繰り返し証明されています。

コスト削減のためです。各サブエージェントに異なるモデルを指定できるため、すべての作業にオ

パーズを使用する必要はありません。高速な調査が必要なサブエージェントにはハイキューを、コー



121

ド生成が必要なサブエージェントにはソネットを割り当てれば、時間とモデルの両面でコストを同

時に節約できます。

[表23-1] サブエージェント使用理由の要約

委任すべきか直接行うかの判断基準

補助エージェントの利点を知ると、すべての作業を委任したくなる誘惑に駆られます。しかし、そ

うすると過剰設計（オーバーエンジニアリング）に陥ってしまいます。委任すべきか直接行うべき

かを区別する基準が必要です。

メインセッションで直接処理すべき場合:

対話の往復が必要な作業です。「この部分を直して」と依頼し、結果を確認して「いや、こちらの

方へ」と修正を依頼する反復的なやり取りは、メインセッションで直接行う方が効率的です。補助

エージェントに委任すると、毎回新しいコンテキストから始めなければならず、むしろ非効率的に

なります。

迅速な修正が必要な作業も同様です。変数名を一つ変えるだけ、誤字を直すだけ、あるいは簡単な

ロジックを修正する作業に補助エージェントを呼び出すと、エージェントを起動して結果を受け取

るオーバーヘッドが、作業自体よりも大きくなってしまいます。

共有されたコンテキストを必要とする作業、つまりこれまでの会話記録に基づいて判断を要する作

業は、メインセッションが担当する必要があります。補助エージェントは会話記録を受け継がない

ためです。

低遅延が求められる状況においても、メインセッションの方が有利です。補助エージェントを呼び

出し、作業を実行し、結果を受け取るプロセスには、必然的に時間がかかります。

補助エージェントに委譲すべき場合:

自己完結型の作業です。「このコードベースを分析してセキュリティ上の脆弱性を見つけてくださ

い」のように、入力を受け取れば独立して実行し、結果を返却できる作業は委譲に適しています。

ツールの制限が必要な作業にも、補助エージェントが適しています。特定の補助エージェントに対

して読み取り専用権限のみを付与したり、特定の MCP 接続サーバーのみを使用するように制限した

りできます。

要約された結果のみが必要な場合も、委任のシグナルです。補助エージェントが膨大なデータを処

理しても、メインセッションはその結果の核心となる要約のみを受け取れば十分です。これがコン

テキストを保持する核心的なメカニズムです。

また、フォアグラウンド（前面）実行とバックグラウンド（背景）実行の選択肢があります。補助

エージェントをフォアグラウンドで実行すればメインセッションはその完了を待ち、バックグラウ

ンドで実行すればメインセッションは他の作業を継続できます。この選択は、タスクの緊急性と依

存関係によって異なります。
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[図 24-3] 委任判断フローチャート：「往復対話が必要か？」→はい：メインセッション／いいえ

：「自己完結的か？」→はい：補助エージェント／いいえ：メインセッション

一つ、重要な区別を確認しておく必要があります。補助エージェントとエージェントチーム（

Agent Teams）は名称が似ており概念が重複しているように見えますが、根本的な違いがあります。

補助エージェントは双方向ではなく単方向の関係です。メインセッションが入力を送ると、補助エー

ジェントは作業を実行し、その結果をメインセッションに返送します。補助エージェント同士が相

互に会話することはできません。

並列で実行されても、それぞれが独立して作業を行います。

エージェントチームは双方向です。メンバーは共有タスクリストを持ち、互いにメッセージを送り

合い、互いに作業を割り当てることができます。これは全く異なる次元の協業であり、次の章で具

体的に解説する領域です。

これまで、サブエージェントとは何か、なぜ必要なのか、いつ使用するべきかという概念的な基盤

を築いてきました。今度は、この概念を実際に実装する方法を手取り足取り解説する時が来ました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第25章 サブエージェント構築実習

第7部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

「/agents」コマンドでエージェントを作成する

VS Code で Claude Code を開き、「/agents」と入力します。すると画面に案内メッセージが表示

されます。「ターミナルで続行してください」。IDE 拡張機能の制限により、一部のスラッシュコ

マンドはターミナルでのみ実行可能です。大きな問題ではありません。ターミナルを開くとコマン

ドが即座に実行され、サブエージェント管理画面が表示されます。

この画面でできることは明確です。

現在プロジェクトに登録されているすべてのエージェントを一覧表示できます。プロジェクトエー

ジェントとビルトインエージェントは区別して表示されます。既存のエージェントを選択して編集

または削除することもできます。また、新しいエージェントも作成可能です。

「Create new agent」を選択すると、Claude Code が対話形式でエージェントの構成を案内します。

ここでは2つの選択肢が提示されます。手動で直接構成する方法と、Claude に作成を任せる方法で

す。

Claude への委任方法を選択すると、私たちが行うべきことは、このエージェントが何をすべきか、

いつ呼び出すべきかを自然言語で説明することだけです。説明が具体的で包括的であればあるほど、

結果は良くなります。

プロジェクトエージェントとして作成するか、個人（グローバル）エージェントとして作成するか

は、この段階で決定します。プロジェクトエージェントは、該当プロジェクトの .claude/agents/

フォルダに保存され、そのプロジェクトでのみ使用可能です。個人エージェントは、ホームディレ

クトリのグローバル Claude Code 設定に保存され、どのプロジェクトでも使用できます。

「一時エージェント（Temporary Agent）」という選択肢も存在します。これはセッション限定で

生成され、セッション終了とともに消滅するエージェントですが、実際の活用頻度が低いため、こ

こでは深く取り扱いません。

[図 25-1] /agents コマンド実行画面：プロジェクトエージェント一覧とビルトインエージェント

一覧が区別されて表示されたターミナルのスクリーンショット

一つ、実戦的なヒントがあります。エージェントを作成する際に、「該当フォルダが既に存在する」

というエラーが発生することがあります。この場合、既存の agents フォルダの名前を一時的に変

更してからエージェントを作成し、既存のエージェントを新しいフォルダへ移動させた後、元のフォ
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ルダを削除すれば解決します。既知のバグですが、機能には影響しません。

YAML メタデータの構成

サブエージェントの正体は、単一の Markdown ファイルです。この事実を理解すれば、概念ははる

かに明確になります。スキルが Markdown ファイルであるように、サブエージェントもまた

Markdown ファイルです。

ファイルの構造は、上部の YAML フロントマターと下部の本文指示の 2 つの部分に分かれます。

YAML フロントマターに含まれる主要なフィールドを見ていきましょう。

name はエージェントの識別子です。メインセッションはこの名前でサブエージェントを参照しま

す。

description は、エージェントの呼び出し条件を決定する重要なフィールドです。メインセッション

はユーザーの要求を受けると、登録されたエージェントの説明を参照し、どのエージェントに委任

するかを判断します。これはスキルの説明がトリガーの精度を決定するのと同じ原理です。説明が

曖昧だと誤ったエージェントが呼び出され、具体的であれば正確な委任が行われます。

tools は、このエージェントが使用できるツールのセットを指定します。"all"で全てのツールを許可

することもできますし、"read-only"のような制限を設けることも可能です。disallowed_tools フィ

ールドを用いて特定のツールを明示的にブロックすることもできます。

model は、補助エージェントが使用する言語モデルを決定します。メインセッションとは異なるモ

デルを指定できる点が、補助エージェントの核心的な強みの一つです。迅速な探索作業にはハイク

を、コード生成にはソネットを、複雑な推論にはオペラを割り当てることで、コストと品質を調整

します。

memory を有効にすると、補助エージェントは自身の作業履歴を agent-memory フォルダに記録

します。この部分については後ほど別途取り扱います。

color は、ターミナル上でこのエージェントが実行されている際に表示される色です。複数の補助エー

ジェントが同時に動作している際に、視覚的に区別するために役立ちます。IDE 拡張機能では表示

されず、ターミナルでのみ確認できます。

この他にも、permission_mode、max_turns、auto_compact など、サポートされているフロン

トマターフィールドがさらにあります。auto_compact のデフォルト値は約 95% ですが、この比

率を下げると、サブエージェント内部のコンテキストの劣化をより積極的に防止できます。

[表 24-1] 主要な YAML フロントマターフィールド

YAML フロントマターの後には本文が続きます。本文は、サブエージェントが起動した際に参照さ

れるシステムプロンプトです。メインセッションが「このエージェントを使用する」と決定した後、

エージェントが実際に作業を開始する際に読み込まれる指示の全文です。

AI トレンドハンターエージェントのライブ構築
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概念を実践的な演習へと移しましょう。ここでは、「AI トレンドハンター」というサブエージェン

トを最初から最後まで作成する過程を追います。

ターミナルで「/agents」を実行し、「Create new agent」を選択します。プロジェクトエージェ

ントとして作成し、自動生成は Claude にお任せします。

このエージェントに何をしてほしいかを説明します。「最新の AI トレンドを追跡し、コンテンツ化

できるテーマを発見するエージェント。Perplexity API と X（旧 Twitter）を活用してトレンドのシ

グナルを収集し、動画企画に活用できる形式に整理する」です。説明は具体的であるほど良く、後

からいつでも修正できるので完璧である必要はありません。

Claude Code がエージェントの生成を開始します。この過程で注目すべき点があります。Claude

Code は単にエージェントの説明に基づいて Markdown ファイルを作成するのではなく、現在のプ

ロジェクトの構造と内容を参照してエージェントをカスタマイズします。YouTube チャンネルを運

営し、Claude Code や自動化に関するコンテンツを作成するプロジェクトであれば、エージェント

のシステムプロンプトにその文脈が反映されます。

生成過程ではいくつかの選択を下す必要があります。

ツールの選択：このエージェントが使用できるツールを指定します。「all」を選択するとすべての

ツールを使用できますが、「read-only」と「MCP」のみを選択すると、ファイルの読み込みと

MCP 接続サーバーの呼び出しのみが許可されます。リサーチエージェントにファイル修正権限を与

える必要があるでしょうか？この質問を自分自身に投げかけることが、制約適用の始まりです。

モデル選択：ソネットを選択します。トレンド調査は膨大な情報を素早く確認する必要があるため、

オペラの深い推論よりもソネットの速度の方が適しています。

色選択：ターミナル上でこのエージェントを視覚的に識別するための色を選びます。

メモリ設定：「Enable」を選択します。この設定の意味については、次の節で詳しく解説します。

生成が完了すると、.claude/agents/フォルダにマークダウンファイルが作成されます。ファイルを

開くと、YAMLフロントマターに名前、説明、ツール、モデル、メモリ、色が設定されており、本文

には「あなたはエリート AI トレンドハンターです」と始まるシステムプロンプトが記載されていま

す。ミッション、探索対象、メモリの活用方法、過去のコンテキスト検索方法まで含まれています。

[図 25-2] 生成された AI トレンドハンターエージェントのマークダウンファイル構造：YAML フロ

ントマターとシステムプロンプト本文

さて、このエージェントを実行してみましょう。ターミナルでメインセッションに「AIトレンドハ

ンターを実行してください」と依頼すると、メインセッションは登録されたエージェントの説明を

参照してAIトレンドハンターを呼び出します。ターミナル上でエージェントが動作する様子が確認

できます。ウェブ検索を実行し、情報を収集、分析を行います。

実行中にCtrl+Oを押すと、エージェントの思考プロセスを展開して確認できます。メインセッショ

ンがこのサブエージェントにどのようなプロンプトを送ったかも確認可能です。Ctrl+Bを押すと、
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エージェントをバックグラウンドに送り、メインセッションとの会話を続けながらサブエージェン

トの完了を待つことができます。

実行が完了すると、結果がメインセッションに戻ってきます。ホットシグナル、ウォームシグナル、

推奨動画のアイデア、主要なパターンなどが整理されたレポートです。

一つ確認すべき点があります。生成されたエージェントの説明が長すぎる可能性があります。説明

が過度に長いと、モデルがトークンを無駄遣いしてしまいます。一方、呼び出しの精度は向上する

可能性があるため、適切なバランスを見つける必要があります。

エージェントビルダースキルなどのツールを使用して監査を実行すると、ツール制限の未設定、最

大ターン数の未設定、説明の非対話性といった問題を自動的に検出できます。

エージェントのメモリ

AIトレンドハンターを初めて実行する前に、agent-memoryフォルダを開くと、AIトレンドハンター

用のフォルダは存在するものの、その中にファイルはありません。メモリファイルは、エージェン

トを初めて実行した後に自動的に生成されます。

初回実行が完了すると、agent-memory/ai-trend-hunter/フォルダ内にメモリファイルが作成され

ます。このファイルにはいったい何が記録されているのでしょうか。

補助エージェントは、毎回完全に新しいコンテキストから起動します。会話履歴はなく、以前のセッ

ションの記憶もありません。しかし、メモリファイルが存在すれば状況は異なります。起動した補

助エージェントはメモリファイルを読み込み、過去の学習内容を参照することができます。完全な

記憶ではありませんが、「前回はこのソースが有用だった」、「このトピックは既に扱った」といっ

た文脈は維持されます。

[図 25-3] エージェントメモリの動作フロー：初回実行 → メモリファイルの自動生成 → 以降の実

行時にメモリファイルを参照 → 作業後にメモリファイルを更新

この構造のおかげで、トレンドリサーチエージェントが2時間前に既に報告した内容を再度報告する

という事態を防ぐことができます。メモリに「最近のスキャン」情報が残っているため、重複を避

け、新しいシグナルに集中できます。

メモリは、サブエージェントがセッションを超えて学習を蓄積していくメカニズムです。使うほど

に良くなるエージェントを作りたいのであれば、メモリを活性化する事が出発点となります。

サブエージェントでメインの文脈を守る

サブエージェントの文脈保持効果を数値で確認してみましょう。

AIトレンドハンターエージェントの実行が完了しました。このエージェントは、ウェブを検索し、

ソースを分析し、シグナルを分類し、レポートを作成する過程で、約40,000モデルが数える文字の

断片を消費しました。
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さて、メインセッションで「/context」コマンドを実行してみましょう。メインセッションの現在

のコンテキスト使用量は、モデルが数える文字で約29,000字です。

この数字が何を意味するか、よく考えてみましょう。もしサブエージェントを使わずにメインセッ

ションで直接同じ調査を行っていた場合、メインセッションのコンテキストには40,000字以上の文

字が追加されていたはずです。既存の会話と合わせると、一度に読み込む範囲の多くが調査結果で

埋め尽くされてしまいます。その後、コードレビュー、ドキュメント作成、デバッグなどの他の作

業を行う際に利用可能なコンテキストが減少してしまいます。

サブエージェントを使用すれば、40,000字規模の作業は別のコンテキストで処理されます。メイン

セッションには、ホットシグナル、ウォームシグナル、推奨アイデアなどの要約のみが伝えられま

す。メインセッションのコンテキストはきれいに保たれます。

[図25-4] コンテキスト保存効果の比較：直接処理時はメインセッション69,000字以上 vs サブエー

ジェントへの委譲時はメインセッション29,000字

これがサブエージェントを使用する最も実質的な理由の一つです。一度に読み込む範囲は限られた

資源であり、サブエージェントはその資源を守る防壁なのです。

Claude Code のビルトイン補助エージェント

カスタム補助エージェントを作成する前に、Claude Code には標準で搭載されている補助エージェ

ントがいくつかあります。Claude Code を使用している際にターミナルに「agent」という表示が

出たことがあれば、それはこのビルトイン補助エージェントに出会ったことになります。

探索エージェント（Explore）はコードベースを検索・分析します。Haiku モデルで実行され、読み

取り専用権限のみを持ちます。コストが低く高速ですが、ファイルの修正やコードの生成は行えま

せん。コードベースの構造を把握したり、特定のパターンを見つけたりする際に自動的に呼び出さ

れます。

計画エージェント（Planning）はリサーチを行い、計画を立案します。親モデルの機能をそのまま

継承しています。メインセッションがオパーで動作している場合、計画エージェントもオパーで実

行されます。読み取り専用権限を持ち、計画モード（Plan Mode）でこのエージェントが頻繁に呼

び出される様子を見ることができます。

一般エージェント（General）は多段階の作業が必要な場合に呼び出されます。親モデルを継承し、

すべてのツールを使用可能です。前述の二つのエージェントとは異なり、ファイルの修正、コマン

ドの実行、コードの生成が可能です。

[表 24-2] ビルトイン補助エージェント比較

Claude Code の主要開発者の一人が、実際に使用しているカスタム補助エージェントのリストを公

開したことがあります。構築検証器（Build Validator）、コードアーキテクト（Code Architect）、

コード簡略化器（Code Simplifier）、オンコールガイド（On-call Guide）、アプリ検証器（Verify

App）です。
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Claude Code の開発者が、自らのツールにこれほど多様な補助エージェントを運用しているという

事実自体が、補助エージェントの実用性を証明しています。

Claude Code の公式ドキュメントにも補助エージェントの例が公開されています。コードレビュー

アー（Code Reviewer）、デバッガー（Debugger）、データサイエンティスト（Data Scientist）、

データベースクエリ検証器（Database Query Validator）などの完全な Markdown 構成を確認でき

ますので、自分独自の補助エージェントを設計する際の参考になります。

補助エージェントの構築と運用の実践技術を習得しました。しかし、確認すべき点が一つ残ってい

ます。補助エージェントはメインセッションの指示を受けて独立して作業し、結果を返す単方向の

構造です。では、エージェント同士が対話し、互いに作業を割り当て、共有された目標に向かって

協力する構造とはどのようなものでしょうか。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発



129

第26章 エージェントチーム: 互いに対話するエージェントたち

第7部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

アシスタントエージェントとエージェントチームの決定的な違い

プロンプトを入力します。「架空の AI スタートアップのランディングページを作成してください。」

と。すると間もなく画面が分割され、青色で示されたフロントエンド開発者エージェント、緑色の

バックエンド開発者エージェント、黄色の QA エージェントが同時に起動します。3 つのエージェ

ントはそれぞれの領域で作業を開始します。しかし、アシスタントエージェントとは異なることが

起こります。

フロントエンド開発者がバックエンド開発者にメッセージを送ります。QA エージェントが両開発者

に修正を依頼します。エージェント同士が互いに会話しているのです。

これが「エージェントチーム」です。

アシスタントエージェントとエージェントチームの違いは、コミュニケーションの構造にあります。

アシスタントエージェントは単方向（ワンウェイ）です。メインセッションがプロンプトを送ると、

アシスタントエージェントは作業を実行し、その結果をメインセッションに返します。この過程で、

アシスタントエージェント同士が相互に通信することはできません。並列で実行されても、各エー

ジェントは孤立した状態で作業を続けます。

エージェントチームは双方向（Two-way）です。チームメンバーは互いにメッセージをやり取りで

き、互いに作業を割り当て、共有されたタスクリストを共同で管理します。メインセッションを経

由せず、メンバー間で直接コミュニケーションが可能です。

[図 26-1] 補助エージェントとエージェントチームの通信構造比較：補助エージェントはメインセッ

ションとの単方向矢印のみが存在しますが、エージェントチームはメンバー間の双方向矢印と共有

タスクリストが存在します。

この構造的差異が生み出す結果は劇的です。

補助エージェント構造において「コードをリファクタリングし、検証コードを作成してください」

と依頼すると、メインセッションはリファクタリングエージェントと検証コード作成エージェント

にそれぞれ作業を指示します。両エージェントは独立して作業を完了し、各自の結果をメインセッ

ションに報告します。メインセッションが両結果を統合します。

問題は、リファクタリングエージェントが関数シグネチャを変更したにもかかわらず、検証コード

作成エージェントが元のシグネチャを基準に検証コードを作成している可能性がある点です。互い
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に会話できないため、こうした不一致を検知する手段がありません。

エージェントチームの構造では状況は異なります。リファクタリングエージェントが関数のシグネ

チャを変更すると、検証作成エージェントにメッセージを送ることができます。「この関数のシグ

ネチャが変更されましたので、ご参照ください」と。検証作成エージェントは変更されたシグネチャ

を反映して検証コードを作成します。QAエージェントが問題に気づいた場合は、該当のエージェン

トに直接修正を依頼します。中間にメインセッションを経由する必要はありません。

エージェントチームには、チームリード（Team Lead）の役割を果たすメインオーケストレーター

がいます。プロジェクトマネージャーに似た役割です。エージェントの生成、タスクリストの初期

化、全体の進捗状況のモニタリング、結果の品質確認を行います。ただし、すべての通信がこのオー

ケストレーターを経由するわけではありません。チームメンバーは必要に応じて直接通信します。

共有タスクリストと相互タスク割り当て

エージェントチームの協力を可能にする中核インフラは、共有タスクリスト（Shared Task List）

です。

メインオーケストレーターがエージェントチームを生成すると、まず行うのはタスクリストの構築

です。フロントエンド開発、バックエンドAPIの実装、検証コードの作成、QA検証などの項目が列

挙され、各項目に担当者が割り当てられます。

このタスクリストが「共有」される点が重要です。チームの全メンバーは、すべてのタスクリスト

を確認できます。自分の作業が完了したら、そのステータスを更新します。他のメンバーの進捗状

況も確認可能です。そして̶これが補助エージェントとの決定的な違いですが̶メンバーは他のメ

ンバーに新しいタスクを割り当てることもできます。

あるデモで、このメカニズムが鮮明に示されました。フロントエンド開発者とバックエンド開発者

がそれぞれの作業を完了し、成果物を QA エージェントに提出しました。QA エージェントがコー

ドを検証した結果、3 つの致命的な問題が発見されました。QA エージェントはこれらの問題をフロ

ントエンド開発者とバックエンド開発者に返送し、それぞれに修正作業を割り当てました。

2 人の開発者が修正を完了し、再度 QA エージェントに提出しました。2 回目の検証で、QA エージェ

ントは合格判定を下しました。3 つの致命的な問題はすべて解決されました。

[図 26-2] 共有タスクリストに基づくコラボレーションフロー：フロントエンド・バックエンド作

業完了 → QA エージェントによる検証 → 3 つの問題発見 → 各開発者への修正割り当て → 再検証

→ 合格

このプロセスにおいて、メインオーケストレータは全体のフローを監視しながらステータス更新を

提供しましたが、QA エージェントが開発者エージェントに対して修正を依頼するコミュニケーショ

ンは、直接行われました。メインオーケストレータを介さない、メンバー間の直接コミュニケーショ

ンです。

チームメンバーは「メッセージ送信ツール」を使用して互いにメッセージを送ります。プロンプト

で「作業が終わったらフロントエンド開発者にメッセージを送ってください」と指定すると、エー
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ジェントは該当するチームメンバーに直接メッセージを伝達します。

リファクタリングエージェントと検証作成エージェントの協働シナリオ

具体的なシナリオを通じて、エージェントチームの動作を追ってみましょう。

ユーザーがメインセッションに依頼します。「このモジュールをリファクタリングし、検証を追加

してください。」

メインセッションは依頼を分析します。リファクタリングと検証作成という二つの専門領域が必要

です。メインセッションは二つのエージェントを検索し、リファクタリングエージェントと検証作

成エージェントを見つけ出します。

補助エージェント方式では、以下のように進行します。メインセッションがリファクタリングエー

ジェントに「このモジュールをリファクタリングしてください」というプロンプトを送信します。

同時に検証作成エージェントには「このモジュールに対する検証を作成してください」というプロ

ンプトを送信します。両エージェントが並列で作業を行います。それぞれの結果がメインセッショ

ンに戻ってきます。メインセッションが両方の結果を統合します。

リファクタリングされたコードに合わせて検証を修正する必要があるかもしれません。この修正は

メインセッションが直接行うか、検証作成エージェントを再度呼び出す必要があります。

エージェントチーム方式では流れが異なります。メインオーケストレーターが「リファクタ＋検証」

チームを構成します。共有タスクリストが作成されます。

リファクタリングエージェントがまず作業を開始します。関数の抽出、変数名の変更、インターフェ

ースの整理などを行います。作業が完了すると、検証作成エージェントにメッセージを送信します。

「リファクタリングが完了しました。変更された関数のシグネチャは以下の通りです。」検証作成

エージェントはこの情報に基づいて検証を作成します。変更されたインターフェースを正確に反映

した検証が生成されます。

検証実行の結果、一部の検証が失敗した場合どうなるでしょうか？検証作成エージェントがリファ

クタリングエージェントにメッセージを送信できます。「この関数の戻り値の型がドキュメントと

異なります。確認してください。」リファクタリングエージェントが確認して修正します。再度検

証を実行します。この反復がチーム内で自律的に行われます。

[図 26-3] エージェントチームの協働シナリオ詳細フロー：リファクタリングエージェントの作業

→ 検証エージェントへ変更点の伝達 → 検証文書の作成 → 失敗時のリファクタリングエージェント

への修正意見のフィードバック → 修正 → 再検証 → 通過 → メインオーケストレーターへの完了報

告

T-Muxターミナルを使用すれば、このプロセスを視覚的に観察できます。画面が分割され、各エー

ジェントの作業過程がリアルタイムで表示されます。青いエージェントがコードをリファクタリン

グしている間、緑色のエージェントが待機しており、メッセージを受信した瞬間に検証作業を開始

する様子を直接見ることができます。必要に応じて、特定のエージェントに直接メッセージを送っ

て追加の指示を出すことも可能です。
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エージェントチーム構築時に考慮すべきアーキテクチャ原則

エージェントチームは強力ですが、誤って構成するとコストが高くなるだけで、結果として混乱し

た状況に陥る可能性があります。チームを構築する際に守るべき原則を整理します。

役割の明確化：各エージェントに固有の領域を付与する

チームの各エージェントは、独自のファイルと独自の成果物を持つべきです。複数のエージェント

が同じファイルを修正すると、互いの作業を上書きしてしまう危険性があります。フロントエンド

開発者はフロントエンドファイルのみ、バックエンド開発者はバックエンドファイルのみを修正す

るように、プロンプトで明確に指定してください。

成果物も具体的に定義する必要があります。「良いコードを書け」という指示は曖昧です。「REST

API エンドポイントを実装し、各エンドポイントの検証ファイルを/tests/フォルダに作成せよ」と

いう指示は明確です。エージェントに対して、何をどのように作成し、どこに保存すべきかを明確

に指示してください。

コミュニケーションプロトコル：誰が誰に、いつ話すかを設計する

エージェントが自由に会話できるからといって、コミュニケーション構造を設計する必要がないと

いう意味ではありません。プロンプトでコミュニケーションの流れを明示的に定義する方が、はる

かに優れた結果をもたらします。

「バックエンド開発が完了したら、フロントエンド開発者に API スペックを渡してください」「す

べての開発が完了したら、結果物を QA エージェントに送ってください」「QA で問題が発見され

たら、該当ファイルの担当エージェントに修正を依頼してください」といったように明示的に指定

することで、エージェントは依存関係を理解し、正しい順序で作業を進めることができます。

受信者を名前で指定することも重要です。「他のエージェントに送る」は曖昧ですが、「フロント

エンド開発者エージェントに送る」は正確です。

衝突防止：エージェント同士が互いに邪魔しないようにする

ファイルの所有権については既に触れました。その他にも、いくつかの衝突防止戦略があります。

権限の事前承認：エージェントが毎回権限確認のために作業を中断すると、全体のワークフローが

遅くなります。プロジェクト設定やローカル設定で特定の命令を事前に承認しておけば、中断なく

作業がスムーズに進みます。チームメンバーはメインセッションの権限を継承するため、メインセッ

ションでバイパスモードを設定すれば、すべてのチームメンバーが同じ権限を持つことになります。

計画承認モード：チームメンバーが作業を開始する前に計画を策定し、その計画をメインのオーケ

ストレーターが承認した後にのみ実行するように設定できます。初期段階ではユーザーが各計画を

直接承認する方式で始め、チームの運用に慣れれば、メインセッションに承認を委譲するのが実用

的です。チームメンバーの一人を計画のレビューと承認専任に割り当てる構成も可能です。
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正常終了 (Graceful Shutdown): 作業が完了すると、メインのオーケストレータが各チームメンバー

に終了リクエストを送信します。「作業を保存して終了してください」という指示です。チームメ

ンバーは、まだ進行中の作業がある場合、「まだ完了していません」と応答することができます。

すべてのチームメンバーが完了を確認した後に、チームは解散します。強制終了すると作業が整理

されずに残る可能性があるため、正常終了の手順を踏むことが安全です。

チーム規模とコスト

エージェントチームの各メンバーは独立したセッションを運営します。3人のエージェントがいれば

コストは約3倍になります。5人であれば5倍です。

推奨されるチーム規模は3名から5名です。10名以上の大規模なエージェントスウォームではコスト

が急激に増加し、調整の複雑さも比例して高まります。

[表 25-1] エージェントチームの適否を判断する基準

順次処理可能なタスクであれば、サブエージェントで十分です。エージェント間の通信が必要ない

場合は、サブエージェントの方が優れています。同じファイルを複数のエージェントが修正する必

要がある場合は、エージェントチームであってもサブエージェントであっても、構造を再設計する

必要があります。

エージェントチームの設定方法

エージェントチームは実験的機能であり、デフォルトでは無効化されています。有効化するには、

プロジェクトの .claude/settings.local.json に環境変数を追加する必要があります。Claude Code

公式ドキュメントのエージェントチームページから該当する JSON をコピーし、設定ファイルに貼

り付けるだけです。

エージェントチームを呼び出すプロンプトの構造は、以下のパターンに従います。

1. 目標の設定: チーム全体が達成すべき目標を明示します。チームメンバーは起動時に何のコンテ

キストも持たないため、メインセッションが目標を明確に伝える必要があります。2. チームの構成:

「3 人のメンバーで構成されるチームをソネットモデルで作成してください」のように、チーム規

模とモデルを指定します。3. 役割の定義: 各メンバーの役割、担当領域、コミュニケーション対象

を具体的に記述します。4.

最終成果物の定義：メインセッションがチーム作業の結果として受け取る最終成果物を明示します。

[図 26-4] エージェントチームのプロンプト構造：目標→チーム構成→役割ごとの指示（コミュニ

ケーション対象を含む）→最終成果物の定義

T-Muxターミナルでエージェントチームを実行すると、分割画面で各エージェントの作業をリアル

タイムで観察できます。誤った方向に進んでいるエージェントを早期に発見して終了できるため、

不要なコストの浪費を防げます。IDE拡張プログラムではエージェントの内部思考プロセスを詳細に

確認できないため、複雑なエージェントチームの作業にはT-Mux環境がより適しています。
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補助エージェントは、メインセッションの指示のもとで独立して作業する専門家です。エージェン

トチームは、共有された目標に向かって対話し協力するチームです。どちらも強力なツールですが、

適用される文脈は異なります。迅速かつ効率的な委任が必要な場合は補助エージェントを、複雑な

相互依存性と高い品質が求められる場合はエージェントチームを選択します。

この2つの構造を状況に応じて組み合わせることが、Claude Codeの運用者の力量であり、スキルと

エージェントを織り交ぜてワークフローを設計する次の段階へと進む基盤となります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第27章 初級ハックのコツ10選

第8部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

初めて触れる速度の差

ターミナルで Claude Code を初めて開いた日を思い出してみましょう。カーソルが点滅する黒い画

面の前で、何を入力すべきか分からず、しばらく立ち止まっていたあの瞬間。プロンプトを一行入

力して結果を確認し、修正し、また修正する。数時間が過ぎても、望む結果は得られませんでした。

しかし、同じツールを使う別の人は、驚くほど速く結果を導き出しています。

使っているツールが違うわけではありません。いくつかの習慣が異なるだけです。

この章で紹介する十のヒントは、Claude Code を初めて触れる人が最初に習得すべき基本です。一

つ一つは小さな習慣ですが、これらが積み重なると、作業の速度と結果の質が明らかに変わります。

ヒント 1. /init でプロジェクトを初期化する

すでにファイルが含まれているプロジェクトフォルダをClaude Codeで開いたとしましょう。まず

最初に行うべきは、/init コマンドを入力することです。

このコマンドを実行すると、Claude Code はプロジェクト全体をスキャンします。フォルダ構造、

ファイル一覧、コード規約を把握した上で、自動的に claude.md ファイルを生成します。このファ

イルはプロジェクトのチートシート（cheat sheet）のようなもので、アーキテクチャがどのように

構成されているか、主要なファイルは何か、どのようなルールに従っているかが整理されています。

/init を実行しておけば、毎回プロジェクトの説明を繰り返す必要はありません。Claude がすでに

文脈を把握しているためです。

新しいプロジェクトを最初から始める場合は、プロジェクトの目標、技術スタック（tech stack）、

主要なルールなどを直接説明しながら、claude.md ファイルを一緒に作成すればよいでしょう。こ

のファイルがしっかり整っているほど、その後のすべての作業がスムーズになります。

ヒント 2. ステータスライン（Status Line）の設定

コーディングに没頭していると、現在どれほどのコンテキストを消費しているかを忘れがちです。

作業中にふと確認したらコンテキストウィンドウがほぼ満杯になっていたという経験は、誰にでも

一度はあるでしょう。

ターミナルで「/statusline」と入力し、どのような情報を表示したいか指定すると、Claude Code

がターミナル下部に小さなダッシュボードを作成します。現在使用中のモデル名、コンテキスト使
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用率、コストなどをリアルタイムで表示できます。

ステータスバーの真の価値は、コンテキストの枯渇を事前に検知できる点にあります。コンテキス

トが残り少ないのに気づかずに作業を続けると、Claude の応答品質が急激に低下します。ステータ

スバーがあれば、そのような事態になる前に備えることができます。小さなスクリプト一つが、セッ

ション全体の品質を左右するのです。

ヒント3. 音声入力「/voice」の活用

キーボードで長いプロンプトを入力するのは、想像以上に時間がかかります。頭の中には具体的な

要件があるのに、それを文章化する過程で肝心な部分が抜け落ちてしまうこともあります。

Claude Code には、ネイティブ音声入力コマンドである「/voice」が搭載されています。ターミナ

ルに直接口頭で指示を出すことができます。「この関数のエラー処理を改善してください」と口に

出して言うだけで、そのままプロンプトとして機能します。

音声入力の利点は速度だけではありません。口頭で説明する際には、自然と文脈や意図が伝わりま

す。タイピング時に無意識に省略されがちな説明も、音声では豊かになります。その結果、Claude

は意図をより正確に把握できるようになります。

専用の音声入力アプリを活用するのも優れた方法です。OS やサードパーティ製アプリを通じてどこ

でも音声でテキストを入力できるため、Claude Code だけでなく他の作業でも効率が向上します。

ヒント 4. コンテキストを小さく保つ

「多く入れれば多く理解するだろう」という考えは自然ですが、Claude Code ではむしろ逆効果と

なります。

コードベース全体を会話に流し込まないでください。現在作業に必要な情報だけを提示すべきです。

大きな課題は小さなステップに分割し、各ステップでは該当部分のコードと文脈のみを伝達します。

コンテキストウィンドウ内のノイズが減るほど、Claudeの性能は向上します。これは人間も同様で

す。会議室で十の議題を同時に議論すれば、どれ一つとして結論に至りません。一度に一つに集中

することで、深い成果が得られます。

ヒント5. /contextコマンドでモデルが消費するトークンの内訳を診断する

コンテキストを小さく保つよう言いましたが、いったい何がモデルのトークンを消費しているのか、

どうやって把握すればよいのでしょうか？

/contextコマンドを使用します。このコマンドは、現在のセッションでモデルが消費するトークン

の内訳をパーセンテージで表示します。システムプロンプト、ファイル内容、MCP接続サーバー定

義がそれぞれどの程度の割合を占めているかが一目でわかります。

セッションが重く感じられたり、応答が遅くなったり、品質が低下したりする場合は、/context を

実行してみてください。予期せぬ場所でモデルが大量のトークンを消費しているケースが多々あり

ます。原因を特定できれば、構造を再編して余裕を確保できます。
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この診断習慣は、ヒント4の「コンテキストを小さく保つ」という原則とセットになっています。原

則を知っていても、現在の状態を測定できなければ実践は難しいからです。

ヒント6. 60%圧縮ルールとタスク間の初期化

コンテキストの使用量が60%付近に達したら、/compact コマンドを実行するタイミングです。

このコマンドは会話履歴を圧縮します。重要な情報は保持しつつ、不要な部分をフィルタリングす

る仕組みです。圧縮後も作業を継続できるため、会話を最初からやり直す必要はありません。

ここで役立つテクニックがあります。/compact を実行する際、保持する内容を明示的に指定でき

るのです。例えば「/compact ただし、API 連携の決定事項とデータベーススキーマは維持してく

ださい」と入力すると、Claude はそれ以外を削減しつつ、指定した情報はそのまま残します。

全く異なる作業に切り替える際は /clear を使用します。これは会話履歴を完全にクリアし、新しい

セッションのように始めるためのものです。claude.md ファイルやプロジェクトファイルはそのま

ま残るため、ゼロから始めるのとは異なります。作業の性質が変わるたびに /clear でリセットする

習慣をつけると、以前の作業の残存コンテキストが新しい作業を汚染するのを防げます。

ヒント 7. 計画モード（Plan Mode）を優先

Shift+Tab を押すと、Claude Code のモードを切り替えられます。その中の計画モードは、Claude

がコードを読み込んで調査はできるものの、一切修正を行わないモードです。

これには重要な理由があります。

計画モードでは、Claude は作業計画を立てます。どのファイルを修正すべきか、どの順序で取り組

むか、追加で確認すべき点は何かを整理します。必要に応じて、不明確な点について質問を投げか

けることもあります。

このプロセスを経て計画モードを解除し実行を指示すると、Claude が誤った方向へコードを修正し

て元に戻す回数が劇的に減ります。計画なしにいきなりコーディングに飛び込むのと、設計を先に

済ませてからコーディングに入るのとでは大きな違いがあります。人間であれ AI であれ、その原理

は同じです。

ヒント 8: エージェントをジュニア開発者として扱う

「この機能を実装して」と直接命令するのと、「ユーザー離脱率を減らすにはどのようなアプロー

チが適切でしょうか？」と問題を投げかけるのとでは、その差は想像以上に大きいです。

Claude に具体的な命令だけを下せば、Claude は言われた通りに実行するだけです。しかし、問題

を投げかければ、Claude は自ら推論し、複数の選択肢を比較し、なぜ特定のアプローチを選んだの

かを説明します。

このプロセスには2つの利点があります。まず、クロードが自らの論理を構築してからコードを作成

するため、成果物の品質が向上します。また、クロードの推論を検討する過程で、私たちが気づか

なかった考慮事項を発見できることもあります。
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ジュニア開発者に仕事を任せる場面を想像してみてください。「こうして」と指示するだけでは、

その人は成長しません。「この問題をどのように解決すればよいでしょうか」と問いかければ、彼

らは考え、その考えを検証してあげることができます。クロードも同様です。考える機会を与えれ

ば、より良い結果を生み出します。

ヒント9：質問誘導プロンプティング（Question-Driven Prompting）

計画モードではクロードが自ら質問を投げかけることもありますが、これをより積極的に活用する

方法があります。

プロンプトに次のような指示を追加します。「私が望むものと、あなたが行うべきことを95%確信

するまで、続けて質問してください」。これにより、クロードは曖昧な点を一つずつ確認していき

ます。ターゲットユーザーは誰か、エラー発生時にどのような行動を期待するか、性能基準は何か。

私たちが明示し忘れた要件が、質問を通じて明らかになります。

この整列プロセスがなければどうなるでしょうか。クロードは独自に仮定を立てて作業を進めます。

結果を受け取ると、意図と異なる箇所が三、四カ所見つかります。修正を依頼し、また修正し、こ

の往復が三回繰り返されるだけで、コンテキストは急速に枯渇してしまいます。

質問誘導プロンプティングは、この往復コストを事前に防ぎます。最初に5分を投資して要件を明確

にすれば、その後の30分を節約できます。

ヒント10. ToDoリストに自己検証を挿入する

Claude Codeは作業を開始する際、ToDoリストを作成します。このリストに検証ステップを直接組

み込むことが、10番目のヒントです。

例えばウェブサイトを構築する作業であれば、ToDoリストは次のように構成できます。

1. ウェブサイトのレイアウトを実装する 2. ウェブサイトのスクリーンショットを撮り、レイアウ

トが意図通りになっているか確認する 3. Chrome DevTools を開いて機能にエラーがないか点検す

る 4. レスポンシブデザインがモバイル端末でも正常に動作するか確認する 5. 確認結果を反映して

修正する

これにより、クロードは何かを生成してすぐに私たちに渡すのではなく、自ら作成したものを検証

し、問題が発見されれば修正した後に結果を示すようになります。

もう一つ追加のテクニックがあります。「次のタスクに進む前に、現在の項目が95%完成したと確

信するまで繰り返し指示する」というものです。AIが一度で完璧な結果を出すのは難しいですが、

自己検証ループを回すことで、60%の成果物が90%まで向上します。この差が積み重れば、プロジェ

クト全体の完成度は明らかに異なります。

小さな習慣が作る大きな違い

10のヒントを一つずつ振り返りました。/initで始め、ステータスバーで現状を把握し、音声で素早

く指示し、コンテキストを軽く保ち、診断して圧縮し、計画を先に立て、問題を投げかけ、質問を
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誘発し、検証を自動化すること。いずれも複雑な技術ではありません。ただの習慣です。

この基礎が体に染み付けば、次の段階へ進む準備が整ったことになります。補助エージェントを活

用した並列処理、カスタムスキルファイルの作成、コスト最適化など、より洗練された技法が待っ

ています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第28章 中級ハックのコツ10選

第8部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

速度から戦略へ

初級テクニック十選を習得した後、Claude Code を使うパターンが変化し始めます。/init は反射的

に実行し、コンテキストを意識し、計画モードでまず設計する習慣が身につきます。しかしある時、

壁にぶつかります。一人で一つのセッションで一つの作業を処理するだけでは、速度に限界があり

ます。

中級テクニックは、この限界を突破するための戦略です。複数のエージェントを同時に動かす方法、

反復作業の自動化、コスト最適化の方法を扱います。

ヒント 11. 補助エージェント（Subagent）による並列作業の委任

一人が調査、コーディング、検証を順次行うのと、三人がそれぞれを並行して行うのとでは、結果

が出る速度は比較になりません。

Claude Code では、複雑なタスクを実行する際、プロンプトに「補助エージェントを活用する」と

いう指示を含めることができます。メインセッションがタスクを分析した後、独立した複数の補助

エージェントを生成します。各補助エージェントは独自のコンテキストウィンドウを持ち、独自の

モデルを使用できます。

あるエージェントはリサーチを、別のエージェントは検証コードの作成を、さらに別の実行エージェ

ントは代替アプローチの探索を担当します。これらすべての作業が並行して進行します。タスク完

了後、各補助エージェントが結果をメインエージェントに報告します。メインスレッドは整理され

た状態を維持しながら、実際には複数の開発者がチームとして連携しているのと同じ効果を得られ

ます。

ヒント 12. カスタムスキルファイルの作成

同じ種類の作業を繰り返すたびにプロンプトを再作成している場合は、カスタムスキルファイルが

必要です。

.claude/skills/ ディレクトリ内に Markdown ファイルを作成しておきます。例えば、

techdebt.md というファイルに技術的負債の点検手順を詳細に記載しておけば、以後は「技術的負

債の点検を」と指示するだけで、そのワークフローが実行されます。
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codereview.md にコードレビューの基準をまとめておけば、毎回基準を説明する必要がなく、一貫

した品質のレビューが可能になります。

スキルファイルの真の力はチーム共有にあります。これらのファイルを GitHub にコミットすれば、

チーム全体が同じワークフローを利用できます。人によってバラバラだったコードレビューやデプ

ロイ前のチェックが、スキルファイル一つで標準化されます。これは会社の SOP（標準作業手順書）

を自動化するのと変わりません。

ヒント 13. ハイキューモデルで補助エージェントのコストを削減

補助エージェントを積極的に活用し始めると、コストが気になってきます。ここで一つの戦略があ

ります。

補助エージェントに任せる作業が大量のテキストを読み込んで核心だけを抽出するものであるなら、

オパス級のモデルを使う必要はありません。ハイキューのように軽量で安価なモデルを指定すれば

よいのです。

具体的な例を見てみましょう。数十本の論文を読み、要約しなければならないリサーチ作業があり

ます。数十万のモデルが処理する文章の断片を扱う必要があります。この作業をオペスに任せる場

合、コストは相当なものになります。しかし、補助エージェントをハイキューに設定すれば、コス

トは劇的に削減されます。補助エージェントが読み取り、選別した核心的な要約のみがメインエー

ジェント（オペス）に伝達されるため、品質が重要な最終分析段階には依然として強力なモデルが

投入されます。

コストが負担になると補助エージェントの活用自体を放棄するのはもったいないです。モデル選択

を戦略的に行えば、コストをコントロールしながら並列作業のメリットを享受できます。

ヒント14. claude.mdの継続的な更新

claude.mdファイルは生きた文書です。プロジェクトが進行するにつれて新しいパターンが発見さ

れ、予期せぬ罠が明らかになり、ルールが追加されます。こうした発見があるたびに、claude.md

に反映させる必要があります。

クロードに直接指示を出すことができます。「今発見したパターンをclaude.mdに記録してくださ

い。」次のセッションでは、クロードはすでにその教訓を知っています。同じミスを繰り返すこと

なく、プロジェクトへの理解が深まっていきます。

ただし、注意すべき点があります。claude.md はシステムプロンプトのように機能します。このファ

イルの内容はすべての会話で読み込まれ、その分だけコンテキストウィンドウを占有します。その

ため、このファイルは150行から200行以内に保つことをお勧めします。情報を追加し続けるだけ

でファイルが肥大化し、実際の会話で使えるコンテキストが不足してしまいます。

新しい情報を追加する際は、古くなったり重要性が低くなったりした情報を同時に整理してくださ

い。このバランスが claude.md の品質を決定します。

ヒント15. claude.md から外部ファイルへのルーティング
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claude.md を150行から200行に保つようお伝えしましたが、プロジェクトに必要な情報はそれよ

りもはるかに多い場合があります。スタイルガイド、ビジネスの文脈、参照ドキュメント、API仕様

などです。これらすべてを claude.md に含めると、ファイルはすぐに破綻してしまいます。

解決策はルーティングです。claude.md には各情報がどこにあるかだけを記載します。「スタイル

ガイドは /docs/style-guide.md を参照」「API仕様は /docs/api-spec.md を参照」のようにしま

す。Claude は必要に応じて該当ファイルを見つけ、読み込みます。

この方式の利点は明白です。claude.md が軽量化されるため、コンテキストの浪費が減少します。

同時に、クロードがアクセスできる情報の総量はむしろ増加します。システムプロンプトにすべて

のプロジェクト状態を記述する必要はありません。その状態が記録されたファイルの場所を知らせ

るだけで十分です。

ヒント 16. 間違った方向への即時脱出（エスケープ）

クロードが応答を生成している最中に、方向が間違っていることが目に見える場合があります。要

求されていないライブラリのインストールを試みたり、全く異なるアプローチでコードの作成を始

めてしまったりする時です。

その時は最後まで待たないでください。Escape キーを押すと、生成が即座に停止します。

間違った方向に進むほど、消費されるモデルのトークンは浪費です。すでに書かれたトークンは取

り消すことができず、誤った文脈がコンテキストに蓄積すると、その後の応答にも影響を及ぼしま

す。早く切断して方向を修正し、再度プロンプトを送る方が、全体としてはるかに経済的です。

「最後で直せるかもしれない」という期待で待つことは、ほとんどが時間とモデルが生成したテキ

ストの二重の損失で終わります。舵取りは速いほど良いものです。

ヒント17. 出力に対して攻撃的な修正意見を伝える

Claudeが提示した結果が「まあまあ」のレベルであれば、そのまま受け入れないでください。

「これは不十分です。全く異なるアプローチでやり直してください」「この部分は冗長すぎます。

より簡潔で洗練された表現に変えてください」このように高い基準を明確に要求すると、Claudeは

驚くほど異なる結果を返すことがよくあります。

2回目の試行でより良い結果が出る理由は明白です。最初の結果に対する修正意見が「やってはいけ

ないこと」を明確に示すためです。Claudeはこれでどの方向に進んではいけないかを理解し、別の

道を探求します。

ここでもう一歩進めることができます。改善された結果が出たら、その改善ポイントをclaude.md

やスキルファイルに記録するよう指示してください。「このミスを二度と繰り返さないように更新

してください」といった具合です。同じようなミスの繰り返しを構造的に防ぐことができます。

ヒント18. /rewindで素早く巻き戻し
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Escapeキーで生成を中止するのは、まだ進行中の応答を停止するだけです。しかし、すでに完了し

た応答に問題があった場合はどうでしょうか？すでにClaudeがファイルを修正し、会話が進行した

後に「あ、3ステップ前の方が良かった」と気づいた場合はどうでしょうか？

/rewindコマンドがこの状況を解決します。会話の以前の時点に戻ることができます。セッションを

最初からやり直す必要はありません。間違えた時点まで巻き戻し、そこから別の方向に進めばよい

のです。

/rewindはEscapeと併用すると強力な組み合わせになります。進行中の間違いはEscapeで止め、す

でに過ぎ去った間違いは/rewindで巻き戻します。この2つの手段があれば、Claude Codeセッショ

ンで取り返しのつかないミスは事実上ありません。

ヒント19: フック（Hooks）通知の設定

Claude Codeのセッションを複数同時に実行し始めると、新たな問題が生じます。どのセッション

が終了したのか、どのセッションがあなたの入力待ちになっているのかを把握することが難しくな

ります。

「/hooks」コマンドを使用すると、通知フックを設定できます。自然言語で指示することも可能で

す。「このセッションが終了したら、通知音を鳴らしてください」といった具合です。Claude

Codeがタスクを完了した際にシステム通知が鳴るように設定するものです。

このように設定しておけば、タスクが完了するまでターミナルを見つめ続ける必要はありません。

他の作業をしている間に通知が鳴れば、それに応じて戻って結果を確認し、次の指示を出せばよい

のです。

15のセッションを同時に実行していると想像してみてください。通知がなければ、どれが終了した

かを確認するためにターミナルを一つずつ切り替える必要があります。しかし、通知があれば「叮」

という音が鳴る場所へ行くだけで済みます。一見些細に思えるかもしれませんが、複数セッション

の運用においては必須の設定です。

ヒント20: スクリーンショットを活用した視覚的自己チェック

クロードは画像も認識できます。テキストのみを処理するのではなく、画像を分析できることを意

味します。

この能力を最も効果的に活用する方法は、視覚的自己チェックループ（self-check loop）を構築す

ることです。ウェブサイトを構築する作業であれば、以下のような流れを組むことができます。

1. ウェブサイトデザインの実装 2. スクリーンショットの撮影 3. スクリーンショットを分析してレ

イアウトの問題を特定 4. 問題の修正 5. 再度スクリーンショットを撮影・分析

このループを3回ほど繰り返した後に最初のバージョン（V1）を表示するように設定すれば、自己

チェックなしで即座に出力されるV1とは完成度に明確な差が生じます。
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スクリーンショットの活用はウェブデザインに限定されません。エラーメッセージ画面を撮影して

示したり、参考にしたい他サイトのデザインを撮影してインスピレーションの源としたりすること

もできます。テキストでは説明が難しい視覚的情報を伝えるには、スクリーンショットが最も効率

的な手段です。

基本の上に戦略を積み重ねる

中級者向けのヒント十選をご紹介しました。これらのヒントに共通するのは、「一人で一つずつ」

という限界を越える戦略である点です。補助エージェントによる並列化、スキルファイルによる自

動化、モデル選択によるコスト最適化、フックによる複数セッションの管理、修正意見と巻き戻し

による品質向上がその具体例です。

これらの戦略に習熟すれば、さらに一歩を進める準備が整います。ブラウザの自動化、MCP 接続サー

バーの連携、エージェントが自らエージェントを生成する高度な技法が、次のステップとして待っ

ています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第29章 上級ハックのコツ7選

第8部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

限界に挑む人々

ターミナルが5つ同時に開かれています。左側のモニターでは3つのClaude Codeセッションがそれ

ぞれ異なる機能を作成しており、右側のモニターではブラウザが自動的に開き、直近で作成された

Webアプリのフォームに入力してボタンを押しています。通知音が鳴るたびに完了したセッション

を確認し、次の作業を割り当てます。

これはSFの話ではありません。Claude Codeの高度な機能を組み合わせることで、実際に実現可能

な作業方法です。本章で取り上げる7つのヒントは、Claude Codeを極限まで活用したい人々向けで

す。

ヒント21. Chrome DevToolsによる機能検証

スクリーンショットは視覚的な問題を捉えます。しかし、ボタンを押した際に実際に動作するか、

フォーム送信が正常に処理されるかは、スクリーンショットだけでは判断できません。

Claude Code は、Chrome 開発者ツールを直接活用できます。ブラウザを開き、アプリと対話し、

コンソールエラーを確認し、ネットワークリクエストが正常に送受信されているか検証します。

これはスクリーンショットループの拡張です。スクリーンショットが「目で見る検査」であるなら、

DevTools の活用は「手で触れる検査」です。フロントエンド作業においてこれら 2 つを組み合わ

せることで、Claude が生成した成果物の視覚的な完成度と機能的な安定性を同時に確保できます。

もう一点。DevTools による検証は、明示的な API がないサービスと連携する際にも役立ちます。

ログイン状態のブラウザを通じてデータを読み込んだり、フォームに入力したり、ボタンをクリッ

クしたりする作業を Claude に任せることが可能です。

ヒント 22. MCP 接続サーバーのチェーン（Chaining）

MCP（Model Context Protocol）サーバーは、Claude Code に外部機能を接続するための強力な手

段です。Notion MCP を接続すれば Notion データベースの読み書きが可能になり、GitHub MCP を

接続すればプルリクエストの管理が行えます。

しかし、MCP 接続サーバーを 1 つだけ使用する理由はありません。複数の MCP 接続サーバーを同

時に接続すれば、Claude は異なるサービスを行き来しながら作業を行います。Notion で企画文書

を読み、その内容を基に GitHub にイシューを作成し、Google カレンダーに締切日を登録する一連
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の流れが、一つのセッション内で完結します。

ただし、注意すべき点があります。各 MCP 接続サーバーのツール定義（tool definition）は、コン

テキストウィンドウに読み込まれます。サーバーを多く接続するほど、基本モデルが消費するトー

クン数が増加します。現在作業に必要なサーバーのみを有効化し、使用しないサーバーは非有効化

する管理が必要です。

前述のヒント 5 で学んだ「/context」コマンドを使用すれば、各 MCP 接続サーバーがモデルのトー

クンをどれだけ消費しているかを確認できます。

すべての MCP を接続しておくことが万能ではありません。プロジェクトで実際に必要なのは数種類

の機能だけである場合、MCP を使用するよりも、直接 API エンドポイントをハードコーディングす

る方が、トークン効率の観点から優れている可能性があります。状況に応じた判断が必要です。

ヒント 23. エージェントにエージェントを作らせる

補助エージェントは、メインエージェントが作業を委任する対象です。しかし、さらに一歩進める

ことができます。Claude に「この作業を遂行するエージェントを設計してください」と指示するの

です。

これは作業を委任するのではなく、作業を遂行する体系そのものを設計させることです。Claude が

エージェントの役割分担、使用するモデル、実行順序、検証方法を定め、その設計に基づいてエー

ジェントを生成します。

エージェントチーム（Agent Teams）機能を使えば、このアプローチはより効果的です。通常の補

助エージェントは互いに通信できません。それぞれが独立して作業し、結果をメインに報告するだ

けです。エージェントチームは異なります。チーム内のエージェントは作業リストを共有し、互い

にコミュニケーションを取り、相手の完了状況を認識します。他のエージェントに作業を割り当て

ることも可能です。

コストは増え、実行時間も長くなります。しかし、大規模なプロジェクトでははるかに凝集性のあ

る成果物が得られます。エージェントがそれぞれ異なる方向を見て作成したコード断片を無理やり

結合するのと、エージェントが互いに調整しながら作成したコードを統合するのでは、結果の一貫

性が異なります。

ヒント 24. 複数の Claude Code セッションを同時に運用する

1 つのプロジェクトフォルダで複数のターミナルを開き、それぞれで Claude Code を実行すると、

同じファイルを同時に編集して競合が発生するリスクがあります。

Git Worktree と組み合わせることで、この問題は解決します。各セッションが独立したブランチと

ディレクトリで動作するため、互いに干渉しません。Claude Code では --worktree フラグを使用

して、簡単にワークツリーを作成できます。

これにより、3 つの独立した作業空間が作成され、それぞれで Claude Code のセッションが稼働し

ます。4 つや 5 つを同時に実行することも可能です。作業が完了したら、各ブランチをメインブラ
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ンチにマージするだけです。

この手法を極限まで追求する人もいます。Claude Code の主要開発者の一人は、ターミナルで常に

5 つのエージェントを稼働させ、ウェブ上でもさらに 10 程度を運用しているそうです。

ヒント 25. カスタムスラッシュコマンドの作成

Claude Code の基本スラッシュコマンド（/init、/compact、/rewind など）以外にも、独自の命

令を作成できます。

スキルファイルに似ていますが、スラッシュコマンドはより直接的な呼び出し方法を提供します。

頻繁に実行するワークフローを一つの命令にまとめ、一行の入力で複雑な手順を開始できます。

例えば、/deploy-check というカスタム命令を作成したとしましょう。この命令一つで、検証実行、

リンティング検査、ビルド確認、ステージング環境へのデプロイまでを順次実行するように構成で

きます。毎回「検証を実行し、リンティングを確認し、ビルドを試みて...」とタイピングする代わ

りに、/deploy-check と一行入力するだけです。

チーム全体で使用するカスタム命令を作成すれば、ワークフローの標準化に貢献します。新規メン

バーが参加しても「これらの命令を使えばよい」と案内するだけで、熟練したメンバーと同じ品質

の作業フローをすぐに開始できます。

ヒント 26. ブラウザの自動化

Chrome DevTools を用いた機能検証の一歩先へ進めば、本格的なブラウザ自動化の領域へと足を踏

み入れることになります。

Claude はブラウザを開き、ウェブサイトを探索し、フォームに入力し、ボタンをクリックし、デー

タを読み取ります。明示的な API が提供されていないサービスからのデータ収集や、反復的な

Web 作業の自動化に活用できます。

参考となるウェブサイトのデザインを取得することも可能です。気に入ったサイトのスクリーンショ

ットを撮るか、HTML スタイルを抽出して Claude に渡せば、そのデザインパターンを再現します。

もちろん、そのままコピーするのではなく、インスピレーションの源として活用し、独自の要素を

加えることが望ましいでしょう。

ブラウザ自動化の範囲は広範です。ただし、すでにログインした状態での探索、クリック、入力な

どの作業が最も安定しています。自動化の範囲を定める際は、どこまでを Claude に任せ、どこか

ら人間が介入するかを事前に定めておくのが良いでしょう。

ヒント 27. セキュリティの注意点：API キーの管理

高度な機能を積極的に活用するほど、セキュリティの重要性は高まります。MCP 接続サーバーを複

数接続したり、ブラウザ自動化を行ったり、マルチセッションを実行したりすれば、それだけ API

キーや認証情報が複数の場所に露出するリスクが高まります。

いくつかの原則を守る必要があります。
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API キーをコードに直接記述してはいけません。環境変数や.env ファイルを通じて管理します。.

env ファイルは必ず.gitignore に追加し、GitHub にアップロードされないようにしてください。一

度でもコミット履歴に含まれてしまったキーは既に漏洩したとみなし、直ちに再発行する必要があ

ります。

Claude Code のセッションにおいても同様です。API キーを含むレスポンスを Claude が生成した

場合、その内容はコンテキストに残ります。可能な限りキー値自体が会話に登場しないよう、構造

を設計する必要があります。

VS Code 拡張機能や MCP 接続サーバーのインストール時にも、セキュリティ検証が必要です。開

発者の身元、アウトバウンドネットワーク呼び出しの有無、データ収集の有無、シェルコマンド実

行の可否などを事前に確認してください。確認せずにインストールし、クレデンシャルが外部に漏

洩すれば、取り返しのつかない事態を招きます。

道具の深さを理解する人

上級テクニック七選は、Claude Code という道具の深さを示すものです。ブラウザを制御し、エー

ジェントにエージェントを設計させ、数十のセッションを同時に管理しながらもセキュリティを失

わないこと。これが道具を適切に活用するレベルです。

これらの技法を安全に使用するには、Git ワークツリーの動作原理と Claude Code の権限設定体系

を理解する必要があります。並列作業の安全網となるワークツリー、そして自律性と制御のバラン

スを保つ権限設定がその基盤です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発



149

第30章 Gitワークツリー: 安全な並列開発の秘訣

第8部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

緊急の電話

新しい決済機能の開発中です。コードの半分ほど記述したところで、Slack の通知が鳴りました。

運用サーバーでログインバグが発生したという緊急報告です。今すぐ修正する必要があります。

問題は、現在作業中のコードがまだ完成していないことです。コミットするには未完成ですが、変

更点を捨てることもできません。緊急修正のためにブランチを切り替えるには、現在の作業をどこ

かに一時保存する必要があります。git stash で保存し、ブランチを切り替え、修正し、再び元のブ

ランチに戻って stash を取り出す……これは複雑です。ミスが入り込む余地が至る所にあります。

Git Worktree はこの状況を根本的に解決します。

ワークツリーとは何か

Git の基本構造では、1 つのリポジトリは 1 つの作業ディレクトリに紐付いています。そのディレ

クトリ内では、一度に 1 つのブランチしかチェックアウトできません。別のブランチで作業するに

は、現在のブランチの変更を整理した上でブランチを切り替える必要があります。

ワークツリーはこの制約を打破します。1 つのリポジトリ内で複数のブランチを同時にチェックア

ウトできます。各ブランチは別々のフォルダに存在します。

例えてみましょう。従来の方式は机が 1 つしかない事務所のようなものです。プロジェクト A の書

類を広げて作業している最中にプロジェクト B を行う必要が生じれば、A の書類をすべて片付けて

から B の書類を取り出す必要があります。一方、ワークツリーは机を複数設置するものです。A の

書類は最初の机にそのまま広げたままにし、2 つ目の机で B の作業を行います。各机は独立してい

ますが、同じ事務所（リポジトリ）内にあります。

ワークツリーの基本的な使い方

ワークツリーを作成する Git コマンドは簡潔です。

このコマンドは、現在のリポジトリから hotfix/login-bug というブランチを ../hotfix-login 経路に

新しい作業ディレクトリとしてチェックアウトします。既存の作業ディレクトリには影響を与えま

せん。

これで 2 つのフォルダが用意されます。元のフォルダには開発中の決済機能のコードがそのまま残っ

ており、新しいフォルダには緊急修正用のブランチがクリーンにチェックアウトされています。2
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つのフォルダを行き来して作業でき、互いのファイルに影響を及ぼすことはありません。

ワークツリーのリストを確認するには:

作業が完了したワークツリーを削除するには:

実際にはフォルダごとコピーするわけではないため、ディスク使用量も効率的です。Git の内部デー

タ（.git ディレクトリ）は共有され、各ワークツリーには対応するブランチのファイルのみがチェッ

クアウトされます。

Claude Code のネイティブワークツリーサポート

Claude Code は Git ワークツリーをネイティブでサポートしています。Git コマンドを手動で入力す

る必要はありません。

この一行で、Claude Code が自動的にワークツリーを作成し、新しいブランチを作成して、そのワー

クツリー内で Claude Code セッションを開始します。Git ワークツリーの複雑なコマンド体系を知

らなくても、ワークツリーの利点をそのまま享受できます。

もちろん、詳細な制御が必要な場合は、Git コマンドを直接使用することも可能です。Claude

Code のネイティブサポートは利便性のためのものであり、Git の機能を制限するものではありませ

ん。状況に応じて両方の方法を組み合わせて使用すればよいのです。

複数セッションの運用：実戦シナリオ

ワークツリーの真価は、Claude Code と組み合わせたときに発揮されます。各ワークツリーで独立

した Claude Code セッションを実行できるからです。

具体的なシナリオを描いてみましょう。

状況：電子商取引プラットフォームの開発中です。3 つの作業を同時に実行する必要があります。

実行手順：

ターミナル A で：

「ウィッシュリスト機能を実装してください。ユーザーが商品を追加・削除でき、リストを共有で

きる必要があります。」

ターミナルBで:

「決済ページUIをモバイルファーストで再設計してください。現在のデザインのスクリーンショッ

トを参考にしてください。」

ターミナルCで:

「カート内の数量変更時に合計金額が更新されないバグを修正してください。」
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3 つのセッションが同時に動作します。各セッションは自身のワークツリー内でのみファイルを修

正するため、競合は発生しません。緊急修正が先に完了すれば、そのブランチをメインにマージし、

残りの機能開発は継続します。

機能開発と緊急修正の並行処理

上記のシナリオにおける核心は、緊急修正が既存の開発作業を妨げない点にあります。

ワークツリーがなければどうなっていたでしょうか？ウィッシュリスト機能を半ばで中断し、変更

をスタッシュするか未完了のコミットを作成し、ブランチを切り替え、バグを修正し、再び元のブ

ランチに戻ってスタッシュを復元する必要があります。この過程でスタッシュの競合が発生したり、

未完了のコミットが履歴を汚したりする可能性があります。

ワークツリーでは、こうした手間は一切不要です。ウィッシュリストの作業はその場に残ったまま

です。新しいターミナルを開き、新しいワークツリーでバグを修正します。完了したらワークツリー

を削除します。ウィッシュリストの作業に戻る際、復元する必要も、切り替える必要もありません。

元のターミナルでそのまま続行すればよいのです。

この安全性は、Claude Code を複数のセッションで実行する際に一層重要になります。人間が直接

コードを作成する場合はミスを即座に認識できますが、AI エージェントがコードを作成する場合は、

互いの作業が上書きされる事故が静かに起こり得ます。ワークツリーはこの事故を構造的に不可能

にします。

ワークツリー管理の実践的アドバイス

ワークツリーを多数作成すると管理が必要になります。いくつかの実践的なヒントを整理します。

命名規則を定めましょう。feature-、hotfix-、refactor- といった接頭辞を一律に使用すれば、どの

ワークツリーが何の目的を持つのか一目で把握できます。

作業が完了したワークツリーは直ちに削除しましょう。放置すると、どのワークツリーがアクティ

ブ状態なのか混乱が生じます。ブランチをメインにマージした後は、git worktree remove で綺麗

に整理してください。

ワークツリーディレクトリの位置を一貫して決めておきましょう。プロジェクトフォルダと同じレ

ベルの上位ディレクトリに置くか、プロジェクト内の特定のフォルダを指定するなど、ルールを決

めておけば、ワークツリーを探すために迷うことがなくなります。

並列開発の安全網

ワークツリーは華やかな技術ではありません。Git の基本機能を拡張したものに過ぎません。しかし、

この拡張が生み出す違いは大きいです。

一つのブランチで一つの作業しかできないという制約がなくなれば、作業のやり方は根本的に変わ

ります。緊急修正のために機能開発を中断する必要もありません。複数のエージェントが同じプロ

ジェクトで同時に作業しても、互いに邪魔し合うことはありません。実験的な試みは、別のワーク
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ツリーで自由に試すことができます。

このように自由に複数のセッションを運営するには、各セッションにどの程度の権限を与えるかと

いう判断も必要です。エージェントにファイルを自由に修正させるのか、それとも毎回承認を得さ

せるのか。自律性と統制のバランスを取る方法について、これから見ていきましょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第31章 権限設定とセキュリティ実務

第8部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

「危険な権限スキップ」という誘惑

YouTube で Claude Code のチュートリアルを検索すると、多くの動画で

--dangerously-skip-permissions というフラグが使用されています。このフラグを指定すると、

Claude はファイルの修正、コマンドの実行、パッケージのインストールなど、すべての作業を承認

なしに自動的に実行します。画面からは作業がスムーズで整理されているように見えます。処理が

途切れることなく連続して進むからです。

しかし、このフラグの名前には「危険に（dangerously）」という言葉が含まれています。それに

は理由があります。Claude が誤って重要なファイルを削除したり、意図しないシステムコマンドを

実行したり、運用サーバーに影響を与える作業を承認なしに実行する可能性があることを意味して

います。

作業を素早く終わらせたいお気持ちはよく分かります。しかし、速度と安全性のバランスを取るよ

り良い方法があります。

4 ステップ自律性モデル

Claude Code の権限設定は 4 つの段階で構成されています。各段階は、エージェントに付与される

自律性の度合いを示しています。

1 段階：Plan（計画）

最も制限の厳しいモードです。Claude はファイルを読み込んで分析できますが、一切修正しません。

コードを作成せず、コマンドを実行しません。計画のみ策定して報告します。

新規プロジェクトの構造を把握したり、複雑な問題へのアプローチ戦略を議論したりする際に適し

ています。

2 段階：Ask Before（事前承認）

Claude は作業を実行できますが、各ステップごとにユーザーの承認を得ます。「このファイルを修

正してもよろしいですか？」「このコマンドを実行してもよろしいですか？」と一つずつ確認しま

す。

安全ですが、ユーザーが常に画面の前に座って承認ボタンを押す必要があるため、やや時間がかか

ります。重要なシステムで機密性の高い作業を行う際に選択されるモードです。
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3 ステップ：Auto Edit（自動編集）

このステップでは、ファイルの編集は自動で行われますが、システムコマンドの実行には依然とし

て承認が必要です。コードの作成と修正は自由にできますが、rm や npm publish、git push などの

コマンドは、人が確認した後に実行されます。

ほとんどの日常的な開発作業に適したバランスの取れたモードです。

4 段階：バイパス

すべての制限が解除されます。これは「--dangerously-skip-permissions」に相当する段階です。

Claude がすべての作業を自動的に実行します。

このモードは、ユーザーが画面の前でリアルタイムに監督している場合のみ使用するべきです。席

を離した状態でバイパスモードでエージェントを稼働させるのは危険です。

許可リストと拒否リストによる細やかな制御

4 段階モデルよりも精密な制御が必要な場合は、許可リスト（allow list）と拒否リスト（deny list）

を活用します。

この方式は「すべてを許可するかすべてをブロックするか」という二項対立ではなく、「安全と確

認されたコマンドのみを許可し、危険なコマンドを明示的にブロックする」きめ細かい設定です。

許可リストには git commit、npm test、npm run build などの安全なコマンドを、拒否リストには

 rm -rf、git push --force、DROP TABLE などの破壊的なコマンドを登録します。

ここで重要なルールが一つあります。拒否リストは許可リストよりも優先されます。許可リストに

rm が含まれていても、拒否リストにも rm があればブロックされます。安全装置が常に優先されま

す。

このように設定すれば、--dangerously-skip-permissions とほぼ同等の速度を得ながら、致命的な

コマンドはブロックされます。速度を犠牲にせず安全性を確保する現実的な方法です。

VPS ホスティングとリモート Claude Code の運用

ノートパソコンを閉じると、Claude Code のセッションは切断されます。長時間の作業や常時監視

が必要な場合、これは制約となります。

VPS（仮想プライベートサーバー）に Claude Code をインストールすれば、この問題は解決します。

サーバーは 24 時間稼働しているため、ノートパソコンを閉じてもセッションは維持されます。

SSH（Secure Shell）で遠隔接続すれば、いつでもどこからでもセッションを継続できます。

Telegram（テレグラム）との連携を設定しておけば、スマートフォンから Claude Code に指示を

出すことも可能です。通勤中の地下鉄で「昨夜実行した検証結果はどうですか？」と尋ねれば、即

座に回答が返ってきます。
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Claude Code にはリモートコントロール機能も備わっています。ご自身のコンピュータで実行中の

セッションを、ブラウザやスマートフォンから操作できます。コードはご自身のコンピュータから

離れることなく、操作のみを遠隔で行います。オフィスで作業を開始し、コーヒーを飲みに行く間

にスマートフォンで指示を出すことも可能です。

長期実行セッションを運用する際は、権限設定をより慎重に行う必要があります。ユーザーが席を

離れている間にエージェントが動作するため、バイパスモードは適切ではありません。許可リスト

と拒否リストを細かく設定し、必要な場合は承認が必要な作業ではエージェントが待機するように

設定することが安全です。

チーム環境におけるセキュリティ

個人利用とチーム利用では、セキュリティの次元が異なります。一人のミスがチーム全体に影響を

及ぼす可能性があるからです。

API キーの管理

チームプロジェクトにおいて、API キーをコードに直接記述することは絶対に避けてください。一

人がキーをハードコードしてコミットすると、そのキーは Git の履歴に永遠に残ってしまいます。

非公開リポジトリであっても安全ではありません。

API キーは環境変数で管理します。.env ファイルにキーを保存し、このファイルは必ず .gitignore

に追加してください。各チームメンバーは各自の .env ファイルを自身のコンピュータで管理し、キー

自体は安全なチャネル（パスワードマネージャー、暗号化されたメッセージなど）を通じて共有し

ます。

settings.local.json の活用

Claude Code の設定ファイルには、プロジェクト全体に適用される共有設定と、個人の環境にのみ

適用されるローカル設定の 2 種類があります。

settings.local.json は個人用の設定ファイルです。このファイルには、個人の権限設定、環境ごと

のパス、個人用の MCP 接続サーバー構成など、自分自身の環境に固有の内容を記述します。このファ

イルは Git にコミットしません。

プロジェクト共通の設定は、別の共有設定ファイルに記述してコミットします。チームメンバー全

員が共通のルールに基づいて作業する一方で、個人ごとの差異は settings.local.json で処理する構

造となっています。

最小権限の原則

チーム環境における権限設定の基本原則はシンプルです。各役割に必要な最小限の権限のみを付与

します。

フロントエンド開発者の Claude コードセッションにデータベース削除コマンドを実行させる必要

はありません。また、デプロイ担当者がいない人のセッションで本番環境へのデプロイコマンドが
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許可される理由もありません。役割ごとに許可リストと拒否リストを適切に構成することで、ミス

の被害範囲を構造的に制限できます。

セキュリティは速度の敵ではありません

権限設定やセキュリティ管理に時間を割くのは面倒に感じるかもしれません。「ただ

--dangerously-skip-permissions を使えばいいのでは？」と思うこともあるでしょう。実際、個人

プロジェクトで簡単な実験を行う際には、それで大きな問題にならない場合もあります。

しかし、プロジェクトが大きくなり、チームメンバーが増え、運用サーバーが関与し始めると、セ

キュリティ設定なしで動作させることは、安全ベルトなしで高速道路を走行するのと同じです。事

故が起きるまでは不便さを感じるだけですが、事故が起きたときにはもう手遅れです。

許可リストと拒否リストを一度細かく設定しておけば、その後はバイパスモードとほぼ同等の速度

で作業しながらも、致命的なミスを防ぐことができます。最初に1時間投資して、その後のすべての

セッションを安全にすること。これほど効率的な時間投資はめったにありません。

Claude Codeを真面目に活用しようとする方にとって、権限設定は選択ではなく必須です。ツール

の力が強ければ強いほど、その力を制御する体制も強固でなければなりません。

技術的スキルとセキュリティ意識を備えたのであれば、次はこれらの能力を実際のビジネスに転換

する段階が残されています。Claude Codeを扱う技術だけでは不十分です。その技術を有する人が

市場で最初のクライアントをどのように獲得し、価格を設定し、持続可能なビジネスを構築できる

か̶この問いに答えることが、次の旅の出発点となります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第32章 インポスター症候群を乗り越えて

第9部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

3 つの心理的ハードル：インポスター症候群、価格設定、拒絶への恐怖

画面の前に座っています。最初の潜在クライアントに送るメッセージウィンドウが開いています。

カーソルが点滅しています。指はキーボードの上に置かれたまま、動きません。頭の中で声が聞こ

えます。「私にこれをする資格があるのだろうか？」この瞬間を経験しないAI自動化の実務者はほ

とんどいません。

これがインポスター症候群です。自分の能力を実際よりも低く評価し、すぐに正体がバレるのでは

ないかという恐怖に襲われる心理現象です。米国のAI自動化コンサルタントもこの感情を告白しま

した。「本当にこの対価をいただいてもよいのだろうか」「詐欺師のように思われたらどうしよう」

「まだ準備が整っていないのに」といった考えが頭を占領したそうです。

興味深いのは、この感情が完全に消える時が来ないということです。数十件のプロジェクトを納品

したベテランのコンサルタントでも、新しい業界のクライアントと会う際には同様の不安を感じま

す。違いがあるのは、ベテランはその感情を認識し、対処する方法を知っているということです。

初心者はその感情に圧倒されて行動を停止してしまいます。

インポスター症候群の隣には、2 つ目のハードルが立っています。価格設定への恐怖です。

人々はこの段階で、あまりにも早い時期に立ち止まってしまいます。月1,000万円のリテーナー契

約をどう提案するかという問いに囚われてしまうのです。しかし、まだ一度も価値を提供した経験

のない人が、まず価格表について悩むのは順序が逆です。信頼はリテーナーよりも先に築かれるべ

きものです。

初めて会う人に推薦文を頼むのが気まずいように、一度も一緒に仕事をした経験のないクライアン

トに月定額契約を提案するのは、自然な流れではありません。

今集中すべきは価格表ではなく、一歩を踏み出すことです。真の問題を解決し、その結果を目に見

える形で示すこと。信頼が積み上がれば、リテーナーに関する対話は自然と始まります。

三つ目の障壁は、拒絶されることへの恐怖です。この恐怖は、人々が認めている以上に深く根付い

ています。新しい領域に一歩を踏み出すとき、無視される経験は避けられません。メッセージへの

返信が来ないのです。「今は大丈夫です」という丁寧な拒絶が返ってきます。中には、全く読んで

もらえない人もいます。
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この三つの障壁̶インポスター症候群、価格設定の難しさ、拒絶への恐怖̶は互いに絡み合ってい

ます。自分を詐欺師のように感じるからこそ価格を決められず、価格を決められないからこそ提案

を送らず、提案を送らないからこそ拒絶さえ経験できません。そして、何の経験も積めないため、

インポスター症候群はさらに強まります。

[図 32-1] 3 つの心理的障壁の悪循環構造のダイアグラム

この悪循環を断ち切る方法は、想像以上にシンプルです。完璧な準備を待つのではなく、小さな行

動を一つ実行することです。

「私もまだ勉強中です」という正直さの力

米国の AI 自動化コミュニティで、最初のクライアントをわずか 5 日で獲得した実践者がいました。

彼は最初から専門家のような口調を使っていたでしょうか？いいえ。彼はこう言いました。

このメッセージには過剰な誇大広告はありません。「業界最高」や「革新的なソリューション」と

いった表現もありません。代わりに、3 つの要素があります。正直な現在の状況、情熱の証拠、具

体的な支援への意欲です。

このようなアプローチが効果的な理由は、人間の基本的な信頼メカニズムに関係しています。人は

完璧なセールスピーチよりも、誠実な対話に心を開きます。「私は専門家です」と宣言するよりも、

「私も学び中ですが、この問題については自信があります」と言う方が拒絶感が少ないのです。な

ぜなら、後者は過剰にアピールする動機がないように見えるからです。

過剰な約束をしないことが核心です。インポスター症候群が最も危険になるのは、その不安を埋め

合わせようとして能力以上のことを約束した瞬間です。「どんなことでも自動化できます」と言う

瞬間、二度と戻れない橋を渡ることになります。代わりに「この部分は自動化できますが、あの部

分はまず検証が必要です」と境界線を引くことが、信頼を築く方法です。

正直さは弱みではありません。初期段階でクライアントのリスクを低減する戦略です。クライアン

トの立場で考えてみましょう。まだ始めたばかりの人が、無料または低コストで問題を解決すると

申し出ます。失敗しても失うものはほとんどありません。一方、成功すれば予期せぬ価値を得るこ

とになります。これはクライアントにとってリスクが極めて低い提案です。

ここで区別すべき点があります。正直さと自己卑下は異なります。「私は何も知りません」は自己

卑下です。「この分野を熱心に掘り下げており、このようなものを作ってきました」というのは誠

実な自己紹介です。前者はクライアントに不安を与え、後者は可能性を見出します。

[図 32-2] 誠実な自己紹介メッセージの構造例

無料パイロットで経験と信頼を同時に得る

"無料で働くことで自分の価値が下がるのではないか？" この質問は、ほぼすべての初心コンサルタ

ントが抱く疑問です。答えは文脈によって異なります。
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経験が全くない状態で無料パイロット（Free Pilot）を行うことは投資です。支払うのは自分の時間

であり、得られるのは実戦経験、ポートフォリオ、そして推薦の可能性です。すでに複数のプロジェ

クトを納品した後も引き続き無料で働くのであれば、それは確かに価値を下げることになります。

しかし、最初の数件においては事情が異なります。

無料パイロットの核心原則は、範囲を小さく設定することです。全体のプロセスを自動化するとい

う提案ではなく、単一の反復作業を自動化するという提案でなければなりません。具体的には、以

下のように伝えることができます。

この提案には四つの要素が含まれています。

無料パイロットが成功すると、2 つのことが同時に起こります。自分自身に対して「私も実際に問

題を解決できる」という証拠が生まれます。クライアントに対して「この人が作ったものが実際に

動作する」という証拠が生まれます。インポスター症候群は、経験の前では力を失います。実際の

結果というデータが蓄積されれば、「私に資格があるのか」という問いは「次はどのような問題を

解決しようか」へと変わります。

ここで重要なのは、過剰提供（Over-deliver）の姿勢です。無料だからといって適当に作ると、む

しろ逆効果になります。このパイロットは実務者の名刺です。小さくても清潔に、確実に動作する

ものを見せる必要があります。クライアントが「無料にしては悪くない」と思うのではなく、「こ

れを無料でやってくれたのか」と反応することが目標です。

[図 32-3] 無料パイロットの範囲設定と期待結果マトリクス

拒絶を修正意見へと転換する思考法

10 通のメッセージを送りました。3 名からは返信がありませんでした。2 名からは「今は大丈夫で

す」と返ってきました。1 名は既読にするだけでした。4 名とは会話が開始されました。これが現

実的な初期反応率です。ここで問われるのは、返信のない 6 件に挫折するか、あるいはその 6 件か

ら情報を引き出すかです。

拒絶を修正意見へと変える第一歩は、問いかけを変えることです。「なぜ私を拒絶されたのか」で

はなく、「私のメッセージに何が不足していたのか」と問い直します。前者は自尊心の問題となり、

後者は技術の問題となります。技術は改善可能です。

具体的にチェックすべき項目があります。

このチェックを経て、次のメッセージは必ず変わります。米国の一つのAI自動化コミュニティで観

察されたパターンがあります。成果を出す人と出ない人の違いは、才能や技術レベルではありませ

んでした。違いは拒絶後の行動にありました。成果を出す人は、拒絶された後に何かを修正しまし

た。メッセージの長さを短くしたり、対象を変えたり、提案の具体性を高めたりしたのです。

成果を出せない人は、同じメッセージを同じ方法で繰り返し送りました。

拒絶はデータです。データは蓄積されるほど価値が高まります。
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5回断られれば5つの改善点が生まれます。10回断られれば、メッセージのトーン、長さ、対象、提

案の構造に関するパターンが見えてきます。このパターンに気づいた瞬間、断られることはもはや

失敗の証拠ではなく、成功への反復実験（イテレーション）の一部となります。

一つ、実用的な方法があります。それは「断られログ」を作成することです。簡単なスプレッドシー

トに、日付、対象、送信したメッセージの要約、反応、推定される理由を記録します。10件ほど蓄

積されれば、パターンが浮かび上がります。「この種のメッセージには返信が来ない」「この業界

では反応が良い」「具体的な問題に言及すると応答率が上がる」といったインサイトが得られます。

[図 32-4] 断られログスプレッドシートの様式例

3つの心理的障壁は消え去りません。しかし、行動パターンを変えることで、その障壁の高さは変化

します。インポスター症候群は経験が積まれるにつれて低くなり、価格設定は価値を実証した後に

容易になり、断られることは修正意見システムの一部として組み込まれます。

この心理的基盤の上に、具体的な行動計画が初めて意味を持ちます。内面の準備が整ったなら、い

よいよ外へ出る時です。7日という期間内に最初のクライアントを確保するフレームワークが、その

出発点となります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第33章 7日間フレームワーク

第9部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1日目：緩やかな方向性の設定と信頼マップの作成

月曜日の朝、ノートパソコンを開きました。ブラウザにはLinkedIn、メール、メモアプリが並んで

います。「今日からAI自動化事業を開始する。」しかし、何から着手すべきかが課題です。

多くの人がこの時点で犯す過ちがあります。超ニッチな市場を最初に特定しようとするのです。「

ジョージア州の歯科クリニックのうち、患者オンボーディングプロセスで時間を浪費している場所

をターゲットにする」のように具体的に始めると、却って足がすくんでしまいます。まだどの市場

が反応しているか、どのような問題が頻繁に現れるかというデータがないからです。

1日目の方向設定は、作業仮説に近いものです。生涯にわたる決断ではありません。これで十分です。

「私は中小企業が反復的で退屈な業務をAIで自動化できるよう支援します。」この一文があれば、

会話を始めることができます。

この緩やかな方向の上に、いくつかの具体例となる課題を準備します。リードのフォローアップ自

動化、顧客受付フォームの処理、CRM間でのデータ同期などです。まだこれらに専念する必要はあ

りません。会話の中でどの課題が共鳴を起こすかを探るための試行カードに過ぎません。

1日目の2つ目の課題は、信頼マップ（Trust Map）を描くことです。Googleスプレッドシートを1

つ開き、行には人物の名前を、列には5つの情報を記入します。

[図33-1 信頼マップスプレッドシートの例]

目標は20名を記入することです。事業を営む友人や家族、職場の同僚や上司、コミュニティや

Slackグループで知り合い、そして2親等関係̶友人の友人̶までを含めます。このリストを実際に

書き出してみると、驚くべきことが起こります。「知り合いがいない」と思っていたのが誤りだっ

たと気づくのです。多くの人は、自分のネットワークを実際よりも小さく認識しています。

このマップが重要な理由は、スタート地点を温かい関係（Warm Outreach）にする必要があるから

です。統計的に、温かい接触や紹介による連絡は、冷たい接触（Cold Outreach）よりも転換率が

格段に高いのです。すでに一定の信頼が存在しており、それが友人の友人から借りた信頼であって

も、全く関係のないメールよりもはるかに強力です。スピードも速く、不自然さも少ないのです。

大きな流れは以下の通りです。温かい関係から始め、広い範囲を維持しながら対話を重ね、パター

ンを発見し、その後でニッチを絞り込んでいきます。冷たい接触は、拡張（Scale）の準備が整った

ときに使用するものであり、最初のクライアントを獲得するためのツールではありません。
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2日目から3日目：5回から10回のウォーミングアップ会話

2日目と3日目の目的は販売ではありません。会話です。5回から10回の軽い会話を交わすことがす

べてです。

この会話の性質を明確に区別する必要があります。営業電話でも、ピッチングでもありません。好

奇心旺盛な起業家が質問する場です。以下のようなメッセージで始めることができます。

このメッセージから外してはならない文句があります。「何かを売ろうとしているわけではありま

せん」という一言です。この一文が相手の防御壁を下げます。誰かが何かを売ろうとしていると感

じた瞬間、人は警戒します。その警戒をまず解くことが会話の始まりです。

会話が始めば、核心となるインサイトを記録します。メモアプリでも、ノートアプリでも、紙のノー

トでも構いません。重要なのは記録する行為そのものです。後でこの記録を再確認するからです。

記録すべき項目は以下の通りです。

4番目の項目は、意外にも非常に重要です。相手が問題を説明する際に使う表現は、後で自社のマー

ケティング言語になります。技術者の用語ではなく、経営者の言葉で話すことで共感が生まれます。

もし本当にネットワークに経営者が一人もいない場合は、どうすればよいでしょうか。それでもい

きなりコールド・コンタクトに飛び込む必要はありません。代わりに、こう尋ねてみてください。

この一文の威力は、想像以上に大きいです。友人に何かを売り込むのではなく、誰かを紹介してほ

しいと頼むため、不自然さが減ります。そして、紹介を通じて会う人に対して「〇〇様にご紹介い

ただき、ご連絡いたしました」という一言が、即座に信頼を生み出します。

[図33-2] ウォーミングアップ会話のインサイト記録フォーム

Day 4～5: 小規模パイロット提案

会話記録を広げてみます。5件から10件の会話内容が整理されています。その中から最も明確な痛

み（ペインポイント）を抱える方を選びます。頻度が高く、時間を多く奪い、反復的な業務。この3

つの条件が重なる問題が理想的なパイロット対象です。

選択が終わりましたら、ご連絡いたします。

この提案が効果的な理由は、リスクがほとんどないからです。クライアント側にとっては費用がか

かりません。失敗しても失うものはなく、成功すれば時間を節約できます。そして、修正意見とい

う対価があるため、慈善行為ではなく等価交換として感じられます。

提案する際に必ず守るべき原則があります。範囲を極端に小さく設定することです。「営業プロセ

ス全体を自動化します」ではなく、「リードが着信したら自動的に分類し、担当者に通知するワー

クフローを作成します」のように、一つの動作に集中します。小さく始めてこそ完成でき、完成し

てこそ証明できます。

Day 5から6：最小機能の自動化構築
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パイロット提案が承認されました。いよいよ構築の番です。

この段階で陥りやすい落とし穴があります。技術的に印象的なものを作ろうとする衝動です。API

呼び出しを何重にも重ねたり、複雑な分岐ロジックを実装したり、最新モデルを適用したくなるか

もしれません。しかし、目指すべきは印象ではなく、結果です。

最小機能自動化、すなわち MVP（Minimum Viable Product）の基準はただ一つです。「このワー

クフローが稼働した後に、クライアントは時間を節約できたか？」という問いに「はい」と答えら

れればそれで十分です。

構築する際に注意すべき点があります。それは、クライアントが問題を説明する際に用いた表現に

耳を傾けることです。彼らが「リード管理」と言わずに「毎日殺到する問い合わせの整理」と表現

したのであれば、コンサルタントも報告時に同じ表現を用いるべきです。この言語の一致は、その

後の提案書や営業メッセージにおいて強力な武器となります。

[図 33-3] MVP ワークフロー構築のチェックリスト

構築プロセスは複雑である必要はありません。

1. 問題を一文で定義します。2. 入力と出力を明確にします。3. 入力から出力への最短経路を設計し

ます。4. 作成して検証します。5. クライアントに結果を示します。

これだけです。複雑にするのは、後の拡張段階で行うべきことです。

Day 7: 保守と拡張の提案

七日目がやってきました。パイロットは稼働しています。ここで強く押し進めるべきでしょうか。

いいえ。

本日の目標はクロージングではありません。パイロットの結果に基づき、次のステップを共に決定

することです。強圧的な雰囲気は、これまで築いてきた信頼を一瞬で崩壊させる可能性があります。

対話の構造は簡潔です。2つの選択肢を提示します。

選択肢1：保守。すでに作成した自動化が継続して動作するように管理します。どこかで不具合が発

生すれば修正し、ツールやプロセスが変更されれば調整します。「今後数ヶ月にわたり、この自動

化が円滑に稼働するよう管理いたします。不具合や変更が生じましたら、即座に対応いたします。」

選択肢2：拡張。パイロットの上に機能を一、二つ追加します。構築過程で見つけた改善の可能性を

活用するものです。「パイロットを作成する中で、この部分を追加すれば結果がより安定するので

はないかというアイデアが浮かびました。範囲を定めて提案書をお送りしましょうか？」

この2つを圧力なく提示すれば、クライアントは自然と自分にとって最適な方向を選択します。

ここで一つ、高度なテクニックがあります。構築の過程で関連する他の業務を発見した場合、自然

と次のように質問します。「ワークフローを作成する中でこのプロセスも目につきましたが、この

部分も自動化すれば役立つでしょうか？」この質問は販売ではなく、協業のための言葉です。相手
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はコンサルタントが自社の事業に関心を持っていると感じます。

パイロットが成功しても、クライアントが直ちに追加作業を望まない場合があります。それは全く

問題ありません。この時の戦略については、次の節で説明します。

テスティモニアルと紹介依頼の順序

順序があります。この順序を破ると信頼が損なわれます。

まず維持・拡張の議論です。関係を深めることが最優先です。その次がテスティモニアル（

Testimonial）です。そして最後が紹介依頼（Referral）です。

クライアントがパイロットに満足しているが、追加の作業を望まない場合は、こう依頼します。

動画による推薦は、テキストよりもはるかに強力です。実際の事業主がカメラの前で直接経験を語

るなら、いかなるマーケティングコピーよりも説得力があります。

推薦を受けた後、そして自然な流れである場合のみ、紹介を言及します。

なぜこの順序が重要なのか考えてみましょう。まだ何も提供していない状態で紹介を依頼すれば不

自然です。何かを提供したが結果が芳しくなかったのに推薦を求めれば、さらに不自然です。順序

は論理に従います。価値の提供→関係の深化→証拠の確保→ネットワークの拡大。

パイロットが失敗した場合、どうすべきか見てみましょう。何かを売り込もうとはしません。推薦

を求めません。修正意見を聞き、学んだことを整理し、次のサイクルを開始します。

[図 33-4] テストモニアルから紹介依頼へのフロー

7 日サイクルの反復 → コールドアウトリーチの拡大

7 日フレームワークは単発のイベントではありません。繰り返されるループです。

最初のサイクルではメッセージが未熟です。どの問題にどの解決策が適しているのか感覚がつかめ

ません。2 回目のサイクルではメッセージが短く、具体的になります。どの会話がエネルギーを得

て、どの会話が方向を見失うのかを感じ始めます。3 回目のサイクル頃には、自分なりの言葉が生

まれます。顧客の表現を借りる方法を学び、提案のトーンが自然なものになります。

各サイクルがもたらすのはデータです。自信も高まりますが、真の価値はデータにあります。どの

業種が反応し、どの問題が頻出するか、どのメッセージ構造が会話を開くのかというパターンが蓄

積されていきます。

このパターンが十分に蓄積されたとき̶通常2～3回のサイクルを回した後̶初めてコールドアウト

リーチへ拡張することが意味を持ちます。なぜなら、この時点で3つの要素が整うからです。

1. 証拠：実際に成果を出したパイロットまたはプロジェクト 2. 言語：市場が反応するメッセージ

構造 3. 自信：実戦で検証された能力
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この3つが揃わないままコールドアウトリーチを行うと、文脈のないメールを1日に数百通送る人と

何ら変わりません。証拠も信頼も、実質的な接点もない状態で送られるメッセージは、受信者にとっ

てノイズに過ぎません。

[図33-5] 7日サイクルの反復とコールドアウトリーチ拡張ロードマップ

米国のAI自動化コミュニティで最初のクライアントを獲得した実務者が辿った道筋がまさにこれで

す。温かい関係から始め、成果志向でアプローチし、信頼を得て、価値を伝え、反復しました。そ

して2～3回のサイクルを回した後で、初めて潜在顧客リストを構築し、同じフレームワークをコー

ルドコンタクトに適用しました。その頃には、推測と不安に満ちた行動ではなく、機能するシステ

ムを運用しているような感覚でした。

最初のクライアントを獲得することは、事業の始まりに過ぎません。この関係を継続し拡大させる

ためには、価格という繊細なテーマをどう扱うかを理解する必要があります。時間単位で請求する

か、価値単位で請求するか̶この選択が事業の軌道を決めます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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166

第34章 価値ベースの価格設定

第9部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

時間ベースの価格設定の罠

見積書を作成する時が来ました。空の文書にカーソルが点滅しています。頭の中で計算が始まりま

す。「このワークフローの作成にはおおよそ15時間かかるでしょう。時給5万円なら…75万円？」

このように価格を設定すると、2つの問題が同時に発生します。

最初の問題は、実力が向上するほど不利になるという点です。最初は15時間かかっていたワークフ

ローも、経験が積めれば5時間で完了します。同じ品質、同じ成果物なのに、請求できる金額は3分

の1に減ってしまいます。実力の向上が収入の減少につながる構造です。これは明らかに誤ったイン

センティブです。

2つ目の問題は、クライアントとの関係が監視構造に変化してしまうことです。時間ベースの請求で

は、クライアントは自然と「本当にそれだけ時間がかかったのか？」という疑問を抱くようになり

ます。フリーランスのように見えてしまいます。パートナーではなく、時間を販売する人として位

置づけられてしまうのです。

企業はコンサルタントの時間を購入しているのではありません。企業が購入するのは結果です。AI

ワークフローを構築する際、コンサルタントが企業に提供するものは通常、次の3つのいずれかです。

コスト削減、時間節約、人的ミスの削減。これが真の価値であり、価格はこの価値に結びつけられ

るべきです。

これを価値ベースの価格設定（Value-Based Pricing）と呼びます。投入ではなく、産出に対して価

格をつける方式です。

価値ベースの3軸：コスト削減、時間短縮、エラー削減

価値ベースの価格設定の根拠は、3つの軸の上に成り立っています。

コスト削減

最も直感的な軸です。ワークフロー導入前にその業務にどれほどの費用がかかっていたかを計算し、

導入後にどれほど削減されたかを比較します。その差が削減額となります。

時間の節約

従業員が反復業務に費やす時間を貨幣価値に換算します。ある従業員が一日に特定の業務に1時間を

費やし、その従業員の時給が5万ウォンであれば、その業務に年間約1,200万ウォン相当の時間を投
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入していることになります。ワークフローがその時間を回収します。

エラーの削減

定量化が最も困難ですが、影響力は極めて大きいです。手動データ入力に伴うエラー、誤ったタグ

付け、見落としによるフォローアップの欠如̶これらはコストとして顕在化するまでに時間がかか

ります。しかし、一度顕在化すれば被害は甚大です。誤った顧客に誤ったメッセージを送ったり、

重要な見込み顧客を見逃したり、データが混乱して全体報告書を再作成しなければならない状況を

想像してみてください。

[図34-1 価値ベース価格設定の3軸ダイアグラム]

この3つの軸には、重要な特性が一つあります。同じワークフローでも、企業によって価値が異なる

のです。砂漠で5km走った後に飲む水一本と、エアコンの効いたオフィスで飲む水一本は、同じ製

品ですが価値は異なります。

週に5件のリードしか受け取らないスタートアップにリード分類の自動化を提案することと、週に

200件のリードを受け取る中堅企業に提案することは、同じ技術ですが、価値は全く異なります。

価格設定はこの違いを反映すべきです。

ROIの計算方法

価値を数値化する具体的な方法を見ていきましょう。鍵となるのは、ディスカバリー（Discovery）

段階で得た情報です。価格を決める前に、現在の手動プロセスを最初から最後まで把握する必要が

あります。

把握すべき項目は以下の通りです。

この情報を確保した後、手動版と自動化版を並べて比較します。

実戦計算事例

米国のAI自動化コンサルタントが実際に実施した事例です。クライアントのインバウンド営業プロ

セスを自動化するプロジェクトでした。

現在の状況：

コスト計算：

このプロセスには年間4,800万円の人件費が投入されていました。ワークフローがこの業務を自動

化すれば、4,800万円の節約効果が生まれます。

ここで経験則（Rule of Thumb）が登場します。クライアントが初年度に投資対効果10倍（10x

ROI）を得られるよう価格を設定するのです。4,800万円の10％である480万円が、このワークフ

ローのスタート価格となります。
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この計算をクライアントの前でそのまま説明すればよいのです。「このプロセスには年間これだけ

の費用がかかっています。自動化すればこれだけの節約になります。投資額は年間節約額の10％程

度です。」この説明は30秒で終わりますが、その30秒が信頼を決定づけます。

[図34-2] ROI計算ワークシートの例

ここに機会費用（Opportunity Cost）を加えれば、価値はさらに高まります。従業員の日中の1時

間が解放されることは、単にコストを削減するだけではありません。その時間をより付加価値の高

い業務̶高価値顧客への対応、新規採用支援、システム改善̶に転換できることを意味します。ROI

は時間の経過とともに複利で増加する傾向があります。

最初の月には100万円の節約、二ヶ月目には150万円、三ヶ月目には200万円の節約が可能になり

ます。価値が大きくなれば、価格決定力も大きくなります。

多様な価格モデルの実験

ある米国のAI自動化コンサルタントは、ほぼすべての価格モデルを試したと告白しています。固定

費でJSONファイルを納品したこともあれば、時間単位の請求をしたこともあります。時間枠の販売

も行い、範囲が限定された月額リテイナーも運営しました。また、範囲が厳格に限定されたリテイ

ナーも存在しました。

これらの多様な実験の末に到達した結論は、二つのモデルの組み合わせが最もよく機能するという

ものです。

モデル1: 価値ベースのプロジェクト価格

推奨されるモデルです。前述のROI計算に基づき、プロジェクト単位で価格を設定します。一歩を踏

み出すのに適しており、計算が明快で信頼を築きます。

モデル2: 月額リテイナー

数件のプロジェクトを納品し信頼が築かれたら、長期契約へと移行します。リテイナーはクライア

ントに予測可能なコストと優先アクセス権を、コンサルタントには安定した収入と長期的なパート

ナーシップを提供します。

リテイナーの構造にはいくつかの方式があります。時間ベース、成果物ベース、混合型です。しか

し推奨されるのはマイルストーンベースのリテイナーです。時間ベースはフリーランスのように見

えてしまいますが、マイルストーンベースはコンサルタントでありAIパートナーとして位置づけま

す。

リテイナー段階で価値ベースの価格設定を維持する方法は、視点の転換にあります。個別プロジェ

クトから最大利益を抽出するのではなく、信頼を築き成果を蓄積しながらリテイナー金額を段階的

に引き上げるのです。まるで最高AI責任者（Chief AI Officer）として組織に深く入り込むようなも

のです。

[図 34-3] プロジェクト価格からリテイナーへの移行フロー
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リテイナー価格の算定には、マージンの保護が重要です。このクライアントをサービスする際の月

額コストを計算します。自身の時間、必要に応じて開発者の人件費、システム維持費などを含みま

す。サービス業における目標マージンは 50% から 70% の範囲です。50% が基本ラインであり、

70% なら拡張の余地が十分にあります。

例えば月額コストが 500 万円の場合、リテイナーは 1,000 万円程度を目標とします。これは

50% のマージンです。この余裕が、人員の増強や範囲の拡大のための空間を生み出します。

反復収益モデル：保守、最適化、拡張

リテイナーでなくても、反復収益を生む小規模サービスは存在します。

メンテナンス費用：API の変更、モデルの更新、バグ修正などを扱う月額料金です。システムあた

り月額20万ウォンから150万ウォン程度です。

最適化およびモニタリング：週次または月次でシステムログを検証し、プロンプトを調整し、品質

を確認するサービスです。AI を中心としたシステムでは、新しいモデルの登場やデータの変化に伴

う継続的な改善が価値を生み出します。

拡張プロジェクト：ほぼすべてのプロジェクトで、クライアントと共に新たなアイデア、バージョ

ン2のアップグレード、機能バックログを発見することになります。これが単発のプロジェクトを長

期的なパートナーシップへと転換する自然な道筋です。

これらのサービスの価格基準は三つあります。定額月額、時間パック（月額5時間から20時間）、

または元プロジェクト費用の10%から25%です。

業界標準の欠如が機会となる理由

AI 自動化サービスの価格に関する一つの正直な事実があります。業界標準はまだ確立されていませ

ん。誰も「これが正しい価格設定の方法だ」と合意していません。誰もがまだ実験段階にあります。

これは脅威ではなく、機会です。標準がないということは、自ら基準を設けられることを意味しま

す。クライアントもこのサービスにいくら支払うべきか分かっていません。したがって、価格を提

示する際の核心は、単に数字を伝えることではなく、その数字に至る過程を示すことです。

「この金額がどのように算出されたのか、ご説明いただけますか？」という質問に自信を持って答

えられる必要があります。ROI の計算を具体的に示すことで、価格は費用ではなく投資のように感

じられるようになります。企業は自らの資金で回収される投資には喜んで財布の紐を緩めます。

価格を提示する前に必ず行うべきことがあります。それは、変容（トランスフォーメーション）を

まず描き出すことです。数字を語る前に、クライアントに「このシステムが稼働すれば、私たちの

チームの一日はどのように変わるのか？」を想像させなければなりません。どのような問題が解消

され、どのような作業が容易になるのか。そのイメージが心に描かれた後に価格を伝えると、文脈

が全く異なります。

【図 34-4】価格提示前の変容説明 → 価格提示 → ROI 説明の順序図」
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提案書に含めるべき項目も明確です。設定、ホスティング、検証および品質検査、最適化、クライ

アントの関与範囲、ドキュメント化、教育、そして該当する場合は保守です。これらの項目を明記

することで、クライアントは価格がどこから来ているかを理解し、単なる支出ではなく透明性のあ

る投資として受け止めます。

最後に、価格交渉で守るべき原則があります。価格を値引きするのではなく、範囲を調整すること

です。クライアントに予算が不足している場合は、価格を割引する代わりに機能を削減したり、段

階を分けたり、複雑度を下げたりします。価値に対する値引きは、自らの専門性に対する値引きで

す。範囲の調整はビジネス上の判断です。

価格が決定され、プロジェクトが開始されました。しかし、構築したワークフローをクライアント

に引き渡すプロセスは、想像以上に繊細な作業です。検証、品質保証、引き継ぎ̶これらの段階が

プロジェクトの成否と、長期的な関係の性質を決定します。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第35章 ワークフロー検証、QA、ハンドオーバー

第9部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

デプロイ前の品質保証の原則

ワークフローが完成しました。すべてのノードが接続され、検証データを一、二件投入したところ、

結果が得られました。「うまくいきましたね！」この瞬間の安堵感は危険です。検証データ一、二

件で確認されたワークフローを本番環境（プロダクション）にデプロイすることは、新車を駐車場

だけで運転し、高速道路に乗り出すようなものです。

デプロイ前の品質保証、すなわち QA（Quality Assurance）は、ワークフローが実戦で破綻しない

よう守るプロセスです。このプロセスを省略すると、コンサルタントの評判に直接的な打撃を受け

ます。バグのあるシステムを納品すればクライアントの信頼は崩れ、一度崩れた信頼を修復するに

は、最初から築くよりも数倍の労力が必要です。

QA の開始は、クライアントと共に検証データを計画することです。適当に作成した偽のデータでは

なく、実際の使用に近いサンプルデータを依頼します。メール、顧客問い合わせチケット、CRM レ

コード、通話記録など、ワークフローが本番で処理するデータと同じ形式の資料です。個人情報保

護が必要な場合は、匿名化しても構いません。

データを確保したら、成功基準を合意します。どのような出力が望ましいか、そして絶対に発生し

てはならない事象を明確に定めます。

この一言がクライアントに専門性の印象を与えます。多くの人は「もうすぐ完成です、試してくだ

さい」と言うだけです。まずQAプロセスを案内することは差別化です。

ストレス検証：失敗を設計する思考法

開発者として各ノードを一つずつ点検するのではなく、エンジニアとして失敗を計画する思考法へ

と転換する必要があります。

自動化には̶AIが含まれていればなおさら̶予測不可能な状況が必ず発生します。プロダクション

に投入すると、実際のユーザーと実際のデータが想像もしなかったエッジケースを創り出します。

検証段階で自らに問うべきことはこれです。

すべての可能な問題を排除することは不可能です。目標は異なります。問題が発生した際に、静か

に安全に失敗させることです。タイムアウトを設定して無限待機を防ぎ、エラー発生時に担当者に

通知するエラーハンドリングを実装し、失敗記録をスプレッドシートに自動的に蓄積してパターン

を追跡できるようにします。
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[図 35-1] ストレス検証シナリオマトリクス

この基盤の上にブラックボックス検証を行います。ワークフローを一つの箱と見なし、可能な限り

多くのサンプル入力、すなわち数件ではなく数十件、可能であれば数百件を入力します。各入力に

対して三つの点を記録します。何が入力されたか、途中で何が起こったか、最終的な出力は何かな

どです。そして、この出力をクライアントと合意した成功基準と比較します。

失敗したケース、不自然な結果が出たケース、境界線上のケースをマークします。これが内部 QA

パスです。クライアントがシステムに触れる前に、可能な限り多くの問題を発見することが目標で

す。内部 QA は少なくとも数日間実施することをお勧めします。

AI 品質検収の追加レイヤー

ワークフローに AI が含まれる場合、追加の検収項目があります。AI ノードが実行されること自体

ではなく、出力の品質をチェックする必要があります。

関連性と正確性：AI の応答は実際の依頼に対する回答でしょうか？情報は正確でしょうか？

トーンと安全性：不適切な表現やブランドに合わない表現はありませんか？システムプロンプトや

内部情報が漏洩していませんか？

一貫性：同じ入力 10 件に対して、ほぼ同じ品質の回答が返ってくるでしょうか？

裏側では A/B 検証と評価を行うことができます。異なるプロンプトとモデルを同じデータセットに

適用し、どの組み合わせが最良の結果をもたらすかを追跡します。

このような説明は、クライアントに対して単なるビルダーではなく、システムエンジニアであると

いう認識を植え付けます。

ログ記録の重要性

ログ（Log）は QA の証拠です。ワークフローの実行履歴を Google スプレッドシートなどに保存し、

入力・出力、ツール呼び出し、エラー、モデルが生成したテキストの断片使用量を追跡します。こ

のログを通じて、繰り返される失敗のタイプ、頻発する不良入力、プロンプトやモデル選択の弱点

を特定できます。

ログはクライアントとの対話において根拠資料となります。「これを検証し、このような結果が得

られ、その結果としてこのような改善を行いました」ということをデータで示すことができるので

す。

[図 35-2] QA ログスプレッドシートの構造例

クライアントへの引継ぎ：プロフェッショナルなハンドオーバーの技術

内部 QA を完了したら、クライアント対面 QA（Client-Facing QA）に移行します。クライアントに

は、システムを検証できる簡潔なインターフェースを提供します。チャットボットであればチャッ

トウィンドウ、データ処理ワークフローであれば入力フォームのようなものです。肝心なのは、内
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部構造を露呈させないことです。クライアントに見せるべきは結果です。

修正意見を求めます。出力の精度、トーン、形式に関するフィードバックを収集します。この時点

ですべてが順調に進んでいれば、修正事項はプロンプト調整（Prompt Tuning）やモデルの微調整

のレベルに留まるでしょう。ラウンドを繰り返しながら修正意見を反映し、再度内部 QA を実施し、

再度クライアントの確認を得ます。

最終段階では、短い更新動画を録画します。数回の全体実行を示しながら̶入力からワークフロー

処理、最終出力まで̶ログを指し示し、システムが実際のデータをどのように処理したかを説明し

ます。

QA が完了したら、インシデント（Handover）プロセスに入ります。インシデントの形態は、2 つ

の要素によって異なります。

構築環境：クライアントの環境で直接構築した場合は、インシデントは比較的簡潔です。すでにす

べてのものが彼らのインフラ内にあるためです。一方、コンサルタントの環境で構築した場合は、

資格証明の引継ぎ、接続の再設定などの追加作業が必要です。

プロジェクト終了の可否：本プロジェクトが完了したのか、それとも追加作業や保守契約が予定さ

れているのかによって、引き継ぎの完結性は異なります。引き続き協力する予定であれば、検証イ

ンフラを維持できます。離れる予定であれば、引き継ぎは最終的で完全なものでなければなりませ

ん。

引き継ぎ時の必須チェックリスト

ワークフローの複製：本番用とバックアップ・検証用を分離します。ソフトウェアチームが開発環

境と運用環境を分けるのと同じ原理です。変更や更新が必要な場合は、まず検証バージョンで確認

し、その後本番環境に反映します。

バックアップ：ワークフローをGitHubやGoogle Driveなどにエクスポートし、以前のバージョンに

復元できるようにします。自動バックアッププロセスを構築するとより良いでしょう。

ワークフローの整理：各段階に明確な名前を付け、付箋でロジックを説明します。後から他の人が

見ても、構造を即座に把握できる必要があります。

機密情報の除去：ワークフロー内に平文で残っている API キーやモデルが生成したテキストがない

か最終確認を行います。

動画ガイド：1～2 分の画面録画により、システムの動作方法、設定手順、更新時に確認すべき事項

を案内します。

文書化：当該ワークフローがどのような論理で設計されたかを説明する文書を作成します。コンサ

ルタントが去った後、クライアントチームの誰か、あるいは新しい開発者が引き継ぐ際に、この文

書がガイドとなります。

[図 35-3] ハンドオーバーチェックリスト全体図
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保守契約による長期的関係への移行

インゲが終了したら、プロジェクトを完了させる段階です。この過程で2つの課題を解決します。

請求の完了：最初に合意した作業範囲（Scope of Work）を再度取り出し、各項目が完了したこと

を共に確認します。クライアントがプロジェクト完了を確定すれば、最終請求書を送付します。「

合意されたワークフローが構築、検証、文書化、受領完了しました。最終請求書を発行します。」

保守契約の検討：リテーナーはプロジェクト費用とは別に結ぶ契約です。バグ修正、小規模な調整、

依存関係の変更、モニタリング、基本的なセキュリティ点検を含みます。新機能、新しいワークフ

ロー、大規模な範囲変更は含まれません。これらは別プロジェクトとなります。

サービスレベル期待値（SLA）を簡潔に設定します。緊急障害は数時間以内に対応、通常のリクエ

ストは数日以内に対応します。複雑である必要はありませんが、期待値は明確であるべきです。

所有権と知的財産権（IP）も整理します。多くのコンサルティング契約では、納品物は代金支払い

後にクライアントの所有となります。ただし、コンサルタントの再利用可能なパターン、汎用ツー

ル、基本テンプレートに関する権利は保護する必要があります。

退出手順（エクジット・プロセス）も定義します。クライアントがサービスの終了を望む際に何を

引継ぎ、何が範囲に含まれ、何が有料となるかを事前に定めます。

[図 35-4] プロジェクト完了 → 保守契約 → 拡張プロジェクトへの移行フロー

初心者に最も重要な原則はこれです。非公式な作業を中止することです。範囲、完了の定義、対価、

保守、サービスレベル、バグと変更の区別、所有権、退出手順を書面契約に盛り込みます。双方が

何を求め、何がその後に起こるかを理解すれば、プロジェクトは円滑に進み、誤解は減ります。

この一連のプロセス̶構築、検証、引継ぎ、保守̶を専門的に遂行すれば、単発のプロジェクトが

長期的な関係へと転換されます。関係が深まるほど、クライアントのビジネスを誰よりも深く理解

できるようになり、その理解が競争優位性となります。代替不可能なパートナーとなるのです。

温かい関係から始まったパートナーシップが安定すれば、視野を広げるべき時が訪れます。温かい

ネットワークの外にある市場へ進む方法、すなわちコールド・アウトリーチを戦略的に活用するタ

イミングと手法が、次の課題です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第36章 コールドアウトリーチから長期パートナーシップへ

第9部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ウォーミングアップ後のコールドアウトリーチのタイミング

ある日、スプレッドシートを開きます。無料パイロットプロジェクト2件が成功裡に完了しました。

1件は保守契約へと移行し、もう1件では推薦動画の提供を受けました。ウォーミングアップのネッ

トワークから得られる潜在顧客リストが底をつき始めています。

この時点で、一つの問いが浮かびます。「今からコールドアウトリーチを開始してもよいのでしょ

うか？」

答えは、準備が整っているかどうかにかかっています。コールドアウトリーチは拡大（スケール）

のためのツールであり、探索のためのツールではありません。最初の顧客を見つけるために使うの

ではなく、機能するシステムをより広い市場に適用するために用いるものです。

コールドアウトリーチを開始する前に、以下の3つを整えておく必要があります。

証拠です。実際のプロジェクトで得られた成果物が必要です。「AI自動化を行います」と言うので

はなく、「私が作成したワークフローにより、A社は週あたり20時間の時間を節約しました」と言

える状態であるべきです。数字を含む文は、数字のない文よりも重みがあります。

言語です。技術者の用語ではなく、経営者の用語で話す能力が必要です。ウォーミングアップの会

話で収集した表現̶「毎日繰り返される問い合わせの整理」「Excelへの手動入力にかかる時間」̶

が、自身の語彙として定着している必要があります。

自信です。漠然とした自己確信ではなく、実戦で検証された能力から生まれる自信です。「この種

の問題は解決した経験があり、結果を出した」という実績が支える姿勢です。

この3つが揃わずにコールドアウトリーチを行えば、結果は惨憺たるものになります。1日に数百通

のメールを送っても、文脈のないメッセージを無関係な相手に送るだけになります。証拠も信頼も、

つながりもない状態のメールは、受信者にとってノイズに過ぎません。商品化されてしまいます。

商品化されれば価格競争に巻き込まれ、価格競争では常にさらに安く提案する誰かが現れます。

証拠に基づくアプローチ：コールドメッセージの構造

コールドアウトリーチの成否を決めるのは送信数ではなく、メッセージの構造です。

米国のAI自動化コンサルタントがコミュニティで観察したパターンがあります。事業初期に大量の

コールドメールに依存していた実務家たちに共通する点です。LinkedInをウェブ情報収集に使い、
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メールアドレスを抽出し、AIで汎用的なコピーを作成し、送信ツールに投入して1日400～500通を

送りつけます。書類上では生産的に見えますが、現実は異なります。

証拠も、ポジショニングも、魂もないメッセージを送ることは、ただのAIテンプレート販売者に過

ぎません。

エビデンスに基づくコールドメッセージは構造が異なります。核心となる原則は、「何を販売して

いるか」ではなく、「何を実現したか」から始めることです。

効果的なコールドメッセージには、4つの要素が含まれます。

1. 文脈の接続：相手の状況に関する一文。「貴社の[具体的なプロセス]を確認し、ご連絡いたしま

した。」2. 根拠の提示：同様の課題を解決した経験。「同様の業務を自動化し、[具体的な数値]と

いう成果を上げた経験があります。」3. 価値の仮説：適用した場合の予想効果。「[このような効果]

が期待できると思われます。」4.

ハードルの低い次のステップ：負担のない提案。「15分ほどの通話で可能性を一緒に探ってみませ

んか？」

これら4つの要素を5～6文に収めます。長すぎると読まれません。忙しい経営者がメールをスキャ

ンする時間は数秒に過ぎません。

[図36-1] 根拠に基づくコールドメッセージの構造図

コールドメッセージで最初に価格について語るべきではありません。価格は会話が開始された後に、

ディスカバリーを通じて扱うべきテーマです。メッセージの目的は販売ではなく、会話の開始です。

コミュニティでの成果共有からインバウンドへの転換

コールドアウトリーチだけが拡大への唯一の道ではありません。むしろ、より強力な道があります。

それがインバウンドです。

インバウンドとは、潜在的なクライアントが自ら探してやってくることを指します。これが起こる

メカニズムは、想像以上にシンプルです。

米国の一つのAI自動化コミュニティで起きた事例を見てみましょう。ある実践者が最初のクライア

ントを獲得し、5日間でパイロットを成功裏に完了しました。彼はその経験をコミュニティで共有し

ました。「このような課題をこのように解決し、このような結果が得られました」と。具体的なプ

ロセスと数値を盛り込んだ投稿でした。

その投稿を見た別のコミュニティメンバーから連絡がありました。彼は自社のクライアントのため

に働ける開発者を探しており、この人の実際の成果を見て信頼を抱いたのです。これが二番目のク

ライアントとなりました。コールドメールを送ったわけでも、紹介を頼んだわけでもありません。

成果を共有しただけで、機会が自ら訪れたのです。

このパターンは偶然ではありません。成果の共有は、3 つの効果を同時に生み出します。
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信頼の構築：具体的な数値とプロセスを伴う共有は、自己宣伝ではなくケーススタディとして読ま

れます。読了者は「この人は実際にやったのだ」と感じるのです。

検索可能性：オンラインコミュニティ、ブログ、ソーシャルメディアで共有されたコンテンツは、

検索エンジンやプラットフォームのアルゴリズムによって露出されます。眠っている間も、誰かが

「AI 自動化リード処理」を検索し、その記事を見つける可能性があります。

ネットワーク効果：一人の人がこの記事を知人に伝えます。「この人は良さそうだから見てみて」

といった紹介は、直接送るコールドメッセージよりも受信者にずっと強い印象を与えます。

成果の共有形式は多様です。コミュニティフォーラムの投稿、LinkedIn のポスト、ブログ記事、短

い動画などです。形式よりも重要なのは内容の具体性です。「クライアントに自動化を作ったら喜

んでくれました」では効果は薄く、「インバウンドリード処理プロセスを自動化した結果、従業員

一人が週に 10 時間を節約し、リードの応答時間が 24 時間から 5 分に短縮されました」という内

容であれば効果があります。

[図 36-2] 成果共有からインバウンド転換への経路図

AI 思考パートナーとしてのポジショニング

コールドアウトリーチであれインバウンドであれ、長期パートナーシップに至る道において、ポジ

ショニングが決定的な役割を果たします。

ポジショニングの違いについて見ていきましょう。

ポジション A:「私は AI ワークフローを構築する者です。」ポジション B:「私は企業が AI を活用し

て業務を改善できるよう支援するパートナーです。」

A は技術を販売します。B は成果を販売します。A にとってクライアントは「これを作ってくださ

い」と言います。B にとってクライアントは「どうすればよいでしょうか」と尋ねます。A は代替

可能です。B は代替が困難です。

AI 思考パートナーとなることは、技術レベルの問題だけではありません。視点の問題です。企業は

現在、AI が必要であることを知っています。しかし、AI が自社の運営にどこに、どのように適合す

るかは知りません。このギャップを埋めることができる人物が必要です。

すでに一つのクライアントのエコシステム内に深く入り込んでいる場合̶システムを構築し、デー

タを理解し、プロセスを知っているなら̶そのクライアントが新たな AI 導入の決定を下す際に、最

初に連絡が来る人物となることができます。これが思考パートナーの位置です。

このポジションに到達するには、技術の実装を超えて見る必要があります。監査、教育、戦略コン

サルティングがその領域です。企業が AI で何が可能なか知らないとき、その可能性を示す人物。新

しいモデルがリリースされたとき、既存システムへの影響を分析する人物。こうした役割は、ワー

クフローを一つ作るよりも価値が高いのです。

[図 36-3] テンプレート販売者 vs. AI 思考パートナーのポジショニング比較
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長期パートナーシップの構造は、このように形成されます。最初のプロジェクトで足場を固め、メ

ンテナンスを通じて関係を維持し、拡張プロジェクトで価値を実証し、リテナーシップとして安定

したパートナーシップを結びます。この過程で、コンサルタントのクライアントのビジネスに対す

る理解は深まり、他者が代替できない立場へと至ります。

関係が深まるにつれ、クライアントは単なる技術提供者ではなく、事業パートナーとして認識し始

めます。そして、そのクライアントが業界内の他の経営者にコンサルタントを紹介する際、その紹

介の重みは、直接送ったあらゆるコールドメッセージよりもはるかに重くなります。

これらのプロセスは抽象的に感じられるかもしれません。理論ではなく、実際にこの道筋を歩んだ

人々の具体的な物語を追うことで、全体像がはるかに鮮明になります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第37章 実践ケーススタディ

第9部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

大量のクールドメールの失敗

米国でAI自動化事業を立ち上げようとした実務家がいました。彼は情熱に満ち、行動力もありまし

た。問題は方向性でした。

彼が最初にやったことは、多くの初心者が行うことと全く同じでした。LinkedInからプロフィール

情報をスクレイピングし、メールアドレスを抽出し、AIを使って一般的なメッセージを作成しまし

た。これを大量送信ツールに投入し、1日に400～500通のメールを送信しました。書類上では莫大

な活動量に見えます。スプレッドシートには送信数が急速に増加していきました。

しかし、返信は来ませんでした。

理由は明確です。受信者にとって、彼のメッセージは毎日届く数十件の営業メールの一つに過ぎま

せんでした。送信者が誰かも、どのような成果を上げたのかも分かりません。AIテンプレートをカ

スタマイズして提案する他の十人も同じことをしていました。差別化がなかったのです。彼はコモ

ディティでした。コモディティになれば価格競争を迫られ、価格競争ではさらに安く提供しようと

する誰かが必ず現れます。

この状態でさらに多くのメールを送ることは、穴のあいたバケツに水を注ぐようなものです。問題

は量ではなく、構造でした。

[図 37-1] 大量のクールドメールの転換率構造分析

マインドセットの転換：ワークフロー販売者から成果パートナーへ

転換点となったのはツールの変更ではありません。思考様式の変化でした。

この実務家が AI 自動化コミュニティに参加した後に受けた修正意見の核心はこれでした。ワークフ

ローを販売する者として考えるのをやめ、成果を導くパートナーとして考えるようにするという点

です。

具体的には、言葉が変わりました。

以前：「このような自動化を作成しました。このテンプレートをごカスタマイズできます。」その

後：「貴社の[具体的な業務]において、このような成果をご提供できます。」
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前者は自分が作ったものを説明しますが、後者は相手が得られるものを説明します。このたった一

つの転換がすべてを変えました。同じ技術、同じツール、同じ人。変わったのはアプローチだけな

のです。

そして彼はコールドアプローチを止め、ウォームアプローチに戻りました。知人、知人の知人にま

ず手を差し伸べたのです。「何かを売り込もうとしているのではありません。日常業務の中で、反

復的で面倒な部分はどこでしょうか？」この質問で会話を始めました。

5日目で最初のクライアント

温かいネットワークの中で会話を交わしているうちに、彼は反復的で時間のかかる手作業という明

確な課題を抱える事業主に出会いました。

彼はこう提案しました。

無料という提案は相手のリスクを排除しました。率直な改善意見という対価は、慈善ではなく交換

の構造を生み出しました。事業主は同意しました。

その後の数日は集中的な構築期間でした。複雑なシステムを作ったわけではありません。小さくて

も確実に機能する一つの自動化を作りました。API呼び出しを何層にも重ねた印象的なアーキテクチャ

ではなく、「この業務に毎日1時間かけていたものを、今では5分で済ませる」という結果が目標で

した。

パイロットが稼働し始めると、事業主の反応は価格表なしでも価値を証明しました。時間が節約さ

れ、その節約は測定可能でした。

最初の連絡からパイロット完了まで5日。大規模なコールドメールに数ヶ月を費やしていたのと比較

すると、劇的な違いです。この違いを生んだのは技術ではなく、アプローチでした。

[図37-2] コールドメールアプローチとウォーミングアップアプローチのタイムライン比較

コミュニティに成果を共有する

パイロットが成功した後、この実践者は自身の経験をAI自動化コミュニティに共有しました。具体

的な内容が記された投稿でした。どのような課題を解決し、どのようなアプローチを行い、どのよ

うな結果が得られたのか。抽象的な自己宣伝ではなく、他者が再現できる実践記録でした。

この共有は2つの効果をもたらしました。

第一は、コミュニティ内での信頼の構築でした。具体的な数値とプロセスを伴う事例の共有は、理

論的な助言よりもはるかに重みがあります。「この人は口先だけでなく、実際に実行したのだ」と

いう認識が形成されます。

第二の要素がより重要です。予期せぬ機会が訪れました。

二番目のクライアントはインバウンドで
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コミュニティに投稿した成果共有記事を見た別のメンバーから連絡がありました。このメンバーは、

自社のクライアントのためにワークフローを構築できる人材を探していました。実践者の記事を読

み、実際の結果を確認し、「この人なら信頼できる」と判断したのです。

これが二番目のクライアントでした。コールドメールを送ったわけでも、営業電話をしたわけでも

ありません。成果を共有しただけなのに、機会が自らやってきました。

ここで注目すべきは、この機会が単なる幸運ではないという点です。成果の共有は一種のパッシブ・

マーケティング（Passive Marketing）です。一度投稿すれば、複数の人が異なるタイミングで閲覧

できます。その中に似たニーズを持つ人が一人でもいれば、つながりが生まれます。コールド・メー

ルが一人対一人の接触であるのに対し、コミュニティ共有は一人対多の接触です。効率性は構造的

に異なります。

[図 37-3] 成果の共有 → インバウンド機会の発生メカニズム

信頼 → リテンション → 紹介のサイクル

2 番目のクライアントとの作業が始まるにつれ、パターンはより明確になりました。この実務家が

たどった経路を振り返ってみましょう。

1. 温かい接触から始める。知人に問いかけ、課題を把握しました。2. 成果中心の提案。ワークフロー

ではなく結果を提案しました。3. 無料パイロットによる信頼構築。リスクのない小規模プロジェク

トで証明しました。4. 価値の提供。測定可能な時間短縮という結果を示しました。5.

関係の深化。メンテナンスや拡張の提案を通じて関係を継続しました。6. 証拠の確保。推薦文や事

例を蓄積しました。7. 成果の共有。コミュニティに経験を投稿しました。8. インバウンドの機会。

共有を見た誰かが先制して連絡してきました。

この8つのステップは循環します。2番目のクライアントで再び価値を提供し、信頼を築き、推薦文

を得て、経験を共有すれば、3番目の機会が開かれます。各循環のたびに証拠の量が増え、メッセー

ジの洗練度が高まり、自信が育まれます。

このサイクルが2～3回回れば、リテイナー契約の会話は自然なものになります。すでに価値を反復

して証明しているからです。クライアントは、月額を支払うことが新規パートナーを探すよりも効

率的であることを経験を通じて知ります。

リテイナーが安定すれば、紹介も自然に行われます。満足したクライアントは、同じ業界の知人に

推薦します。この紹介は、直接送ったあらゆるコールドメッセージよりも転換率が高いです。なぜ

なら、紹介にはすでに検証済みの信頼が内包されているからです。

[図37-4] 信頼 → リテイナー → 紹介 → 新規クライアントの循環ダイアグラム

この実務家の物語から最も重要な教訓は何でしょうか？それは、より優れたツールやより多くの自

動化ではありませんでした。マインドセットの転換でした。ワークフローを販売する者から、成果

を導くパートナーへの転換。大量送信から個人的なつながりへの転換。即座の収益追求から信頼の

構築への優先順位の転換です。
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この転換により、数ヶ月間成果のなかったコールドアウトリーチが、5日間で最初のクライアントを

獲得し、インバウンドで訪れた2番目のクライアントへと変わりました。

収益を生む構造の構築とビジネス戦略に関する具体的な技術と事例を見てきました。いよいよ視野

を広げ、本書全体で取り上げた内容を一つの統合されたシステムとして整理する時が来ました。個々

の技術やフレームワークをどのように結びつけて持続可能な実務体系へと作り上げるか、その構造

を描いていきましょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #ClaudeCode #AIエージェント #ワークフロー #MCP #プロンプト #自動化 #AI

活用 #開発
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第38章 学んだことを一つのシステムにまとめる

第10部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

散らかったパズルを一つの絵に

机の上に数十枚のメモが置かれていると想像してみてください。一枚にはWATフレームワークが記

されており、別の一枚には一度に読む範囲を管理する戦略が書かれています。さらに別の枚には7日

フレームワーク、価値に基づく価格設定、MCP接続サーバーの設定方法が記載されています。それ

ぞれに意味はありますが、バラバラに置かれていれば単なるメモの山に過ぎません。

この章の目的は、そのメモたちを一つの地図の上に配置することです。個別の技術ではなく、シス

テムとして機能させること。エージェント型AIの実務家がプロジェクトを構想し、構築し、納品し、

拡張する全体の流れを一つの道筋としてつなぐ作業です。

WATフレームワークの復習：すべてのプロジェクトのスタート地点

本書の前半で登場したWATフレームワーク̶ワークフロー（Workflow）、エージェント（Agent）、

ツール（Tool）̶をもう一度取り上げてみましょう。この三つの要素は個別の概念ではなく、プロ

ジェクトを設計する際に繰り返し使用するレンズです。

新しいプロジェクトを受注した際に問うべき質問は三つあります。

ワークフロー：この問題を解決するための全体の流れはどのような形でしょうか。起点はどこで、

終点はどこでしょうか。どのような段階を経るのでしょうか。

エージェント：この流れの中でAIが判断すべき箇所はどこでしょうか。どの段階でエージェントが

介入し、どの段階はルールベースで処理する方が適切でしょうか。

ツール：エージェントが作業を行うためには、どのようなツールにアクセスする必要がありますか。

MCP接続サーバーを通じて接続すべき外部サービスは何でしょうか。ファイルシステム、API、デー

タベースのいずれが必要でしょうか。

この三つのレンズを通じて、あらゆるプロジェクトを分解することができます。ウェブサイトのク

ローンでも、カスタマーサポートの自動化でも、採用データのウェブ情報収集でも、構造は同じで

す。ワークフローを描き、エージェントの役割を定義し、ツールを接続します。

[図 38-1] WAT フレームワークとプロジェクト設計フロー

このフレームワークの強みは再現性にあります。一度習得すれば、産業が変わっても、問題が変わっ

ても、ツールが変わっても適用可能です。技術は進化しますが、フレームワークは安定しています。
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EA ロードマップの点検：現在の位置把握

本書で取り上げた道筋を一つのロードマップとして可視化してみましょう。エージェント型 AI 実務

家（EA、Agentic AI Practitioner）の成長段階です。

1 段階：環境構築と基本理解

ターミナルの設定、Claude Code のインストール、基本コマンドの学習。一度に読む範囲の概念と

モデルを管理する戦略。CLAUDE.md ファイルの作成。この段階は、ツールを手にするにあたるも

のです。第2段階：最初の成果物の生成

ウェブサイトのクローン、簡単なウェブ情報収集ワークフロー、ドキュメントの自動化。Claude

Code に指示を出し、結果を受け取る経験。計画モードで複雑な作業を段階的に分解する練習。この

段階で「エージェントが実際に作業を行う」という感覚が形成されます。

第3段階：複雑なワークフローの構築

MCP 接続サーバーの接続、検索連携システムの構築、補助エージェントの活用、マルチステップパ

イプラインの設計。一つのエージェントではなく、複数のエージェントが連携する構造を作る段階

です。エラーハンドリング、ログ記録、コンテキスト管理が重要になる時です。

「エージェントが実際に作業を行う」という感覚が形成されます。エラーハンドリング、ログ記録、

コンテキスト管理が重要になる時です。

4 段階：実務納品とビジネス構築

クライアント獲得、価格設定、QA、ハンドオーバー。技術的スキルの上にビジネススキルを築く段

階です。無料パイロットから有料プロジェクトへ、単発からリテナーシップ契約へ、温かい接触か

らコールドアウトリーチへと拡張する道筋です。

[図 38-2] EA 成長ロードマップ 4 段階ダイアグラム

現在、読者がどこにおられるかにかかわらず、このロードマップ上で自らの位置を確認することが

重要です。1 段階におられるのであれば、無理に 4 段階の課題を考慮する必要はありません。3 段

階におられるのであれば、技術をさらに磨くよりも、4 段階へと進む行動の方がより効果的かもし

れません。

各段階を飛び越えることはできません。しかし、各段階で費やす時間を短縮することは可能です。

本書で提示したフレームワーク、チェックリスト、事例が、その短縮のためのツールとなります。

ワークフロー・ポートフォリオの整理

実務家としての価値を証明する最も直接的な方法はポートフォリオです。しかし、AI自動化の実務

家におけるポートフォリオは、デザイナーのポートフォリオとは異なります。重要なのは視覚的な

成果物ではなく、問題解決の記録です。

効果的なポートフォリオ項目は、以下の4つの要素で構成されます。
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問題の定義：どのようなビジネス上の課題が存在したのか。誰がどのような苦痛を味わっていたの

か。

アプローチ方法：WATフレームワークの観点から、ワークフローをどのように設計したのか。どの

ようなツールやエージェント構造を採用したのか。

結果：定量的な成果とは何か。時間短縮、コスト削減、エラー減少などの数値です。

学んだこと：プロジェクトで何を改善し、次回はどのように異なるアプローチをとるか。

この四つが揃った事例一つが、「私はAI自動化を行います」という自己紹介よりも百倍強力です。

ポートフォリオを整える実用的な方法は、簡潔なNotionページやGoogle Docs文書です。華やかで

ある必要はありません。明確であれば十分です。各プロジェクトを上記の四つの枠組みで整理し、

可能であれば短いデモ動画を添付します。

無料パイロットもポートフォリオに含めます。無料であったことは価格の問題であり、成果の問題

ではありません。無料パイロットでクライアントの時間を週5時間節約したのであれば、それは有効

な成果です。

[図 38-3] ワークフロー・ポートフォリオ項目の構成例

継続的な学習リソースと実践的な体系

AIの世界は急速に変化しています。新しいモデルがリリースされ、ツールが更新され、可能性の境

界が広がります。この速度に追いつくことは不可能です。すべてを知ろうとすれば、何も深く理解

することはできません。

むしろ、効果的な学習体系を備えることが重要です。

中核技術の更新：主に使用するツール̶Claude Code、主要な MCP 接続サーバー、デプロイメント

プラットフォーム̶の更新を追跡します。すべての AI ニュースを追う必要はありませんが、自身の

実践に直接影響を与える変化は見逃してはいけません。

コミュニティへの参加：同じ分野の実務家と交流することは、情報収集とモチベーションの維持を

同時に解決します。オンラインコミュニティ、オフラインの集まり、四半期ごとのイベントなど、

その形態は多岐にわたります。重要なのは、一人で孤立しないことです。

実験時間の確保：クライアント作業とは別に、個人プロジェクトのための時間を意図的に確保しま

す。新しいモデルの検証や、新しいワークフローパターンの試行、あるいは全く異なる業界の問題

に自らの技術を適用してみるなどです。この実験の時間が能力の幅を広げ、クライアントに新たな

可能性を提案する源泉となります。

記録の習慣：プロジェクトごとに学んだ点、失敗した試み、成功したパターンを記録します。この

記録は、後にポートフォリオの素材となり、類似のプロジェクトに直面した際の参考資料となり、

成長の軌跡を示す証拠となります。
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[図 38-4] 継続的学習システムの 4 つの要素を示すダイアグラム

これらすべて̶WAT フレームワーク、EA ロードマップ、ポートフォリオ、学習システム̶は一つ

のシステムとして連携しています。フレームワークがプロジェクトを構造化し、ロードマップが成

長の方向性を示し、ポートフォリオが成果を蓄積し、学習システムが進化を保証します。

このシステムは読者様のものである。本書が提供したのは初期設計図に過ぎず、完成した建物では

ない。実戦でぶつかりながら修正し、自らの文脈に合わせて変容させ、経験が積まれるにつれてよ

り精緻に磨き上げていく必要がある。

個別の技術とフレームワークを一つのシステムに結びつける作業は完了した。しかし、システムを

有する者が眺めるべきより広大な風景が残されている。エージェント型AIが急速に進化するこの時

代において、読者が立つべき場所はどこかという問いである。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第39章 エージェント型AI時代、あなたの居場所

第10部

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ビルダーからアーキテクトへ

今この文章をお読みいただいている読者は、本書の最終章に到達されています。数百ページにわた

る旅路が、ここで一つの問いへと収束します。「では、これから何をなすべきか？」

ある一場面を思い浮かべてみてください。本書の序盤、読者はターミナルウィンドウの前で初めて

Claude Code を実行しました。カーソルが点滅し、何を入力すべきか分からず一瞬立ち止まったこ

とでしょう。あの時と今では、すでに大きな隔たりが生じています。一度に処理できる範囲を管理

する方法を学び、CLAUDE.md ファイルを通じてエージェントに職務記述書を作成する方法を習得

されたのです。

MCP 接続サーバーを用いて外部ツールを連携させ、検索連動生成システムを構築し、サブエージェ

ントを調整する方法を身につけられました。クライアントの獲得、価格設定、ワークフローの納品

に至るまでのプロセスを経験されたか、あるいはその準備を整えられたことでしょう。

しかし、これらの技術の根底には、より本質的な転換が潜んでいます。ビルダー（Builder）からアー

キテクト（Architect）へと至る変容です。

ビルダーは作成します。アーキテクトは設計します。ビルダーはツールを使用します。アーキテク

トは、ツールがどのように組み合わされるべきかを決定します。ビルダーは一つのワークフローを

完成させます。アーキテクトは、複数のワークフローが企業の運営システムの中でどのように連動

すべきかを構想します。

本書の前半では、読者はビルダーでした。ウェブサイトのクローン作成、データ収集、文書の自動

生成を行いました。後半に移るにつれ、アーキテクトの思考が徐々に浸透し始めました。WATフレー

ムワークを用いて問題を分解し、エージェントチームの役割を分担し、クライアントのビジネス全

体を俯瞰して自動化の優先順位を決定すること。これがアーキテクトの役割です。

これからの旅路において、読者の価値はコードを書く能力よりも、設計する能力から生まれるでしょ

う。AIモデルはますます強くなり、コード生成はますます容易になります。しかし、「この企業に

何が必要か」を把握し、「どのような順序で、どのような構造で解決するか」を決定することは、

依然として人間の役割です。

[図 39-1] ビルダーの役割からアーキテクトの役割への移行ダイアグラム

韓国市場の機会
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本書で取り上げた事例と戦略は米国市場を背景にしていますが、読者が立っているのは韓国です。

そして韓国市場には固有の機会が存在します。

韓国企業のデジタルインフラは世界レベルです。インターネット普及率、モバイル端末利用率、ク

ラウド導入率はいずれも高い水準にあります。しかし、このインフラ上でAI自動化を実務に適用す

る速度は、インフラの水準に比べて遅れています。多くの企業がAIの導入を希望している一方で、

実際の運用プロセスにAIワークフローを組み込んだ事例はまだ限定的です。

このギャップこそが機会です。

韓国の中小企業や中堅企業には、自動化可能な反復業務が豊富に存在します。顧客問い合わせの分

類、見積書作成の補助、内部報告書の自動生成、データ入力と検証、スケジュール管理と通知など

です。これらの業務は米国市場で自動化されているものと本質的に同じです。技術は国境を越えま

すが、その技術を現地のビジネス文脈に合わせて適用するのは、現場にいる者だけが可能です。

韓国語でコミュニケーションを取り、韓国企業の業務文化を理解し、韓国市場の規制や慣行に精通

したAI自動化の実務者はまだ多くありません。これは需要と供給の不均衡です。需要は急速に増加

していますが、供給はまだ形成段階にあります。

ここで本書で学んだアプローチがそのまま適用されます。温かいネットワークから始め、経営者の

言葉で対話し、小さなパイロットで証明し、成果を共有して信頼を築きます。市場が韓国であると

いう事実がフレームワークを変えるわけではありません。対話の言語とビジネスの文脈が変わるだ

けです。

[図 39-2] 韓国市場における AI 自動化の機会領域マップ

変わらないもの：問題定義能力

技術は急速に変化します。今日の最新モデルも 6 ヶ月後には古びたものになるかもしれません。新

しいツールが登場し、既存のツールが消えることもあります。この変化の速度に不安を感じること

は自然なことです。「今学んだことが来年も有効だろうか？」

この質問に対する答えは、読者が何を学んだかによって異なります。特定のツールのボタン位置を

学んだのであれば、それはすぐに役に立たなくなるかもしれません。しかし、本書で強調したのは

ボタン位置ではありません。

問題を定義する能力。これは変わりません。

「この企業において、最も反復的で時間を浪費する業務は何ですか？」「その業務を自動化するこ

とで、どのような価値が生まれるでしょうか？」「自動化の範囲をどこまで設定すれば、実現可能

かつ意味のあるものとなるでしょうか？」これらの問いは、AI モデルが GPT-3 から GPT-5 へ移行

しても、Claude Code がバージョン 10 になっても、変わらず有効です。

ツールは変わります。エージェントの能力は拡張されます。しかし、「何を解決すべきか」という

問いを投げかけるのはツールの役割ではありません。それは、ビジネスを理解し、人と対話し、課

題を捉える人間の役割です。読者がこの能力を備えていれば、ツールが何であれ価値を生み出すこ
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とができます。

WAT フレームワークがツールに依存しない理由もここにあります。ワークフロー、エージェント、

ツールという 3 つのレンズは、特定のソフトウェアに縛られていません。Claude Code に代わって

他のエージェントツールが登場しても、ワークフローを設計し、エージェントの役割を定義し、ツー

ルを接続する構造的な思考はそのまま継承されます。

ディスカバリー過程において、クライアントのプロセスを初めから終わりまで把握する能力、ROI

を計算して価格を正当化する能力、QA によって品質を保証する能力、ハンドオーバーを専門的に遂

行する能力̶これらは技術スタックとは無関係な能力です。時代が変わっても、その価値は失われ

ません。

最初のワークフローを作成する時

いよいよ最終章です。

本書の38章を読み終えることと、最初のワークフローを作成することの間には、たった一つの隔た

りしかありません。それは行動です。

知識は十分です。完璧である必要はありません。すべてを記憶する必要もありません。行き詰まっ

たら、また開いて見直せばよいのです。重要なのは、始めることです。

ターミナルを開き、Claude Codeを実行して、日々の生活で繰り返される一つの業務を自動化して

みましょう。自分専用のワークフローから始めても構いません。毎朝のニュース整理、メールの分

類、議事録の要約など、小さく具体的で、自分にとって直接役立つものから始めましょう。

この最初のワークフローが完成する瞬間、本書で学んだすべてのことが体感として転換されます。

一度に読む範囲が実際にどのように消費されるのかを実感し、エージェントに明確な指示を出すこ

とがなぜ重要なのかを体で理解します。そして、小さな自動化が時間を戻してくれる経験が、次の

ワークフローへとつながる原動力となります。

2番目のワークフローは、他者のためにあるものかもしれません。友人の事業における反復作業を自

動化する無料のパイロットプロジェクトです。3番目は、そのパイロットの成功に基づいた有料プロ

ジェクトとなる可能性があります。4番目以降になると、パターンが見えてきます。

エージェント型AIの時代が幕を開けました。この時代に必要とされるのは、すべてを知っている人

ではありません。問題を定義し、解決策を設計し、結果を納品できる人です。技術は単なる道具で

す。読者の判断、共感、実行力がその道具に方向性を与えます。

[図39-3] 最初のワークフローからビジネスまでの道のりの要約

本書が伝えたいのは、技術マニュアルではありません。新しい種類の仕事を始められるという確信

です。道具は用意されています。フレームワークも提示されました。事例も共有されました。

残っているのは、読者の最初のエンターキーだけです。

← 前の章
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全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第40章 Claude Code v2.1.86 完全リファレンス

第10部

← 前の章

全章を見る

導入

前章では、Claude Code で何ができるかを十の事例を通じて解説しました。今章では、ツール自体

を体系的に整理します。キーボードショートカットから始まり、コマンドライン方式の命令とフラ

グ、セッション内で使用するスラッシュコマンド、スキルとエージェントエコシステム、そしてこ

れらすべてが交差する上級者向けワークフローまで、順を追って概観します。基準バージョンは、

2026年4月現在の v2.1.86 です。

一度通読すれば、全体の構造が頭に入ります。机の脇に広げておき、必要に応じて参照しても構い

ません。毎日使用する機能は十個を超えませんが、残りの機能があることを知っておけば、行き詰

まった際に引き出せるカードが生まれます。

Claude Code 一目でわかる要約

Claude Code の構成は、大きく六つの要素に分かれます。キーボード、MCP、スラッシュコマンド、

メモリ、ワークフロー、スキル/エージェント、そしてコマンドライン方式です。このうち、初めて

入門する方が覚えるべきは、たった三つだけです。

Ctrl+C で生成を停止し、Ctrl+L で画面を整理し、/clear で会話を初期化します。

この三つがあればとりあえず始められます。残りは使いながら必要になった時点で一つずつ調べて

覚えていけば大丈夫です。

六つの領域それぞれの核心を一行ずつ整理します。

キーボード操作：Ctrl+C で停止、Ctrl+L で画面整理、Ctrl+D で終了、Shift+Tab でモード切り替

え、Alt+T で深層推論、特殊プレフィックスはスラッシュ (/)、感嘆符 (!)、アットマーク (@) の三

つです。

MCP は外部ツール接続規格です。--transport オプションで http、stdio、sse の三つの接続方式を

サポートし、管理範囲はローカル、プロジェクト、ユーザーの三層で構成されます。/mcp コマン

ドが管理 UI であり、Elicitation（対話形式のツール呼び出し）もサポートしています。

スラッシュコマンド：セッション内で入力するコマンドです。/clear、/compact、/resume で会

話を管理し、/plan、/voice、/loop でモードを切り替え、/init でプロジェクトを初期化し、

/memory で指示書を変更します。/btw、/rc、/schedule は v2.1 シリーズで新たに追加された、

または強化されたコマンドです。



193

メモリ：CLAUDE.md がプロジェクト指示の本体であり、rules/*.md が詳細ルールです。@path 形

式でファイルを呼び出し、memory フォルダには約 25KB の自動メモりが保存されます。

ワークフロー：Plan Mode でまず計画を立て、ultrathink で最強の思考モードを一度実行し、

/batch でワークツリーを並列処理し、/compact でコンテキストを圧縮します。

設定ファイル：settings.json が動作設定の本体であり、ANTHROPIC_API_KEY 環境変数は必須で

す。managed-settings.d フォルダを設けると、管理者が配布した設定が適用され、hooks は条件

付きで実行されるトリガーです。

スキル/エージェント：.claude/skills/ 内に SKILL.md を作成してカスタムスキルを定義します。内

蔵エージェントは Explore、Plan、General、Bash の 4 種類で、initialPrompt と SendMessage は

v2.1 シリーズの新機能です。

コマンドライン方式：claude -p で非対話型実行、claude -c で直前の対話を継続、--bare は最小限

の実行、--channels は権限の継承、--permission-mode plan は計画モードの強制です。

これらすべてを一つの画面にまとめると、ターミナルに定着したアシスタントが、ショートカット

キーで動き、スラッシュコマンドで作業を切り替え、MCP で外部ツールを呼び出し、スキルで専門

知識を引き出し、コマンドライン方式で自動化パイプラインに接続される構造です。各機能は互い

に重複せず、役割が明確に区別されています。ここからは一つずつ詳しく見ていきましょう。

キーボードショートカット

Claude Code はターミナル内で動作するツールであるため、キーボードショートカットがマウス操

作に代わります。これを覚えておけば、手をキーボードから離さずにセッションを指揮できます。

一般的な制御は、Ctrl キーを組み合わせた 5 つのショートカットに整理されています。Ctrl+C は生

成を停止します。Claude が間違った方向へコードを書き始めたり、ファイルを誤って読み込んでい

たり、応答が長引いているのに必要な回答が既に得られている場合に即座に押します。押すと直ち

に停止し、モデルが生成する文字の無駄がその時点で止まります。Ctrl+D はセッションを終了しま

す。Ctrl+L は画面をきれいに整理します。

スクロールして過去の出力を確認するよりも、一度消して新しく始める方が速いです。Ctrl+O は会

話履歴ビューアを開きます。以前共有した会話を再度確認したい場合や、Claude がどの段階でどの

ような判断を行ったか振り返りたい場合に使用します。

v2.1 シリーズでは、Ctrl+O の役割は一般詳細トランスクリプトの切り替えに限定され、フォーカ

スビューは別途 /focus コマンドに移動しました。Ctrl+B はバックグラウンド実行です。長時間か

かる処理を裏で実行し、他の作業を続ける際に便利です。

モード切替は、Shift+Tab と Alt キーの組み合わせの三つに分かれています。Shift+Tab は、一般

モードから自動承認モード、そして計画モードへと順次切り替えます。コードを素早く作成する際

は自動承認モードに、設計が重要な作業の前には計画モードに切り替え、Claude に計画書のみを作

成させます。Alt+P はモデル変更です。
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Haiku、Sonnet、Opus の間を即座に切り替えることができます。軽い質問には Haiku を使用して

コストを節約し、複雑なリファクタリングには Opus を使用します。Alt+T は深層推論（Thinking）

の切り替えです。複雑な判断が必要な時にオンにし、単純なファイル修正時にはオフにします。

Alt+O は高速応答モードのオンオフを切り替えます。

特殊接頭辞は三つだけです。スラッシュ（/）は内蔵スラッシュコマンドを呼び出します。感嘆符（!

）はターミナルコマンドを直接実行します。コード内で「!ls -la」と入力すると、ファイル一覧が即

座に表示されます。アットマーク（@）はファイルを呼び出して会話に含めます。「@src/auth.py

このファイルをリファクタリングしてください」のように使用します。この三つの接頭辞が、ほぼ

すべての高度な対話への入口となります。

複数行の入力は、バックスラッシュ＋Enter、またはCtrl+Jで行えます。長い指示を入力する際、

Enterキーで即座に送信されるデフォルト動作を回避できます。

セッションセレクターには専用のキーが割り当てられています。上下矢印キーでリストを移動し、P

でプレビュー、Rで名前変更、スラッシュで検索、Bで現在のブランチのみをフィルタリングします。

この画面は、claude --resumeを実行するか、/resumeと入力した際に表示されます。

会話履歴ビューアでは、Ctrl+Oでビューアを開き、スラッシュで検索（v2.1シリーズで新たに追加）

、NまたはShift+Nで検索結果間を移動、Ctrl+Eで全体を展開、QまたはEscで閉じます。

ショートカットキーは覚えようとすればきりがありませんが、実際にはCtrl+C、Ctrl+L、Shift+Tab、

Alt+Tの4つが全体の90％を占めています。残りは、行き詰まった際に思い出して使えば十分です。

コマンドライン方式の命令とフラグ

ターミナルで「claude」と入力すると対話モードが開始されます。ただし、このコマンドの後に何

を追加するかによって、全く異なるツールとして機能します。

主要なコマンドは5つあります。

claude # 対話モードの開始 claude "質問" # 即座に質問して開始 claude -p "質問" # 非対話型実行

（自動化用） claude -c # 最後の対話を継続 claude -r "セッション名" # セッション名で開く 

claude update # 最新バージョンに更新

このうち日常的に使用するのは「claude」と「claude -c」の2つです。自動化パイプラインを構築

する際には「claude -p」が中心となります。-pはprintの略で、対話型UIを表示せず、結果のみを出

力して終了します。シェルスクリプトに埋め込んだり、GitHub ActionsなどのCIで呼び出す際に必

須です。

主要なフラグは2つのグループに分かれています。

実務でよく使われる基本フラグは約8つあります。

-w # Gitワークツリーの作成 -n, --name # セッション名の指定

高度なフラグはv2.1シリーズで多数追加されました。



195

実践的な組み合わせの例を3つ見ていただくと、イメージがつかめるでしょう。

claude -p「エラー分析をお願いします」--model claude-haiku-4-5 --output-format json

claude --permission-mode plan --add-dir ./src

cat error.log ¦ claude -p「原因を探して」--max-budget-usd 1

3 つ目の例は特に面白いです。UNIX のパイプを1 行使うだけでログ分析の結果を受け取ることがで

き、1 ドル以内で回答できない場合は自動的に停止します。このような組み合わせが可能であるこ

とが、コマンドラインツールの威力です。

スラッシュコマンド完全ガイド

セッション内でスラッシュ (/) を入力すると、内蔵コマンドの一覧が表示されます。スラッシュの

みを入力しても自動補完リストが表示されるため、コマンド名を覚えていなくても検索できます。

すべてのコマンドは4 つのカテゴリーに分類されています。

セッション管理は8つのコマンドで構成されています。

/clear # 会話の初期化（コンテキストのクリア） /compact # 会話の圧縮（コンテキストが60%以

上埋まった場合） /resume # 以前のセッションを再開 /rename # セッション名の指定 /branch #

会話の分岐 /cost # モデルが計算するトークン単価の確認 /rewind # 過去の会話地点へ戻す

/export # エクスポート

/clearは作業内容が変わる際に使用します。議事録の整理からコードレビューへ移行する場合、以

前の会話内容が残っていると邪魔になるためです。/clearで初期化し、新たに開始します。

/compactは、一つのセッションで長時間作業する際に使用する圧縮機能です。コンテキストがいっ

ぱいになるタイミングで自動的に作動することもありますが、明示的に呼び出して「この情報だけ

を残して圧縮してください」と指示することも可能です。

/rewindは間違った方向へ進んでしまった会話を、以前の地点まで戻します。/branchは、一つの会

話から複数の分岐を作って実験を行う際に便利です。「この方法で試してみて、気に入らなければ

元に戻す」という実験的な探索に用います。

設定関連のコマンドは8つあります。

/config # 設定画面を開く /model # モデルを切り替える /fast # 高速モードのオン/オフ /effort

# 品質（努力）を調整する /theme # テーマを変更する /permissions # 権限を管理する

/keybindings # ショートカットキーを設定する

/effort は、コマンドラインの --effort と同じ役割をセッション内で果たすコマンドです。現在の作

業の難易度に合わせて努力レベルを変更します。/permissions は権限管理の UI です。どのツール

を許可し、どのコマンドは毎回確認するか、どのコマンドは絶対に許可しないかを細かく設定でき

ます。



196

「git commit は自動許可、rm -rf は拒否、ネットワークリクエストは毎回確認」のようなルールを

ここで作成します。

ツール管理コマンドは全部で八つあります。

/init # CLAUDE.md の生成 /memory # ガイドラインの編集 /mcp # MCP 接続サーバーの管理

/hooks # フックの設定 /skills # スキル一覧の表示 /agents # エージェントの管理 /add-dir # 作業

フォルダの追加

/init は、新しいプロジェクトを開始する際に最初に実行するコマンドです。Claude が現在のフォ

ルダの構造を分析し、CLAUDE.md の草案を自動的に生成します。このファイルはプロジェクトの

ガイドラインとなり、以降のセッションでは毎回自動的に読み込まれます。/memory は、このガイ

ドラインを編集するためのインターフェースです。

「このプロジェクトでは Python 3.12 を使用する」「PEP 8 を厳格に遵守する」「検証カバレッジ

は 80% 以上を維持する」といったルールをここに記載します。

/mcp は、MCP 接続サーバーを管理する画面です。どのサーバーが接続されており、各サーバーが

どのようなツールを提供しているかを一目で確認できます。問題が発生したサーバーの再起行、新

規追加、または一時的な無効化などの操作は、ここで行います。/hooks は、フック設定の UI です。

特定のイベント（ファイル修正前、ツール使用前、セッション終了時など）に自動的に実行するシェ

ルコマンドを設定します。

特殊コマンドのカテゴリには、比較的新しく追加されたものが多く含まれています。

/btw # コンテキストを消費せずに質問する /plan # プランニングモード /loop # 反復予約実行

/voice # 音声モード /doctor # 診断 /remote-control # リモート制御 (NEW) /schedule # クラウ

ド予約 (Routines) /security-review # セキュリティレビュー

/btw は「by the way」の略で、現在の作業の文脈を消費せずに短い質問をする際に使用します。

「それより、PostgreSQL と MySQL のどちらがこの場合に適しているでしょうか？」といった横道

にそれる質問をする必要がある場合、/btw で尋ねれば、現在進行中のコード作業の文脈が保持され

ます。/plan は Shift+Tab でアクセスする計画モードと同様の機能です。

/loop はセッション内で反復作業を予約します。「/loop 5m CI 状態確認」と入力すると、5 分ごと

に CI の状態を確認し、変更があれば通知します。/voice は音声モードです。スペースキーを押し

ながら話すと、自動的にテキストに変換されてコマンドとして実行されます。20 言語に対応してお

り、韓国語も含まれています。

/doctor は環境診断コマンドです。Node.js のバージョンが正しいか、API キーが設定されているか、

MCP 接続サーバーが応答しているか、必要な権限があるかを一度に確認します。インストール直後

に何か問題がある場合、最初に試すべきコマンドです。

/schedule は 2026 年 4 月 14 日にリリースされた Routines を制御します。ローカルで動作する

/loop と異なり、/schedule で作成されたタスクは Anthropic のクラウド上で実行されるため、ノー

トパソコンを閉じていても実行されます。毎朝 7 時のブリーフィング、毎週月曜日の 9 時の週次報
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告、毎月 1 日の費用精算などのルーチンをここに登録します。

/security-review はコードベース全体を走査してセキュリティ上の脆弱性を検出するコマンドです。

OWASP Top 10 の基準に基づき、SQL インジェクション、XSS、ハードコードされた機密情報など

の問題を特定します。リリース前に必ず実行する習慣をつけることで、重大な事故を未然に防ぐこ

とができます。

スキルとエージェントエコシステム

スラッシュコマンドが組み込み機能であるのに対し、スキルはユーザーが直接作成する機能です。

同じ指示を繰り返し行うよりも、スキルとして保存して一度に呼び出す方が効率的です。スキルと

スラッシュコマンドは v2.1 シリーズで統合され、同じエンジンで動作します。.

claude/commands/deploy.md ファイルと .claude/skills/deploy/SKILL.md ファイルの両方が、

/deploy コマンドを作成します。

まずは組み込みスキルから見ていきましょう。Claude Code のインストール直後から使用できるも

のが 5 つあります。

/simplify # コードレビュー（AI エージェント 3 基並列）/batch # 大量変更（5～30 のワークツリー

）/debug # ログ分析/loop # 反復予約実行/claude-api # Claude API/SDK 参照ロード

/simplify はコードレビューに特化したスキルです。3 つのエージェントが並列で動作し、コードを

品質、セキュリティ、可読性の異なる観点からそれぞれレビューします。/batch はワークツリー機

能と連携し、5 から 30 の独立した作業空間で同時に変更作業を実行します。ライブラリ全体に型

ヒントを追加したり、複数のファイルで一貫したリファクタリングを行ったりする際に使用します。

/debug コマンドはログファイルを丸ごと読み込み、エラーの原因を特定します。/claude-api コマ

ンドは、Claude API および SDK の公式ドキュメントをコンテキストとして取り込み、API 関連の作

業時に参照できるようにします。

スキルの保存場所は 2 箇所あります。

.claude/skills/<名前>/ # プロジェクトスキル（チーム共有） ̃/.claude/skills/<名前>/ # 個人ス

キル（全プロジェクトに適用）

プロジェクトフォルダに配置したスキルは Git にコミットされ、チーム全体で共有されます。ホー

ムディレクトリに配置したスキルは、該当ユーザーのみが使用するグローバルスキルです。会社共

通のデプロイルールはプロジェクトスキルとして、個人のメモ整理ルーチンは個人スキルとして管

理する分け方が自然です。

SKILL.md ファイルの構造は、YAML フロンットマターと Markdown 本文に分かれています。フロ

ンットマターのフィールドを一つずつ見ていきましょう。

name: deploy description: プロダクションへのデプロイ。ユーザーがデプロイを要求するか、

deploy に言及した際に使用されます。allowed-tools: [Bash, Edit] model: claude-haiku-4-5

effort: low paths: [src/**] context: fork disable-model-invocation: true
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name はスキルの識別子です。小文字とハイフンのみを使用でき、最大 64 文字までです。

description は、Claude がいつこのスキルを呼び出すかを判断する根拠となります。最も重要なフィ

ールドです。「何を、いつ行うべきか」を具体的に記述します。「コードを支援します」のような

曖昧な説明では、スキルが発動しないか、不適切な場所で発動してしまいます。

allowed-tools は、このスキルが実行される際に Claude が使用できるツールを制限します。読み取

り専用のスキルには [Read, Grep, Glob] を、デプロイ用のスキルには [Bash, Edit] を指定します。

この制限が安全装置の役割を果たします。model は、スキル実行に使用するモデルを強制します。

複雑な分析には claude-opus-4-6 を、単純な反復作業には claude-haiku-4-5 を指定します。

effort は v2.1 シリーズでスキルに追加されたフィールドです。low、med、high、max のいずれ

かを指定すると、このスキルが発動された際に Claude の思考の努力レベルがその値に設定されま

す。paths は、このスキルがどのファイルパターンに対して有効化されるかを定義します。

[src/**] と指定すると、src フォルダ内のファイルを扱う際のみ、このスキルが候補として挙がり

ます。

context: fork は重要なオプションです。これは、このスキルを補助エージェントの独立したコンテ

キストで実行することを意味します。大量の探索結果がメインの会話に流れ込むのを防ぎます。一

冊分のコードベースをスキャンするようなスキルは、ほとんどが context: fork で実行する方が安

全です。

disable-model-invocation: true は、このスキルが Claude によって自動的に呼び出されるのを防ぎ

ます。ユーザーが明示的に /deploy と入力した場合のみ実行されます。デプロイ、コミット、外部

へのメッセージ送信など、結果を元に戻しにくい作業には、必ずこの安全装置を設けるべきです。

本文のマークダウンでは、以下の 3 つの特殊文法が使用されます。

$ARGUMENTS # スキル呼び出し時にユーザーが渡した引数 ${CLAUDE_SKILL_DIR} # スキルフォ

ルダの絶対パス ! cmd # 動的コンテキストの注入（シェルコマンド実行後の結果を文脈に含める）

$ARGUMENTS を使用すると、スキルは関数として動作します。/analyze-file src/auth.js と入力す

ると、src/auth.js が $ARGUMENTS に格納され、スキル本文に挿入されます。

${CLAUDE_SKILL_DIR} はスキルフォルダの絶対パスを返します。このパスを利用して、スキルと

共にデプロイされたスクリプトを実行します。

! date のように、感嘆符とバックティックを組み合わせた構文は、スキルロード時にシェルコマン

ドを実行し、その結果をコンテキストに注入します。現在の日付、ブランチ名、直近のコミットハッ

シュなどの動的な情報をスキルに含める際に使用します。

内蔵エージェントは4種類あります。

Explore # 高速探索専用（Haikuベース、読み取り専用ツールに最適化）Plan # 計画モード調査用

General # 汎用（全ツールアクセス可能）Bash # ターミナル独立実行

Exploreは軽量で高速なエージェントです。コードベースの構造把握や「この関数がどこで呼ばれて

いるか」といった調査に使用します。Haikuモデルを採用しているためコストが低く、速度も速いで
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す。PlanはPlan Mode内で活動します。Generalはすべてのツールにアクセス可能な汎用エージェン

トです。Bashはターミナル作業を独立したプロセスで実行するエージェントで、長い構築や検証を

バックグラウンドで実行する際に便利です。

エージェントのフロントマターには、スキルよりも多くのオプションがあります。

permissionMode: default/plan/bypass isolation: worktree # 独立ワークツリーで実行 memory:

user¦project # 記憶保存範囲 background: true # バックグラウンド実行 maxTurns: 10 # 行動回数

制限 initialPrompt: ...

# 自動初回質問（NEW）SendMessage # エージェントの再開（resume 代替、NEW）

initialPrompt は v2.1 系列の新機能です。エージェントが生成されると同時に、このプロンプトが

自動的に実行されます。「現在の PR の変更点を要約せよ」といった初期指示を事前に設定しておけ

ば、ユーザーがセッションに参加した瞬間に結果が用意されています。SendMessage も新機能で

あり、従来の resume を代替します。一時停止されたエージェントに新しいメッセージを送信して

作業を再開させます。

上級者向けワークフロー

これまでの五つのセクションが部品の説明であったなら、今回のセクションはそれらを組み合わせ

て実際に使う方法です。八つの核心となるワークフローが互いに連携し、Claude Code の真の速度

を生み出します。

計画モードを最優先してください。大規模な変更を行う前に必ず通過すべき関門です。Shift+Tab

で計画モードに入ると、Claude はコードを一行も修正せず、計画書のみを作成します。ユーザーは

この計画を検証し承認した後にのみ、実際の修正が実行されます。「データベーススキーマを変更

する」という指示に対し、Claude が即座にコードの修正を開始すれば、大きな事故につながります。

計画モードでは、影響範囲を事前に確認し、危険な箇所を指摘して回避するプロセスが必要です。

思考と努力量の調整。Alt+T で深層推論をオン・オフできます。単純なファイル操作ではオフにし、

アーキテクチャの決定や微妙なバグの追跡ではオンにします。一度だけ最強モードで実行したい場

合は、入力欄に「ultrathink」と入力してください。そのターンだけ最高レベルの思考で動作します。

/effort コマンドを使用すると、low、med、high、max の 4 段階で、セッション全体の基本努力

レベルを変更できます。

Git ワークツリー。開発者が複数のブランチを同時に操作する際に、重複しない作業領域を提供する

機能です。claude コマンドに -w フラグを付与すると、独立したワークツリーでセッションが開始

されます。/batch で 5 から 30 のタスクを並列実行する際、各タスクが自身のワークツリー内で独

自の変更のみを扱うため、競合が発生しません。ライブラリ全体にわたる一括修正や、複数の PR を

同時に進行させる作業において、その威力を発揮します。

claude -w feature-login # ワークツリー生成後に開始 /batch 5 "各ワーカーに割り当てられたモジュ

ールのリファクタリング"
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音声モード。/voice と入力すると音声入力モードに入ります。スペースキーを押しながら話すと、

自動的にテキストに変換されます。韓国語を含む 20 言語に対応しています。長い指示を入力する

のが面倒な場合や、散歩しながら構想した設計をそのまま出力したい場合に便利です。

コンテキスト管理。/context と入力すると、現在の会話がコンテキストウィンドウの何パーセント

を占めているか表示されます。60～70% に達したら /compact で圧縮するタイミングです。95%

に達すると自動的に圧縮されますが、それより前に明示的に圧縮することで、どの情報を残すか指

示でき、精度が高まります。Opus 4.6 は、Max 契約において 1M トークンのコンテキストをカウ

ントするモデルをサポートしています。

数十万行のコードベースを一度にアップロードして分析できる分量です。

/context # 現在の使用量を確認 /compact "重要な決定事項と現在の作業ファイルのみを残してく

ださい"

セッションの活用。claude -c を実行すると、最後の会話を続けて開始します。退社時にセッション

を終了しても、翌朝に -c を一度実行するだけで、昨日の作業がそのまま継続されます。claude -r "

セッション名" は、名前を付けたセッションを呼び出します。複数のプロジェクトを行き来して作

業する際、セッションに名前を付けておくと混乱が軽減されます。/btw は、現在のコンテキストを

変更せずに短い質問をするためのコマンドです。

自動化と SDK。claude -p "質問" は自動化の入り口です。対話型 UI を表示せず、結果のみを返しま

す。--output-format json を追加すると、結果が JSON 形式で返されるため、他のプログラムでパー

スしやすくなります。UNIX パイプとも相性が良好です。

tail -200 app.log ¦ claude -p「Slack に異常兆候を通知」git diff main --name-only ¦ claude -p「変

更ファイルのセキュリティレビュー」

予約と遠隔制御です。/loop 30m は 30 分ごとに指示を繰り返し実行します。セッションが開いて

いる間のみ動作します。/schedule は Routines を作成し、Anthropic クラウド上で実行します。ノー

トパソコンが電源オフの状態でも動作する、真の自動化です。/rc は claude.ai のウェブとセッショ

ンを接続し、モバイルからも制御可能にします。--remote フラグは、ウェブセッション内で作業が

実行されるようにします。

この 6 つのセクションが、v2.1.86 基準の Claude Code の全体像です。日常的に使用する機能は、

Ctrl+C、Ctrl+L、/clear、Shift+Tab、claude -c の 5 つに簡素化され、自動化パイプラインを構築

する際には、claude -p、--output-format、MCP 接続機能、Routines が中心となります。

その間の数十種類の命令やフラグは、特定の瞬間に必要となった際に、この章に戻って検索すれば

見つかります。

バージョンは急速に変化します。2026 年 3 月に --bare と --channels が、4 月に Routines が追加

されたように、毎月新たな機能が追加されます。claude update を定期的に実行して最新バージョ

ンを維持し、/doctor で環境状態を確認する習慣さえあれば、取り残されることはありません。
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本書で取り上げていない新機能は、Claude Code 公式のチェンジログ（

code.claude.com/docs/en/changelog）で直接ご確認ください。

← 前の章
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